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はしがき

　本報告言は17世紀ジェームズー世期のヴァー読ニア会社及び植民に関わるものである。

、ヴァージニア会社は本来商業的性格の極めて強い会社であったが、会社の公式文書や植民

を擁護した説教を読むと会社の主なる目的として「福音」の普及があげられている。報告

書では最初ヴァージニア植民がいかに宗教とは関係のない商業的な投資の還元を目的とし

ているかを会社の公式文書から論じた。次にジェームズー世期の大国スペインとの確執か

らヴァージニア植民を論じ、特に、スペイン駐英大使が見たヴァージニア植民を論じた。

次にヴァー一ジニア植民を擁護した一連の説教から最初ジョン・ダン（John　Do㎜e）の説教を

取り上げ、その手法について論じた。ダンは聖書の一節をヴァージニア植民に適応し、ヴ

ァージニア植民を正当化している。筆者は、更に、この聖書の適応に着目し、ダン以前の

同じくヴァージニア植民を擁護した一連の説教を取り上げ、説教家がすべて聖書の植民へ

の適応によって植民を支持していることを指摘した。最後に、筆者は聖書の適応がどこに

由来するのかを扱い、それが聖書解釈の予表論（タイポロジー）の変形であることを論じ

た。予表論は本来は「旧約聖書」が「新約聖書」の予表となっていることを指摘すること

によって、両聖書の一貫性を主張する解釈である。「新約聖書」に書かれていることはす

べて「旧約聖書」’に見出されるとするこの聖書解釈は聖書の誕生以来中世、近世を通じ継

承されてきた。ところが17世紀に入り、この予表論を社会的・政治的に利用する宗教人

や文人が現れた。彼らは、「旧約聖書」の対型を「新約聖書」に見出さないで、彼らの時

代の人物、出来事に見出したのである。っまり、「旧約聖書」や「新約聖書」の人物・出

来事をジェームズー世、チャールズー世、クロムウェル等に適応したのである。筆者はこ

・の予表論の変形がダンを始めとする説教家達の聖書の適応の根本を形成しているとを論じ

た。そのためにダンの本来の予表論の使用を論じ、その後ダンの火薬陰謀事件記念説教か

らダンが「旧約聖書」をジェームズー世に適応していることを指摘し、ダンのヴァージニ

ア植民擁護の説教における聖書の適応との関係を論じた。
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1ヴァージニア会社と公式文書（1）

　1606年4月10日発布のジェームズー世の勅許状により本格的に活動し始めたロン

ドン・ヴァージニア会社は1624年に解散するまで合計三回の勅許状を発している。い

わゆる公式文書によるヴァージニア植民宣言である。以後イギリスによるヴァージニア植

民を国内外に宣言書し、植民活動が本格的に始まることになる。イギリスの海外進出はも

とよりヴァージニア植民が最初ではない。ハリオット（Ha由ot）、バクルート（Rich班d

Hakluyt）、パーチャス（Samuel　Purchas）等の記録が雄弁に物語っているように、イギリ

スはアメリカのみならずヨーロッパ大陸への進出をも企ている。そもそもイギリスの海外

進出の目的は何であったのか。これが以後の本論のテーマである。ジェームズー世の勅許

状がうたっているように、ヴァージニア植民の目的は異教徒へのキリスト教布教であった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　
のだろうカ㌔ヴァージニア植民の宗教的性格を強調したミラー一（Perry　Mi11er）とは異なり・

私は異教徒へのキリスト教布教は二次的な問題で、植民による金銭的な利益こそがヴァー

ジニア会社及びヴァージニア植民の第一の主要目的であり、それであるがゆえに冒険植民

者（adventurers＞や植民者が未開の地ヴァージニアへ一撰千金を夢に抱き、イギリスを後に

したと私は考えている。この問題の解明にあたり私はヴァージニア会社・植民に関連する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　資料に吟味を加えるが、その資料には以下がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気
（1）会社成立に関わる王と枢密院によって発布された特許状、勅許状及び命令書。

（2）宮廷管理書に記録されている冒険商人（adven雛ers）の活動報告書。ここには植民、

土地の認可、その他植民を推進し収入増加のための経済政策・計画が記録されている。

（3）植民事業を行うに際し、会社が植民統治者へ与えた依頼、植民者への規則、指示。

（4）植民現地からの報告、宣言書、書簡、不平。

（5）一般人から植民事業への信頼を得、冒険商人を確保し、会社の会員の関心、支持を

維持するために出版した宣伝書、広告、宣言書、パンフレット、説教。

（6）会社の会員と個々の植民者との間の私的往復文書。

（7）17世紀の他の会社や諸都市の記録と政府役人かヴァージニア会社の業務には直接

関係していない人達の記録。

本論では、公的文書によるヴァージニア会社・植民に関する公的文書と私的文書から植民

事業の実体解明にあたるものである。本論では主として上記の（1）（3）（4）を中心

にして論を進めたい。最初ジェームズー世の三っの勅許状、種々の指示・命令・布告と及

びヴァージニアからの書簡・報告書、及びハリオットのヴァージニア報告書、オ伽げ伽4

か〃θアゆoπqプ式加η8wノ擁η4　Zoη4ρ〆防㎎∫η毎（1588）、バクルートの防ア9ゴ〃ぬRゴ訪かレb1μθ4

（1609）、ストレーチェイ（William　Strachey）の窃θ1伽o漉｛ガ乃卿θ1赫o貯アg槻o　Bアゴ纏脚

（1612）、パーチャスの飾た勿傭Po3伽〃2〃∫（1625＞等からヴァージニア会社及びヴァージニ

ア植民の目的、実体を明らかにしたい。

1

ジェームズー世の勅許状は1606年4月10日、1609年5月23日、1612年
3月12日の三回にわたって発布されているが、特に最初の勅許状はヴァージニア植良の
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目的を明示したものとして注目に値する。ヴァージニア植民は1585年、87年のウォ

、ルター・ローリイ（Walter　Raleigh）によるロアノーク島植民失敗後、ジェームズー世が勅

許状を発布することによってそれまでの私的な事業から国家的事業へと方針を変え、ヴァ

ージニア植民に対し国家が主導権を握ったのである。ジェームズー世がアメリカ植民を認

可した背後には英国内の社会的な理由があり、対外的にはカトリック大国ズペインへの対

抗意識と英国のヨーロッパ諸国への経済的依存からの脱却があり、ヴァージニア植民によ

り英国は自国経済の自給自足を望んでいた。この問題についてはバクルートが『西方植民

論』（ゆαアガα伽漉蜘魏β‘・η・・Z吻9伽9溜蜘・・θ∬漉αη4〃・α緬娩ω〃〃・・伽・励伽アθ

伽860970wθ如伽3RθαZ膨q〆E”9伽ぬの伽彫漉避”θ訪500v87ゴθ3繍の碗ε〃1ρ彪紛（1584）で
　　　　　　くヨ　
言及しているが、彼によれば英国の毛織物等の市場開発、余剰物資の供給地、余剰人口

に由来する失業者・浮浪者問題及びスペインを相手にする場合の基地としてのアメリカ植

民の重要性からしてヴァージニア植民はどうしても必要であった。ヴァージニア植民は英

国内の社会問題解消と同時に英国の国威発揚的な性格を伴った海外進出であったとも言え

る。英国の国威発揚と国内の社会問題解決を一気に狙ったヴァージニア植民はジェームズ

ー世の勅許状によってロアノーク島植民失敗後の英国民に新たな局面を迎えることになっ

た。ヴァージニア植民の中心的存在となるジェントルマンの台頭、余剰人口の出現、植民

事桑へのロンドン商人とジェームズー世王朝の関心があいまって、ジェームズー世は16

06年4月最初の勅許状（chalter）を発布し、ヴァージニア植民を国家事業として認可する

ことになる。海外植民という大事業を行うに際し最大の問題点はその運営資金である。い

かにして海外植民に必要な資金を集めるか否かが植民成功の鍵を握っている。ローリィの

刀アノーク植民が物語っていたようにもはや海外植民は個人の資金ではとうていやりおえ

ることはできない。それでできるだけ多くの植民賛同者から資金を集めるために共同出資

会社（Joint　Stock　Company）が設立されることになった。会社はあらかじめ価格を決め、

賛同者に株式を配当して資金を集め、植民の利益を出資者に配当する方法をとったのであ

る。共同出資会社設立の趣旨からヴァージニア会社の全容が浮かび上がってくる。ヴァー

ジニア会社はロンドン商人のヴァージニア植民での利益追求とジェームズー世王朝がかか

える種々な問題解消が合致したことから生まれた商業的色彩が極めて強い会社である。と

ころが1606年の第一勅許状を見ると、会社の商業的性格は希薄化され、代わりに会社

の宗教的使命が全面に出されていることがわかる。第一勅許状では植民地の地理的範囲の

明示、ヴァージニア会社とプリマス会社の植民領域設定、王と王の代理人の権限の明示の

後勅許状は次のように言う。

　　Wee，　greately　commending　garoiously　accepting　of　the掴e　des症es　to｛血e血曲erance　of　soe

noble　a　worke　which　may，　by　the　providence　of　Almightie　God，　hereafter　tende　to　the　glode　of

His　Divine　M砺es磁es　i無propagating　of　Christian　religion　to　suche　people　as　yet　live　hl　darknesse

and　miserable　ignorance　of止e　tme　knowledge　alld　worshippe　of　God　a血d　may　in　tyme　brillg　the

infidels　a紐d　salvages　living　i蹴those　parts　to　humane　civilitie　and　to　a　setled　alld　quiet

gove㎜ente，　doe　by血eise　our　lett顧es　patens　graciously　accepte　of　and　agree　to　theire　humble

　　　　　　　　　　　　く　　
Imdwell　intended　desires；（p．2）　し
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社の姿は全く見られない。ヴァージ4ア植民者へ強い影響を及ぼしたバクルートの『西方

植民論』第一章でも彼は、英国の西方植民の第一の目的を「キリストの輝かしい福音を宣

べ伝え」「正しい・完全な救いの道にi引き入れる」こととし・これが「まず真っ先にやら

れるべき主要雛事」とし・いかに嗣スト教徒にふさわしい仕事を植民において行うか

を強調している。ジェームズー世の第一勅許状はこのような流れを汲み、まずキリスト

教の布教を全面的に掲げる。一般の植民者や冒険植民者が何をもってヴァージニア会社へ

参加し、出資したかと言えば、それは利益なのである。ヴァジーニア会社を「共同出資会

社」としたこと自体が会社の性格を如実に表している。一種の株式会社への投資者が何を

目当てにしているかは容易に理解できる。しかしながら上に見たように会社の使命をキリ

スト教布教におく勅許状の真の意図はどこにあったのか。第一勅許状にはヴァージニア

での金、、銀、銅発見の際して、金銀に関してはその5／1、銅に関しては15／1をロン

ドンの親会社に納めなければならないとの規定があり、ヴァージニア会社としてはこれが

出資者への配当にあてるべき利益である。しかし第一勅許状は全体的にはヴァージニア会

社植民の宗教的使命が特記され、一般の出資者や植民者の最大の関心事である利益配当に

っいてはあまり触れていない。公式の勅許状で触れるには余りにも露骨すぎる嫌いがあっ

たのかもしれないが、それにしても出資者が最も知りたい「利益」に関する記述が希薄な

のには少々驚かされる。東インド会社同様ヴァージニア会社植民への最大の関心事は配当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こであったはずである。会社が期待していた金銀銅は発見されなかったが、タバコの発見と

国内でのタバコ需要からくるタバコ栽培への関心はやはりその利益であった。ベン・ジョ

ンソン等は『東行きだよお一！』（1605年）で「ヴァージニアには金が豊富である」

と書き、またマイケル・ドレイトン（Michael　Drayto血）が「真珠や金を得るために、我々の

真珠や金を手にするために、地球唯一の楽園ヴァージニアよ」（Ode　To　the　Wginian

Voy…壌e，1606）は当時の一般人がヴァージニアに対して抱いていたイメージであろう。ヴ

ァージニアは人々に一櫻千金の夢を実現させてくれる場所であったのである。1606年

12月20日発布の『規約、指示、命令』（ARTICLES，　INSTRUCTIONS　AND　ORDER）で

は国王直属ヴァージニア評議会の設置とその役員選出について記されているが、そこでも

キリスト教布教について触れている。

．．and　wee　doe　especially　ordaine，　charge　and　require　the　said　Presidents　and　Councells　and出e

ministers　of止e　said　seveml　Colo血ies　respeotively，　within　their　several　limits　and　precincts，　that

they　with　all　diligence，　care　alld　respect　doe　provide　that出e　tlme　word　and　service　of　God　and

CLlistia簸faith　be　preached，　planted　and臆sed，．．．（p，15＞

1609年5月23日、ジェームズー世は第二勅許状を発布する。この勅許状はべ一コン

（Sir　Francis　Bacon）の協力を得てエドウィン・サンディズ（Sir　Ed輌n　Sandys）が作成したと

言われているが、ジェームズー世の恣意的権力による統治から被統治者の同意と植民者の

労働の結果を享受する権利重視の統治を容認したものである。注目すべき点は資金確保の
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ために株式を公開し、自費でのヴァ峠ジニア渡航者は株主の地位が保証され、資金のない
者はヴァージニアで7年働くという無で会社の年季契纏公人として灘でき、7年の

奉公があける際に奉公人は自由となづ、さらに会社の利益の配当と最低100エーカーの

土地の配分を受けることになった。この勅許状では、植民者にヴァージニアでの金銀銅等

の発掘権を与えると共に、多くの職人、同業者組合にヴァージニア植民に参加させている

ことも注目に値する。ヴァージニア植民の目的がより明確化されている点で第二勅許状か

らヴァージニア会社の全容がうかがい知れるが、・ヴァージニア会社組織の運営強化をねら

い国王の介入を最小限にくいとめ、植艮者個人の権利を重視した点でアメリカ憲法の原点

を指摘する人もいる。その第二勅許状でも最後にはヴァージニア植民の主要な目的は異教

徒の改宗であると次のように言っているのである。

　　And　lastly，　beca皿se　the　prhlcipall　effbct　which　wee　cann　desire　or　expect　of　this　action　i鼠

the　collversion　and　reduction　of　the　people　in　those　partes　mto　the　tme　worship　of　God　and

Chds廿a血religion，．．．（p，54）

「神と真の宗教へのかかる土地に住む人々［インディアン］あ改宗と救渕こそがヴァージ

ニア植民が本来目指すべき大目的なのである。会社の商業的性格を明確にしたあとで最後

に会社の宗教的使命をわざわざ付け加えることで会社はヴァージニア植民の大儀名文を植

民関係者に訴えている。1609年5月、ヴァージニア総督トマス・ゲーツ（Thomas　Gates＞

へのヴァージニア評議会の指示・命令・規約ではヴァージニア統治のために様々な助言が

なされているが、カトリック大国スペインを意識したプロテスタントとしての英国国教会

の布教活動の重要性を強調し、次のように言う。

You［Thomas　Gates］shall　take　p血【cipall　order　and　care£or　the　tme　and　reverent　worship－of　God

血at　his　worde　be　duely　preached　a血d　his　holy　sacraments　adm㎞stered　accordinge　to血e

　　　　　　　　　　ヒconstitucions　of　the　Church　of　England　in　all㎞damentall　points，＿And　all　atheisme，　prophanes，

popery，　or　schisme　be　exemp藍arily　punished　to　the　honor　of（沁d　and　to癒he　peace　and　safety　of

his　Church，＿（p57）

無神論、冒涜、ローマカトリック教、教会分裂は神の名誉と教会の平和と安全のために戒

めてとして処罰されねばならない。更にヴァージニア植民の最も敬虞・高尚な目的として

原住民インディアンのキリスト教改宗を掲げ、実際にインディアンの子供をキリスト教に

従って教育すべきことを指示している。

You　sha皿，　with　all　propensenes　a血d　d章igePce，　ende窃vour　tbe　co血version　of　the　natives　to　the

㎞owledge　and　worship◎f　the　tme　God　and　their　redeemer　Chdst　Jesuis，　as　the　most　pious　and

noble　end　of　this　plantadon，．．．（P．57）

トマス・ゲーツへの会社からの指示には植民の強化のために南洋（太平洋〕航路・鉱山の・

発見、交易、貢物、植民者のワイン、ピッチ、タール等生産向上をあげておりL、・ヴァージ
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ニア植民の結果への大きな期待が寄せられているにもかかわらず、キリスト教布教をヴァ

ージニア植民の第一の目的としていることに植民事業目的の複雑さが窺える。ヴァージニ

ア会社の宗教的使命の強調はこれ以後も続く。

　1612年3月12日発布の第三勅許状は勅許状としては最後のもので、ヴァージニァ

植民がいかなる結果をもたらしつっあるかが徐々にわかり始めてきた頃であるが、最初に
尊’狽??@propagation　of　Chdstian　religion　and　reclaym血ge　of　people　l）arbarous　to　civilitie　and曜

hum㎝itie”（P．76＞に触れているのである。この第三勅許状では植民事業遂行のための資金

集めに宝くじ導入の決定をしているのであるが、一方では宝くじによる植民資金集め　他

方ではキリスト教布教といったように「聖」と「俗」が混在したヴァージニア植民の実体

がかいま見れる。ヴァージニア会社発布の三回にわたる勅許状及び会社からの指示・命令

等から本来は商業的性格の強い会社が宗教という大義名分を全面に持ち出し、植民の利益

追求を背後に押しやっていることがわかる。ヴァージニア会社はすでに指摘したように本

来は株式会社であり、株式会社は株主への利益の配分を行わねばならない。キリスト教布

教の名のもとでは一般の人々が植民事業へ参加をしたかははなはだ疑問である。もちろん

信仰心に厚い人もなかにはいたであろうが、ベン・ジョンソンやドレイトンが抱いていて

いたヴァージニアのイメージがより一般人の間では強かったと思われる。ヴァージニアと

言えば「金」なのであり、これはヴァージニア植民以前から英国がヴァージニア植民に抱

いていた妄想であった。以上はヴァージニア植民に関する公式文書であるが、ヴァージニ

ア会社による「宣言書」（declara加n）と実際にヴァージニアへ行った人々の報告書や書簡

ではヴァージニア植民はどのように報告されているか、次にこの点について触れてみたい。

2

　1606年、1609年、1612年の勅許状発布後、ヴァー一ジニア会社は当初の予想

に反する植民へのかんばしくない実状を否定し、さらなる植民への関心を引き起こすため

に「宣言書」と報告書を出版する。実際1606年の植民以来植民が目指していた現地に

政情の安定、経済的繁栄及びインディアンとの和解は期待していたほどではなかった。そ

のような状況のなかで「宣言書」や報告書は勅許状に沿い、ヴァージニア会社を全面的に

支援する。これらを出版年代順に列挙すると以下の通りである。

（1）Robert　Jo㎞son：ハわ槻B7ノ孟αη刀ノσ（1609年2月）

（2）Robert　Gray：オGoo4勘8θめo聾7g枷o（1609年4月）

（3）オ7ン〃θαη457η‘87εDεo伽α∫纏｛ゾ伽P鞭088αη4E嬬げ伽P伽纏o刀加9塀勿

　　レをア窟刀ゴρ（1610）　’

（4）　ノ霊7ンz∫ε1）80Z6〃ro・か012　qプ武乃θE5煮α彪ρプレ7㎎ノη∫α　（1610）

（5）　RRic11：1＞診w∫ノナo〃2レ？ア9ゴηゴol（1610）

（6）Robert　Jo㎞son：1乃θハ石θw五旋げ防アgノηゴα（1612）

（7）　『W味lliam　Strachey：、Fo7吻θColoηツゴηレ779ゴηθo刀7ノ紛刀刀劾（1612）　・

（8）　Alexander　V凸itaker：Goo42V診・阿～8声o〃3レ？79初ノρ　（1613）

（9！R・lph　H㎝…オ伽Dノ…v砿ゾ伽P・・伽肋陀・げ囎珈（16エ5））
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（10）オ1）θ伽z襯o〃げ云乃8ε娩ε呼’乃8Co加ゴ8伽4伽熔勿”ア9加蹴W肋伽翫魏65｛ゾ

　　伽痴勉碗祝「8z5，伽45伽1珈オ漉燃oθ4ゴη云伽オoがoη（1620）

（11）Edwad　W耳terhouse：オDθ01鱒がoησ訪θ3鰭ψ乃θCo1傭θ加防轡廊（1622＞

、この他にも当時の著名な説教家によるヴァージごア会社擁i護の説教やヴァージニア植民者

　・探検家からの報告書一ハリオットの『ヴァージニア報告』（」肋げ即4か麗7ゆoπqプ伽

　耀w力㈱4伽4げ防79剃o）、スミス（猫omas　Smith）の『ヴァージニア入植についての真実

　の話』（オ伽θ7θ1薦0η｛ゾ3粥乃000〃7アε卿θ3伽40傭漉η孟∫げη0傭傷加功乃ゆηθ4勿聾㎎捌α

　伽0θ伽卿∫’μ0η伽9σ∫加’CO110ηア，　W乃’0耐5ηOW　7θ5ゴ譲競加訪θSO励」ρorπ訪θア吻簿11伽

　Z観うアθ赫η8戸伽伽η08）、ストレーチェイ（WiUiam　S柱achey）の『ヴァージニア旅行記』（肋8

　紐5’o漉｛ゾηαソ8Z1’吻o防アg捌ρβ擁伽脚），パーシー（Geolge　Percy）の『1606年ヴァージ

　ニア植民談話から集められた観察報告』（0う58v薦oη59融θ’7θ40〃’げαD∫500π78θ（ゾ孟わθ

　PZ㈱循oη加防アg加初1606ノ等一及び科信があるが、それらについては校をを改めて論ず

　る予定なので、本論では上記の喧言書」、実際にヴァージニア植民へ赴いた人達からの

　ヴァ1一ジニア植民についての報告書からヴァージニア植民の実状を見てみたい。上記の

　　（5）のRichの『ヴァー一ジニア便り』はヴァージニア植民称賛の韻文で、（7）のStra¢hey

　の『イギリスヴァージニア植民のために』はヴ』アージニア植民運営・管理に関わる法律集

　で、本論とは直接関係がないので取り上げない。他の宣言書、報告書はいわばヴァジー二

’ア会社の宣伝文書で結果は自明であるが、勅許状との関係を見るとすべてが勅許状に沿っ

　た内容で、ヴァージニア植民賛美の文書であることがわかる。これらの宣伝文書ではヴァ

　ージニア植民の正当化、目的、利益にっいて論じられ、ヴァージニア植民の先行きに暗雲

　がたちこめてきたなかで、出資者友び植民者に希望を与えることを目的どしている。最初

　に（1）ジョンソンを見てみたい。ジョンソンが1物vαB廓伽η如を発表した1609年は

　ヴァージニア植民にとって危機の年であった。1606年に勅許状を得て、ヴァージニア

　会社は同年8月と10月に植民者を送るが植民は成功と言えず、同年12、月のクリストフ

　ァー・ニゴーポート（C㎞stopher　Newpoゆ等による植民が一応の成功を収める。ニューポ

　ートは1608年6月に帰国するが、ヴァージニアでは指導者が次々と交代し、ヴァージ

　ニア植民の前途が危ぶまれていた時期であった。しかしこの機会にヴァージニア会社は巻

　き返しを狙い、次々と「宣言書」、報告書、説教による宣伝活動を開始した。ジョンソン

　の1＞bvαβ7π伽珈はかかる背景から書かれた宣伝文書である。当然のことながらジョンソ

’ンはヴァージニア会社・植民を全面的に支持する。会社はそれをすぐさま出版し、ヴァー

　ジニア植民を希望する人達及び出資予定者に希望と安堵の念を与えようとする。ではジョ

　ンソンはいかにしてヴァージニア植民を擁護しているのか。ジョンソンは、最初にカトリ

　ック側（特にスペイン）からのアレグザンデルー世の寄進状によるアメリカ大陸への領土

　権主張には何も歴史的根拠がないと主張し、イギリスのヴァージニア進出には何ら問題は

　ないと指摘した後で、ヴァージニア植民の現状、目的、今後の取るべき道を指摘し、結果

』としてヴァージニア植民は十分に植民の価値があり、最初は利益がないように見えるが、

　決してあきらめることのないようにとの激励で終わっている。宣伝文書として果たすべき

　ことは十分に果たしている内容のものである。ジョンソンにとってヴァージニア植民とい

　う　”high　and　acceptable　worke”　は、”advance　a血d　spread　theコdngdome　of　GOd，　a血d　the
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㎞owledge　of　his　tmth，　among　so　ma血y　millions　of　men　and　women，　savage　and　blinde，　that

never　yet　saw　the　true　light　s五ine　be£ore　their　eyes，　to　enlighten　their　mindes　and　comfbrt　their

　　　くの
s。ules．（B＞に資する事業である。これは既に見た勅許状が挙げていたヴァージニア植民

の第一の目的であるキリスト教のインディアンへの布教と一致しており、ヴァージニア植

民がまずなすべきことは植民地でのキリスト教の推進と布教である。キリスト教に無知な

原住民はいわば暗闇の中にいるのも同然で、その暗闇から原住民を救い出し、教化するの

はキリスト教の義務であると考える。原住民をキリスト教に改宗させることは神の王国推

進に至甑「迷える羊」である原住民を救うのは神から英国民に与えられた使命であると

さえ言う。このようにジョンソンはヴァージニア植民のキリスト教的使命を明確にする。

ヴァージニア植民は世間で流布されているような金銭的利得を目的とした植民ではない。

何はともあれ最初に考えるべきは異教徒のキリスト教への改宗であり、その改宗を通して

英国は神の国建設に貢献する。これはヴァージニア会社としては崇高かっ遠大な模範的な

植民のための大儀名文である。ジョンソンは次にヴァージニア植民の目的を国王の名誉と

王国拡張とする。ヴァージニア植民を単なる個人的な商業的事業にとどめず、英国王と国

家のためというより大きな視点からヴァージニア植民を見っめるとことによって、人々に

愛国心を植え付け、さらにはスペインにとって代わる世界のリーダーとしての英国を強く

人々に訴えることを忘れない。ジョンソンは次のように言う。

　　But　fbr　my　second　point　pmpounde4　t虹e　honour　of　our　Ki駐g，　by　enlarging　his　Kingdomes　to

proue　how　this　map　tend　to　that：no　argument　of　mine　can　make　it　so　manifbst，　as止e　same　is

cleere　hl　it　se㎞；Diuine　testiments　shew，血at　the　hour　of　a　Klng　consisteth　in　the　multitude　of

subiects，　and　certaine璽y　the　state　of　the　Iews　was　farre　more　glorious，　by重he　oonquests　of　D弓uid，

and　under　the　ample　traigne　of　Solomon，　then　euer　befbre　or　after：（C2）

ジェームズー世はDavid王、　Solomon王にたとえられ、ヴァージニア植民は旧約聖書の

DavidやSolomonの他民族征服に比較され、ジェームズー世のアメリカ植民には前例があ‘

ることを指摘する。王あ名誉は臣下の増大にあり、そのためには他国の植民も許されると

いう論理である。予言者D㎝ielは、多くの者を正しい道へ導き入れる征服により永遠に

光り輝いた。そのようにジェームズー世もヴァージニア植民によって異教徒を義の道へ導、〆

くことにより歴史に永遠にその名を留めることになる。ジョンソンのこれちの言葉にはジ

ェームズー世を意識した愛国的な王への賛辞が伺われるが、聖書の人物と彼らの行動を巧噛

みに比較させ、ヴァージニア植民の正当化を訴えるジョンソンの手法は以後の宣伝文書の

さきがげとなる。特に説教家達によるヴァージニア植民擁護はすべてこの手法によってお

り、以後ジェームズー世のヴァージニア植民者は旧約・新約の様々な人物とその行動に匙

とえられ、「神の書」からのお墨付きを付与されるのである。この愛国的心情は更に続き、

ヴァージニア殖民により王の英知、威厳、名誉は世界の果てまで広がる。　・

And　upon　good　warra耐，　I　speake　it　heere　in　priuate，　what　by　these　new　discoueries　jnto止e

Westeme　p飢es，　and　our　hope飼1　se“1i血g　hl　chief6st　places　of　the　Cast，　w汕our　fbmler㎞ow血e

trades　in　other　pa訪es　of　the　world，　I　doe　not　doubt（by　the　helpe　of　God）but　I　may　liue　to　see出e
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d組・・（闘・・ch飢t曲・u・血・i・due　en・。ulag・m・nt）th翫血・wisd・鵬M勾・・丘卿d　H・n・脚f・肛

King，　shalbe　spread　and　enlarge　to　theむndes　of　the　world，　our　Nauications　nlightely　encreased，

謎nd　his　Maiesties　customess血ore　then　tゆled。（C2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

スペインを意識した英国民へ対する国威発揚の意図をも狙ったジョンソンはこのようにヴ

アージニア植民の目的を明確に述べる。英国民のヴァージニア植民への熱意がさめっっあ

ったなかでヴァージニア会社及びジェームズー世側に立ち、ヴァージニア植民の正当性・

有用性を強く国民に訴えるのである。ヴァージニア会社は本来は商業的な株式会社であり、

出資者・植民者の目的は見返りとしての「利益」にあったことは確かである。それにもか

かわらずジョンソンはさかんに宗教的使命と英国の国威発揚を植民の目的として挙げ、英

国民を激励しようとする。それではジョンソンはヴァージニア植民の利益に関して何も触

れていないかというとそうではなく彼もそれについては触れてはいる。その前にジョンソ

ンはヴァージニアの穏和な気候、豊富な資源を称賛し、植民に不足するもは何もないこと

を強調し、ヴァージニアを”this　e飢hly　Paradise，’（B2）とさえ呼んでいる。ジョンソンはヴ

アージニアの土地の価値は今はないかもしれないが、時間と資金があればいずれは良くな

ると言う。

　・A陰dhowsoeuer　fhose　gro㎜ds　hl　Vh・ginia　are　now　but　little　wo曲indeed，　yet　time　and

meanes　wi皿make　them　betteらconsidedng　how　they　passe　our　gro㎜d　in　Englan“，　both　in　regard

of　the　soie　and　d孟mate，　fitter　fbr　many　precious　uses；（C）

ジョンソンが1Vbvo　Bア吻η吻を書いた1609年2月はヴァージニア植民を始めて2年が

経過していたが、ヴァージニアでの植民実績は期待していたほどではなかった。とにかく

植民者をヴァージニアへ送るには資金が必要である。しかしヴァージニアでの経過が思わ

しくない状況のなかで資金投資への見返りがあるかは疑わしかった。ジョンソンはこれら

の事情を十分に把握したうえで、最初に植民の実体とはほど遠い宗教的使命を植民の目的

に掲げ、その後に植民事業の本来の目的である利益的活動に触れる。この世の楽園である

ヴァージニア植民による利益は何なのか。ジョンソンは金銀には触れない。12ポンド1・

0シリングの出資によって出資者は7年後に少なくとも500エーカーの土地を取得でき

るのである。とにかくただちにヴァージニアへ行き、先発隊を支援することが先決であり、

その結果によってさらに株の配当も可能となる。ヴァージニア植民は”so　rich　a　prize　of

hopefhll　eue雄ts“（C2）であり、今そのチャンスを逸するべきではない。ジョンソンはヴデー

ジニア植民の利益については直接的には言及しない。ただ何もしないでいるよりはまず行

動せよと訴え、そのためにヴァージニア会社に投資を呼びかけるのである。ジョンソンの

主張融ヴァージニア植民宣伝文書としては模範的な文書と言える・聖書からの蘇の正当

化、スペインへの対抗意識からくる国威発揚、更にはヴァージニア植民投資からの確実な

収益等、人々の関心事を巧みに取り上げている。ジョンソンは直接にはヴァージニアベは

行ったことがないのだが、ヴァージニアの風土や豊かな自然についてはあたかも本人が見

てきたかのような描写で、説得力のある内容となっている。以後のヴァージニア植民宣伝

文書はジョンソンの宣伝文書と同様の手法で書かれることになる。次に同じ1609年4
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月出版のロバート・グレイ（Robert　Grly）のオGoo45掬θ4如吻9加∫αを見てみたい・

3

　グレイの　濯Goo4勘8β4’o防9槻副ぽスミスの『ヴァージニア入植についての真実の話』

とジョンソンの1＞bvo　B撹卿脚につ叶で・ヴァージニア植民に関する三番目の出版物であ

る。グレイのGoo4勘8θ4は2ヶ月前のジョンソンの1Vb槻B吻α脚o　と内容が酷似してお

り、グレイはGoo4勘θε4を書くに際しジョンソンの1＞bvαB痂卿η初を読んでいたことは

十分に予想され、実際グレイはジョンソンの1物voβア吻吻αに言及している。ジョンソン

同様グレイも旧約聖書の一節をヴァ・ずジニア植民に適応することから始める。グレイは、

JoshuaがJosephの子供達の企てに許可を与えたのみならず祝福も与えたように、ジェー

ムズー世はヴァージニア植民者に与えてくれたと言う。いかにしてヴァージニア植民事業

を聖書に適応し、読者に強いインパクトを与えるかは宣伝文作者の力量次第であるが、グ

レイはジョンソン同様ヴァージニア植民の宗教的使命を強調することを忘れはしない。「神

の栄光」の促進と祖国の栄光と富みの拡大に従事する人は永遠の記録に残ると序文で述べ、

ヴァージニア植民の目的を明確にす為。それに反しただ現世的・世俗的な金銭目当ての棟

民者はそれだけで終わってしまうはかない存在である。　グレイは次のように言う。

＿they　which　prefbrre　their　money　be£or¢ve血e，　their　pleasure　befbre　honour，　and　their　se血sua11

sec磁ties　befbre　heroicall　aduentures，　shall　pe㎡sh　with　their　money，　die　with　their　pleasures，　and

　　　　　　　　　　　　　　　　く　　be　buhed　in　euerlasting　fbrget飾111ese．（Aお）

最初にこのように述べるグレイはヴブージニア植民の精神性を暗示する。ヴァージニア植

民者は「美徳」「名誉」「英雄的冒険1を具現化する人達である。利益を求めてヴァージ

ニアへ行くのではない。冒頭にイスラエル人のカナン征服を記したヨシュア記の一節を掲

げ、それを英国人のヴァージニア植民に適応する。グレイは英国の人口増加とヴァージニ

ア植民をからませ、その先例をヨシヰア記に求めるのである。ヴァージニア植民の場合植

民により「神の栄光が促進され、王国領土が拡大され」、「国家の名誉と名声が世界の果，

てまで広がり、普及される」（B2）Φジョンソンと同様の愛国心である。ヨシュア記の

中にヴァージニア植民の先例を見い出すことでグレイはジェームズー世をヨシュアと伺一

視する。旧約聖書にジェームズー世の原型を見出すのである。なぜヨセフとヨシュアの子

供達が領土を拡張したのかと言えば、1人口増加への対処である。人口増加は国家が偉大で

あることの証であるが・限られた国ヰに収容できる人数は自ずから眼られてくる・それで

ヨシュアが人口急増問題解決に選んだ方法は余剰人口の国外移住であった。しかしここで

問題となるのは移住先の先住民との衝突である。この問題を先住民の教化という観点から

解決する。おおむね未開の地に住む先住民は真の意味での神を知らない。そこで彼らに真

の神を教え、真の神への道を歩ませることが神を知らない未開人にもまた神にとっても偉

大なる行為となる。グレイは次のように言う，

Seeing血ere飴re　men　by　m皿e　so　e朗ily　yeelde　to　discip1血e鋤d　goue㎜ent　upon町㈹asonable
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shewe　of　bettering出eir　fb血mes，　it　is　e

uenture　either　wi伍his　person　or　with

、ciuill　andα㎡stian　killde　of　gouemme蹴

and　soberly　hl　this　world，　and　tp　appreh

f就her　then　to　destroy　them，　or　uttedy　to

elie　mans　dutie　to’Oauell　both　by　s6a　and　land，　and　to

is　purse，　to　bring　the　l）arbarous　alld　sauage　people　to　a

，under　which　they　may　Ieame　how　to　liue　holily，　justly

nd　the　meanes　to　saue　their　soules　in　the　world　to　come，

oote　them　out；（C2）

キリスト教の布教によって未開人を　宗させるという口実のもとに植民は可能となる。野

蛮で未開な人々を文明化されたキリ　ト教的統治へと至らせることで未開人は現世で正し

く生き、来世では魂の救済が保証される。あくまでも植民が行うことは先住民の教化であ

り、彼らにキリスト教を教え、広めることは神の王国拡大にも通じ、一方で人口問題解決、

他方では神の国建設に貢献することになる。始めに「植民」ありきで、その後に植民正当

化がくる。グレイにとってヴァージユア植民の第一の目的は先住原住民の教化であり、植

民は”to　drawe　the　Sauages丘om　tkei訂barbarous　kinde　of　li飴，　to　a　more　ciuil1，　ho箆est，　and

Chds丘an　kinde　of　li飴”（C3）であり、未開人の教化を伴う植民はそれ自体が合法的なので

ある。グレイはこのように英国内の人口問題解消、キリスト教の布教と原住民の教化をヴ

ァージニア植民の目的として挙げるが、ヴァージニア植民に反対することは「神、王、教

会、国家」への反対であるとさえ言萌する（D2）。植民の宗教的使命を強調するグレイは

植民の利益性についても言及することを忘れはしない。そもそもヴァージニア会社が商業

的色彩の強い会社であることを考えれば会社の商業性に言及することは当然であり、また、

一般の人々も宗教的説得よりも即座の利益の見返りに興味をもっていたことは明白であ

る。ここでグレイは単刀直入にヴァージニア植民の利益には言及しない。グレイがGoo4

勘θε4を書いた1609年にはヴァージニア植民についての報告や実際ヴァージニアへ行

った人達が帰国し、ヴァージニア植民の現状についての情報がかなり一般人にも届いてい

いたはずである。ヴァージニア植民からの利益に対してはよい情報はなかった。グレイは

そのような植民反対者に対して長い目でヴァージニア植民を考えることを要求する。現在

の我々も先人の達成があればこそ恩恵や安楽な状態を受けているのであって、そのように

我々は後生の人々のためにあるのだという。

We　sow，　we　set，　we　pl㎝t，　we　build，　no鳶so　much　fbr　our　selues　as　fbr　posteritie；we　practise　the

workes　of　God1血es　in　thisa　lhも，　yet　ska臣l　we　not　see　the　end　of　our　hope　before　wee　i両oy　it　ill

the　wodd　to　come：It　is　a　bIessed面ngψbe　blessed　of　posteritie．（D＞

現在の人々はヴァージニア植民の結果がどうなるかは全くわからない。即座の利益がない

からといって植民から手を引くことがあってはならない。長期的に見れば必ずや植民の利

益はあるはずだ、とグレイは短期的な即座の利益を期待する人々を説得する。グレイは更

に言葉を続けて永遠の備えを怠る者には確かな永遠の希望はありえず、自分のために存在

する人は後生に名を残さないという。ヴァージニア植民に加わることはいわば永遠に名を

残すことで、目先の利益などは全く問題ではないのである。今は何も利益はないかもしれ

ないが長い目で見れば必ずや得る物があるという主張はこのあとの説教家特にジョン・ダ

ンが強く聴衆に訴えていたテーマでもあるが、即座の利益のを願う人々に早まった期待は
　　　　　　　　　　　　　　　　｝
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捨てよと言う。グレイのGoo4勘εθ4はジョンソンの1＞∂槻β痴伽脚を受けて、ジョンソ

の植購業考察へと論が展開する．九イ1ととってもヴァ＿ジニア植民のそもそもの目的

は未開人へのキリスト教布教である。これが植民の大前提で、彼はそのために聖書から前

欝義を藷旛騨菰；慕叢礪驚漿懸購慈孟搬
ておらず、内容がやや理馨的しすぎた点もある。しかし、ジェームズー世から勅許状を受

けた会社として利益称賛に走ることはできない。ジヱームズー世をも十分意識した宣伝文

書としては「優等生」的な文書と言えよう。ヴァージニア会社・植民擁i護の公式宣伝文書

は言うなれば言いたいことは同じである。宗教的使命を帯びた植民の正当性こそが本来の

植民の目的で利益は二の次である。ヴァージニア植民擁護の宣伝文書はこの主題をめぐっ

て多くの人が文書を著すことになる。次に見るのはヴァージニア会社による161Q年の

公式の「宣言書」である。「宣言書」ではヴァージニア植民についてどのように記されて

いるか。

　1610年ヴァージニア会社の理事、評議員の許可を得て」7知ε伽4吻oθ7θ漉oZo7α〃oη

σ伽μ脚5εαη4ε騰げ伽ρ伽励oηゐθ9襯加砺9加ゴ傷げ訪θ漉grβθ3　w乃ノo耐’肋試乃

アθ0伽鋤α加1〃2β伽85ゐツ肋ゴ0伽酌鋤うθθησ伽”0α云卿4酌θ7ε50Z癖0η，伽4‘0ηoZ顔0η（ゾ傭

ル伽8躍θ5Co翅oε1｛ヅ’加’Co∬αη，．わア伽oo競α蹴伽｛」．ρα∫吻ψ703θo媚o腐加アθq6　v肪〃ろツ訪θ

1ηθ7切θ5qズGo4π吻Z1ぞ8励餓ヲα加醜1乃α耀83”o醜θ訪㎎4b1ηθ〔～ブ乃βα鋸θ陥αη4吻5
　　　　　　くきラ
Co〃2〃20η一碗α肋　　という長々しいタイトルの宣言書が出版された。ヴァージニア植民に

対する様々な批判、中傷、誹諺、風評からヴァージニア植民を擁護するために公式の宣言

書によ？てヴァージニア植民の目的、degrees、植民の手段及び植民評議会の決意と結論

を偽りなく述べることによって、ヴァージニア植民への人々の関心を高めようというもの

であった。この宣言書でヴァージニア植民を「宗教的な高尚な実現可能な」事業と見なし

ていることに注目したい。植民の第一の目的は福音布教である。

The　Principall　and　Maine　Ends，．．weare　f面st　to　preach，＆baptize　into　Chrisi廿an　Religionl　a血d　by

pr6pagation　of　that　Gospe玉1，　to　recouer　out　of　the　amles　of　the　diuell，　a　number　of　poorc　and

miserable　soules，　wrapt　vpp　vnto　death，　in　almost　inuincible　ignorance；（A3）

キリスト教を説き、福音の布教によりみじめな魂を悪魔の手から救出するという植民の目

的はジェームズー世の第一勅許状の文言を思わせる。ヴァージニア植民の第二の目的とし

てスペイン対抗の基盤としてヴァージニアに累壁を築くことである。　　　　　　　、

Secondly，　to　pmuide　and　build　vp　fbr　th¢publ避（e　Honour　and　s　a飴ty　of　our　gracious　Kingξm《畢his　5

Estates＿some　small　Rampier　of　oμr　ow凱停，　in　this　oPPo血血e　and　generall　S㎜mer　of　pea6e・by

transplanting　the　ranc㎞esse　and　mul伽de　of　incr脅ase　in　our　people；（A4＞

ヴァージニア！こおける対スペイン用の防御用の砦を築くことと英国内の人口増解決の斥め
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のヴァージニア植民は国内外の焦眉（や問題を鯛肖してくれる・最後に来るのが「利益」で

ある。

　Lastly，重he　apPara直ce　a血d　assurance　of　Priuate　commodi嚢y　to　the　pa㎡，cular　vndertakers，　by

rec・ue加g　a血d　p。ssesshlg　to　them－selues　a鋤伽111鋤d，丘om　whe難ce出ey　may　fUmish｛md

prouide　this　K血gdome，　with　all　such…」旧cessities，＆def6c重s　vnder　whicll　we　labour，　a血d　afe　now

enfbrced　to　buy，孤d　re。eiue　at血e“㎜encie　of　other　P血ces，　vnder　the　b顧hen　of　gr碗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Customes，　and　heauy　hnpositions，＿（A4）｝

ここで言及している”Priuate　commodi幾ジはヴァージニア会社ぺの投資からの利益ではな

く、「肥沃な土地」ヴァージニナでの農産物栽培から生ずる利益である。英国内で不足し

他国に依存しなければならない農産物のヴァージニアからの供給により、他国からの経済

的自立を目指す英国の政策と一致する利益である。これまで見てきた勅許状、ジョンソン、

グレイと同様な内容の宣言書である。最初にヴァージニア植民の宗教的使命、対スペイン

政策の一環としての植民及び豊かな土地ヴァージニアからの収益、これらがこの宣言書で

述べられている。ジョンソンやグレイと異なり先住民の土地への植民にっいてはそれほど

詳細には触れられていないが、これまでの植民の経過を述べ、ヴァージニア植民に対して

様々なうわさ、中傷が流れていた中でヴァージニア会社は必死にそれらを打ち消し、植民

の正当性・妥当性を訴え、植民への人々の関心を引き起こそうとしている。同じ1610

年0年にもう一度ヴァージニア会社への誹諺反駁のために宣言書が出版されている。乃惚

DθoZσ7襯0η（ゾ伽ε吻’ε｛ゾ伽CoZOηゴθ加吻9加ノ0，〃励α00ψ’αが0ηげ5π0加0伽ぬZO∬解ρ0κ3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
α∫加麗吻漉4‘0伽漉597α08げ∫OWOア吻・伽8η彪ゆガ58　がそのタイトルである。タイトル

にもあるようにヴァージニア植民現状の紹介とヴァージニア植民誹諺への反駁を目的とし

て書かれた宣言書である。宣言書の著者は、ヴァージニア植民を（1）合法性（2＞実現

可能性（3）利益性、の三点から考察し、ヴァージニア植民はいずれにも合致することを

指摘する。植民の第一の目的は宗教［キリスト教］を原住民に植え付けることであり、二

番目の目的は国家の名誉と利益である。更に福音を述べ伝えることは確定した真理である

とも言う。

whether　it　be　bee　not　a　detemlined　tmth，　that　the　Gospell　should　bee　preached，　to　all　the　world，

befbre　the　end　of　the　world？（B）

福音を異教徒に述べ伝えることは絶対的な真理であるが故に、ヴァージニア植民の合法性

はたとえそれが先住民の土地への進出であっても許される行為となる。ここでも植民とい

う海外進出が宗教の名の下に合法化されているのである。宣言書ではキリスト教布教の大

前提のもとに植民の合法化を強調するが、それでは聖書からの植民合法性についてはどう

なのか。これについて宣言書はオリゲネスの「神の行動は我々〔人間］の訓令である」を

引用して、創世記11章をあげる。神は‘巳sca覚6r赴ng　those　clou。n　peopb，　into　as　many　colonies

ouer　the　f白ce　of　the　ea曲，　as　there　are　diuersities　of　languages　i償he　e磁h”（A3＞と述べ、植民

は神によって始められたと言う。神以上にすぐれた始まりはなく、神の英知は疑問の余地
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がなく、後世に神の足跡は模倣されているとも言う。ヴァージニア植民の先例を聖書に見

出し、それによってヴァージニア植民を正当化しようとするのはこれまでの方法と同様で

ある。聖書に記されていることとヴァージニア植民は同様であると言うことによって人々

の疑念を取り去り、安心感を与えるのである。宣言書では聖書以外にも過去の歴史から植

民の事例を引き出し、ヴァージニア植民が初めてではないことを強調する。宣言書では最

初に植民の宗教性を論じ、ヴァージニア植民の本来の目的をキリスト教布教に置く。それ

ではヴァージニア植民の利益はどうなのか。ヴァージニアの土地の豊かさ、穏和な気候、

統治形態、植民者の状態及び信心深い植民者の態度から植民が不可能であるはずはなく、

必ずや植民は成功すると述べる。ヴァージニアの肥沃な土地に言及することはこの宣言書

以前と同様で、ヴァージニア会社出版の公式文書では土地の肥沃さには必ず触れることに

なっている。ここで注意しなければならないことはヴァージニア会社の構成は会社に利益

の還元を期待し、投資をする人と実際にヴァージニア植民へ赴いた人の二組から成ってい

たというこである。宣言書では前者のロンドンに留まり、ヴァージニア会社へ投資し、利

益を期待する人々には触れず、ヴァージニア植民者について触れているのである。ヴァー

ジニアは肥沃な土地に恵まれており、現在英国がヨーロッパ諸国に依存している産物がす

べてヴァージニアで調達でき、不足するものは何もない。これほどの条件に恵まれながら

もヴァージニア植民は結果が思わしくない。追い打ちをかけるように様々な悪い噂がヴァ

ージニアから英国へ伝ってくる。宣言書によればヴァージニア植民の結果がかんばしくな

いのでヴァージニア評議会は植民の継続か中止かを議論し、ヴァージニアにいるトマス・

ゲイツ（Thomas　Gates）を本国に呼び寄せ、ヴァージニア植民の現状を問いただした。宣言

書はゲイツの報告に従い、ヴァージニアには英国の必要とするものがすべて手に入ると言

う。木材、カイコのえさとなる桑の木（これによりイタリア産出の絹と同じ量の絹が短時

間において期待できる）、鉱物（ヨーロッパの鉄に匹敵する良質の鉄となる）、索具の原

料の麻大麻や亜麻、チョウザメのいる川、ブドウ、毛皮の材料となるビーバー、狐、リス、

各種の果物、穀物（英国よりの三倍の収穫が見込まれる）等、あらゆる物が直接ヴァージ

ニアから調達できるのである。英国が他国に依存している産物が直接ヴァージニアから調

達することにより英国の経済が自立できるという最大のメリットがある。これは英国の他

国からの経済的自立の観点から見れば、単なる利益とか収益とかいう個人的なレベルでは

なくより大きな国家的なレベルへと論点が移っていく問題となっている。作者の意図は個

人的な利益をヴァージニア植民から期待するのではなく国家全体の利益に資するような利

益を考慮すべきだということである。他国への経済的依存を脱し、自給自足の経済を強調

する宣言書はヴァージニア会社への出資者、ヴァージニア植民者に愛国心を煽ることにな

る。宣言書の作者はヴァージニア植民の目的をキリスト教布教に置き、植民の商業性をで

きるだけ希薄にしようとしている。一般人の関心が植民の利益性にあったなかで作者は意

図的に宗教へ視点を移し、商業的性格の強いヴァージニア会社・植民活動を背後に移して

いる。これら宣言書の内容はしかし、これまでのヴァージニア会社の公式文書と比べた場

合、それほどの違いはない。特徴としては英国経済の自立をからめてヴァージニア植民を

論じていることである。

　ヴァージニア評議会は1612年、1609年に1％v〃βア海η〃ノαの出版を許可したロ

バート・ジョンソンに7肋焼wL舜σ多伽g膨o！1）8磁ア加g伽」『o〃喫78μo‘θ∬θαη4P7858溺
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエの

への様々な誤解・中傷から植民事業砂正当化を説くとともに投資家及び植民者に勇気と激

励を与えようとするものである。ヴ十ニジニア植民は国家の威信を賭け、国家の政治的・

馨饗蓼難嬰攣獺醗譜1禦麗欝ロ幣誰藤暑ζ轟
　　　　　　　　　　　　　　　　　調されていた国家プロジェクトとしでのヴァージニア植民をジョンソンは強く意識し、ヴ

ァージニア植民当初は植民を全面的に支持する。会社の存続が危ぶまれてくる1620年

前後から会社及び会社関係者を批判する立場にまわるが窃θ地w五舜ではまだヴァージ

ニア植民に対して協力的姿勢を示している。これまでの宣言書や宣伝文書とはやや異なり

ヴァージニア植民の利益性を前面に持ち出さず、ヴァージニアの過去・現在・未来に触れ、

ヴァージニア植民の現状は厳しいが決して破棄されるべき事業ではないことをジョンソン

は強調する・我々の興味を引くのはジョンソンがヴァージニア植民の現状をいかに見メい

るかである。ジョンソンは植民の目的を王、国家、キリスト教に置き（D3）、商業性に触

れることを避けているととろがある。ただ宣伝文書の常套としてヴァージニアの肥沃な土

地、豊かな自然、産物に触れてはいる。しかしこれまでの宣伝文書と異なり、直接的にヴ

ァージ土ア会社及び植民からの利益は取り上げない。会社の宗教的使命についてジョン

ソンは聖パウロの異教徒改宗のための伝道活動に触れた後で次のように言う。

This　is　the　worke血at　wee丘rst　intendod，　a耳d　haue　published　to　the　world　to　be　chiefb　in　our

thoughts，　to　brhlg　those　in丘dell　peop翌e丘om血e　worship　of　Diuels　to　the　semice　of　God．　This　is

the㎞ot　tbat　you　must　vntie，　or　cut　asunder，　befbre　you　can　conquer　those　sundrie　hnpediments，

that　will　surely　llinder　all　other　proceedings，　if血is　be　not　first　pref6rred．（E3＞

「異教徒」を「悪魔の崇拝」から「（キリスト教の）神への奉仕」へと至らせることがヴ

ァージニア植民のそもそもの目的である。この改宗があって初めて植民は万難を克服し、

植民成就へと至ることができる。更にジョンソンは先住民の改宗に留まらず、原住民の子

供への教育の重要性をも説く。彼らを非文明化された状態から文明化へ教化することがヴ

ァージニア植民者の義務ともなるからである。彼らにキリスト教を教え、教化する際には

「忍耐」と「人間性」が必要で決して暴力に走ってはならない。あくまでも平和に事を進

めなければならず、かくしてヴァージニア植民から“ea曲ly　be血e五tsglが自ずと生じてくる。

このようにジョンソンは原住民への平和的なキリスト教布教の重要性を力説すると同時に

ジェームズー世はキリストに匹敵する”Kjng　of　peace“となりうることを示唆する。（F）

平和的なキリスト教布教を力説するジョンソンは他方でヴァージニア植民への人々の打算

的な関心を批判し、スペインへのライバル意識から即座にヴァージニアへ行くべきだと言

う。特に後者のスペインとのアメリカにおける覇権争いはこれまでも論じられてきており、

格別新しいことではない。スペインに遅れをとればヨーロッパのみならず新世界アメリカ

においてもイギリスはスペインに劣勢となる。新しい植民地建設は国内外の山積する問題

を解決するにあたり是非成功させなくてはならない事業であり、”that　viprous　broodl’（G3）
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のヴァニジニア進出は阻止しなくて1十ならなレ㌔ヴァージニア植民の宗教的齢と同時に

愛国心を扇ぎたて、人々の眼をヴァナジニア植民へ向けさせようとする愛国者ジョンソン

の姿がかいまみられる。しかしいかに高尚な理想的な理念を掲げても一般人がすぐさま諸

手を挙げてその理念の実現に奔走するかは極めて疑問である。理想的な大義名分の裏には

より現実的な即座に入手できるものが必要である。ヴァージニア植民の場合それはヴァー

ジニア会社への投資からの利益の還乖であることは誰の眼から見ても明らかである。ジョ

ンソンは窃ε油w五旋でこの問題にはできるだけ触れないようにしていたが、しかしこの

利益還元という現実の問題を論ずることなしには人々をヴァージニア植民へ送ることはで

きない。7加1％wL塘の終わり近くでジョンソンは次のように言う。　　　　　　　　　’

It　hath　been　alreadie　declared　to　the　world　in　sτmdhe　dis◎ourses，　cont血ing　su茄cient

encouragementめmen　of　vnderstanding，　and　therefbre　not　needfh皿heere　to　lay　out　ag　aine，　the

vndoubted　certaintie　of　minerals，　the　rich　and　commodious　meanes　fbr　shippihg，　a訟d　otぬer

materials　of　great　vse，＿（G3）　　　　　　　．

ヴァージニアには確実な鉱物がり、イギリスへの輸送には不自由せず、有益な原料がある。

更には士壌、気候、貴重な植物と植民者に不利益をもたらすようなものは何もない。

An．dわesides　al　which　things，　that　Natur¢hath　already　s6ated　there，　the　soil　and　climate　is　so　apt

and　］Et　fbr　hldustrious　mindes，　to　mak¢　plantation　of　so　ma血y　pretious　plants．．．fbr　the　vse　of

mankind　and　trade　of　merchants，　as　to　the　sense　and　reason　of　such　as　haue　seene　it，　no　Countrie

vnder　heauen　can　goe　beyond　it（G3）

「宝物」に富むヴァージニアに行かないことはない。ヴァージニアの豊かな資源、植物を

見ればいかにヴァージニア植民への中傷が間違っているかが理解できる。ジョンソンはヴ

ァージニア植民者の利益にっいて言及し、ヴァージニア会社への投資者の利益については

あまり触れていない。ただadventurersに全く触れていないかというとそうではなく、実

際には触れているのである。ジョンソンはadventurersを（1）即座の利益を期待し、植

民の情勢が不利になる≧すぐに植民から手を引いた人（2）三年間で三人のadventurerを

会社へ供給することを引き受けたが最初だけで終わった人（3）植民に対して理解を示し、

時間も金も惜しまず植民遂行に熱意を示した人、この三組に分類しているが、最後の

adeventurerに対してすらジョンソンは利益の確約はしない。ジョンソンは押bvαβ解α脚α

でも露骨にヴァージニア植民の利益には触れず、もっぱら植民の宗教的使命を強調してい

た。1＞b槻β漉朗脚　と比較すると、％θ1％wZ漉は読者へのインパクトが弱い。・それは宣

伝文書と言え、1＞b槻B痂卿η加ではヴァージニア植民を聖書から援護し、文体全体1と植民

のイメージの拡大があり、読者を引きずり込む緊迫感があったが、7勉1物wL旋では聖書

からの援用も少なく、作者ジョンソンの熱意がそれほどに伝わってこない。宣伝文書とし

てはやや迫力に欠ける印象を与えないでもない。7加1％wL鉾でジョンソンは新しいヴァ

ージニア植民の生活を描き、世間で言われているようにヴァージニア植民カミ絶望的な状況

にあるのではなく、植民の未来は明るいことを言いたかったのである。その観点から意図
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的に植民の利益、商業的活動に触れるのを避けたとも言えるが、一般人の最も関心が高か

った利益を論ずることはしなかった。植民の利益については1物vσβ伽纏αで触れている

から今更論ずることもないとジョンソンは判断したのかもしれない。いずれにせよ肋θ

漉w五旋では植民の宗教的使命が強調されて会社の商業的性格には触れられていないこと

は注目に値する。

　1613年ヴァージニア・ジェームズタウンのピューリタンの牧師アレグザンダー・ウ

ィテーカー（Alexander　Wl通taker＞カヨ現地からロンドンのヴァージニア評議会・ヴァージニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユユ　
ア会社へ植民の現状を伝えるGoo41鞄澗戸傭防脚吻を出版する。これはヴァージニア現

地からの報告書であり、しかもピューリタンの牧師によって書かれていることからもかな

りの信懸性が期待できる報告書であると考えられる。ピューリタン牧師の見たヴァージニ

ア植民の実体はいかなるものであるか、次にこれに触れてみたい。

ウィテーカーのGoO4ハ励5加〃2防㎎加αはタイトルから判断するとヴァージニア現地の

単なる報告書の印象を与えるが、実は説教の形式を取った聖書解釈からのヴァージニア植

民擁i護の報告書で、ヴァージニアの現状には後半で触れているにすぎない。この報告書に

は同じピューリタンのウィリアム・クラショー（William　Crashaw）の序文があり、そこで

なぜウィテーカーがGoo4袖禰を書くに至ったかを述べている。彼によればヴァージニ

ア植民に対する様々な中傷が飛び交つており、ヴァージニア植民への人々の熱意が冷える

ことを恐れてウィテーカーはGood　Newsを書いたのである。クラショーはヴァージニア

植民を福音布教の観点からのみ考え、ウィテーカーもその使命に燃えてヴァージニアへ行

ったのである。ヴァージニアにはサタンが住み着いており、そのサタンと戦うために「ヴ

ァージニアの使徒」（Apos“es　of　V廿ginia）としてヴァージニアへ行ったである。宗教的使

命をヴァージニア植民の第一目標とクラショーは考えるが、ウィテーカーがGoo41％器

を書く際に取り上げた聖書の一節は「伝道の書」11章1節の℃ast　thy　bread　vpon　the

waters：fbr面er　many　daies　thou　shalt　finde　it“「あなたのパンを水の上に投げよ。多くの日

の後、あなたはそれを得るかである」である。ウィテーカーの意図は神の国建設を目的と

したヴァージニア植民への人々の関心は専ら金銭的な利益にあり、しかも即座の利益を望

む物が多いことを指摘することである。しかもヴァ藁ジニア植民の現状はおもわしくなく、

当初期待していたほどの実績をあげることができないでいる。それ故、人々のヴァージニ

ア会社・植民への投資も思うようにいかない。このような悪循環を断ち切り、停滞したヴ

ァージニア植民への人々の関心を更に喚起するために、ウィテーカーは聖書の一節を解釈

し、それをヴァージニア植民に適応する『とによって植民への精神的援助を行うのである。

この手法はこれまでも見てきたように多くの宣伝文書作者が利用していたものであり、ま

たヴァージニア会社擁護の説教家がすべて利用した手法である。ウィテーカーが「伝道の

書」を持ち出したねらいは、ヴァージニア植民は金銭的利益が目的なのではなくキリスト

教布教がそもそも目的なのだということ、それにヴァージニア植民は神によって導かれた

植民であるということである。これまでの宣伝文書とは異なり宗教的色彩が極めて強いも

のとなっているが、作者がピューリタンというこ、ともあってピューリタンのヴァージニア

植民への聾度を知るうえで興味深い。ウィテーカーは伝道の書の一節を以下のように解釈

する。つまり援助を必要としている人に物惜しみせずに施しをすれば、神はその慈善をを

見ているから、すぐには報いはないが現世においても来世においても必ずや神から報いが
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あるというのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

αue　liberally出ine　almes　to　all　sorts　of　men，　that　may　stand　in　need　of　thy　helpe：hide　not　thhle

eies就the　lniserable　state　of　the　afflicted；neither　stop　thine　eares　at　the　crie　of　the　poore，　though

they　be　not　able　to　recompence　thy　we1－doi瞼g：πeproach　not．thine　enemies，　when　he　is　p㎜ished，

but　rather　ouercome　llis　euil　deeds　withn　thy　goodness夢；nei重her　suf〔br　any　to　retume　emμy

handed　f『om　there，　wllom　God　shall　offbr　to｛hy　liberality，（E）

神からの報いにっいては次のように言う。

For　though血ou　canst　not　present夏y　expect　a　plen曲U　reward　of　thy・wel－doing，　though　the

perso亘s，　to　whom血ou　hast　cast　thine　a㎞es，　bee　not　able　to　requite　thee，　or　fblget制10f　good

t皿nes，　yet　be　assured　of　it，　that　God　beholdeth　thy　charitie，　and　at　llis　appointed　tilne　requite　thee，

euen　in血is　world，　if　it　be　good　fbr　thee，　thou　shalt　taste　of　his　bountie，　but　in　the　world　to　come

hee　ha血resemed　fbr　thee　a　most　glorious　crowne　of　blessed　immorta旺tie．（E）

現在は利益は期待できないが必ずや神からの報いはあるのだということをウィテーカーは

本書で何度も繰り返す。性急な利益を期待すべきではないという主張は説教家達特にジョ

ン・ダンが最も力説した点であったが、ウィテーカーはヴァージニア植民からの即座の利

益を期待する人達に警告を発するのである。・利益よりまずヴァージ昌ア植民に物惜しみ甘

ずに投資をすることが異国における神の国建設に与ることであるという認識を新たにすべ

きなのである。神の栄光のために資力を惜しむことがあってはならないのである。神から

の報いについてウィテーカーは次のようにも言う。

＿though　God　doe　not　presently　reward　our　well　doing，　but　doe　deter　the　reqμitall　of　it　for　nlany

daies，　yet　thy　good　works　shalhot　pedsh，　but　Godαt　the　appointed　t血e，　shall　abundantly

recompence　thy　liberality。（G3）

”the　appointed　time”力弐いっかは神のみが知ることである。しかしそのときには神は「善行」

に対して必ずや報いてくれるのである。’神からの報いに対して性急になることはないとウ

ィテーカーは次のように言う。

Be　not　ouer　hastie　with　God：God　will　not　yet　reward　you，　that　heロ卑ay　make　you　moξe　f㎞ous　in

the　world，　tllat廿1e・world　may　s　ee　your　zeale，　alld　beare　witnesse　to　the　patience　of　your飯t瓦血ot

to　greedie　llaste　of　couetous　desires．（H2）

イスラエルがカナンに定住できるまで40年を要し、最近では東インド会社が利益をあげ

うまで3年間かかり、スペインやポルトガルが西インド諸島に土地を構え利益をあげるま

で様々な困難に遭遇してきた。これらを考えるとヴァージニア植民は決してあきちめるべ

．きではない。ウィテーカーは世俗的な利益を植民に求めるのでなく、むしろ神の王国をヴ

一17一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　is　Gods，　and　the　rewa顧d　your　Countries．　IWherefb壷e，　aime血ot劉t　your　present　p盛uat［e］gaine，　but

let　the　gloτy　of　God，　whose　Ki血gdolneレou　now　plant，＆g◎od　of　your　Countrey，　whose　wealth

you　so　oharitably　bega11．〈H3）

神の王国を異境の地に建設することによって神が何も報いを約束しないかというとそうで

はなく、神はf伝道の書」でも「多くの日の後、得る」と言っている。神はアブラハムに

カナンの地を、ソロモンには英知と富を、神の子としてキリストをそれぞれ約束し、神の

約束に偽りはなかったことを証明している。ならばヴァージニア植民において神が約束を

守らないことがあろうかとウィテーカーはヴァージニア植民への神の約束の確かさを疑わ

ない。とにかく物惜しみせずヴァージニア植民へ協力すれば、必ずや報いはあるのだ。世

俗的な金銭的な利益は求めるべきではない。ヴァージニア植民の使命をキリスト教布教に

おいたピューリタン・ウィテーカーの熱弁が遠くヴァージニアからロンドンにまで直接響

く渡るような熱弁である。これまでの現地からの報告書は単なる事実の羅列に終始し、イ

メージの広がりには欠ける点があった。しかし、ウィテーカーの報告書は現役のピューリ

タン牧師の手になるだけに豊富な聖書からの引用・援用による説得は読者を魅了せざるを

えない迫力を呈しており、従来の公式宣伝文書とは質を異にしている。何よりも特記すべ

きはウィテーカーがヴァージニァ植民の使命をキリスト教布教におき、現世的な利益還元

を最小化していることである。神の国建設の使命に燃えた一ピューリタンのヴァージニア

からの報告書は殊更ヴァージニア植民の商業性には触れない。ヴァージニア植民には神の

奇跡があり、「神の手」があるというが、ヴァージニアという土地そのものも神によって

美化された地である①。ウィテーカ憎はヴァーミ～ニアの豊富な資源、産物に言及し、植

民にとっては理想の地であることを示唆する。最後に次のようにウィテーカーが言うとき、

彼は改めてヴァージニア植民の目的を高らかに掲げ、人々の心をヴァージニア植民へと煽

るのである。

，＿remember　tha‡you丘ght　vnder　the　b狐ner　of　Iesus　Chdst，　that　you　plant　his　Kingdome，　who

hath　already　broken出e　Seτpe1亘ts　head：God　may　defbrre　his　temporall　reward　fbr　a　reason，　but　be

assured　that　in　the　end　you　sball　fitnd　hches　and　hollour　h1亡his　world，　and　blessed　immortali叢y　hl

the　world　to　come．（13）

ヴァージニア植民の宗教的使命の強調はこれまでの公式宣言書や現地からの報告書では見

られなかったものである。戦闘的伝道者、悪魔の首を折った神及び神の国建設はいずれも

ピューリタンの特性を表すものとして興味深い。いずれにせよ俗世の富を嫌い、すべてを

神のために注げというウィテーカーの主張はピューリタン以外の一般の読者にいかなる影

し響を及ぼしたかは推測の域を出ないが、ピューリタンのメンタリティを知る上で重要な報
、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　，
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告書となっている。

　1615年、ヴァージニア植民秘書ラルフ・へ一マーが1614年6月までのヴァージ

ニアの現状報告書オ乃VθD醜0鷹εげ伽Pκ5傭ε謝8σ殉g加傷碑4訪8∫〃066∬θσ伽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ
晒かε∫伽ア8〃〃18σ1珈θ，1614を出版した。これは主としてそれまでの植民の結果とイ

ギリス植民者とインディアンとの友好的な関係を報告したものである。この報告書だけな

ら特に我々の注意を引くことはないが、それには「読者へ」なる一文が添付されており、

この小文がへ一マーのヴァージニア植民への真意を知るうえで極めて興味深い。なぜなら

、そこでヘーマーはやはり宗教性の強い植民を強調しているからである。最初にへ一マーは

次のように言う。

＿what　is　more　excellent，　more　precious　and　more　glorious，止en　to　conuert　a　heathen　Nation　f沁m

worshipping　the　diuell，　to㌻he　s　auing㎞owledge，　a血d　tme　worship　of　God　in　Christ　Iesus？　what

more　praiseworthy　and　chadtable，　then　to　bring　a　sauage　people丘01n　barbaτisme・vnto　ciuilitie？

what　more　honourable　vnto　our　oountrey，宏he血to　reduce　a　farre　disioyned　fbrrahlge　nation，　vmder

the　due　obedience　of　our　dread　Soueraigne　the　Kings　Maiestie？what　more　conuenient　then　to

haue　good　seates　abroade　fbr　our　euer　flowing　multitudes　of　people　at　home？（G3））’

ここにはこれまで言及されてき、これ以後も繰り返し強調される植民の宗教的使命が要約

されている。異教徒の悪魔崇拝からキリスト教という真の宗教への改宗、原住民の未開な

状態から文明化への教化、原住民の国王への服従、及びイギリス国内の急増する人口解消

策としての植民、これらをへ一マーは述べる。ヴァージニア植民が単なる植民として終わ

るのではなく、イギリス国内の政治・社会とも密接に関連する国家的な事業であることを

へ一マーは読者に訴えている。へ一マーはヴァージニア植民への否定的な成果への一つの

反論として旧約聖書の民数記を援用する。ヴァージニア植民と類似したエピソードをカナ

ンの地を探索に行ったイスラエル人達の報告に見いだす。これはモーゼに命令されて約束

の地カナンを探りに行ったカレブとヨシュア達の報告に関する箇所である。カナンの地を

探りに行った人達のなかにはカナンの地に対して賛否両論があった。カナンは「乳と蜜の

流れる地」であるが、そこに住む人達は強く、その町々は堅固で大きいのでイスラエル人

は住むことができないと言う人達、それに対してカナンの地を攻撃し奪取することは可能

・だとモーゼに進言したカレブとヨセブである。主の命令に反し、カナンの地は征服不可能

でその上下劣な中傷を言いふらす人達をモーゼは「疫病をもって彼らを撃ち滅ぼし」「あ

なた（カレブ）を彼らより大いなる強い国民としよう」と言っている。人々の嘆きを静め、

カナンの地は「非常に良い地」であり、主の命ずるままにカナンの地征服を主張したカレ

ブとヨシュアに耳を傾けなければならない、とへ一マーは言う。カレブは次のように言っ

た。

Let　us　goe　up　at　once　and　possesse　it，　fbr　vndoutedly　we　shall　ouercome　it；（H）

人々の中傷・批判をものともせず、ただ主の教え通りに実行すれば約束の地カナンは得ら

れ、主からの祝福がある。しかもカナンの地をイスラエル人は武力ではなく「寛大」「愛」
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にすることはない。なぜならば聖書でも同様なことがあったが神が成功へと導いてくれた

からである。へ一マ山は、ヴァージユアをカナンに、植民者をイスラエル人にたとえ、巧

ア植民のもう一つの関心事である「利益」についてはどうか。へ一マーはこれについて次

のように言う。

籾hat　more　profitable　then　to　purchase　great　wealth，　which　most　llowadaies　gape　after

ouer－greedily：a皿which　benefits　are　asssuredly　to　bee’had　and　obtailled　by　well　and　plen仕蝕11y

upholdhlg　of　the　p童antation　in　Virghlia　l　G3）

現地からの豊富な産物を購入すれば利益は必ず生ずると言う。とにもかくにもヴァージニ

ア植民事業を支持し、会社に投資をすればよいのである。そして賛同者はただ真面目な植

民者を現地へ送れさえすれば、結果は自ずと明らかとなる。そして利益を性急に求めては

ならないとも言う。

As　fbr　profit　it　shall　come　abundantly，　if　we　can　with　the　husband－1nen，　but丘eely　cast　our　co］me

量nto曲e　ground，　and　w油patience　waite　fbr　a　blessing．（H）

へ一マーは植民の商業性にっいては多く言及しない。ただ植民の収益性については確約で

きることを強調している。へ一マーは植民の主要な目的を異教徒の改宗とし、その収益性

については軽く触れているだけである。ただ辛抱強く待てさえすればよいのである。へ一

マーのヴァージニア植民擁護はこのようにその宗教的使命及び収益性からなるが、それは

従来の主張と変わるところはないのである。

　ヴァージニア会社は1624年の解散まで更に二っの宣言書を出版する。1620年¢）

オZ）θo伽碑0ηげ功θ8鰯8｛ゾ訪8CO霧0海ε磁44施かθ3加防ア9加ゴα’W肋訪θ1物栩β5（ゾ試乃θ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユヨ　
オ伽θ漉柳8，磁43伽彫εM磁θ伽7θ4ゴ㌍伽Mo’ノonと1622年のEdward　Waterhouseのオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロのD鰯α7磁o刀q働θ∫編εげ伽Co伽ノθ魏碗7g捌σである。以下これらのなかででヴァージニ

ア植民がいかに報告されているかを見てみたい。

4

　1620年前後はヴァージニア植民統治に関して重大な変化が生じようとしていた時期

であった。ジェームズー世がヴァージニア植民総督選挙に直接干渉し、時の総督サンディ

ズ（Sir　Edward　Sandys）の更迭を要求してきたからである。ジェームズー世はヴァージニ

ア植民評議会が本国の希望に反し、民主的な選出方法で総督を選ぼうとしていたことに難
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色を示していた。サンディズはヴァージニア植民の歴史においては燦然たる名を残すが、

ジェームズー世からは本国の指令通りに行動しないことで反感を買っていた。このような

時期にヴァージニア会社は1620年6月22日宣言書を出版するが、ジェームズー世の

ヴァージニア植民統治への不満は触れられておらず、専らこれまでと同様ヴァージニアが

不毛で利益をもたさらないとのうわさが虚偽で悪意に満ちたものであることに反論してい

るだけである。従来の公式宣伝文書と同様、いかにヴァージニアが肥沃で広大でかつ十分

な水に恵まれているかを、穏和な気候、健康的な風ニヒ、豊かな自然への賛美とからませて、

世間の批判に答えている。植民に専念する人々にとってヴァージニアは神の摂理によって

イギリスに取っておかれた土地であり、王と国家にとっては力となり名誉となる土地であ

る（A4）。　ヴァージニアは”the　richest　commodities　of　most　parts　of血e　wor1♂　を産出し、

現在ロシア、ノルウェイ、デンマーク、ドイツ、フランス、スペイン、ペルシア、イタリ

アに依存している産物を直接ヴァージニアで入手可能であることを指摘する。ヴァージニ

アは不毛な土地であるとの批判は誤っており、真実性に欠けることを強調する。イギリス

のヨーロッパ諸国からの経済的自立についてはこれまでも論じられてきており、この宣言

書が初めてではない。ヴァージニア植民を悪く思ったり中傷したりする人は「無知な人」

か「腐敗した心」と「邪な意図」を持った人であると言う。

To　concIude，　it［Virginia］is　a　Cou血trey，　wkich　no出ing　but　ignorance　can　th加ke　ill　o£and

which　no　m㎝but　of　a　compt曲de　and　ill　p聯ose　c㎝de㎞e．（B）

ヴァージニア植民の正当性をこの宣言書では植民の現状を見ることによって訴える。最初

に考えなければならないのはこれまでの植民者の数である。宣言書にはANote　of　The

Shippillg，　Men，　and　Prouisions　sent　for　Virginia，　by　the　Treasurer　Imd　Company　in　the　yeer，1619

が付記されており、1619年のヴァージニア植民者1，200人が列挙されている。こ

の数字から見てもヴァージニア植民への人々の理解が薄れたとは思われない。更にヴァー

ジニアでは植民の運営・管理もi整然としており、”the　laudable　fomle　of　Iustice　and

goue㎜ent”（B）槻られ、何ら問題はない。植民への人々の不安を取り除こうとする姿

勢が見られる。これまでのようにヴァージニア植民の宗教的使命や商業的性格をこの宣言

書では全面的に扱わない。ただadeventurersに対しては12ポンド10シリングで100

エーカーの土地が手に入ることに触れているが、出資者がへの即座の利益還元は取り上げ

ていない。ヴァージニアの自然条件から利益の還元が保証されることは言うまでもないと

言いたいのであろうか。とにかくヴァージニア植民の現状を見れば、この植民がいかなる

性格の植民であるかが理解できる、と宣言書は訴えたいようである。宣言書の最後で”this

glorious　worke，　tending　so　muoh　to　the　prop自gation　of　the　true　seruice　of　A㎞igb重y　God，　to　the

addillg　of　greatnesse　and　honour　to　our　K丘ng，　and　to　the　benefit　of　our　whole　Na茄on血

disburdening　their　multitude”（B3）　と言うとき、やはりヴァージニア植民の目的をキリスト

教布教、国王への名誉及び急増人口問題解決に置いているのである。最後の文言はこれま

での公式宣伝文書に則した文言であるが、いずれの文書にもこれらの文言が表れるという

ことはキリスト教布教というヴァージニア植民の目的がたとえそれが表向きの目的であっ

たとしても共通の認識であったと言えるだろう。
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　1622年8月ウォーターハウス（Edward　Waterhouse）はオD80伽磁oηげ伽8観θげ

訪8Co加ゴθ加7影㎎1加ゴαw励o、R8伽纏iてゾ伽βα乃αアo麗5ル毎∬α07θ加伽7ン〃2θ｛ゾPθα6¢伽4

五θ㎎〃θ，舵α励θアo鋸か鷹研彪4の’加1物伽8勿7漉Z5，塑o〃伽」勤g1励，伽22qプル毎7c乃Zα5∫を

当局の検閲を得て出版した。この宣言書は二つの意味において興味深いものである。一つ

は1624年にヴァージニア会社が解散するが、その2年前に書かれているということで

ある。ジェームズー世がヴァージニア植民の統治・管理に意義を唱え、総督人事に介入し

てき、それに対しヴァージニア植民側は徐々に本国からの影響を脱し、自らの手による選

挙によって総督を選び、本国の意図とは裏腹に「民主的に」ヴァージニア植民を管理しよ

うとしていた。もう一つは宣言書にもあるように宣言書出版3カ月前の3月22日にイン

ディアンの襲撃を受け、347名が殺害されたことである。これはインディアンとの友好

関係にあったとされていたなかでヴァージニア植民の歴史においては衝撃的な事件であっ

た。このような緊迫した状況のなかでウォーターハウスは依然として従来通りにヴァージ

ニアの肥沃な土地、豊かな資源を賛美し、イギリスが他国への経済的依存から脱却できる

ことを強調しているのである。1620年の宣言書と酷似した内容で、1620年の宣言

書もウォーターハウスが書いたのではないかと思わせる。たとえば次の文章は上に引用し

た文章と同一である。

　To　conclude，．．．it［Vhghlia］is　a　Co㎜trey　which　nothing　but　ignorance　ca血thinke　ill　o鴫and

which　no　man　but　of　a　corrupt　minde＆ill　purpose　can　defame。（B3）

ウォーターハウスは、ヴァージニア植民の現状を土地の肥沃さ、豊富な資源、植民の実績

から擁i護し、人々の植民への不安を取り除こうとしている。これまでは1620年の宣言

書の繰り返しで、格別新しさはない。1622年の宣言書で注目すべきはここでウォータ

ーハウスが同年3月のインディアン襲撃に直接言及し、インディアンへの強硬な態度を表

明していることである。これまでインディアンはイギリス人と比較的友好的な関係にあっ

たが、彼らの裏切りにより347名ものイギリス人が殺害され、その名前はすべて記され

ている。インディアンはイギリス人の恩に仇で返すような残虐な行動をし、ウォーターハ

ウスは彼らの裏切り行為を激しく攻撃し、”Viperous　brood”、”wicked　In面els”（D＞への露

わな感情を示している。ウォーターハウスはこの事件を契機に（1）裏切り行為への処罰

（2）インディアンの土地の没収（3）インディアンの産物のイギリスの所有（4）イン

ディアンの教化よりは征服（5）奴隷としてのインディアン使用（6）インディアンの虐

殺事件の今後への教訓（7）インディアン襲撃事件をイギリス人慰めの契機とすること、

を強調する。ヴァージニア植民擁護者・支持者としてウォーターハウスはインディアン襲

撃事件を単なる事件として終わらせることはしない。ウォーターハウスは、歴史を見ても

大事業には必ず大惨事や危害がっきもので、ヴァージニア植民が経験したインディアン事

件もイギリスが大事業を行っている証であり、何もくじけることはないと言う。大国は幾

多の困難を経て初めて偉業を達成できると激をとばすのである。いわば災い転じて福と成

す精神である。°雪const㎝cy”と15courage”で難局にあたるべきで（E3）、植民の機は熟してい

るとウォーターハウス言う。

，22一



To　conclude　then，　see加g　that　Vkginia　is　most　abundantly伽i面11，　and　tha口his　Massacre　mus重

rather　be　be血eficiall　to　the　Plantahon　the11血pahre　it，1et　all　men　take　courage，　and　put　to　the丘

helpi血g　hands，　since　now　the　time　is　most　seasonable　and　aduantagious　fbr　the　reapi㎎of　those

benefits　which　the　Plantation　hath　long　promised：（F）

幾分扇情的な印象も免れないが、インディアン襲撃事件後のヴァージニア植民への疑念・

不安除去のためにはこれ位の激は必要であった。インディアン襲撃を悲観的に見ないで逆

境をばねに更なる植民遂行へと読者を駆り立てるレトリックの強い文章となっている。こ

れまでの宣伝文書に見られたヴァージニア会社の宗教的使命や利益性にはほとんど触れて

いないが、ただ12ポンド10シリセグの出資に対する100エーカーの土地の提供につ

いては前回同様触れている。全体的なまとめとしてウォーターハウスは次のように言う。

　　Lastly，　it　is　to　be　wisbed，　tbat　eue】口y　good　Patriot　w孟11　take　these　thhigs　sedously血toぬis

thoughts，　and　consider　how　deeply　the　prosecution　of　this　noble　Entelprise　concemeth重he　ho盤or

of　his　Maiestie　and　the　whole　Na廿on，　the　propagahon　of　C㎞曲n　Rehgion，　the　en11匠gement，

stre血gth，　and　sa蝕y　of　his　Maiesties　Domhlions，　the　hc血augment舳g　of　his　Re皿enues，重he

implohnent　of　his　Subiects　idle　at　home，　the　increase　of　men，　M鋤ers　and　sh孟pp主ng，　and　the

raising　of　such　necessaly　commoditie，　fbr　the　importaio血of　which丘om　fbrren　Cαm㎞es　so　g玲at

and　hlcredible　s㎜mes　are　continually　issued　and　expende菰（F）

ここにヴァージニア植民の目的がすべて列挙されている。ヴァージニア植民は（1＞国王

と国家全体の名誉（2）キリスト教の布教（3）国王領土の拡張、教化、安泰（4）国家

収入の増大（5）無職者の雇用（6）植民者、水夫、輸送の増加（7）必要産物の栽培、

に関わる「崇高な事業」である。ヴァージニア会社が単なる商業的事業ではなく国家全体

に関わる事業であることをウォーターハウスは述べる。これらすべてはこれまで論じられ

てきたことであって、ウォーターハウスはそれを繰り返しているにすぎない。ただここで

もキリスト教布教をヴァージニア植民の目的の一つに挙げていることに注目したい。ウォ

ーターハウスの宣言書の新しさはインディアン襲撃事件に言及したことで、ジョン・スミ

ス（John　Smith）は1624年出版の7加（｝θ刀ε70Z1．研3加εqブ防7£加鵡灘w一動g1伽4伽4訪6

3㍑〃2膨アム1θ3のインディアン襲撃事件記述（第四巻〉でほとんどすべてウォーターハウス
　　　　　　　　　エう　
の記述に従っている。ウォーターハウスはインディアン襲撃事件を更なる植民の発展の契

機にしうることを強調し、ヴァージニア会社及び植民者を励ましている。しかし、キリス

ト教布教や植民の利益性にそれほど言及していないことは従来の宣伝文書の性格からすれ

ばルール違反の感がないでもないが、巧みに読者を植民へと煽るレトリックにはヴァージ

ニア会社擁i護の説教を思わせるものがある。

　1606年にジヱームズー世から最初の勅許状を得て、国王公認のもとにヴァージニア

植民は本格的に始まった。　本論では三っの勅許状、ヴァージニア会社出版の宣言書、及

び個人の現地からの報告書等を吟味することによてヴァージニア会社・植民の実体をさぐ

ろうとしてきた。本論の目的は公式のヴァージニア植民関係書類と私的な個人のヴァージ

ニア植民への見解からヴァージニア会社及び植民の核心へ迫ることである。本論では後半

一23一



の個人のヴァージニア植民からの報告書、旅行記、書簡を扱えなかったが、これらについ

ては次章で論じたい。
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（13）テキストは以下を使用した。オ

ηRG㎜’w励η短翫溺θ5　qブ伽θ
（Amsterdam：Walter　J．　Jo｝mson，　Inc．　Th

（14）テキストは以下を使用した。Ed

ゴ〃辺RG凱阻（Am　sterdam：W謡ter工Jo

数のみ記す。

（15）　Johll　Slnith：1フ昭（｝εηθアα11．研∫渉07ノε

Arbor：Uhiversity　Microf皿ms，　Inc．，1966

〃θ∬（Mass謎chusettes：Halvard　University　Press，1956），

ゾ伽恥9∫伽Cαηαηツ｛ゾ五〇刀ぬη（Washington．D．C．：

，vol．1，　p．23，

：岩波書店『イギリスの航海と植民二』、1985）、特

　Company　of　London　with　Seven　Related　Doculnents；

el　M．　Bemiss（Wginia，1957），p．2．以下勅許状や規約

を記す。

：岩波書店、1985）、p．19，　p．20．

e貢Jolmson：1＞0瑚βRZZ4㎜（Amsterdam：Walter工

士d．，1975）以下頁数のみを記す。

ノ望ooα4ηな　qブL舜　加　CoZo功01　防惚物ノα　16094613

乃θπG7の～R∫o加74　Rゴo肋η〃1卿読7〃励α舵ア（New

以下頁数のみを記す。

以下頁数のみを記す。

obert　Johnson：　㎜　　認〃7　五Z冊　　OF　　レZRG肥4

atmm　Orbis　Terr㎝m　Ltd，，1971）以下頁数のみ記す。

　．4000躍応〔～プL抑加CoZoη初1貯㎎吻∫σ16094613

う8ア∫G7の！，　Rゴ・加ア4　Rゴ・乃αη〃1θm励7陥ゴ嬬θア（New

伽prθ3θη’θ8孟励召げ碗ア9ノ脚（Amsterdam：Walter工

td．，1971）　以下頁数のみ記す。

θoZα耀飯oηげ訪8ε嬬θqプ吻εCoZo〃ノθ伽44のゴ摺加

孟ぬη’躍0器，αη48π溺η1ε∫σ吻8〃’麗7θ4ゴη訪α’440施η

atmm　O雌s　Terrarum　L楓．，1973）以下頁数のみ記す。

ard　Waterhouse：オ1）θ01α繍ゴo〃σ伽肋彪ψ乃θωo型

son，　Inc．　Theat㎜Ofbis　Terrarum　Ltd．，1970）以下頁

げ防考9加娩油Wr勘9広伽4αη4功85協〃2〃2θ澗駕θ3（Am

，p．105f£
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IIヴァージニア会社と公式文書（2）

　一私業から始まりジェームズー世による特許を得て国家的事業としてアメリカ・ヴァー

ジニア植民に本格的に乗り出したヴァージニア会社は当初から様々な問題に直面し、ヴァ

ージニア植民を放棄する決意直前まで事業は暗礁に乗り上げた。ヴァージニア会社は、公

式の文書を公表し、植民の実体を隠蔽する「楽園」ヴァージニアを人々の胸に植え付けよ

うとした。ヴァージニア植民の目的はキリスト教・「福音」の普及であり、異教徒の改宗

にある。ヴァージニア会社は植民の目的・使命に異教徒の改宗を掲げ、植民行為を正当化

しようとした。しかし、、公式文書から既に明らかにしたように、ヴァージニア会社のぞも

・そもの本来の目的は植民から期待される「利益」であった。ヴァージニア会社へ出資した

人達の最大の関心は「利益」にあった。本論では、ヴァージニア現地からの報告書、旅行

記、書簡からヴァージニア植民の実体を解明しようとするものである。論を進めるにあた

り、Artllur　B竃rlowe：1乃βガ器’v乙ワαgε〃矧漉’o功診ooαy彪∫q〆、4溺θ7拓鼠．．．（1584），Thomas｝lariot：オ

乃〃θ1吻oπげ疏ε1％wjFbπκ∂五αη4加防7gゴ脚（1588），　Ralf　Lane：加σoω蹴σρoア〃6ぬ励θ5

6ゾ功8碗ρ1の〃η8磁3qズ訪θ翫gZ’5乃〃28η域加レ物g加ゴα．．．（1586），　George　Percy：0み58η磁oη5

（1607），Edwa野d　MI幽Wing行eld：D言500鷹ε（1608？），　John　Smhh：オ伽εRθ傭oη〔ゾ5励

Ooo〃〃8〃68∫徽Moo漉η応ヴ1V碗8σ3翫角地ρηβ4加巧1gノ伽（1608），　Riohard　Hakluyt：オ

por〃6協474『∫60〃Z5θ00η08Z”加9θ伽9アθ謳8解6θ∬0距θ砺4F切α吻b娩ω〃0の9アOWθ’0撚5

Rθ01膨（ザ勘91磁4ゐツ伽碗5競”8廊ωv〃ノε51伽かα鉱θ仰云θ4（1584），刀らεP吻o脚〃

2＞伽碧ρガoη携　レそ｝’6馨θ5，　1ン姻9〃ε5　僻｛タ」防500v｛ヲァ花5・ρプ功β　EカgZゴ3乃　ハ化躍ごoη＿（1589；　1598－1600），

WiIliam　S伽hey：窃8疏蹄oアゴθ〔ゾ野躍8〃梛o晦吻σβ7ノ珈ゴα（1612），Richard　Ebume：オPZα加θ

．P励一wの肩o　P伽㈱oη5（1624＞，　Samuel　Purchas：飾肋吻8．Pb3伽溺鋸lbアPμκ傭Hゴ5

理gr吻ε3ノ（1625），等から彼らがいかなる目的をもってヴァージニアへ行ったか、何をヴァ

憎ジニアで実際に行ったのかを調べ、更に他の現地の書簡、ヴァージニア会社に関するパ

ンフレット等からヴァージニア植民の実体、現状を明らかにしたい。

1

　1606年ヴァージニア会社がジェームズー世の特許状を得て、本格的にイギリスの国

家的事業としてヴァニジニア植民に着手する以前からイギリスは世界各地へその植民地を

広げようとしており、ヴァージニア植民はそれらイギリスの植民地確保事業の一環であっ

た。ジェームズー世の特許状を得る前にもイギリスはヴァージニアへの数々の植民を試み、

その報告書から我々は植民の実体をつぶさに見ることができる。そもそもイギリスがスペ

インが制覇していたフロリダの北のヴァージニアに植民地を建設しようとした意図はどこ

にあったのか。この問題はまたなぜイギリスが北米の植民地建設にあれほどまでの熱意を

示したのか、にも通ずる大きな問題である。島国イギゾスが海外植民地を建設しようとし

た背景には何があったのか。植民活動は単なる個人の冒険心からではなくイギリスの政治、

社会、経済問題が密接にからみあρたなかから生じてきたものであると言わねばならない。

ヴァージニア植民以前にイギリスの植民活動についてその理論的な基盤となった書にバク

ルート（Richard　Hakluyt）が1584年に書いた『西方植民論』（このフルタイトルは上記
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　

べく殖民政策の正当化を強く時の女王エリザベスに訴え、イギリスの海外進出の必要性・

重要性を説いている。バクルートによればイギリスの海外進出・植民のそもそもの理由は

にを置いても、まず真っ先にやられるべき主要な仕事」とし、キリスト教布教のために植

民地を作ることが急務だと言っている。バクルートによれば、キリスト教布教が第一で、

植民地建設はキリスト教布教にとっては副次的性格を有するものなのである。しかしこの

キリスト教布教は誰の眼から見ても異論の出る余地のない大義名分を借りた植民地建設擁

護の口実で、その裏には当時のイギリスが直面した社会及び経済の諸問題があり、それに

身動きができなくなっていたイギリスが何とかして自らの打開策を求めようとしていた事

実があったのである。その証拠にバクルートは第20章で西方殖民の真の理由をエリザベ

ス女王に訴え、イギリス毛織物の販売、西インド諸島におけるスペイン制覇の阻止、国内

失業者の雇用確保等が殖民事業から確保できることを強調しているのである。なぜイギリ

スが海外に進出しなければならないのか、なぜ植民を行わねばならないのかは単にキリス

ト教の布教という宗教的次元にとどまる問題ではない。イギリスは西方における殖民成功

を契機としたヨーロッパ諸国からの経済的自立を望み、結果として西方殖民がスペイン、

ポ々トガル、オランダと肩を並べうる超大国への脱却を目指したイギリスの存亡をも賭け

た国家的事業であったことが理解出来るのである。イギリス殖民の歴史はバクルートやパ

ーチャス（Purchas）によって詳細に論じられているが、それらはイギリスの閉塞した経

済の活路を殖民によって解決しようとする試みであることを示している。その殖民の一端

がヴァージニア殖民であったわけであるが、ここにも今見たバクルートの殖民擁i護の論理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
がそのまま反映されている。「帝国主義者バクル贈ト」にとってイギリスの植民活動は経

済的な国家の病弊をいやしてくれる格好の手段であった。バクルートの『西方植民論』は

彼以後のイギリス植民に大きな影響を及ぼしたが、彼はまたイギリス国家の将来を海外植

民と海外交易に位置づけたイギリス植民史上記念碑的大作である『イギリス国民の主要な

航行、航海、交易及び発見』を1589年に書いたが、その序文でも彼はスペインを意識

し、イギリスの国威発揚を鼓舞し、次のように述べる。

［it　is　hgh　t血e　fbr　us］wi血all　speeddo　direct　o皿coIπse　fbr　the　milde，1ightsome，　temperate，

and　warme　Atlantick　Ocean，　over　wllioh　the　Spaniards　and　Portugales　have　made　so　many

pleasant　prosperous　and　golden　voyages．．．止is　dare　I　a£丘【me；丘rst重hat　a　great　nunlber　of　them

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　
have　satisfied　their㎞e－thhis重y　and　gold－thirsty　mi益des　with　that　reputation　a血d　wealth，．．．

（VoLp．22）

スペインやポルトガルの中南米での植民成功にならい、イギリスも西方植民に乗りだし、

スペインやポルトガルのような列強に肩を並べることのできる機会を得ることが出来る。
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彼はさらに言葉を続けて「イギリスも＿アメリカその他の未発見地をスペイン人やポ

ルトガル人と分かち合うことが可能なのだ」ともいう。ヴァージニアは”the　great＆ample

coun的”であり、その内陸は”so　sweete㎝d　holesome　a　clima重e，　so　hch｛md　ab㎜dant　in

silver　mines，　so　apt　and　capable　of　all　colnmodities，　which　Italy，　Spaine，　a血d　Fra陰oe　ca雄

　　　くの
誼brde，．．．（PP．39・40＞　である。温暖な気候、豊富な銀に恵まれ、イギリ’スがスペイン、

イタリアに依存している産物の調達ができる土地、それがヴァージニアである。バクルー

トは、国際舞台でのイギリス地位向上をヴァージニア植民に賭け、ヴァージニア植民によ

るイギリス経済の自立をも植民から求めている。ウィリアムズによれば、バクルートの登

場によって彼以前の黄金探求としてのイギリスの植民政策に一種の帝国主義が台頭し、宝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くム　
探しが農業に、重金主義が重商主義にとって代わられた。バクルートはr酉方植民論』

と『イギリス国民の主要な航行、航海、交易及び発見』において以後のイギリス植民の論

理的基盤を形成し、彼以後の植民関係者は大なり小なりバクルートの植民論の反復である

と言っても過言ではないだろう。バクルートはイギリス国家の命運は海外にあることを十

分に認識していた。それは他国とりわけスペインの世界の舞台における急激な台頭である。

スペインは島国イギリスにとって格好のモデルとなりうる。スペインができないことがど

うしてイギリスにできないことがあろうか。このようなイギリス国民の思いを代弁し、イ

ギリス国民を西方植民へと駆り立てたのがバクルートであった。その意味でバクルートは

イギリス植民の理論的擁護者であったと言えよう。

　バクルートの書が西方殖民擁護の理論書であるとすればバーロー（Arthur　Barlowe）の

『アメリカ海岸への最初の航海』（肪θ”競voッ〃gθ〃20漉’尻乃800観85げ」〃～87加）（158

4年）はその実践版であると言える。バーローはヴァージニア探検の詳細をウォールター

・ローリに報告しているが、そこで彼が語っているのはキリスト教の普及ではなく、まさ

しくヴァージニアの地勢調査、インディアンとの交渉である。我々はバーローの報告書に

キリスト教布教に励むバーローマの姿を見ることはできない。バーローにとってヴァージニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
アはイギリスに「収益をもたらす」土地である。ヴァージニアにおける豊富な動植物、

インディアンとの交易がヴァージニア探検の主目的であり、インディアンをキリスト教に

改宗させたとの報告はない。ヴァージニアの豊かな土地に言及してバーローは次のように

言う。

ここの土壌は世界でいちばん豊穣で、芳香を放ち、肥沃で健康にもよいようです。香りが

よく用材となる樹木が14種類以上もあり、その下生えとなっているのは，大概は月桂樹

のような木です。イギリスのオークに類した木も土地にありますが、それよりずっと大き
　　　　　　　　　　　くア　
く、材質もはるかに上です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

バーローの報告では豊かな土地以外に顕著なのは現地人に対する好意的な見方である。人

々は「この上もなくやさしく、愛情に満ち、忠実で、いっさいの術策や裏切りと無縁、黄

金時代さながらの生き方」を送っている。彼らより「もっと親切で、もっと愛情豊かな人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラたちは、世界中どこを捜してもいるはずがない。」（P．252＞バーローの報告は概し

て楽観的であると言える。その真意はどこにあったのか。以後のイギリス人の殖民に希望

を与えようとしたためかあるいはエリザベス女王の機嫌をとり、海外殖民事業への援助を
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　女王から期待するためであったのか雄推測の域を越えないが、ともかくバーロこのヴァー

　ジニア報告はイギリス人のヴァージエア植民への期待と希望を十分に意識した報告書であ

　ると言える。

　　初代ヴァージニア総督のレイフ・レーン（Ralf　Lane）は1585年8月17日から1

　586年6月18日までロアノーク島を探検しており、彼の報告書はハリオットの報告書

　と共に以後の植民の’1臨血sources’肇になった（KKAndrews，　P。207　footnote）と言われてるい
　　く　　
　るが、レーンがロアノーク島で行ったことはまさしくロアノーク島の探検調査であり、

　原住民との友好、敵対関係を通して原住民の性状を記録することであった。レーンは、ロ

　アノーク島探検の主なる目的を「鉱山の発見」と「南海（太平洋）の発見」とし、「その

　いずれかが実現しないことには、我々が探検したこの地域にわが同胞が居住するようには

　ならないからです。上述の二っの中のいずれかでも発見しえたら、この地域は、この世で

およそ人間の居住するもっとも快適な、もっとも健康な、かてて加えてもっとも豊饒な地
　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
　となるでしょう。」と言いきっている　。レーンのロアノーク島探検の目的は鉱山と太平

　洋への航路業見にあり》原住民のキリスト教への改宗については何も触れられてはいない。

　バクルートが強調した幅音」の普及は全く記述されず、その報告書はもっぱらロアノー

　クが英国の植民地としてふさわしい地であるかの実地調査であり、それはまた現地人との

接触を通して現地人が「侵入者」に対していかなる態度をとっているのかをもあわせて報

告することに終始している。1606年に本格的に始まることになるヴァージニア植民以

　前の現地からの報告書には共通点がある。それは現地の調査・探検とインディアンとの交

1流である。ヴァージニアに行った人達は現地の地勢をっぶさに調査し、時には地図を作成

　し、また行き先々で出会うインディアンとの交渉を通してイギリス人に対して友好的な部

族と敵対する部族を分類し、その居住地をも地図に記入することを探検・調査の第一の目

　的としていたことがわかる。ヴァージニアへの探検家達の報告書はおおよそこのような特

　徴をもっていたが、1606年以降のヴァージニア会社から派遣された者たちの報告書に

　ついても同様なことが言える。

　1606年12月の第一次ヴァージニア植民隊としてヴァージニアへ向かい、1609

　年から1610年までヴァージニア植民総督を勤めたGeorge　Percyの『観察』
　（0ゐ8θ7vαがo那9励θアθ40鋸｛ゾ01）’5ω鷹εげ武乃θPZ傭碩oη｛ゾ訪θ80励θ7ηθColoηノθ加防79ゴ脚

　の伽勘gゐ訪，1606）は最初のヴァージニア植民の現状を詳細に報告しているが、そこに我

　々が見るのはキリスト教布教に励むパーシィーの姿ではない。それは西インド諸島からヴ

　ァージニアまでの航海と現地の調査、インディアンとの交流を通しての彼らの生活習慣の

記録である。豊饒の地としてのヴァージニアが“．、．the　Co㎜卸bei蹟g　so　fh近伽11，　it　would　be

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
　as　great　a　profit　to　the　Roa㎞e　of　Eng1㎝d”として描かれ　、ヴァージニアがいかに大きな利

　益をイギリスにもたらすかが述べられている。1607年5月ヴァージニア評議会委員長

　に選任されたEdw面Maria　Wing丘eldはカトリック教徒である故に委員長を解任されたが

彼はDノ∫oo〃z38を1608年に書き表す。そこでWingf霊eldは、　Newport船長のイギリス

　帰国以後のヴァージニアでの出来事を詳細に記すると同時に自らの評議会委員長解任の理

　由には何ら正当性がないことを述歳、身の潔白を主張する。ヴァージニアでの内紛が語ら

れ、植民の目的や成果については何ら触れられていない。ヴァージニアでの評議会委員長

　解任劇釈明にすぺてがあてられており、評議会委員長経験者から植民についての個人的な

・30．



　　　　　　　くユ　ラ

のある事業」で「神の栄光」「国家の名

さらに、植民は「多くの価値ある産

益」を獲得できる「名誉ある事業」

教的及び商業的な観点からとらえてヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユヨ　士」「植民推進者のなぐさめ」のためになると言い　、

の収益」をもたらし、国家は「名誉」を、個人は「利
　　　　　ユの
“あると言う　。デラウエアはヴァージニア植民を宗

・るが、1606年に国家的事業としてヴァー一ジニア
　　　　　　　　　　　　　　　　　植民が始まり、その後現地からはかんばしくない報告が本国に届くなかでデラウエアーは

必死に植民の意義を再度訴えるのである。

2

　ヴァージニア植民は言うに及ばず17世期イギリスの海外植民地開発に精力的に取り組

んだ人物にジョン・スミス（Jo㎞Smith）がいる。スミスは1606年ヴァー一ジニア会社か

らヴァージニアへ派遣され、植民地建設に加わり、その間インディアンの捕虜となり、処

刑直前に酋長の娘ポカホンタスの嘆願によって処刑を免れたり、Jamestownの評議会から

死刑の判決を受けたり、更にはヴァージニア植民評議会の議長にまでなった波乱に富んだ

生涯を送った半ば伝説的な人物である。ジョン・スミスはヴァージニアに関して主として

次の三冊を世に送っている。・『ヴァージニア入植についての真実の話』（オ升vθRθ如加〃げ

3卿乃ooα〃7εη085伽4000ゴ4ε廊刀o傭齪加坊乃＠ηε4加防79加ゴ03加oθ励θ”渚8ゆZ卿伽gq〃肋∫

60Zoη跡，．（1608）（以下『真実の話』と略記）、『ヴァージニアの地図』（オ物ρヴ防7g加α，1612＞

及び『ヴァージニア、ニュー一イングランド、サマー諸島通史、1584年から現在の16

24年にいたる冒険商人、植民者、総督の氏名を付す』（窃εGεηθ7α〃研5’o〃｛ゾ防アg捌傷

ハ16w一伽gZα堀伽4訪θ8麗7η溺θ7込θ5　w肋孟加ηαη¢θ56ゾ訪θ・44り8η’〃7θ滑，　Pぬ編θ鵜αη4　Gov8御o曜8

戸o〃7伽∫7．か5’みθg伽∫ηg珈！1584≠o棚5p7θ5θη’1624））（以下『通史』と略記）である。い

ずれもヴァージニア評議会議長にもなったスミスの手になるだけにその信糠性は信じるに

値する報告書であると言えるが、自己顕示欲の強いスミスの極端に個人的な個所は削除さ

れたと報告書もあるという。スミスは1’608年6月2目フェニックス号がヴァージニア

を離れるまでを『真実の話』で扱っているが、スミスはこれまでと同様ヴァージニアの探

検・調査を語るが、それは従来のヴァージニア報告と同様である。ヴァージニアは肥沃な

土地を有し、豊富な動植物に恵まれている。スミスにとってヴァージニアは、「極めてす

ぐれた快適な地であり、気候は温暖にして健康的、土地は肥沃、期待しうる産物は（その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユの
栽培と育成が適切なら）豊富」で、「さして苦労もせず利益をあげることができる　。」

しかし、植民の宗教的使命に言及することも忘れない。ヴァージニア植民は「神の栄光を

称えるためであり、邪教の徒の間に神の真実の教えを打ち立て、迷信と偶像崇拝とを打ち

壊し、何千という迷える羊一彼らは今に至るまで異教と偶像崇拝と迷信という無明の道を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
踏み迷ってきたのだが一をキリストの囲いの中に導き入れること　」を目的ともするので

ある。しかしながら、植民の宗教的使命については報告書ではその実践は見られない。そ

のほとんどはヴァージニアの土地の調査、特にジェームズ川の上流の搾検及びインディァ
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ン部族との接触、食物交渉であり、　た、探検隊内部の内紛でもあり、肝心のキリスト教

伝道は全く行われていない。『真実　話』は、ジェームズ川周辺の探検書としてはそれま

での報告書には見られない詳細な記・であるが、ヴァージニア植民の異教徒改宗という理

想的な目的は文言だけは力強く響く§その響きは実際にはインディアンには届いていな

い。報告書の最後で「船荷としてスギ　を積み込めば本国の出資者たちに喜んでもらえる」

と言い、「交易や通商の上でも大いに利益をもたらすこの地域」の恩恵にイギリスは必ず

や与るとスミスは断言する　。スミ　にとってヴァージニア植民はヴァージニア会社出資

者にとっての個人的な利益と国家の禾益を同時に確約してくれる殖民であり、キリスト教

伝道は実行を伴わない言葉だけのものとなっている。スミスの『ヴァージニアの地図』ω

拗qブ防7gガ〃厄1612＞はスミスがポヴハタンによって捕虜にされ、処刑直前にポウハタン

の娘ポカホンタスによって救助されたというその真偽のほどは定かではない有名なエピソ

ードに触れているが、そこでもスミスの関心事はヴァージニアの探検・調査であり、彼は

それをもとに詳細な地図を作製しているほどである。『ヴァージニアの地図』でスミスは

ヴァージニアに触れて次のように言う。

　The　m　ildnesse　of　tbe　血e，　the　f6r血猷e　of　the　soile，　and　the　sitロation　of　the　rivers　are　so

propitious　to｛he　nature＆vse　of　man負s　no　place　is　more　convenient　fbr　pleasure，　profit，　and

　　　　　　ロの
ma駐s　sustenace．　（P，18）

温暖な空気、肥沃な土壌、川の状況は他の土地には見られない「喜び、利益と植民者の生

・計」に好都合である。これは『真実の話』でスミスが言及していることで、報告書が必ず

言及しなければならない内容のひとっであるが、スミスはヴァージニア植民が国家にいか

に利益をもたらすかを国家の経済的自立の観点から強調する。イギリスは、モスクワ、ボ

ロニア（ポーランド）、スイス、フランス、スペイン、イタリア、オランダが産出する資

源をすべてヴァージニアで調達できるとスミスは言う5

　Then　how　much　bath　Virghlia　the　prerogatiue　of　all　those　florishing㎞gdomes　fbr　the　benefit

of　our　land，　whenas　within　one　hundred　miles　all　those　are　to　be　had，　eitller　ready　provided　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　　11a加re，　or　else　to　bee　prepa欝ed，　were　ther¢but　industrious　me籠to　labouL　　（p．18）

イギリスのヴァージニア植民の真の目的がこの一節に読みとることができる。イギリスの

西方植民の第一の目的はバクルートが『西方植民論』ですでに明らかにしていたように、

イギリス経済のヨーロッパ諸国への依存からの脱却であった。イギリス経済の自立を植民

に託していたイギリスの悲願が西方植民地開発にあり、スミスもその点については十分承

知していたはずである。しかしながらスミスは植民の目的をヴァージニアの経済的開発と

はしない。ヴァージニアは兵士の育成、水夫の訓練、商人には交易、善人には利益をもた

らす場であるが、しかし何よりも重要なのはヴァージニア植民は「あわれな異教徒を神の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の真の知識と聖なる福音」へと導く事業なのである。ここでもスミスはヴァージニア植民

の宗教的使命を忘れることはない。スミスはの集大成ともいうべく『ヴァージニア、ニュ

ーイングランド、サマー諸島通史、1584年から現在の1624年にいたる冒険商人、
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植民者、総督の氏名を付す』（鍛θG朗8アα〃疏部o〃（ゾ”ア8加忽漉推Eηg伽4ρκ4疏θ翫〃捌εア

伽脚肋訪θη伽ε3ヴ訪θ躍伽θ脚7ε鵜飢傭8凧伽4G・vθア”・撚加吻伽かガ魏みθ9加痂9

オ〃’1584’o謝5ア7θ8θη’1624）（以下『通史』と略記）ではどうか。6巻から成る『通史』

はバクルート、パーチャスの流れを汲むイギリスのヴァージニア、バーミコ．一ダ及びニュ

ー・ Cングランドでの植民活動の記録である。スミスの本書執筆の意図はイギリス人ゐ植

民への関心を喚起し、彼らの眼を投資に向けさせ、誠実な効率的な政府、適切な計画、勤

勉な入植者及び国家からの積極的な援助が植民には不可欠であるかを読者に訴えることで

ある。ヴァージニア殖民は3巻と4巻で扱われているが、『真実の話』や『ヴァージニア

の地図』と重複している箇所が多い。『通史』におけるヴァージニア植民に関するスミス

の記録はその表題にもあるように1584年から1624年までのイギリス人のヴァージ

ニアでの探検・樟民活動記録である。彼が本書を執筆iする2年前ヴァージニアにおけるイ

ギリス人とインディアンとの友好関係を根底から断ち切ったインディアンによる大虐殺事

件が生じ、イギリスのインディアンへの態度は一気に硬化する。インディアンによる大虐・

殺はイギリス側からすればヴァージニア殖民の徹底化のまたとない絶好の口実到来という

訳である。それ以後イギリスのヴァージニア植民地化は急速に進む。そのような背景の中

で書かれた『通史』はそれゆえヴァージニア会社へのこれまでのてねるい殖民活動への批

判が見られる。スミスは歴代のヴァージニア総督の植民活動を客観的に描いている印象を

与えるが、所々にスミスの本音が聞かれ、ヴァージニア植民がいかに人々の期待に裏切っ

てきたかが容易に理解できる。自己顕示欲の強く、自己をやや英雄化する傾向のあるスミ

スからすれば色あせた感のするヴァージニア植民を国民の期待通りに実行できるのは自分

しかいないということを本書で示したかったのである。彼がいかに多くの困難を排し、ヴ

ァージ昌アを探検・調査したかがインディアン特にパウハタン王との交流から生々しく描

かれる。インディアンとの交渉、裏切り、探検隊内部の内紛・反目を通して、スミスはヴ

ァージニアがいかなる土地であるかを描く。前作同様ヴァージニアの肥沃な土壌、豊かな
　　　　　く　の
動植物にふれ　，ヴァージニアがいかに植民に適しているかを強調する。これらの報告は

これまですでに彼が記録していたことで新しい記述はない。ただ彼がヴァージニアの出納

係と評議会にあてた書簡にはスミスのヴァージニア植民についての率直な態度が表れてお

り、彼のヴァージニア会社への要求や不満やらが吐露されている。会社からの金銭的な援

助の不足、大工、農夫等の必要性を訴え、非協力的な植民者のなかでは十分な植民活動が
　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　
出来ないことに彼は強い不満をもらす　。植民の目的である異教徒の改宗には触れられて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　のいない。彼らの関心は”present　pro丘t“にあり、”pmfitable　retums”にあった。ヴァージ

ニア植民の現状には決して満足はできないが、スミスは決して植民の将来に悲観すること

はない。ヴァージニア植民はわずがな人的金銭的援助から始まったが、これまでの植民活

動はそれなりの成果をあげていると言う。

notwithsta難di血g　all　tlleir　factions，　mロ血ies，　and　miseries，　so　gently　cor顧ected，狐d　well　pre鴨蹴ed　l

peruse　the　Spanish　1）ecades：the　Rela“on　of　Master　Hakluit，　and　tell　me加w　ma町ever　w孟血

such　small　meanes　as　a　Barge　of　22　tしms，　son卑etimes　with　seven，　eight，　oらnhleαb耐at　most，

twelve　or　sixteene　men，　did　ever　discover　so　many魚yre　and　navigable　Rivers，　su1ヵect　so　m　any

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　む
severall　Kings，　peoP叢e，　and　Nation，　to　obedience，　and　contribution，　with　so　lit岨e　blo廻dshed　　．
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ヴァージニア会社からの不十分な援助がありながらも植民は徐々に拡大しているとスミス

は言う。スミスがヴァージニアに期待していたのは公式文書が雄弁にうたっていた異教徒

の改宗ではない。スミスはその発見に疑問が生じていたにもかかわらず、金と銀の発見は
　　　　　　　　　　く　ら　
可能だと信じて疑わない。スミスにとってヴァージニアはなにはともあれ英国の経済的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）自立を可能に至らせる「黄金の土地」であり～°’the　fittest　place　fbr　an　earthly　Paradise”

であった。にもかかわらずスミスは異教徒への福音伝道を強調することを決して忘れはし

ない。スミスは序論で『通史』執筆の目的を4点あげているが、その第一点はジェームズ

呪世の殖民による領土拡大の正当化と異教徒の改宗である。

＿止e　reducing　Hea血en　PeoPle　to　ciuilitie　ahd　true　Religion，　bri虹geth　ho血our　to　the　King　of

　　　　　　　　　　　　　　　　く　りHeathen．（A　Prefa◎e　of丑）瓢・e　Poynts，1　）

これに加え、スミスは紳士にヴァージニア植民の資金的援助を訴え、その見返りはかなら

ずや期待できると言う。

Let　y。靱r［Gentlemen°s］bo面e　s叩Ply出e　necessiUes・f　we欲e　bigi㎜加gs，＿；the　re加me　c㎜・t

choose血1he　end　but　b血g　you　good　Commodities，　and　good　contentments，　by　your　aduancing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　shippi酸g　and　yoロr　fi　shing　so　usofh豆r㎜to　our　Nation　（A　Prefaoe　of　fbure　Poyllts，　II　）

ここで言う「見返り」が物質的な収益であることは明らかである。また、作者不詳のスミ

スを称える詩にもヴァージニア殖民によって　”the　golden　Iasons癒ece”を得ることが出来
　　　　　　　く　の
ると書かれている　。このJasonは、言うまでもなくギリシア神話のジェーソンが金の羊

毛を捜し求めたことへの言及であり、ヴァージニア植民も「金の羊毛」に匹敵する利益を

英国にもたらすことができるごとを意味している。このように見てくると「異教徒の改宗」

はあくまでも植民の建前であり、本音は植民活動から得る物質的な利益であることが理解

できる。イギリスにとってそれはヨーロッパ諸国依存の経済からの自立的経済への脱皮で

あり、ヴァージニア会社への個人の出資者及び植民者には物質的な利益である。ヴァージ

ニア植民の目的が本来キリスト教の普及になかったことは誰の目から見ても明白なことで

あった。ニュー・イングランドへのピューリタンの植民活動と異なり、ヴァージニア植民

者にとっては「山の上にある町」を築くことが本来の目的ではなかった。その植民活動の

主なる目的はあくまでもイギリス内外の政治、社会、経済と密接に連動していた。イギリ

スの国家の命運を賭けたと言っても過言でない事業であったのである。スミスにとってヴ

ァージニア植民はf神の栄光」「祖国の名誉」及び「人々の利益」をすべて実現できるも
　　　　くヨ　ン
のであった　。停滞したヴァージニア植民事業を打破すべくスミヌがヴァージニア会社に

訴えた要請にも十分な物資、援助があればヴァージニア植民の更なる開発は可能であると
　　　　　　　　　　　　　　ヨユラ
の自信に満ちた言葉が聞かれる　。これはスミスの本音であろう。自他共に認めるイギリ

スを代表する植民地開拓者としてのスミスの顔がここに見られるのである。ヴァージニア

植民のスミスの意図はイギリスの領土拡張とイギリスへの物資の調達にあったが、「異教

徒の改宗」にっいて全く言及していないのかというと言及はあるのである。それはパウハ

タン王の娘のポカホンタスのイギリス人ジョン・ロルフとの結婚である。インディアンと
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キリスト教徒との結婚、それはましく異教徒のキリスト教徒への改宗であった。ヴァージ

ニア会社にとって植民の主なる目的たる異教徒の改宗を宣伝する事件はこれまではなかっ

た・ポカホンタスは結婚後ロンドンに行く。改宗した異教徒をイギリス国民に見せようと

いう意図からか彼女をロンドンに連れて行ったのはヴァージニア殖民がいかに初期の目的

に成功しているかの証拠を国民に示したかったのであろう。しかし、ポカホンタスの改宗

はほんの一部にすぎない。逆に多くの植民者インディアン側に逃亡したという。ポカホン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けのタスの血をひくアメリカ人が現在200万はいると指摘する人もいる　。文明が非文明に、

キリスト教が非キリスト教に敗れるという皮肉な結果でもある。スミス及びヴァージニア

植民関係者にとってインディアンのポカホンタスのキリスト教徒ロルフとの結婚は「異教

徒改宗」の絶好の宣伝となり、彼らの「異教徒改宗」努力の証でもあった。スミスは、『通

史』でポカホンタスの結婚に触れ、ポカホンタスは英語を話すことができるようになり、

キリスト教をよく教えられ、イギリス人のやり方にならって非常に「折り目正しく」なり、
　　　　　　　　　　　　　　　くヨの「礼儀i正しく」なったと言っている　。これこそヴァージニア植民の本来の目的であった

が、しかし、インディアンの改宗に関しての記述はこれしかなく、植民者の関心はインデ

ィアンの領土の獲得と本国への物資の調達及び現地の調査であった。

3

　ヴァージニア植民を取り巻く資金的援助の不足、現地からのヴァージニア植民について

の絶望的な報告が飛び交い、ヴァージニア植民が悪化の道をたどり、一般の人々のヴァー

ジニア植民への関心が薄れ始めっっあったなかでヴァージニア植民を大々的に擁i護した人

物にWilliam駈ackeyがいる。彼はバーミューダ島での難破の後16ユ0年ヴァージニ

ア到着し、秘書及び記録官を勤め、翌年11月に帰国した。翌1612年彼は『英国ヴァ

ージニア旅行記』（7乃θ、砺ホo惚σ7ンαり8Z1枷oレ伽g捌oβ癬伽θ）を出版する。そこでStracbey

はヴァージニア植民の目的、意義、正当性を論じ、沈滞化した植民熱を再度燃え立たせよ

うとする。ヴァージニア現地から帰国したばかりの人物の手になる『旅行記』は宣伝文書

的な性格を有し、執筆にあたってスミスやハリオット等を利用したと言われているが、そ

の内容は英国の植民の正当性、ヴァージニア現地の調査、インディアンの生活・習慣記述

にわたっている。最初の問題はヴァージニア領土権を主張するスペインに対してである。

Stracheyにとって、ヴァージニア植民はスペイン領土への侵害ではなく、すでにCabotに

よって発見されている英国の領土である。ヴァージニア植民は原住民にとって不当ではな

いのかとの疑問について、彼はインディアンはキリスト教の恩恵を付与されるべく異教徒

であり、非文明人を文明人へと教化することはインディアンにとっても望ましいことであ

ると言う。ヴァージニア植民への人々の関心を低下させていた理由にはヴァージニアの領

土権を主張するスペインと先住民インディアンの土地への侵入に対する正当的な理由及び

殖民からの即座の利益の可能性の二点であった。Strac』eyはそもそもヴァージニア植民の

目的をどこにおいていたか。この重要な問題についてStracL劔は徹底して異教徒改宗とい

う宗教的使命を強調する。彼以前にも植民の宗教的使命に言及していた者はいたが、

Stracheyの植民の宗教的使命観をかれほど強調した者はいない。この点に関レては、ヴァ

ージニァ会社を擁護した説教家達を連想させる。．彼は次のように言う。
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yt　bei丑g　the　pious，　and　o箆ly　end，＿to　endeavα臆he　co益versio血of　the面ues，　to　the㎞owledg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34＞Imd　wor曲ippc　of　the　tme　God，　and　the　world量s　R．edeemer　Christ　Iesus

原住民の真の神の知識と崇拝、この世の救い主キリストへ改心させることが植民の「敬虜

な唯一の目的」となる。Smcheyにとってヴァージニア植民の本来の目的は異教徒の改宗

である。これはバクルートが『西方植民論』で強調した植民の目的であり、以後様々な冒

険家、植民者が繰り返し主張してきた点であり、我々はStracheyの異…教徒改宗としてのヴ

ァージニア植民論を閤いてもとりわけ驚きはしない。彼の宗教的使命としてのヴァージニ

ア植民論は第一巻全体に行き渡る主張であるが、植民者にはインディアンを「サタンの幻

惑」から解放し、無垢なるインディアンの心を勝ち得、キリスト教徒の知識を共にする道
　　　　　　　　　　　　くヨの
が切り開かれているとも言う　。S廿acheyは、更に聖書を援用し、唯一真なる神とイエス

・キリストを知ることが幸福のすべてであり、けべての国民に洗礼を施す」ことがイン
　　　　　　　　　　　　　　　　くお　ラ
ディアンにも適応できることを述べる　。キリスト教の普及の名のもとにたとえそれが原

住民に危害を及ぼすことになろうとも未開状態の改善に至ることになるので許されること
　　くヨリ
になる　。S賃acheyは、キリスト教伝道師のように聖書からの引用と過去の世界の歴史か

らヴァージニア殖民の前例を探し、それらを根拠にヴァージニアにおける異教徒改宗の正

当化を主張するのである。Stracheyは1612年というヴァージニア植民が危機的状況に

陥った時期にヴァージニア植民の原点に戻り、ジェームズー世の特許状に書かれていた異

教徒の改宗を植民の主なる目的にする。この論点はヴァージニア会社擁護の説教家及び当

時のヴァージニア会社・植民関係者の文書に必ずと言っていいほど言及されたことで、特

別新しいことではない。我々はむしろS伽cheyが『旅行記』のなかで述べているもう一点

に注目したい。それは植民の目的を宗教的使命に置いておきながらも、やはりイギリスの

経済と個人の利益をもまた忘れていないことである。バクルート以来イギリスはヨーロッ

パ諸国への経済依存からの離脱をヴァージニア植民に求めていたが、Stracheyも同じ論点

に立ち、ヴァージニア植民がイギリス経済の自給自足をもたらす契機になると言う。

Our　co㎜紘y　of　V辻ginia　h紬no　w㎝t　of　ma町M厳chandizes（which　we　in　England　accompHsh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おの
血De㎜肛k，　No罫町，　Pmsi亀Po1㎝d，　e重α，飴t。h物，鋤d　buy　de孤e，）．．．

Sracheyは、イギリス経済がいかにヨーロッパ諸国に依存しているかを第一巻十章で更に

述べる。モスクワとポーランドにはピッチやタール等、スイスには鉄と銅、その他スペイ

ン、イタリア、オランダにイギリスが依存している物資がある。しかしイギリスが他国に

依存している物資はすべてがヴァージニアで手に入り、航海の危険や海賊に襲撃される危

険を犯す必要もない。なおヴァージニアは兵士を育て、水夫には実践の場を提供し、商人

には交易、善人には異教徒をキリスト教に改宗させることへの報いがあり、イギリスが必

要とする物資の調達以外に人口急増に伴う失業をも解消してくれる場でもある。

All　these　temporaize　w元th　othels　fbmecessi｛y，　but　all　as　vncertayne　as　Peace｛md　Warre　besides

t紅eCharge，　travell　apd　da皿ger血食an　sporthig　them　by　Seas，　Landes，　Stonnes，　a凝d　P丘ates：then
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how　nluch　may　Virgillia　haue出e　preroga“ve　fbr　the　benefitt　of　our　L　and，　wke血as　wi血in　100

myles　a11霊血ese　are　to　be　had　ei出er　feady　pmvided　by　na加re，　oπells　to　be　prepared　were　there　but

indusrious　nien　to　labour，　so細then　here　a　place，　a　nurse　fbr　soldires，　a　Prac廿ze　fbr　Ma面ers，　a

Trade　fbτMercha耐es，　a　R、eward　fbr重he　good　and伽t　which重s　most　df紐11，　a　busines　most

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらの
acceptable　to　god，　toわ面g　poore　I面dels　to　Ms㎞owledge，＿．

ヴァージニアがイギリス経済の自立の契機となることをS甑heyは述べるが、しかしそれ

がヴァージニア植民の本来の目的ではない。翫acheyは植民の経済的目的を極力押さえ、

その宗教的使命を本来の目的とする。彼は、スペインが中南米で金を発見したようにヴァ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ユ　
一ジニアにも金発見の可能性があることを示唆し　、植民に人々の関心を引きつけようと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　
する。すべては”Tyme　the　tme　Reveylor　of　great　t㎞ges　’1に任せる以外に道はなく、や

がては植民の結果も明らかになるという。今は植民活動が停滞しているがやがては「福」

をもたらすことになる。ヴァージニア植民に即座の結果を求めるべぎではなく、長い眼で

植民を見つめればいずれは良い結果が生じてくるというのである。Starcheyは、植民の経

済的活動を二次的にとらえ、経済的な目先の利益に先走る人達に警告を発することも忘れ

はしない。

．．．such　is出e　bus血es［of　V㎏i㎡a］，as　yt　should　awake　all　chadtable　Ch㎡stia血s　to　fbllow　yt

according　to血e　goodnes　of血e　Cause，　and　not　aρcord辻1g　to　the　greatnes　of　prof量t　and　Co㎜odity

よ43’

Starcheyは第一巻を終えるにあたり、再度植民の目的に触れる。植民の目的は道徳的に善

に成りうる可能性を持ち合わせているインディアンの教化・改宗にある。

to　teacll　them［Indians］both　which　is　the　end　of　our　Planta丘on　amongst　them，　to　let　the蓋n　knowe

what　Ve血e　and　Goodnes　is，　and｛he　Reward　of　both：to　teach　the血Religion　Imd　t且e　Crowne　of

the　Rjghteous，　to　acqua圭nt一血em　with　Grace，血at重bey　maiy　par虹cipate　with　Glolye：whick　God

　　　　　　　　　　　　　の
graunt　in　Mercy　vnto重hem＿．

Stracheyは『旅行記』の前1610年、オ舩6仰07’o埋qプ伽脚解舵，碑〃θ伽2伽48か
Zら0脚3Gαホε5楡な鋤Zψ0η，αη4戸σ訪θπα魔ザ（ゾ訪8β877η癩8物言80醐加9’0碗㎎功ごρ，伽4訪θ

θ5鰯εげ疏σ’Co加ノθ伽η，碑4娚鉱伽虎ア伽gov8耀〃2εηごqプ伽加配加晩7形を書き、バー

ミューダ島及びヴァージニアで見聞したことを虚飾なく描いたがためにヴァージニア会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　のはその出版を望まなかったといういわくがあった　。そのような事情を考慮してか『旅行

記』のヴァージニア報告はヴァージニア会社を喜ばせ一般の人々のヴァージニア植民への

行動欲をあらたに奮い立たせるにあたり大きな影響を及ぼしたと思われる。丁度同じ頃ヴ

ァージニア会社が当時著名な説教家にやはりヴァージニア植民の宣伝的説教を依頼し、説

教家がこぞって植民の意義を訴え、異教徒の改宗こそが植民の真の目的であると雄弁を奮

っていたことと軌を一にしている。翫acheyの『旅行記』の本音はしかしながら異教徒の

改宗にはない。植民の裏の目的を十分認識してたStracheyは、その真の目的を押さえ、代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．37一



わりに宗教的使命を植民の目的とする。このあたりヴァージニア植民の苦悩がうかがわれ

ると言ってもいいだろう。ヴァージニア会社としては資本主義的な植民開発を植民に期し

ていたが、それを前面に押しのを控え、キリスト教的伝道精神を植民の目的とする。中南

米におけるスペインに対抗してかより人道的なキリスト教的な使命をイギリスの植民の目

的とした背景には海外植民に対する英国の苦渋があった。Stracheyの『旅行記』はこのよ

うな事情を反映した旅行記であると言える。

4

　1625年、聖職者のサミュエル・パーチャス（Samuel　Purchas＞はイギリスの植民

諜審織㌫（購麟癒瓢露嘉膿膿駕器繍
紐5Pゴ49勘2θ5σ0η吻朔η9α1％如1ツ（～μ乃ε肋アZ61加5初レのα9θ3伽01加η漉｝Zh卿β1Z5ゐア

E〃gZ納〃燃卿4、o伽雌）、20冊を出版する。それはタイトルにもあるように、イギリスの

航海者・海外進出者記録の集大成『イギリス国民の主要な航海・貿易及び発見について』。

（7乃8P吻0脚11物V夙9傭0η5，晦㎎85，乃ψ9π85伽づDゴ3COVθ7ゴε∫qブ伽伽gZ励1肋ガ0ηル勧漉ろツ

髭θ070vε7伽ゐo伽Rε初o彪伽4命ア伽辞α5纏∫ρ麗粥8恕q猷加Eα励σ’αηy　7ン〃28　wゴ吻κ伽

Co脚鰯｛ゾ伽8ε1600　y召o瓶1589年1巻、1598－1600年3巻追補）を出版し、

イギリスの海外植民・交易熱に拍車をかけたリチャード・バクル」ト（Richard田duyt）

の仕事を受け継ぎ、バクルート以後の17世紀初頭のイギリス人による海外冒険者たちの
　　　　　　　　　　　　　も　
記録を編纂したものである　。出版年の1625年と言えばヴァージニア会社が解散した

1年後であるが、パーチャスは『パーチャス巡礼』で過去のイギリス人による航海・海外

進出・探検をバクルートに倣って編集している他に、彼自らの植民論を展開している。パ

ーチャスはヴァー一ジニ．ア植民については1606年から1624年までを18冊と19冊

で述べているが、我々にとって興味深いのは19冊9巻20章である。ヴァー・ジニア植民

にイギリスが着手して以来ほぼ20年の歳月が流れ、紆余曲折を経ながらもヴァージニア

植民は継続されてきたが、ここにパーチャスはイギリスの海外植民論を詳細に述べ、イギ

リス植民及びヴァージニア植民に強力な援護を行い、本論にとっては欠かせない重要な章

となっている。バクルートの論点はそれほど新規な論ではなく、バクルートがイギリスの

将来を海外植民と海外貿易に賭けたと同様パーチャスもこれまでと同様の主旨の論を展開

する。彼はヴァージニア植民及び植民一般の正当性、必要性を論じるが、ヴァージニア植

民についてはこれまでの公式文書に見られた目的、すなわち異教徒のキリスト教への改宗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　ラを第一一の目的としていることに注目したい。ヴァージニア植民は　’喉so　Noble　a　worke　”

であり、キリスト教を広め、異教徒を教化するにあたりイギリス国王の栄誉に資する事業

であることを最初に明確化する。

We　greatly　commendi血g　and　graciously　accep血g　of伍eif　desires　to　the　f磁herImce　of　so　Noble　a

worke，　which輿ay　by　the　providence　of　A藍mightie　God　here諭er　tend　to　the　g1◎rie　llof　h・is　Divine

M句estie，　hl　propaga戯ng　of　C㎞istian　Re垂igion，　to　such　people　as　yet　live血darknesse，　miserable

ignorance　of　the㎞e　knowledge｛md　worship　of　God，　and　may　in　t㎞e　br丘ng　the　h㎡idels　and
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　フ　
Sav昭es（h曲9血those卿s）t。　h㎜㈱civilitie㎝d　to　a　se㈱繭uiet　gove㎜e血t，…

これは1606年の第一次特許状の文言と変わらない。我々は何度も「異教徒の改宗」に

ついて聞かされてきたが、スミス同様1622年のインディアンによる大虐殺事件があっ

てもなお「異教徒の改宗」を植民の目的にあげているパーチャスにイギリス人の寛容精神

を見る気がするが、裏を返せばイギリス人のスタンドプレイとも映る宣言である。いずれ

にせよヴァージニア植民の目的は「異教徒改宗」である。この主張は第19冊9巻20章

で更に強調される。この章でパーチャスは聖書を援用してヴァージニア植民の正当化、合

法化について述べる。20章のタイトルは、「アメリカのイギリス植民とりわけヴァージ

ニアとサマー諸島からイギリスに生じるであろう利益を示す論述」とあるように、ヴァー

ジニア植民がいかにイギリスにとって利益のある植民事業であるかめ論証である。パーチ

ャスにとって植民は神抜きでは考えられない。最初にして最後の考慮すべくは神であり、

神から植民の命令を受け、植民が神に栄光をもたらすかが問題となる。パーチャスは創世

記第一章の「地に満ちよ、地を従わせよ」という神の言葉を援用し、ヴァージニア植民の

正当性を述べる。これによりキリスト教徒は他国へ進出することに何ら問題はなくなる。

他の国の土地を自国のものとすることは神の命令を実践していることに他ならないからで

ある。他国の植民化はこの神の言葉によって許される行為となる。

正【e血ce　is　it　that　C］㎞stians　（such　as　have血e　GτaK｝e　of　the　Sphゴt　of　Chπist，　a血d　not血e　pro石ession

of恥is　merit　alone）have　and　hold　the　world　and血e　t五ings　thereof血another　tenure，　whereof

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くなきラ
Hypocrites　and　Heathens　are　no重capab童e　of

キリスト教＝文明の価値観から非キリスト教＝非文明を一方的に裁断する論理である。聖

書を楯に非キリスト教徒の住む地を植民地化するためにキリスト教徒が考案した征服のロ

ジックである。この論理はまたキリスト教の神が唯一真であるという結論にも至るキリス

ト教の未開宗教への暗黙かっ絶対的優位に基づく論理でもある。多種多用な価値観が存在

する現代社会には到底通用しようにもない論理が17世紀初頭には十分に効力を発揮して

いた。聖書に記されていればそれを盾にいかなることも可能であった。植民地化された原

住民がいかなる思いをイギリス人に抱いていたかは知る由もないが、聖書の言葉は文明が

非文明を文明の恩恵に与させることができるという信念に裏打ちされたキリスト教徒イギ

リス人の植民合法化・正当化の根幹であり、他国のいかなる人も異を唱えることができな

いほどの効力を発揮していた。別の角度から見ればキリスト教がいかにまだ十分な価値判

断の基準でありえたことを示す証でもあったが、キリスト教の名の下にあらゆることが許

容された時代でもあった。パーチャスはヴァージニア植民擁護にあたり最初に聖書を持ち

出すことにより、他国の植民地化を正当化し、次にヴァージニア植民の具体的な擁護に入

る。ヴァージニア入植は「野蛮で未開な堕落している人達」をキリスト教徒にすることで

ある。（P，222）しかしながら、そもそもイギリスはヴァージニア入植への権利を有してい

るのか、という疑問が出てくる。これはスペインがすでにヴァージニアの領土権を主張し

ていることへの反論でもあるが、イギリス国内にはスペイン寄りの一派がおり、しかも他

人の土地への侵入であるとも言える入植であり、ヴァージニア入植権利は大きな問題であ
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った。パーチャヌは、上に挙げた未開人のキリスト教化と関連する「すべての地球を満た

す自然の権利」を持ち出す。そしていかなる国も他人によって所有されていなければ自然

法と人類法により植民権利が生じ、後の入植者によって土地の所有権を奪われることはな

い。これは創世記の「地に満ちよ」と先住権による入植の正当化である。ここで問題なの

はヴァージニアにはすでに先住民が居住している事実である。これに対してのパーチャス

は次のように述べる。ある国のいくつかの土地に人が住んでいて、他の土地に人が住んで

いない場合、上記の他人による先住権がない場合入植権が生じてくる。特に先住民が未開

人で定住所有権がない揚合には入植は可能となる。二番目の入植権利は商品売買の権利

（Merch匪1dise）である。これは端的に言えば、ある国が物資に事欠くときそれは他国との

交易によって充当できるというものである。パーチャスによれば神はすべての国の産物を

分散させたので、富める国もあれば貧しい国もある。しかし重要なのは全世界は「人類一

っの共同体であり、各国は公共善のために他国と話し合う」ことができるということであ
くぐの

る　。イギリスの場合、自国における物資の不足のためにヨーロッパ諸国に依存している

が、その物資がヴァージニアで補充できれば産物の売買権は否定できなくなってくる。パ

ーチャスは、原住民がヴァージニアの豊かな産物を有効に活用せず、他国に利用させない

ことは不信心な非人間的なことであると言う。

　It重s　therefbre　u亘godly，　and　hlh㎝a血e　also　to　de町the　world　to　lnen，　or　like　Manger－dogges

（neither　to　eat　hay癒hemselves，　nor　to　suf蜜bf　the　huhgry　Oxe）to　prohibite　that　fbr　others

habitation，　wbereof　themselves　can　make　llo　use；or　fbr　merchandise，　whereby　much　benefit

　　　　　　　　　（50）
accrewetb　to　both　parts

これは物資に事欠くイギリスにとってはヴァージニア入植の格好の口実となる。さらにパ

ーチャスは論を進め、豊富な物資を有していながら他国にそれを分譲しない場合人類の慣

習法によって懲罰の対象となるとも言う。かかる論法によりイギリスはヴァージニアへの

正当な入植権を主張できると同時に、侵入、征服も正当化され，自然法、国際法からも保

証される。

脳伽・加・掘晦・f・・habit磁i・n㎝d・・mmerce　w・had　wi血・血帆曲・f　ju・t血v・・i・血鋤d

col1唖uest，　and　many　others　praevious　to　this，　we　have　above　others；so　that　England　nlqy　both　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くうエラLaw　of　nature　and　Nationls　challenge　Virginia　fbr　her　oWne　peculiar　propriety　，．．．（pp．224＞

これまでパーチャスは聖書、自然権、国際法によりイギリスのヴァージニア入植権を主張

してきたが、更にパーチャスは、（1）イギリス人、セバスチャン・カボットによるヴァ

ージニア発見（2）実際的なヴァージニアの所有（3）所有の継続（4）時効による所有

権取得（5）原住民の自発的服従（6）原住民の権利中断（7）所有権委譲（8）現地誕

生のイギリス人による自然相続（9）実際の売却（10）合法的な土地譲渡（11）王へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くら　ラ
の原住民隷属、からイギリスのヴァージニア植民の権利の正当性を強調する　。

　ヴァージニアへの入植の権利を主張した後パーチャスは入植の目的に移る。入植の目的

は既に触れたようにキリスト教植民の建設であり、原住民のキリスト教徒への改宗である。
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ヴァージニア原住民は「文明」r技芸」「宗教」に無知で、「サタンの圧制」に心を奪われ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くあのている。イギリス人の勤めは彼らをf暗黒の力」から解放することである　。（p．231＞か

くして原住民も悪魔も克服され、ヴァージニアを一人の夫と婚約させ、キリストへ純潔な

処女として捧げるのである。ヴァージニアがキリストの花嫁となることによってヴァージ

ニアにおけるキリスト教的使命は完結する。ヴァージニア植民の宗教的使命はあくまでも

本来商業的色彩の強い植民遂行のための隠れ蓑、煙幕であり、建前であると私は考えてい

るが、パーチャスは聖職者にふさわしく聖書からの適切な引用によリヴァージニア植民の

宗教性を巧みに浮かび上がらせる。しかしパーチャスはヴァージニア植民の真の意図を知

っていた。なぜなら彼は次に植民のもう一つの目的、一般の人々の第一の関心事である植

民から得られる物質的利益についても論じているからである。スペインが中南米を制圧し、

そこから産出される金・銀によってヨーロッパの大国の地位にまで上りっめたスペインの

植民の成果をイギリスはヴァージニアで挙げようとしていた。旧．ウィリアムズによれば、

スペイン王室が中南米の金から得た収入は1503年にはわずか8、OGOドウカードで

あったのが1608年には200万ドウカード、1626年には250万ドウカード以上
　　　　　　　　　くら　　
との記録が残っている　。スペインという「貯水池」の「水源」が中南米にあったのであ

る。1595年ローリ（Sir　W証ter　Ralei2h）によるギアナ帝国の発見の目的はまぎれもなく

金の発見であり、ローリは金・銀の重要性をイギリスは十分に知っていた．西方植民の歴

史を背景にすればヴァージニアの植民者、冒険者、投機者の植民の夢が金・銀の発見にあ

ったことはとりわけ驚くことではない。ところがヴァージニアには金・銀は産出されず、

植民関係者の失望は殊の他大きく、これがヴァージニア植民熱低下の大きな原因となって

いた。大国スペインが北米の植民地建設に消極的であった理由の一っは金・銀発見の可能

性が北米には少なかったからである。ヴァージニア会社としては何としても金銀と言う目

に見える植民の成果がほしかった。金・銀発見の可能性は一縷の望みであったが、結果は

人々の期待を裏切るばかりで、金・銀発見の吉報はついに本国には届くことはなかった。

パーチャスは、しかしながら、金・銀発見ができなかったことに対して悲観的になること

はなく、むしろ金銀など発見できなかったことは幸いであると述べる。それはなぜか。金

銀は諸悪の根源で、人間の欲望をむきだしにさせ、金銀のために暴力に訴え、近隣諸国と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くあヨ　は争いを起こさざるをえない。金銀は人閥の・欲望の象徴である　。これはトマス・モアが

描くユートピア人のスペインの金・銀称賛への調刺を思い起こさせる。なにしろユートピ

アでは、金・銀は「汚らわしい不名誉なもの」で、彼らほ便器や罪人用足かせや鎖に使用

するほど価値のないものである。パーチャスは金・銀が人々にもたらす弊害を説き、物質

的な富よりも精神的な富を強調する。たとえばユダヤ人にとっての「約束の地」であるカ

ナンには金はなかったが、代わりに豊かな土壌に恵まれ、「ミルク」と「はちみつ」が流
れ、人々は物舳1e，seg曲，。f加、t（561・にさいなまれることはなかった．こμこそ瀬

の意味での豊かさであり、人間を欲望のとりこにする金銀は少しの精神的豊かさを与えて

くれない。人間の真の幸福を考えるとき、金・銀は逆に人間の心をむさしくさせ、人間は

金・銀のために真の人間性を忘れてしまうというのである。パーチャスにとってヴァージ

ニア植民の目的は金・銀の発見ではない。それは神の国建設であり、隣人愛であり、国民

・国王・国家の名誉である。ヴァージニアに金・銀は発見されないがそれに匹敵するほど

の様々な産物にあふれている。温暖な気候、肥沃な土壌、豊富な動植物、f楽園」のトポ
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スとしてのヴァージニアの称賛が続く。パーチャスは、Stracheyのようにヴァージニアの

産物によるイギリスの経済的自立には触れないが、ヴァージニア植民が国内の人口増加に

よる失業者には雇用の供給、犯罪者には再生の場を提供してくれ、更には水夫の養成、兵

士の訓練をももたらす契機ともなりうる。パーチャスにとってヴァージニア植民は資本主

義的帝国主義的なイギリスの海外進出ではなく、，その重要性は宗教的な使命にある。それ

故パーチャスは出来うる限り他国を刺激するようなことはしていない。職業が牧師という

こともあり、ヴァージニア植民の宗教性をとりわけ強調した論述となっている。パーチャ

スが『パーチャス巡礼』を書いた1625年はヴァージニア会社が王の特許状を取り消さ

れ、会社を解散した1年後のことであり、ヴァージニアは民間の手による発展の道を歩む

ことになる。パーチャスはバクルートの後を引き継ぎ、17世紀初頭のイギリスの海外進

出の歴史を描いたわけであるが、一般の人々にとってヴァージニア植民の実体が明らかに

なりつつあり、もはや「楽園」としてのヴァージニアは非現実的な幻想でしかなかった。

そのようなヴァージ土アを取り巻く厳しい現実のなかですら一その現実があればこそと言

うべきか一パーチャスは理想的な「神の国」建設を植民の第一目標とする。人々の最大の

関心事である植民からの物質的な利益については触れもせず、ひたすらキリスト教の伝道

を説くパーチャスに当時の読者がいかなる反応を示したかは知る由もない。バクルートに

始まった植民の意義、目的をふまえての一聖職者の”Apology　fbr　V廿ginia　Plantation”　と

も言うべく論考がパーチャスのヴァージニア植民論であり、それは当時人々がヴァージニ

ア植民に対して抱いていた植民への不安、疑問を払拭し、植民へのイギリス人の行動欲を

一層鼓舞するものであったと言える。ヴァージニア植民の経緯を見るとイギリス国内での

ヴァージニア会社植民特許状取り消し、植民への冷静な観察、ヴァージニアの現状、ヴァ

ージニア統治の内紛等からヴァージニア植民が一層厳しい状況に置かれていたなかでパー

チャスは人々に聖職者にふさわしいキリスト教精神にあふれた理想的な植民論を展開す

る。

5

　1606年のジェームズー世の特許状により国をあげてのヴァージニア植民が始まり、

イギリスは本格的に北米の植民活動に着手した。バクルートの書が明らかにしているよう

に、1606年以前にもSir　H㎜phrey（丑lbert，　Sir　Walter　RI皿eigh，　Sir　Richard　Grenv劔le　に

よってイギリスによるヴァージニア遠征は行われているが、1606年以降のヴァージニ

ア植民はその規模においてイギリス植民のなかでも特に大々的なものである。Captain

Newp侃，　Geroge　P　ercy，　Jo㎞Smith，　Lord　Delaw鉗e，　Thom　as　Gates等様々な植民者がヴァージ

ニアに赴く。彼らはいかなる目的をもってヴァージニアへ赴いたのか。これまで見てきた

ようにイギリスのヴァージニア植民は単なる宗教的な次元にとどまるものではなく、17

世紀イギリス初頭の政治、社会、経済、宗教に関わる植民であった。農地の囲い込みによ

る失業者、浮浪者、犯罪者の急増、人口増加による都市部への人口移動、イギリスはこれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらアプ
までにない失業者と人口増加の対処に迫られていた　。経済的にはイギリスは国内で必要

とする主要物資をヨーロッパ諸国に依存していた。更に’ ﾍ自国の主要産物である毛織物売

却の不振、宗教的にプロテスタントとカトリック教との対立、そして眼を外に向けるとス
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　ペインがいた。イギリスより一世紀も早く16世紀初めから中南米に進出し、ほぼ中南米

　を制圧し、その金・銀をほしいままにし、スペインを一躍ヨーロッパの大国にまで押し上

　げる。イギリスが現状に留まればイギリスがスペインや他の国々からも遅れをとり、ヨー

　ロッパの二流国の地位に甘んじなければならないことは誰の眼にも明らかであった。この

　ような国の様々な問題を一挙に解消し、イギリスをスペインと同等の地位にまで引き上げ

　てくれると思われたのがヴァージニア植民であった。ヴァージニア植民こそイギリス国家

　の明るい未来を約束してくれるはずであった。それゆえ、ヴァージニアの目的は最初から

　わかりきったことであった。植民地獲得による国内の社会問題の解決、スペインが中南米

から獲得した金・銀に匹敵する金・銀の発見、ヴァージニア会社投資者への利益の配当、

　これらはすべてヴァージニア植民は本来社会的商業的性格の強い植民であったことを示し

　ている。現地からの報告書、詩人、パンフレット作者、それに説教家までもが楽園ヴァー

ジニアの宣伝に走る。肥沃な土壌はナイルやユーフラテスをも凌駕し、植物は繁茂し、魚、

鳥、獣に不足することはない豊穣な土地ヴァージニア、温暖な気候、健康的な空気、すべ

てがヴァージニアを理想化する。ヴァージニアはまさに「楽園」であった。ヴァージニア

での：豊富な物資がイギリス経済の自立を促進してくれる。ヴァージニアでの入植が成功す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くら　れば国内に居住できない貧困者・犯罪者・浮浪者に定住の場を供給できる　。いわゆるピ

　ュウーリタン革命のさなかにクロムウェルですらアイルランドのカトリック教徒や国内の

犯罪者をヴァージニアへ送ろうと計画していた。さらに億国内の余剰産物特に毛織物をヴ

　ァージニアで処理できる。いかなる点から見ても宗教が入り込む余地はない。ところが植

民関係者はこぞってキリスト教の普及、異教徒の改宗を植民の最大の目的とする。イギリ

ス植民論のさきがけとなった『酉方植民論』でバクルートはイギリスの植民地拡大を宗教

　とからませ、植民の目的はキリスト教の普及であると言った。彼にとっては北米に植民地

　を築くことは神の意図を実現することに他ならなかった。バクルート以後の植民論は多か

れ少なかれこのバクルートの植民論に依拠していることは明らかである。本来は宗教的な

色彩の弱いヴァージニア植民をかたくなまでに異教徒のキリスト教への改宗という観点か

　らとらえていることは何を我々に語ってくれるのか。新世界に神の国を建設することが植

民の目的と言ったが、これはイギリスが神の国ではないことを物語っているのか。イギリ

　スに神の国を見出すことができないから新天地に神の国を築こうと言う意味なのか。これ

は見方を変えればイギリスという国を否定する見解になる。つきっめればイギリスへの決

　別である。ヴァージニアは新しい「カナン」【楽園」fユートピア」である。あるいはキ

　リスト教国としての理想国のイギリスをさらに理想化した国家をヴァージニアに建設しよ

　うという意図だったのか。それにしても当時のイギリスがキリスト教国家として非の打ち

所のない国家であったとは言い難い。むしろ社会的にも経済的にもイギリスは混迷のなか

　にた。ジェームズー世は1625年にこの世を去り、息子のチャールズー世が後を継ぐが、

国内政治はピューリタンからの攻撃を迎える。このように考えてくるとヴァージニア植民

ほ宗教的使命をその主要な任務としたのではなくむしろイギリスが資本主義国家として世

界に飛躍するための基盤作りがその根底にあったと言えるのではないか。それはまたバク

ルートが語っていたように帝国主義国家としてのイギリスの始まりでもあったとも言え

、る。ヴァージニア会社としては植民の目的をその経済性に置くこともできた。そのほうが

　ヴァージニア会社への投機熱をあおり、植民資金の獲i得も容易であったはずである。とこ
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うがヴァージニア会社はその本来の目的を忘れたかめごどく頑迷にも異教徒改宗を植民の

最大の責務とする。思えばイギリスより早くカリブ海を支配したカトリック大国スペイン

の中南米植民活動の目的はイギリスと同じく表向きは異教徒の改宗であった。スペインが

異教徒改宗の名の下に何を中南米で行ったかは歴史が雄弁に物語っている。結果として中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨア　南米からの「金」「砂糖」「奴隷」を武器にスペインはヨーロッパの強国になってしまう　。

異教徒改宗は植民の建前であり、本音は帝国主義的な海外植民地獲得であった。スペイン

にならいイギリスも西方植民に奔走し、当初のドレーク（Sir　Francis　Drake）等の単なる海

賊行為からバクルートの『西方植民論』をまってイギリスが本格的に北米への植民化を始

める。そしてその目的は「神の国」建設であった。ヴァージニア植民たけなわの頃、東イ

ンド会社取締役・理事のトマス・マンは「イングランドの東インドとの貿易に関する一論」

　（1621年）や「ロンドン商人東インド会社の請願と進言」（1628年）を書き、イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの．ギリスあ外国貿易の重要性を指摘している　。マンは、ヴァージニア会社のようにキリス

ト教的な使命を海外進出の目的とはせず、明確に外国貿易による国富と国力の増大を求め

ている。ところがヴァージニア植民の場合は「神の国」建設を見せ玉にしたイギリスの社

会的経済的利用の対象としての資本主義的帝国主義的な植民地獲得であった。17世紀英

国が直面した諸問題の解決、言うなれば英国の存亡を賭けた植民活動を背後に追いやり異

教徒のキリスト教への改宗にこそ植民の目的があることを高らかにうたい、それを隠れ蓑

として利用した植民であったと言える。
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In　スペイン大使が見たヴァージニア植民

　1606年にジェームズー世の特許状により国家的事業として本格的に始まったヴァー

ジニア植民は、17世紀初頭の英国内外の政治・社会の諸問題を抜きにしては考えられな

いものであった。なぜ英国は北米ヴァージニアの殖民を始めたのか。ヴァージニア植民に

少なからずの影響を与えたと思われる1584年出版のバクルー・ト（Rich面HaM駐yt＞の

『西方植民論』（D魏o躍5θqプ晩3彪z肥PZ碑伽9）は、エリザベス女王に対して英国のアメ

リカ大陸植民の必要性を訴えた英国植民の理論的支柱であったが、そのなかでバクルート

は英国植民の正当性、妥当性を詳細に論じている。植民本来の目的であるキリスト教の普

及は言うまでもなく、新たな交易による植民地からの物資の供給、英国産物〈毛織物）の

輸出、失業者解消、国内産業の活性化、大国スペインの中南米における覇権への対抗等を

西方植民のメリットとしてバクルートは挙げているが、ヴァージニア植民もこれらにそっ

た形で行われていた。ヴァージニア植民に関して筆者は、植民の本来の目的は利殖であっ

たが、会社は殊更植民の宗教的使命を強調し、ヴァージニア会社本来の目的を宗教の名の

下においていると考えている。ヴァージニア植民が一般人の関心・興味をよんだのもそれ

は会社への投資からくる利益であったのである。ヴァージニア会社は言うなれば宗教的使

命とはほど遠い国内の閉塞した社会、経済、政治からの脱却を泪指した国家の命運をかけ

た事業であったのである。このヴァージニア植民は1606年にジェームズー世から特許

状を得て、北米ヴァージニア植民に乗り出すわけであるが、その当初からスペインの英国

駐在大使は詳細に植民活動を観察し、それを本国のフィリップ三世に報告していた。その

大使は、Pedro　de　Z㎜iga（1605年7月一1610年4月又は5月），Alonso　de　Velasco

（1610年4月又は5月一1613年秋〉，Galician　Gondonlar〔1613年秋一161

8年、1620年一1622年）の三人である。彼らはロンドンからヴァージニア植民に

関する情報をフィリップ三世に送り、フィリップ三世はまた彼らに指示を出している。し

かも報告書は第三者に読まれなくするためにわざと読みにくくしてある。筆者がスペイン

大使の報告書を知ったのはバーバー（Philip　L　Barbo皿〉編纂の『第一特許状下のジェーム

ズタウン航海1606－1609伽θ」励ε5∫owη　％粥9θ5翫伽芸加・醗癬C加舵7
　　　　　　　くの
1606二1609）である。ここにはZunigaのフィリップ三世への報告が15通、フィリップ三

世の指示が1通、記載されている。この後筆者は、ブラウン（Alexander　Brown＞の『アメ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
リカ合衆国の起源』（77謬θG8ηθ5ゴ∫｛～プ坊8乙存2ゴ琵14ε批㍑θ∫〉　を読む機会を得たが、そこにはア

メリカ植民に関する一次資料が網羅されており、スペイン大使の書簡もすべて含まれてい

る。本論文の資料も主としてブラウンの資料によっている。それを読むと、いかにスペイ

ンがヴァージニア植民に当初から強い関心を持っていたかが理解できる。本論では、

Zuniga，　Velasco，　Go血domarの順に彼らのフィリップ三世への報告とフィリップ三世からの

彼らへの指示を見、スペインがヴァージニア植民をどのように見ていたかを明らかにした

い。スペインがヴァージニア植民に関心をもった理由の一つは、北米はそもそもスペイン

の領土であるのに、いかなる根拠をもって英国がヴァージニアを植民できるのか、という

ことであた。この問題点を中心にスペイン大使スニガ、ヴァレスコ、ゴンドマールのフィ

リップ三世への書簡を見てみたい。
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1．Zunigaの報告書

スニガのフィリップ三世への最初の書簡は1606年3月ゴ6日付けである。この一カ

月後の4月10日にジェームズー世の第一特許状がヴァージニア会社へ公布されているの

で、スニガは一カ月前にすでにヴァ「ジニア植民の情報を得ていたことになる。当時のス

ペインのスパイ網はヴァージニア評議会、ヴァージニア会社及びヴァージニアに張りめぐ

されていたが、スニガはスパイを通して、政府の秘密を得ていたのである。

They　also　propose　to　do　another　thing，　which　is　to　send　5000r　600　men，　private血dividuals　of

止is　kingdom　to　peop夏e　V㎏inia　i血the［West］Ihdies，　close　to　H面d乱They　sent　to　th説countIア

some　sman　number　of　men　in　years　gone　by，　and　hav孟且g　af㌃erwards　sent　agai11，亡hey　fb皿d　a　pa貫

of血em　alive．

They　bmught　140r　l5　months　ago　about　ten　nadves，　that止ey　might　leam　English，　a血d　lhey

紅ave　kept　some　bf　them　here［in　Londonヨand　o血ers　in　the　country，　teachhlg・and　training　them　to

say　how　good　that　count疋y　is　fbr　people　to　go重here　and　inhabit　it　The　chief　leader　in　this

bu曲Less　is　the　Justiciaro［Ch孟ef　Justice，　Sir　John　Popham］，　who　is　a　vely　great　P㎜重tan　and．

exdeeh191y　desかous，　wLatever　sedition　m理y　be　spoken　o£to　say　that　he　does　it　in　order　to　drive

out　f｝o血here’thieves　a聡d　traitors　Ito　be　drown磁血the　seI翫　I　ha穐not　yet　spoke血to　the　ki血9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
about面s；Ishall　do　so　wb．en　I　see　h耳what　way血ey　w丑l　tIy　to　satisfンme　in　the　co㎜c　i　L

スニガは、ヴァージニア植民が具体化する前に既にヴァージニア会社の動向を把握し、第

一に5－600人をヴァージニアへ送る計画をヴァージニア会社は持っていること、第二

に、ヴァージニアから原住民をヴァージニア宣伝のために英国に連れてきて、教育を施し

ていること、第三に、スペインからのヴァサジニア植民への抗議に対し、植民は英国から

泥棒と反逆者を追い出すためだという英国側の返答に言及している。スニガは、ヴァージ

ニア植民について逐次フィリップ三世に報告しているが、スパイを通してとはいえ、数字

の正確さには間違いがあるが、そう間違った情報は得ていない。この報告で注目すべきは

英国のヴァージニア植民はスペインにとっては’sedition’（煽動、治安妨害）であるという

スペイン側からの主張とヴァージニア植民の目的である。’sedi伽血゜から、スペインが英

国のヴァージニア植民を自国領土への侵害であると考えていることがわかる。スペインが

ヴァージニア植民に対して持っていた最大の反対理由は、ヴァージニアが本来はスペイン

の領土であるということであった。なぜスペインがヴァージニアをスペイン領土と宣言し

ているかはこの後のスニガのジェームズー世との会見からもまたRob磁、Joh血sonの押bw

βr吻珈∫σやその縮約版1％wβ磁珈でも言及されており、スニガは特に1＞b槻βア吻η伽や

池w刀アノ吻〃を読んでおり、英国側のヴァージニア植民の根拠を知っていた。ヴァージニ

ア植民の目的を国内の泥棒と反逆者を国内から追い出すためであるというジョン・ポッパ

ム卿からの引用は一部はあたっているが、それが植民目的のすべてではない。スニガの書

簡が次｝と現れるのは翌1607年1月である。10カ月間もの間、’スニガがフィリップ三

世に全く報告をしていないとは考えられず、1606年3．月から1607年1月までの問

についてスペイン側のヴァージニア植民についての反応を我々は窺い知ることができな

い。1607年1月の報告でスニガは、英国がプリマス港からも植民者をヴァージニアへ
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送っていることを記しているが（the　second　colonyとはプリマスからの植民である）、ジ

ェームズー世がヴァージニア植民を全面的に支援し、前年1606年の第一特許状から得

たのであろうが、ヴァージニア植民地の緯度にも触れている。

The　pretext　whicL出夢y　assert　is，　th、at　the　King［James　I］over　here　has　given　them　pemlission　and

his　Patents　to　establish　the廿religion　in伽t　Co㎜t四，　pmvided甑血ey　rob　no　one，ロ1de曲e

pe血alty，士f　they　do　not　obey　he　wi1豆not　take　them　under　his　protection，　He　grants　them　leave重o

occupy　any　is1εmd　widlhl　a　11㎜dred　miles倉om出e　sea・coast；he　orders　that出e　second　colony（as

he　call　them　in　his　patents）sh組1　n6t　come　within　one　bundred　miles　of　w五efe　the　o血er監nay　be

established，　without　speaking　of　the　distance　at　which　they　are　bound　to　be　ffom　your　M麺es盛es

su切ects．　He　yields　to　one　of　these　Colonies　all　the丘㎜land　which　lies［iUegible］to　45　a血d　to

　　　　　　　　　くむthe　other　ffom　45σto　55°．

ジェームズー世の特許状に触れて、ヴァージニア植民の目的の一つであるキリスト教布教、

入植地の緯度を挙げているが1その数字も正確である。更にヴァージニア植民の目的とし

て、スペインから得ていた物資をヴァージニアから得ることができること、太平洋航路の

発見についても触れ、スニガが英国のヴァージニア植民の動向を詳細に観察していること

を示している。ジェームズー世はエリザベス女王時代のイギリスのスペインとの関係を改

善しようと計画し、・1604年スペインと講和条約を結び、両国は大使を派遣し合うほど

良好な関係にあったが、スペインからすればイギリスのヴァージニア植民は両国の友好的

関係を悪化させるものであった。スニガから報告を受けたフィリップ三世がヴァージニア

植民を即刻阻止するようスニガに促しているのも十分に理解できる。スペインは当時カリ

ブ海、中央アメリカ、メキシコ、それに南米の多くを支配下においていたが、フロリダか

らそう遠くないヴァージニアにイギリスが植民地を建設した場合、そこを拠点として英国

が南下し、スペインと領土争いを展開し、最悪の場合戦争という事態に発展しかねない。

スペインが英国のヴァージニア植民で最も恐れていたのはスペインの中南米における覇権

に対する英国の台頭であった。ヴァージニア植民を許すことは英国の北米への進入を認め

ることになり、それがひいてはスペインの権威の失墜にも至る。スニガのフィリップ三世

への報告で注目すべきは、ヴァージニア植民におけるジェームズー世の特許状や会社の公

式文書での植民の宗教的使命にスニガはそれほど言及せず、植民を英国の海賊行為の基盤

としてとらえていることである。スニガは、ヴァージニア植民と宗教との関連について全

く言及しないかというとそうではなく、確かに言及はしている。しかし、それよりは英国

の海賊行為の拠点としてヴァージニア植民をとらえ、それをフィリップ三世に報告し、フ

ィリップ三世もそれに応じ、ヴァージニア植民は断じて許されべきではないと指示するの

である。スニガやフィリップ三世のヴァージごア植民反対の大きな理由はヴァージニアー

帯が本来はスペインの領土であるという主張に由来している。Cirizaの書簡にはスニガ同

様のヴァージニア植民への反感が見られる。

．．瀧w・，th。ught　p・・P・・tM・t　wi止瓠necess鰐£・・ce・thi・pl㎜・f血・Engli・h‘h・uld　be　p㈱颯

and　that　it　should　not　be　permitted　in　any　way亡hat　fbreign　nations　should　occupy　this　c6un廿y，
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because　it　is，　as　has　been　said，　a　discovery　a血d　a　p　art　of　the　territory　of　the　Crow血of　Casti皿e，　and

because　its　contiguity　hlcreases　the　vigilance　which　it　is　necessaτy　to　bestow　upon　all　the　Illdies

and　their　commerce・－and止is　all　the　more　so　if　they．should　establish　there奮he　religion　and　the

libe茸y　bf　conscience　whick　they　profbss，　whi磁of　itself　already　is　what　most　obliges　us　to　defbnd

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのit　even　bey◎nd　the　reputation　whjch　is　so　grievous至y　jeopardised，．．，　　　．

ヴァージニアがカスティーユ王の領土であること、ヴァージニアが英国の領土となる場合

スペインはますますヴァージニアへの警戒を強化し、それがスペインの他の領土からの注

意をそらさせる結果となり、特に宗教を中心にヴァージニアが植民地になる場合はなおさ

らである。この書簡でも言及されているが、ヴァージニアがスペインの領土であるといケ

主張はスペイン側から繰り返される主張である。そもそも何を根拠にスペインはヴァージ

ニアを自国の領土と主張しているのか。それに対して英国はいかなる態度をとっているの

か。この問題の解決なくして英国のヴァージニア植民はありえない。これについてはすで

に言及したバクルートの『西方植民論』（1584年）で既に論じられており、バクルー

ト以後の英国のスペイン反論の発端は実はバクルートの書にあるといってもよいだろう。

バクノレートは、『西方植民論』でスペインがいかなる根拠に基づいてヴァージニアを自国

の領土と主張しているかを論じている。それによれば「スペイン生まれの教皇アレクサン

デル六世が教書によって西インド諸島全域をスペイン国王たちと子々孫々に贈った」（第

19章）のである。これに対しバクルートはそもそも教皇にはそのような贈与を行う合法

的な権威がないこと、教皇がこの世のものや地上の王国を勝手に与えたり分けたりするこ

とは本来の教皇の職務とは無縁であると論ずる。教皇側は贈与の先例を旧約聖書に見出し、

贈与の正当化を主張する。しかしながら、旧約の例では神からの命令によって行われたの

であり、神が名指せば教皇も旧約ど同じことをしてよいが、しかし、アレクサンデル六世

の場合、彼は丁見たこ三ともなけれ：ば聞いたこ一ともない多くの王国を、しかもそれがどんな

ところか、どれだけ大きいかも知らず、いや実を言えば、それらが自然界にあるかどうか

さえ分かりもしないのに、自分の宮殿で教書を認め、これを与えてしまったような者はい
　　　　　　　　　　　　　く　ラまだかつてなかった」のである。アレクサンデル六世はまさにこれをしたのである。彼

がなぜこの贈与を行ったかといえば、それは「すべての人から魂の救済を手に入れたい、

野蛮な国の人々を征服して、信仰の道にっかせたい」からであった。しかし実際にスペイ

ン人は何を行ったか。何百万もの原住民を殺職するのが彼らが行ったことではなかったか。

教皇が贈与を行った理由はコロンブスが発見する土地をポルトガルや英国に持っていかれ

るのを恐れ、先手を打って教皇は「全西インドの一切合切を、突如としてスペインの国王

たちに与えた」のである。いかなる点からみても教皇の贈与は理解できない恣意的な行為

である。ではバクルートはヴァージニアー帯をどのような理由で英国の領土と主張するの

か。これは第18章で論じられていることである。バクルートによれば・歴卑的事実がヴ　’

アージニアあ英国領土の根拠となる。バクルートは、「西インド全域とはいわないまでも、

少なくともフロリダから北極圏にいたる地域については、イ、ングランド女王のもっている

権原の方が、スペイン人やその他いかなるキリスト教の君主のそれより、はるかに合法的

で正当なものである）」ことを過去の歴史に照らし合わせて論ずる。ヴァージニアー帯が

いつ誰によって発見されたか、いつ人が住み始めたかを論ずることから始める。バクルー
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トは、古い年代記により、西インド地方はコロンブスが1492年に発見するまえに11

70年にすでにマドックという北ウエールズの王が発見していることを指摘する。二番目

には・西インドについてのコロンブスの申し出を最初に受諾したのはヘンリー七世であり、

コロンブスあ弟を英国に送り、ヘンリー七世と西インド発見ついて商議しており、これが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの西インドへの英国の権限を重大なものにしているのである。更にコロンブスの弟の言葉

として、バクルートは次のように言う。

∵・っまり西方の島々と大陸とを問わず、その大部分が、もずもって発見されたのはイ

ングランド国王のためであり、発見者はセバスチャン・ガボーテ、つまリブリストル生ま

れのイングランド人で、ヴェネツィアの人ジョン・ガボーテの息子、時はわれらが主の年、
　　　　　　　　　　　　　　
1496年であった。．．．

かかる歴史的経過からしても、英国人がスペインより早く西インド大陸を発見しており、

その占有権は英国にあるというのがバクルートは論点である。「少なくとも．，，北緯58

度から赤道方向に向かって38度のところまでは、キリスト教徒のなかでわれわれイング
ランド人が、最高の権利と権原をもっているのでありまく�j。」バクルートのヴァージニ

アへの英国領土主張の背景は以上見てきたように、最初に教皇アレクサンデル六世の贈与

の不当性、およびヴァージニアの最初の発見者が英国人であるという歴吏的事実、この二

点からヴァージニア植民の正当性を論ずるのである。

　英国側のヴァージニア領土権主張にもかかわらず、スペインは英国大使スニガのフィリ

ップ三世への報告書からも明らかなように、執拗にスペイン領土を主張する。スニガがバ

クルートの書を読んだか否かはわからないが、スニガは英国の主張は知っていた。彼の強

硬な態度には教皇アレクサンデル六世の寄贈と1604年の英国との講和条約があった。

スニガは実は1607年9月27旧にジェームズー世に謁見し、直後1607年10月フ

ィリップ三世へ謁見の詳細を報告している。更に重要なことはRob鉱John　sonの物槻

βアゴ纏伽を要約した1距w8廓伽をフィリップ三世へ送っていることである。ジョンソ

ンも英国人として英国のヴァージニアへの権利主張を行っているが、それをスニガは知つ

ていた。ジョンソンの『新しいブリティン』についてはこのあとで触れるが、ここでは最

初にスニガのジェームズー世との会見を見て、そこでスニガは何を主張しているか見てみ

たい。

　スニガは英国のヴァージニア植民ついてフィリップ三世の不快の念をジェームズー世に

伝え、ヴァージニアはスペイン西インドの一部あると主張し、ヴァージニア植民は「極め

て不快（obnoxiOUS）」であるとフィリップ三世は見なさざるをえないと言う。これに対し

てジェームズー世は次のように答えている。

（1）［ヴァージニアについて］何が起こっているかジェームズー世は知らない。

（2）ヴァージニア航海についてフィリップ三世がヴァージニアの権利を有していること

はわからなかった。

（3）ヴァージニアはスペインからは遠い土地で、英国及びフランスとの平和条約でも西

インド諸島を除いて英国民がヴァージニアへ行くべきではないとは規定されていない。
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（4）スペイン人が新しい地域を発見したように、英国民も同じことをすることができる
　　　　　　　　　　　　　　　くユのとジェームズー世には思われていた。

ジェームズー世のスニガへの返答には（ユ〉や（2）のようにその真実性を疑わせるもの

もあるが、ジェームズー世は概して英国のヴァージニア植民については教皇アレクサンデ

ル六世のヴァージニア贈与や英国が最初にヴァージニアを発見したことには触れず、こと

さらスペインをいたずらに刺激しないようにという態度が見られる。スペインと講和条約

やスペイン王女と息子との結婚問題とかがあって、ジェームズー世は微妙な立場にあった

ことは確かで、スニガとの会見でもジェームズー世はスニガに対して強硬な姿勢を見せる

ことはせず、「平和愛好家」としての一面を見ることができる。上記のジェームズー世の

返答に対してスニガは、英国民が西インド諸島へ行くべきでないことは平和条約の一条件

であると答える。スニガとの会見でジェームズー世がヴァージニア植民者の自己責任を強

調し、英国政府とは無縁であると言っていることは驚きである。スニガとの会見は前年1

606年に第一特許状を発した後であり、ヴァージニア植民はいわばジェームズー世が認

可した政策であったにもかかわらず、植民者の自己責任を説明するジェームズー世の真意

は理解できない。スニガはジェームズー世に何とかしてヴァージニア植民をあきらめさせ

ようとし、ヴァージニアは不毛な土地であり、海賊行為以外何にも適さない土地で、海賊

行為は決して許されないと言う。土地の不毛に加え、富を求めるヴァージニア植民者はだ

まされており、ヴァージニアから得るものはジェームズー世にはなにもない、即座にヴァ

ージニア植民は中止すべきであるとスニガは執拗にジェームズー世にせまる。ジェームズ

ー世のスニガへの返答の中で、ジェームズー世は殖民者はどうにもならない連中で、王と

しては問題の改善を行いたいと言っそいることは注目に値する。ジェームズー世は、スニ

ガが言ったすべては確かであると十分承知しているとさえ言っている。スニガのフィリッ

プ三世への報告のすべてが事実であるとは言いきれないが、王への公式報告書でスニガが

それほど虚偽の報告をするとは考えられない。とすればジェームズー世との会見にも否定

できない真実がうかがえると考えるのは妥当である。この会見のなかでスニガは、ジェー

ムズー世が適当な処置を取らなければ両国の関係は悪1ヒすると半ば脅迫めいた口調で強硬

に植民の阻止を訴えているが、これはスペイン側がヴァージニアは不毛で植民には適さな

いと言いながらも実際は英国の植民がスペインにとっていかに重大な影響を及ぼすかスニ

ガは十分理解していたかの証拠である。それは又大国スペインの警告を無視してまで英国

が強硬な行動に出ることによる大国スペインの権威の失墜へのスペインの危惧であろう。

フロリダをも含めて西インド諸島でのスペインの権威の衰退は将来のスペインの西インド

諸島における地位に大きなダメージを与えかねない。最悪の場合、スペインの西インド諸

島からの撤退をも考えねばならないことになる可能性もある。それゆえ、スペインとして

は英国のヴァージニア進出は是が非でも阻止しなければならない。それに英国のヴァージ

ニアへの進出を認めれば他のヨーロッパ諸国も英国に追随するおそれがある。スニガは強

硬にジェームズー世に対してヴァージニア進出をあきらめさせようとしている背景には単

なる英国の海外進出という問題にとどまらず、スペインの海外政策への重大な影響問題が

からんでいたのである。スニガのジェームズー世との最初の謁見はこのような観点から見

ると非常に興味ある謁見となっているが、この報告を見る限り謁見の主導権はスニガにあ

る印象を受ける。スニガはジェームズー世の性格を見通して、自分に有利に会見を誘導し
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ており、ジェームズー世を手玉に取っている感が強いが・これはジェームズー世の計略な

のかもしれない。なぜならばこの会見でスニガに従順に応じている様子を見せながら、そ

の裏ではヴァージニア植民者をロンドンのみならずプリマスからも送り出しているからで

ある。フイリップ三世への報告書の終わりでスニガは次のように言っている。

These　explanations　of　the　Coun・ci1［promised　by　the　king］are　apt　to　be　ve正y　lo血9縦nd　protracted

here，　and　in　the　meantime　they　may　send　more　people　there［to　Virg血ia］，and　fort町オhem　selves

there，　fbr　I　hear　that丘om　Plymouth，　they　have　settled　anoth・er　district　there　ne繍r　the　other．，I　sh　all

be　carefhl　to　find　out　about　what　is　going　o苅，　and　I　shall　report　to　Y．M．；but　I　shouユd　consider　it

vely　desirable　that　an　end　should　be　now　made　of　the　few　who　are　there，　for　that　would　be

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　　
digghlg　up　the　Root，　so　that　it　could　put　out　no　mor　e　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζり

この会見からユ週間後、スニガはフィリップ三世へ報告を送るがそこでもジェームズー世

は、ヴァージニア植民問題を注意深く調べてみると英国人はヴァらジニアへは行けないよ

うだと言っていながら、植民者がヴァージニアへ行くのを阻止したり現地にいる人達に帰

国を命じたりはできない、言っている。植民者の阻止や入植者の帰国命令はスペイン王が

西インド諸島の統治者であることを認めることになるからであるという理由からである。

ジェームズー世としては、スペインとは友好的な関係を築き、スペインをことさら刺激す

るようなことはしたくなく、ヴァージニア植民も一部の者が勝手に行っているとスニガに

は言い訳しているが、しかし特許状公布により他国はヴァージニア植民を王の関知しない

一部狼籍者の行動だというジェームズー世の説明に納得するはずがない。スニガはジェー

ムズー世の植民弁解をうのみにはしなかったであろう。ジェームズー世はスニガを喜ぱせ

ようと一歩譲歩した態度を示しながらも、裏ではスペインに対して強い対抗意識を見せて

いる。この後もスニガはフィリップ三世ヘヴァージニア植民について報告書を送り、植民

を即座に阻止しなければならないとフィリップ三世へ進言し、ヴァージニアヘスパイを送

り込んでさえいるが、スペインが植民を阻止する具体的な行動にでることはなかった。

　1609年2，月、ロバート・ジョンソン（Robe並Johnson）は、『新しいブリテン』（菊vα

B廓α傭o）というヴァージニア植民を支持し、冒険商人、植民者を鼓舞する本を出版した。

それをCresueloなる神父が半分に要約し、スニガがそれをフィリップ三世へ送っている。

原本は12，000語であるがCresueloは、それを半分の6，000語に要約した。そ
の要約はスペイン語には翻訳されなかったようであるが、スニガもフィリップ三世も要約

文は読んでいたと思われる。これを読むと英国がヴァージニア植民に対していかなる態度

をとっているか、なぜ英国がスペインと対抗してまでも植民に専念しようとしているかが

理解でき、スペイン側からすれば英国の本音を知る格好の書となっている。ジョンソンが

油vαβ7〃僻脚を出版した1609年はヴァ・一ジニア会社にとっては危機の年であった。

ヴァージニアでは指導者が交代し、植民の前途が危ぶまれていたのである。ジョンソンは

ヴァージニア植民を取り巻くかかる事情を十分に理解し、ヴァージニア会社・植民を全面

的に支持する。会社はそれをすぐさま出版し，ヴァージニア植民賛同者（冒険商人）と植

民者に希望と安堵の念を与えようとする。スニガにとってはジョンソンの書は無視できな

い重要な書である。スニガが主張するスペインのヴァージニアへの領土主張をジョンソン
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は真っ向から否定しているからである。ではジョンソンはいかにしてヴァージニア植民を

擁護しているのか。ジョンソンは，最初にアレクザンデル六世の寄贈に触れ、それを　「冗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
談かつばかげた作り話し」加ke　and　a　ridiculous　i血ventio　n）として一蹴し、アメリカ大

陸へのスペインの領土権主張には歴史的根拠がないと主張し，イギリスのヴァージニア進

出には何ら問題はないと指摘した後で，ヴァージニア植民の現状，目的，今後の取るべき

道を指摘し，結果としてヴァー1ジニア植民は十分に植民の価値があり，最初は利益がない

ように見えるが，決して放棄すべきではないとの激励で終わっている。スペインのそもそ

ものヴァージニアへの権利主張を全く問題にせず、逆に過去の歴史からヴァージニアへの

英国の権利を主張する。バクルート同様ジョンソンは、ヴァージニアはヘンリー七世の時

に既に発見され、1584年と1587・年に植民者がヴァージニアへ送られていることを

指摘する。ジョンソンにとってヴァージニアは、「英国の富と国力をはぐくむ場所であり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くまの源泉」（avely　n肛se望y　and　fb㎜taine　of　much　wealth　and　s飴血gth　to　this　Khlgdo　m）であり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユら　植民という「高尚かっ容認しうる事業」（high　and㏄ceptable　wo血e）は、「心を教化し

魂をなぐさめるために目の前の真の光の輝きをまだ見たこともない野蛮で盲目的な何百万

もの男女の間に神の王国を推進し広める」（advance　a戯d　sprea猷he　kingdome　of　God，　and　the

㎞owledge　of　his　truth，　among　so　many　millions　of　men　and　women，　savage　and　blinde，　that

never　yet　saw血e　tme　light　s㎞e　befbre血eir　eyes，　to　e皿ighten　their曲1des　Imd◎omfbrt　thek
ず　　ぐユ　　

soule　sことがその目的である。これは特許状が挙げていたヴァージニア植民の第一の

目的であるキリスト教のインディアンへの布教と一致しており，ヴァージニア植民がまず

なすべきことは植民地でのキリスト教の推進と布教である。原住民をキリスト教に改宗さ

せることは神の王国推進に至り，「迷える羊」である原住民を救うのは神から英国民に与

えられた使命であるとさえ言う。このようにジョンソンはヴァージニア植民のキリスト教

的使命を明確にする。何はともあれ最初に考えるべきは異教徒のキリスト教への改宗であ

り，その改宗を通して英国は神の国建設に貢献する。ジョンソンは次にヴァージニア植民

の目的を国王の名誉と王国拡張とする。ヴァージニア植民を単なる個人的な商業的事業に

とどめず，英国王と国家のためというより大きな視点からヴァージニア植民を見つめるこ

とによって，人々に愛国心を植え付け，更にはスペインにとって代わる中南米のリーダー

としての英国を強く人々に訴えようとする。ジョンソンは次のように言う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邑
　But　fbr　my　second　point　propou血ded，　the　honour　of　our　K血g，　by　en1㎎ing　his　Kingdomes　to

proue　how　this　map伽d　to　that：no　ar9㎜Le血t　Gf　mine　c｛m　make　it　so　mani畑，　as　lhe　same　is

忍cleere　hl　it　selfe；Diu血e　tes曲ents　shew，　that　Kihg　consjsteth　in　the　muItit腿de　of　subiects，　alld

　certa血1ely　the　state　of　the　Iews　was　fa跡e　more　glohous，　by　the　con哩uests　of　Dauid，　a鍛d｛mder　the

　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユわ
　ample　traigne　of　Solomon，　thell　euer　befbre　or　afte　r　：

ジェームズー世はDavid王，　Solomon王にたとえられ，ヴァージニア植民は旧約聖書の

DavidやSolomonの他民族征服に比較され、ジヱームズー世のアメリカ植民には前例があ

ることを指摘する。王の名誉は臣下の増大にあり，そのためには他国の植民も許されると

いう論理である。予言者banielは，多くの者を正しい道へ導き入れる征服により永遠に

光り輝いた。そのようにジゴームズー世もヴァージニア植民によって異教徒を義の道へ導
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くことにより歴史に永遠にその名を留めることになる。聖書の人物と彼らの行動を巧みに

比較させ，ヴァージニア植民の正当化を訴えるジョンソンの手法は以後の宣伝文書のさき

がげとなる。特に説教家達によるヴァージニア植民擁護はすべてこの手法によっており，

以後ジェームズー世のヴァヒジニア植民者は旧約・新約聖書の様々な人物とその行動にた

とえられ，「神の書」からのお墨付きを付与されるのである。この愛国的心情は更に続き，

ヴァージニア殖民により王の英知，威厳，名誉は世界の果てまで広がる。

And　upon　good　warrant，　I　speake　it　heere　in　priuate，　what　by重bese　new　discouebes　h監to｛he

Westeme　p磁es，　and　our　hope雌se枕1ing　hl　chiefest　pl　aces　of重he　C謝，輌血our　fb正鵬r㎞σwne

trades　in　other　partes　of　the　wodd，　I　doe　not　doubt（by　the　helpe　of　God）but　l　mI寧簸ue　to　see重he

daies（if　Merchants　haue重heir　due　encouragement）血a仙e　wisdome，　M麺es緩e，　aほd　Hono皿of　oul

King，　shalbe　spread　and　enlarge　to　theβ11des　of　the　world，　o畦r　Nauigatio亜s　mighte豊y　ePcreased，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユヨ　へ
and　bis　M切esties　customes　more　then　treble　d．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

スペインを意識した英国民へ対する国威発揚の意図をも狙ったジヨンソンのヴァージニア

植民の目的は明確である。ジョンソンは、英国民のヴァージニア植民への熱意がさめつつ

あったなかでヴァージニア会社及びジェームズー世側に立ち，ヴァージニア植民の正当性

・有用性を強く国民に訴えるのである。ヴァージニア会社は本来は商業的な株式会社であ

り，出資者・植民者の目的は見返りとしての「利益」にあったことは確かである。それに

もかかわらずジョンソンはさかんに植民の宗教的使命と英国の国威発揚を植民の目的とし

て挙げ，英国民を激励しようとする。それではジョンソンはヴァージニア植民の利益に関

して何も触れていないかというとそうではなく彼もそれについては触れてはいる。その前

にジョンソンはヴァージニアの穏和な気候，豊富な資源を称賛し，植民に不足するものは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ラ
何もないことを強調し，ヴァージニアを「この世の楽園」（this　ear血豆y　Paradis　e）（B2）

とさえ呼んでいる。ヴァージニアの土地の価値は今はないかもしれないが，時問と資金が

あればいずれは良くなる。

　A血dhowsoeuer　those　grounds　in　Virg血ia　are　now　but　li髄1e　wQ汕i血d｛鴻d，　yet　time　and鵬鋤es

will　make　them　be傭，　considering　how　they　passe　our　gro㎜d血En彦11田d，　both血πeg副of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
soile　and　climate，五tter　fbr　many　precious　use　s　：

ジョンソンが1＞bvσB漉α纏αを書いた1609年2月はヴァージニア植民が始まって2年

が経過していたが，ヴァージニアでの植民の実績は期待していたほどではなかうた。とに

かく植民者をヴァージニアへ送るには資金が必要である。しかしヴァージニアでの経過が

思わしくない状況のなかで資金投資八の見返りがあるかは疑わしかった。ジョンソンはこ

れらの事情を十分に把握したうえで，最初に植民の実体とはほど遠い宗教的使命を植民の

目的に掲げ，その後に植民事業の本来の目的である利益的活動に触れる。「この世の楽園」

であるヴァージニア植民による利益は何なのか。ジョンソンは金銀には触れない。12ポ

ンド10シリングの出資によって出資者は7年後に少なくとも500エーカーの士地を取

得できるのである。とにかくただちにヴァージニアへ行き，先発隊を支援することが先決

へ
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であり，その結果によってさらに株の配当も可能となる。ヴァージニア植民は「希望に満
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユユ　
ちたすばらしい出来事」（so　d。h　a　phze　ofhopef観euent　s＞であり，今そのチャンスを『

逸するべきではない。ジョンソンはヴアージニア植民の利益については直接的には言及し

ない。ただ何もしないでいるよりはまず行動せよと訴え，そのためにヴァージニア会社に

投資を呼びかけるのである。ジョンソンの主張はヴァージニア植民宣伝文書としては模範

的な文書と言える。聖書からの植民の正当化，スペインへの対抗意識からくる国威発揚，

更にはヴァージニア植民投資からの確実な収益等，人々の関心事を巧みに取り上げている。

ジョンソンは直接にはヴァージニアへは行ったことがないのだが，ヴァージニアの風土や

豊かな自然についてはあたかも本人が見てきたかのような描写で，説得力のある内容とな

っている。

　スニガがフィリップ三世へ送ったのは以上の要約で、内容はいわば宣伝文書で、そこに

は中南米世界のリーダー・を自認するスペインが看過できない重要な点が多く含まれてい

る。イ可よりもスニガがそしてフィリップ三世が恐れたであろうことは、このジョンソンソ

ンの宣伝文書によりスペインが望むように精神的にも物理的にも植民地政策の情勢が不利

になりっつあったなかで、ヴァージニア植民が再び脚光を浴び、一般人に新たな植民熱が

喚起されることであった。スペインが恐れたのはまさしくこれであった。ジョンソンの宣

伝文書がなければヴァージニア植民熱は冷え、一般の人々の関心も薄れ、いずれは消滅の

道をたどり、二度と植民者をヴァージニアへは送れなかったであろう。しかしジョンソン

は巧みにヴァージニア植民を論じ、スペインと英国の間のヴァージニアをめぐる論争点、

ヴァージニア植民の現状、将来の展望を論’じ、いかなる点から見てもヴァージニア植民か＼

ら手を引く理由は見あたらないことを強調する。スペインからすればヴァージニア植民の

宗教的使命、植民による社会問題の解消、英国国力の増強、すべてがスペインにとって不

利となるものばかりである。ヴァージニア植民が更に展開すればスペインの中南米政策が，

大きな壊滅的な打撃を受けることは必死である。スニガはヴァージニア植民は現地の風土、

インディアンとの関係、食料不足、それに金銀が発見されなかったこと等からいずれは消

滅すると考えていたし、消滅を待たないでも軍隊を派遣すれば簡単にヴァージニアを奪回

できると考えていた。フィリップ三世やスニガがジョンソンの1＞b惚β痴伽脚をどのよう

に見ていたかについては言及がなく、彼らの反応を知るすべはない。しかし、いかに宣伝

文書とは言え、ヴァージニア植民への英国の態度を直接目にしたフィリップ三世やスニガ

は本心穏やかならざる気持ちであったに違いない。しかしこの後もスニガや後任のヴェラ

スコはヴァージニア植民の現状を高くは評価していないことから判断するとフィリップ三

世やスニガはジョンソンの宣伝文書を単なる宣伝文書とみなし、それほど重視はしなかっ

たのかもしれない。いずれにせよフィリップ三世はスニガからの報告を受けながらも決し

てヴァージニア植民へ実力行動を実践することはしない。1624年ジェームズー世はス

ペインに宣戦布告するが、まだそれまでは十分な時間があり、両国は表面的な友好関係を

続けることになる。スニガの英国大使は1610年4．月（もしくは5月）まで続く。その

間、スニガはフィリップ三世ヘヴァージニア植民の動向を報告している。スニガの後英国

大使となったのはDon　Alonso　de　Vdascoで》彼は1613年まで大使を務める。次にヴ

エラスコのフィリップ三世への報告を見てみたい。

2．Velascoの報告
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　ヴェラスコは1610年4月（又は5月）から1613年の秋頃まで3年間英国大使を
勤めた。その間前任者のスニガ同様英国のヴァージニア植民に関して、ロンドンからフィ

リップ三世へ書簡を送り、フィリップ三世もヴェラスコへ指示を出している。ヴヱラスコ

がロンドンへ大使として赴任する1年前の1609年5．月にジェームズー世はヴァージニ

ア会社に二回目の特許状を発布し、第一回目の特許状の欠点を補うべくヴァージニア統治

の全権を王から会社に移した。第一回目の特許状では、ヴァージニアの統治を王立参事会

とヴァージニア現地の現地参事会の二つに分けたが、これは非現実的と考えられたためで

あった。ヴェラスコが大使として赴任したとき、ヴァージニア植民は存亡危機の状態にあ

った。またヴァージニア植民を取り巻く状況も楽観できないものとなっていた。1609

年ヴァージニア会社に向けて出航した船［デラウエアー総督、トマス・ゲーツ船長］がバ

ーミューダ島で遭難し、生存者が161C年5月に新たに船を作り、ヴァージニアへ再度

向かった。現地ヴァージニアの状況はひどく、生き残っし（いる植民者を乗せて帰国しよう

としたとき6月本国からのデラウエアー卿率いる援軍に出会い、ヴァージニアに戻ったの

である。このようなヴァージニア植民の悪条件のなか、ヴァージニア会社は1610年に

2つの「宣言書」を出版し、植民事業の名誉回復をはかる。一つは、「ヴァージニアで始

められだ植民の目的・目標の真実にして誠実な宣言ゴ（滋乃vθα加1謝oε7θ鹿ozαア纏oησ耽

p〃脚3θαη48加b、｛ゾ伽P伽纏0功θg〃溺η吻g枷a．．）である。ヴァージニア植民に対する

様々な批判，中傷誹誘，風評からヴァージニア植民を擁i護するために公式の宣言書で、

ヴァージニア植民の目的，植民の手段及び植民評議会の決意と結論を偽りなく述べること

によって，ヴァージニア植民への人々の関心を再度高めようというものであった。その宣

言書によれば植民の第一の目的は福音布教で、「宗教的な高尚な実現可能な」事業である。

The　Principall　a蹴d　Maine　Ends．．．　weare　f1rst　to　preach∫＆baptize　into　Chris漁n　Re正igion，孤1d　by

propagation　of　that　Gospell，　to　recouer　out　of　the　amles　of　the　diue皿，　a　number　of　poore　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　
miserable　soules，　wrapt　vpP　vnto　death，　in　almost　inuincible　ignoranc　e　；

キリスト教を説き，福音の布教によりみじめな魂を悪魔の手から救出するという植民の目

的はジェームズー世の第一勅許状の文言を思わせる。ヴァージニア植民の第二の目的は、

スペイン対抗の基地としてヴァージェァに累壁を築くことである。

Secondly，　to　prquide　and　build　vp蛋）r　the　publike　Ho血our　and　safb破of　our　gracious　K血g　a血d　his

Estates．．．some　Small　Rampier　of　O研r　owne，　in　this　qppo血ne　and　genemll　S㎜mer　of　peace，　by　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　
transplanting　the　rancknesse　and　multitude　of　increase　in　our　peopl　e　；

ヴアージニアにおける対スペイン用の防御用の砦を築き、急増した人々を送り込むことに

よって国内の人口増解決をも解消する。最後に「利益」である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　Lastly，　the　apparanee　and　assurance　of　Priuate　commodity　to血e　pa而culal　v血derIakers，　by

reco腿e血g　alld　possessing　to　them－selues　a伽itfUll　land，　fをom　whellce　they　m章y㎞isll　and

prouide　this　Khlgdome，　with　aU　such＿necessities，　and　defヒcts　vnder　which　we　labour，　a簸d　ale
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now　enfbrced　to　buy，　and　receiue　at　tlle　currencie　of　other　Prillces，　vnder　the　burthen　of　great

　　　　　　　　　　　　　　　く　の
Customes，　and　heauy　impositions，，．．

ここで言及している‘‘P由ate　cO㎜odiオy”’はヴァージニア会社への投資からの利益ではな

く，「肥沃な土地」ヴァージニアの農産物栽培から生ずる利益である。英国内で不足し他

国に依存しなければならない農産物のヴァージニアからめ供給によ叫他国からの経済的

自立を目指す英国の攻策と一致する利益である。ヴァージニア植民の宗教的使命，対スペ

イン政策の一環としての植民事業及び豊かな土地ヴァージニアからの収益，これらがこの

宣言書で述べられている。これまでの植民の経過を述べ，ヴァージニア植民に対して様々

なうわさ，中傷が流れているなかでヴァージニア会社は必死にそれらを打ち消し，植民の

正当性・妥当性を訴え，植民への人々の関心を引き起こそうとしている。同じ1610年

11月にもう一度ヴァージニア会社への誹講反駁のために宣言書が出版される。「ヴァー

ジニア植民状態に関する真なる宣言、かくも価値ある事業の不評へと至った中傷的な報告

書反駁」（7｝VεD80ZO7碗0η｛ゾ薦加85鰯θqズ’加CoZO吻θ功防轡鷹肪訪σ00ψ‘麟0ηげ5励

50伽4σZO硲贋ρ0礁05ゐ劇8’8η漉4’0動8訪59706εqプ501〃OZ勿0η8海θη77硬〉がそのタイトル

である。タイトルにもあるようにヴァージニア植民現状の紹介とヴァージニア植民誹諺へ

の反駁を目的として書かれた宣言書である。宣言書の著者は，ヴァージニア植民を（1）

合法性（2）実現可能性（3｝利益性，の三点から考察し，ヴァージニア植民はいずれにも

合致することを指摘する。植民の第一の目的は宗教［キリスト教］を原住民に植え付ける

ことであり，二番目の目的は国家の名誉と利益である。更に福音を述べ伝えることは確定

した真理であるとも言う。〈B）福音を異教徒に述べ伝えることは絶対的な真理であるが

故に，ヴァージニア植民の合法性はたとえそれが先住民の土地への進出であっても許され

る行為となる。ここでも植民という海外進出が宗教の名の下に合法化されている。宣言書

ではキリスト教布教の大前提のもとに植民の合法化を強調するが，それでは聖書からの植

民合法性にっいてはどうなのか。これについて宣言書はオリゲネスの「神の行動は我々［人

間コの訓令である」を引用して，創世記11章をあげる。神は”sca伽血g　those　clouen　people，

㎞to　as　many　colonies　ouer　the　face　of　the　earth，　as　there　are　diuersities　of　languages　i且血e　eart
く　ら　

h“と述べ，植民は神によって始められたと言う。神以上にすぐれた始まりはなく，神

の英知は疑問の余地がなく，後世に神の足跡は模倣されているとも言う。ヴァージニア植

民の先例を聖書に見出し，それによってヴァージニア植民を正当化しようとするのはこれ

までの方法と同様である。聖書に記されていることとヴァージニア植民は同様であると言

うことによって人々の疑念を取り去り，安心感を与えるのである。宣言書では聖書以外に

も過去の歴史から植民の事例を引き出し，ヴァージニア植民が初めてではないことを強調

する。宣言書では最初に植民の宗教性を論じ，ヴァージニア植民の本来の目的をキリスト

教布教に置く。それではヴァージニア植民の利益はどうなのか。1ヴァージニアの土地の豊

かさ，穏和な気候，統治形態，植民者の状態及び信心深い植民者の態度から植民が不可能

であるはずはなく，必ずや植民は成功すると述べる。ヴァージニアの肥沃な土地に言及す

ることはこの宣言書以前と同様で，ヴァージニア会社出版の公式文書では土地の肥沃さに

は必ず触れることになっている。ここで注意しなければならないことはヴァージニア会社

の構成は会社に利益の還元を期待し，投資をする「冒険商人」（adventurers）と実際にヴァ
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一ジニア植民へ赴いた人（Planters）の二組から成っていたというこである。宣言書では前

者のロンドンに留まり，ヴァージニア会社へ投資し，利益を期待する人々には触れず，ヴ

ァージニア植民者について触れているのである。ヴァージニアは肥沃な土地に恵まれてお

り，現在英国がヨーロッパ諸国に依存している産物がすべてがヴァージニアで調達でき、

不足するものは何もない。これほどの条件に恵まれながらもヴァージニア植民は結果が思

わしくない。追い打ちをかけるように様々な悪い時がヴァージニアから英国へ伝ってくる。

宣言書によればヴァージニア植民の結果がかんばしくないのでヴァージニア評議会は植民

の継続か中止かを議論し，ヴァージニアにいるトマス・ゲイツ（Thomas　Gates）を本国に

呼び寄せ，ヴァージニア植民の現状を問いただした。宣言書はゲイツの報告に従い，ヴァ

ージニアには英国の必要とするものがすべて手に入ると言う。木材，カイコのえさとなる

桑の末（これによりイタリア産出の絹と同じ量の絹が短時間において期待できる），鉱物

（ヨーロッパの鉄に匹敵する良質の鉄となる），索具の原料の麻大麻や亜麻，チョウザメ

のいる川，ブドウ，毛皮の材料となるビーバー，狐，リス，各種の果物，穀物（英国より

の三倍の収穫が見込まれる）等，あらゆる物が直接ヴァージニアから調達できるのである。

英国が他国に依存している産物が直接ヴァージニアから調達することにより英国の経済が

自立できるという最大のメリットがある。これは英国の他国からの経済的自立の観点から

見れば，単なる利益とか収益とかいう個人的なレベルではなくより大きな国家的なレベル

の問題である。作者の意図は個人的な利益をヴァージニア植民から期待するのではなく国

家全体の利益に資するような利益を考慮すべきだということである。他国への経済的依存

を脱し，自給自足の経済を強調する宣言書抹ヴァージニア会社への出資者，ヴァージニア

植民者に愛国心、を煽ることになる。これら宣言書の内容はしかし，これまでのヴァージ

ニア会社の公式文書と比べた揚合，それほどの違いはない。特徴としては英国経済の自立

をからめてヴァージニア植民を論じていることである。

ヴェラスコがこれら二つの「宣言書」に触れている記録はなく、フィリップ三世へも宣

言書については報告していない。しかし、1610年6月付けのフィリップ三世への最初

の報告ではヴァ・一ジニアにおける植民の惨状を既に知り、フィリップ三世へ次のように報

告している。現地の悲惨な状況に触れたあとでヴェラスコは言う。

Thus　it　looks　as迂the　zeal　of　this　enterprise　was　cooling　o雌and　it　would　on　that　accou批be　vely

easy　to　nlake　an　end　of　it　altogether　by　sendhlg　out　a　fbw曲ips　to　finisk　what　migbtもe　le負血

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　
that　place［Virgi血ia］，which　is　so　imporIallt　fbr　pirates　：＿

ヴァージニア植民熱がさめっっあること、植民事業を終わらせることは容易であること、

しかもその植民地は海賊の基地であること、をヴェラスコはフィリップ三世へ報告する。

宣言書を読めば、英国の植民への熱意は否定できないもののとなっているが、それを知っ

てか知らずか、ヴェラスニはヴァージニア植民に対して否定的な見方をしている。ヴァー

ジニア植民は遅かれ早かれ自滅するというのがヴェラスコが大使の間に持っていた見解で

あった。同じ1610年9月のブイリップ三世への報告では次のように言う。

Ithink　this　plan　might　be　brought　to血ought　wi血great　facility，迂YM　were　pleased　to　comnland
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that　a　fbw　ships　should　be　sent　to　that　part　of　the　world，　which　would　drive　out　the　f6w　people

that　h匂ve　remaまned　there，　and　are　so血’eatened　by　the　hdians　that　they　dare　not　Ieave　the　fbrt

　　　　　　　く　り
they　have　efecte　d　．

二三隻の船があれば楽々とヴァージニア植民は壊滅し、しかも現地の植民者はインディア

ンによって脅かされ、砦から出ることもできない状態である。ところがヴェラスコの予想

に反し、ヴァージニア植民は簡単には消滅しなかった。逆にジェームズー世は、様々な物

資とともに植民者をヴァージニアへ送り込む。ヴェラスコは英国のヴァージニア植民への

熱意にやや不安な気持ちにおとしいれられ、ヴァージニアがスペインの西インド諸島に及

ぼす影響を報告する。それは、英国がヴァージニアでの植民を確固たるものにすれば、ス

ペインの北米への進出が阻止され、しかもヴァージニアからスペイン領土のフロリダへの

侵略も可能となってくるのである。ヴァージニアとフロリダの距離はそう遠くはない。し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チかもヴァージニアからは追い風で、6日間でフロリダへ到着できる。ヴェラスコはすぐさ

ま戦争を始めるべきだとフィリップ三世へ助言する。英国への宣戦布告はスニガにはなか

ったことで、一方でヴァージニア植民の崩壊、自滅を予想していながら、英国が本腰をあ

げて植民に取り組む様子に驚き、宣戦まで考えているヴェラスコにスペインのヴァージニ

ア植民の意義の再認識がうかがわれる。ヴァージニア植民が本格化することがスペインに

とっていかなる意味を持っか、ヴェラスコは真剣に考え始めている。しかし、フィリップ

三世は決して軍隊を送り、ヴァージニア植民を破壊しようとはしない。1610年の二つ

の宣言書に見られる英国の植民への意菊込みはそれらが公式宣言書であり、ジョンソンの

葡槻B醒伽脚同様一種の宣伝めいた内容でもあり、ヴェラスコが読んだという記録はな

いが、ヴァージニア植民についてはあらゆる手を使って情報を集めていたヴェラスコから

すれば、彼が宣言書の存在を知らなかったとは考えられない。ヴァージニア植民はもしそ

れが成功すれば英国にとっては国内の人口問題、生産物（毛織物）の販売、経済的自立を

一気に解決へと導く格好の政策であった。しかもそのうえ会社が求めていた南洋航路（太

平洋）の発見によるアジア（主に中国）との交易、そして何よりも植民出資者の最大関心

事の金・銀が発見されれば、植民出資者への還元は莫大なのものになり、さらに資金が植

民へ投入され、多くの植民者をヴァージニアへ送りこむことが可能である。ヴァージニア

植民が確固たる地位を築き、繁栄の道をたどれば、スペインの中南米における地位に対抗

することができ、北米へのスペインの進出を阻止できる。ヴァージニア植民を強硬に推し

進める英国の政策の背後にはこのような意図が見え隠れしていた。ところがヴェラスコは

ヴァージニア植民の目的である太平洋航路及び金銀についてはそれらが発見できなかった

ことを知っていた。たとえば1613年5．月のフィリップ三世への報告のなかで、次のよ

うに言っている。

Thus出ey　are　here　discowraged　about　1血is　pla血，　on　accoullt　of　the　heayy　expenses廿1ey　have

j血curred，　alld　the　disappointment，　tkat　there　is　no　passage　f｝om　there　to　the　South　Sea，　as　they　had

　　　　　　　　　　　　　　　　　
hoped，　nor　mines　of　gold　or　siIve　r　．　　　　　　　　　　　　　　　　、

あるいは同年7月の報告でも同様のことを言っている。
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Thus　this　plant麗tion　has　1◎st　much　ground，　as　it　was　sustai血ed　by　compallies　of　m　erchants，　who

were　disapPointed　at　find士ng血o　gold，　nor　silver　mines，　nor　the　passage　to　the　South　S　ea，　which

　　　　　　　　（29）
they　had　hoped　fbr

ヴェラスコは英国のヴァージニア殖民の意図を見抜き、殖民が失敗に終わるであろうこと

を予想していたが、それでもヴァージニア殖民がスペインに及ぼす影響には大きな関心を

寄せていた。それに英国はヴァージニアに見切りをつけて殖民の基盤をバミューダ島へ移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
す計画であるともヴェラスコは言っているのである。16ユ2年の特許状でバミューダ

島が植民に付け加えられたが、バミューダは気候も温暖で様々な産物に富み、食料にも事

欠かない。そのうえ西インド諸島から帰還するスペインの船を襲撃するのにも立地条件が

よいと考えている。ヴェラスコが英国への宣戦布告をフィリップ三世へ進言しているのも

十分に理解できる。全体としてヴェラスコのフィリップ三世への報告はヴァージニア殖民

の即刻中止主張に終始しているが、ひとっ新事態がある。それはスペイン人三人がヴァー

ジニアで英国側に捕らえられたことである。その一人にモリナ（Don　Diego　de　Molina＞が

いた。彼がなぜヴァージニアへ行ったかは定かではないが、他の二人共にヴァージニアで

捕らえられ、長期にわたって拘留された人物である。1613年5月、英国へ帰る人物に

秘密の書簡を託し、それをヴェラスコが受け取ることになる。現地ヴァージニアからの生

々しい書簡で、ヴァー一ジニア殖民の現状がスペインの眼から詳細に描かれている。モリナ

は、英国のヴァージニア植民をスペインの国益から見て、ヴァージニア植民がスペインに

とって大きな打撃を与えることになると言う。ヴァージニア植民をヒュドラ（ヘラクレス

により殺害された9つの頭を持ったウミヘビ）にたとえ、植民の初期の段階のうちに植民

の進展を終わらせるよう訴えている。植民の意図は、陸海による西インドの破壊であり、

しかもヴァージニアがヨーロッパ諸国の海賊の集合地になることができる。ヴァージニア

植民の増強がスペインにとっていかに脅威となるかをモリナは指摘する。ヴァージニアの

産物で最も期待されている金銀については、多くあるが英国人はその価値がわからず、銅

を高く評価しているという。南海（太平洋）に関しては、新たな植民地の開拓を考え、太

平洋の「主人」（master）になろうとしている。その手始めがバミューダ島であるという。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
豊かな資源のバミューダ島と異なり、ヴァージニアは気候も厳しく、植民者も過酷な労働

ととぼしい食料のために生き残る人は少ない。インディアンへ逃げる者も出るほど生活条

件は厳しい。このような状態だから一隻でも船が来れば、誰も武器を持つ者はいない。植

民者の植民への絶望感、植民者の士気の低下から判断してヴァージニア奪回は容易であり、

フィリップ三世の決心を待っているとさえモリナは言う。一スペイン人からの現地ヴァー

ジニアの現状報告には、西インド諸島、北米で徐々にその地位を固めっっある英国に対す

る危機感が現れている。植民が始まってから6年が経過していたが、スペイン人から見れ

ば、英国の植民の基盤は弱く、ヴァージニア奪回を強く主張するモリナにスペインの覇権

維持の期待がこめられているようである。1613年9月フィリップ三世は上記のモリナ

の書簡を読んだ旨、ヴェラスコへ返書を書いている。そこでフィリップ三世は、「あの国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨユ　
（ヴァージニア）の事態について記されているすべてを私は知るところとなっている」

と書いている。モリナの現地報告に満足げなフィリップ三世の様子がうかがわれるが、そ
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れでも王は軍隊を派遣することはしない。スニガもヴァージニア植民の壊滅を助言してい

たが王は行動に移らなかったし、ヴェラスコの要請に対してもフィリップ三世は強硬な手

段に訴えることはしない。スニガやヴェラスコの言うように、ヴァージニア植民が崩壊寸

前の状況を呈しているならば、ヴァージニア攻撃は極めて簡単であったろう。しかしフィ

リップ三世は実行に移ろうとはしない。これはなぜであろうか。同じ疑問はスペインの無

敵艦隊を破ったエリザベス女王がなぜ一気呵成にスペインが征服している中南米を攻撃し

なかったかについても言えることである。ジェームズー世との講話条約への尊重からかそ

れとも現地からの報告に信懸性がないと思っていたのか推測の域を越えないが、いずれに

せよヴァージニア植民は数々の困難な状況に直面しながらも放棄されることなく「イング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨ　　
ランド国内の政治的組織が商業的、工業的性格を強めていった」ことからスペインの予

想に反して以後も続けられ、アメリカ建国の礎を作ることになる。もしスペインがヴァー

ジニアを奪回し、ヴァージニアをスペインの植民地としたら現在の北米はどのようになっ

ていたであろうか。アメリカ建設はいかなるものになっていたであろうか。

3，　Galician（翫）ndomar

　ゴンドマールは、二度英国大使を勤めている。一回目はヴェラスコの後を維いだ161

3年秋頃から1618年までと二回目は1620年から1622年までである。ゴンドマ
ールは、三人の大使の中ではよく耳にする人物で、ジェームズー世に大陸のプロテスタン

ト諸国と手を切り、スペインと手を結ぶように説得したり、ジェームズー世の息子のチャ

ールズとスペイン王女の結婚を申し出たり、またローリの処刑を王に勧めたり、英国人の

間では狡猜なスペイン人として映っていたらしく、当時の文献でもゴンドマールへの批判

は強く、トマス・ミドルトンのAGame　at　Chessでもジェー一ムズー世の息子のチャールズ

とスペイン王女との結婚を画策する狡猜な人物として描かれていることはよく知られてい

る。ゴンドマールの最初の大使期間の1613年から1616年までのフィリップ三世へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨヨ　
の報告からゴンドマールのヴァージニア植民への態度を見てみたい。

　ゴンドマールのフィリップ三世への記録に残っている最初の報告は大使として赴任直後

の1613年10月である。ゴンドマールはヴァージニアから帰国した人達からヴァージ

ニアについての情報を聞き出し、ジェームズ川に5つの要塞（とりで）があることに触れ

ているが、注目すべきは前任の二人の大使と同様、ヴァージニア殖民の絶望的な状況を容

赦なく報告していることである。3百人位の入植者がいるが大半が病気でひどい扱いを受

けているとか食物にも事欠き、皆が英国に帰りたがっており、もし自由になったら帰国し

たであろうとも言っている。ヴァージニアには重要な産物はなく、ただ船の建材だけが豊

富にあるだけで、巨額な資金を注ぎ込んできた割には結果がかんばしくない。ヴァージニ

ア殖民には将来はないことをゴンドマールは指摘する。

Thus　wealy　of　3pending　so血mch皿o血ey　w価out　ally　hope　of　reapi血g　a　profit，because　the　soil

produ，ces　no廿1h19，止ey　now　thilik　of　oany血g　all　the　people　that雛re　1血ere　to　Bermuda　or　to

　　　　　　　　　　　　ぼの
Ireland　by　the　conlhlg　Sp血　9　。

ヴァージニアを放棄して、入植者をバミューダかアイルランドへ連れていく計画であると
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言っているが、これは事実に反している。ゴンドマールがヴァージニア放棄の情報をどこ

から得たかははっきりしないが、ゴンドマールはスニガやヴェラスコのようにヴァージニ

アへの攻撃をフィリップ三世へ進言はしない。それほどまでしなくても劣悪な諸条件に入

植者は音をあげ、殖民地を放棄するであろうというのがゴンドマールの予想であった。同

様の事を翌年1614年3月の報告でも触れ、ヴァージニア会社はジェームズー世にヴァ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くおらラージニアから撤退の許可を申し込んでいるとも言っている。ゴンドマールのフィリップ

三世への報告で特に眼を引くのは、バミューダ島の記述である。ヴェラスコもバミューダ

島には言及していたが、ゴンドマールのバミュ・一ダ島記述には入植者の数、豊かな自然等

があり、ヴァージニアとは違った描写にはやや驚きもする。バミューダ島が英国によって

発見されたのは全くの偶然で、ヴァージニア向かう船が難破し、漂流したどりついたのが

バミューダ島であった。ここで英気を養い、再度ヴァージニアへ向かい、撤退寸前の入植

者を助けたのは有名なエピソードであるが、バミューダ島は風土も自然もヴァージニアと

は比較にならないほどよかった。スペイン英国大使が、フィリップ三世はバミューダ殖民

を破壊し、バミューダ島から英国人を追い出そうとしているとジェームズー世に報告して

いるといっているのをゴンドマールは聞いたと言っているが、これはいかなる理由による

のか。西インド諸島へのスペインの権利への英国の侵害と思っていたのか。それとも英国

以上にバミューダ島の重要性をスペインが理解したためであるのかははっきりしない。い

ずれにせよヴァージニアからバミューダ島へ英国は殖民の拠点を移そうとしているという

ゴンドマールの指摘はこれまでにないものである。バミューダ島の描写とは異なりヴァー

ジニアに対してはゴンドマールは酷評する。おなじ1614年10月の報告ではヴァージ

ニアで捕まえられたモリナの言葉を引用して、入植者はフィリップ三世にヴァージニアを

攻撃して、ヴァージニアから追い出してもらいたいと思っており、銃を発射することなく
　　　　　　　　　　　　　くヨ　　
入植者は降伏すると言っている。入植者もヴァージニア殖民に音をあげ、自ら撤退する

気である。ヴァージニアの評判はよくなく、ヴァージニアへ行く人をみつけるのはむつか

しく、死刑囚でもヴァージニアへ行くよりも絞首刑になったほうがよいと思っているほど
　　くヨ　ラ

である。ゴンドマールは、このようにヴァージニアの絶望的な状況をフィリップ三世へ

報告し、ヴァージニア植民の自滅は時間の問題だと考えている。1610年に本国ロンド

ンではすでに見たように二つのr宣言書」が出版され、そこではヴァHジニア植民の将来
の希望に満ちた腱が記され、ゴンドマ＿ノレがフィリップ三世＿送厩ヴァ＿ジニア報告

とは全く逆の姿が描かれていた。ヴァージニア植民の将来に暗雲がたちこめ始めっっあっ

たなかでヴァージニア植民関係者は必死に植民のイメージ改善に奔走していた。ヴァー一ジ

ニアから帰国する船とともに現地から報告や書簡が届いたのであるが、会社は都合の悪い

情報はできるだけ公表せず、一般の人達はヴァージニア植民の実体はそれほど詳細には知

らされていなかったと思われる。一般人が知るヴァージニアは依然としてf楽園」として

のヴァージニアであり、すべてが手に入るばら色の「新世界」であった。このように考え

ると、スペイン側はイギリス人よりヴァージニアの現状、実体をはるかに正しく正確に把

握していたことになる。ゴンドマールのフィリップ三世への報告は他の二入と比べるトと数

は少ない。1624年にヴァージニア会社は解散するが、それまでにも1622年のイン

ディアンによる大虐殺のような事件があり、ヴァージニアはその都度殖民の危機に直面す

るが、残念ながらこれらについてゴンドマールの報告を知ることはできなレ、。
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れでも王は軍隊を派遣することはしない。スニガもヴァージニア植民の壊滅を助言してい

たが三Eは行動に移らなかったし、ヴェラスコの要請に対してもフィリップ三世は強硬な手

〕段に訴えることはしない。スニガやヴェラスコの言うように、ヴァージニア植民が崩壊寸

前の状況を呈しているならば、ヴァージニア攻撃は極めて簡単であったろう。しかしフィ

リップ三世は実行に移ろうとはしない。これはなぜであろうか。同じ疑問はスペインの無

敵艦隊を破ったエリザベス女王がなぜ一気呵成にスペインが征服している中南米を攻撃し

なかったかについても言えることである。ジェームズー世との講話条約への尊重からかそ

れとも現地からの報告に信慧性がないと思っていたのか推測の域を越えないが、いずれに

せよヴァージニア植民は数々の困難な状況に直面しながらも放棄されることなく「イング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨ　　
ランド国内の政治的組織が商業的、工業的性格を強めていった」ことからスペインの予

想に反して以後も続けられ、アメリカ建i国の礎を作ることになる。くもしスペインがヴァー

ジニアを奪回し、ヴァージニアをスペインの植民地としたら現在の北米はどのようになっ

ていたであろうか。アメリカ建設はいかなるものになっていたであろうか。

3．Ga互ician　Gondomar

　ゴンドマールは、二度英国大使を勤めている。一回目はヴェラスコの後を継いだ161

3年秋頃から1618年までと二回目は1620年がら1622年までである。ゴンドマ
ールは、三人の大使の中ではよく耳にする人物で、ジェームズー世に大陸のプロテスタン

ト諸国と手を切り、スペインと手を結ぶように説得したり、ジェームズー世の息子のチャ

ールズとスペイン王女の結婚を申し出たり、またローリの処刑を王に勧めたり、英国人の

間では狡猜なスペイン人として映っていたらしく、当時の文献でもゴンドマールへの批判

は強く、トマス・ミドルトンのAGame　at　Chessでもジェームズー世の息子のチャールズ

とスペイン王女との結婚を画策する狡猜な人物として描かれていることはよく知られてい

る。ゴンドマールの最初の大使期間の1613年から1616年までのフィリップ三世へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨヨ　
の報告からゴンドマールのヴァージニア植民への態度を見てみたい。

　ゴンドマールのフィリップ三世への記録に残っている最初の報告は大使として赴任直後

の1613年10月である。ゴンドマールはヴァージニアから帰国した人達からヴァージ

ニアについての情報を聞き出し、ジェームズ川に5つの要塞（とりで）があることに触れ

ているが、注目すべきは前任の二人の大使と同様、ヴァージニア殖民の絶望的な状況を容

赦なく報告していることである。3百人位の入植者がいるが大半が病気でひどい扱いを受

けているとか食物にも事欠き、皆が英国に帰りたがっており、もし自由になったら帰国し

たであろうとも言っている。ヴァージニアには重要な産物はなく、ただ船の建材だけが豊

富にあるだけで、巨額な資金を注ぎ込んできた割には結果がかんばしくない。ヴァージニ

ア殖民には将来はないことをゴンドマールは指摘する。

Thus　wea理y　of　Spend主n2　so　much　mo血ey　without　any　Lope　of　reaping　a　profit，because　the　soil

produoes　nothing，　they　now　thhlk　of　ca町圭ng　all　the　people　that　are血ere　to　Belmuda　or　to

　　　　　　　　　　　　くヨつ
1欝e正and　by　the　coming　Spdn　g　，

ヴァージニアを放棄して、入植者をバミューダかアイルランドへ連れていく計画であると
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言っているが・これは事実に反している。ゴンドマールがヴァージニア放棄の情報をどこ

から得たかははっきりしないが、ゴンドマールはスニガやヴェラスコのようにヴァージニ

ァへの攻撃をフィリップ三世へ進言はしない。それほどまでしなくても劣悪な諸条件に入

植者は音をあげ、殖民地を放棄するであろうというのがゴンドマールの予想であった。同

様の事を翌年1614年3月の報告でも触れ、ヴァージニア会社はジェームズー世にヴァ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨら　
一ジニアから撤退の許可を申し込んでいるとも言っている。ゴンドマールのフィリップ

三世への報告で特に眼を引くのは、バミューダ島の記述である。ヴェラスコもバミューダ

島には言及していたが、ゴンドマールのバミューダ島記述には入植者の数、豊かな自然等

があり、ヴァージニアとは違った描写にはやや驚きもする。バミューダ島が英国によって

発見されたのは全くの偶然で、ヴァージニア向かう船が難破し、漂流したどりっいたのが

バミューダ島であった。ここで英気を養い、再度ヴァージニアへ向かい、撤退寸前の入植

者を助けたのは有名なエピソードであるが、バミューダ島は風土も自然もヴァージニアと

は比較にならないほどよかった。スペイン英国大使が、フィリップ三世はバミューダ殖民

を破壊し、バミューダ島から英国人を追い出そうとしているとジェームズー世に報告して

いるといっているのをゴンドマールは聞いたと言っているが、これはいかなる理由による

のか。西インド諸島へのスペインの権利への英国の侵害と思っていたのか。それとも英国

以上にバミューダ島の重要性をスペインが理解したためであるのかははっきりしない。い

ずれにせよヴァージニアからバミューダ島へ英国は殖民の拠点を移そうとしているという

ゴンドマールの指摘はこれまでにないものである。バミューダ島の描写とは異なりヴァー

ジニアに対してはゴンドマールは酷評する。おなじ1614年10月の報告ではヴァージ

ニアで捕まえられたモリナの言葉を引用して、入植者はフィリップ三世にヴァージニアを

攻撃して、ヴァージニアから追い出してもらいたいと思っており、銃を発射することなく
　　　　　　　　　　　　　くヨの
入植者は降伏すると言っている。入植者もヴァージニア殖民に音をあげ、自ら撤退する

気である。ヴァージニアの評判はよくなく、ヴァージニアへ行く人をみっけるのはむつか

しく、死刑囚でもヴァージニアへ行くよりも絞首刑になったほうがよいと思っているほど
　　くおア　

である。ゴンドマールは、このようにヴァージニアの絶望的な状況をフィリップ三世へ

報告し、ヴァージニア植民の自滅は時間の問題だと考えている。1610年に本国ロンド

ンではすでに見たように二っの「宣言書」が出版され、そこではヴァージニア植民の将来

の希望に満ちた展望が記され、ゴンドマールがフィリップ三世へ送ったヴァージニア報告

とは全く逆の姿が描かれていた。ヴァージニア植民の将来に暗雲がたちこめ始めつつあっ

たなかでヴァージニア植民関係者は必死に植民のイメージ改善に奔走していた。ヴァージ

ニアから帰国する船とともに現地から報告や書簡が届いたのであるが、会社は都合の悪い

情報はできるだけ公表せず、一般の人達はヴァージニア植民の実体はそれほど詳細には知

らされていなかったと思われる。一般人が知るヴァージニアは依然として「楽園」として

のヴァージニアであり、すべてが手に入るばら色の「新世界」であった。このように考え

ると、スペイン側はイギリス人よりヴァージニアの現状、実体をはるかに正しく正確に把

握していたことになる。ゴンドマールのフィリップ三世への報告は他の二人と比べると数

は少ない。1624年にヴァージニア会社は解散するが、それまでにも1622年のイン

ディアンによる大虐殺のような事件があり、ヴァージニアはその都度殖民の危機に直面す

るが、残念ながらこれらについてゴンドマールの報告を知ることはできない。
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　これまでヴァージニア植民の時期にイギリスに滞在したスペイン大使のフィリップ三世

への報告をもとに、スペインがヴァージニア植民をいかにとらえていたかを見てきた。三

人に共通して言えることはヴァージニア植民に対する否定的な見方である。中南米に君臨

するスペインからすれば、いきなりイギリスが自国の支配領域で植民を始めたことは両国

の友好関係に水を差すものであった。スペインとしては現地からの報告からイギリスはヴ

ァージニア植民をあきらめ、ヴァージニアから撤退するであろうと楽観的に予想していた。

しかし、植民はその予想に反し続けられ、それが今のアメリカ国家の基盤となった。ヴァ

ージニア植民は前にも触れたように、特許状に記されている宗教的使命がその第一の目的

ではなかった。その証拠に宗教関係者は初期にはほとんどいなかった。ヴァージニア植民

は、17世紀初頭のイギリ．スの様々な問題を殖民という形で解決し、イギリスの将来を左

右する国家的事業であったと言える。であればこそ国中があれほどまでに植民の宣伝に走

ったのである。説教家を使い、ヴァージニア植民擁護の説教をしてもらったのもこのよう

な理由による。スペインはいつになったらヴァージニア植民が終わるかを今か今かと待ち

望んでいたであろうが、スペインの思惑通りに事は進まなかった。案外、イギリスがヴァ

ージニアから撤退したらスペインがヴァージニア植民を始めたかもしれないし、北米制圧

の拠点としてヴァージニア植民の重要性を一番よく見抜いていたのはスペインであったか

もしれない。
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IV　初期ヴァージニア植民とジェームズー世

　ヴァージニア会社はユ606年4月ジェームズー世の特許状を受け、正式に英国政府の

認可を受けた事業としてアメリカ・ヴァージニアの植民に着手する。ジェームズー世は植

民のそもそもの初めから深く植民に関わっており、ジェームズー世の意向がヴァージニア

植民に反映されていると考えるのは当然のことである。ジェームズー世とヴァージニア植

民との関わりには二点考えられる。その一つは、ジェームズー世のロンドンヴァージニア

会社との関係である。ヴァージニア会社はジェームズー世によって特許状を交付されてお

り、ジェームズー世が実際にはヴァージニア会社を運営・管理すべき性質の会社であった。

当初はロンドンにヴァ憎ジニア会社を統括する王立参事会が、ヴァージニア植民地には現

地参事会がそれぞれ置かれた。ヴァージニアの統治はロンドンの参事会が選んだ総督と現

地の参事会の間で行われ、総督不在でヴァージニアが運営された。しかしながら第二次特

許状ではこの非現実的な運営方法を改め、運営・管理は全面的に王から会社に移行され、

徐々に植民関係者は独自に「民主的に」ヴァ」ジニア植民の総裁を選び、本国から離脱し

ていく。これが最終的には本国と同様な王政的な政府を望むジェームズー世の怒りに触れ、

1624年特許状を取り消されることになる。それが逆にヴァージニアにおける民主的運

営に大きく寄与することとなり、最終的にはアメリカで最初の「共和政府」建設へと至る。

ジェームズー世側と反ジェームズー世側とのヴァージニナ植民運営をめぐる確執はすでに
　　　　　　　　　　くの
様々な人が扱っているが、ジェームズー世のヴァージニア会社との関わりはジェームズ

ー世が予想していたようには進展しなかった。ジェームズー世のヴァージニア植民との第

一の関係は英国内にあったが、それ以上に深刻なジェームズー世のヴァージニア植民との

関わりは対外的な関係であり、しかもそれはイギリスの前に大きく立ちはだかる「大国」

スペインとの関係であった。いわば国内外でジェームズー世はヴァージニア植民をめぐっ

て難題に直面していたのである。特にスペインとの関係はジェームズー世王朝の存続に関

わる抜き差しならぬやっかいな問題であった。大国スペインとの和平を望んでいたジェー

ムズー世にとってスペインの機嫌を損なうことなくいかにスペインとの友好関係を築き、

維持しかつヴァージニア植民政策を続行するかはジェームズー世にとっては至難の業であ

った。大国スペインの激怒に触れたらスペインは強大な軍事力を背景に一気にヴァージニ

アを攻撃し、ヴァージニアを奪取するかもしれない。イギリスのスペイン大使からはその

ような緊迫した空気が刻々ジェームズー世に送られてくる。しかしながら、ジェームズー

世は直接ヴァージニア植民に関して命令や指示を出し、積極的に植民を指導・管理する文

章を残していない。我々がヴァージニア植民に関するジェームズー世動向を知るのはスペ

イン駐在のイギリス大使、フランス駐在のイギリス大使及びスペインの駐英大使を通して

である。特にスペイン駐英大使スニガ（Z皿iga）はジヱームズー世と会見し、直接ヴァージ

ニア植民に関して率直な意見交換を行っている。そのフィリップ三世への報告はジェーム

ズー世との生々しい会見報告となっており、ジェームズー世のヴァージニア植民に関する

「肉声」を知るうえで貴重な資料となっている。本研究では主としてこれらの資料からジ

エームズー世がヴァージニア植民に関していかなる態度・見解を取っていたのかを明らか

にし、初期ヴァージニア植民が直面していた問題点を明確にしたい。
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1．コーンウォリス（Sh　Chades　ComwI曲s）とスニガ（DGn　P曲o　de　Zuniga＞

　　謙一ンウォリスは1605年から1609年までイギリスのスペイン大使を勤め、スニ

　ガは同じ時期1605年から1610年までイギリス大使をそれぞれ務めている。ジェー

　ムズー世が最初の特許状を交付したのが1606年4月であるので両大使はヴァージニア

植民の創世期にそれぞれ相手方の国に滞在し、宮国の利害とのからみからヴァージニァ植

民と関わっていたことになる。コーンウォリスはマドリードからジェームズー世ヘスペイ

　ンの動向を送っていたはずであるが残念ながらその書簡は多くi残っていない。ただジェー

　ムズー世の長男ヘンリーに関して、父ジェームズー世の許可があればヘンリーはスペイン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　と戦う気があると記しているだけである。コーンウォリスのもう一つの現存する書簡は

マドリード赴任3年後にイギリスの国務大臣ソールズベリー（Sa廊bu1y）にあてた書簡であ

る。ヴァージニア会社がジェームズー世の特許状を得た2年後であるが、そこでコーンウ

ォリスはスペインの西インド諸島評議会議長レモス（Le童n。s）伯爵との会見の様子をソール
　　　　　　　　　　　くヨラ
ズベリーに報告している。それは主としてスペインが自．国領土と主張する海域における

イギリス人の傘捕に関しての意見の交換である。自国の領海内の航行を禁ずるスペインと

公海の航行自由を主張するイギリスとの見解の違いがコーンウォリスとレモス伯爵との間

に見られる。スペインがイギリスのヴァ野ジニア植民に反対した最大の理由はヴァージニ

アはスペイン領土であり、イギリスはスペイン領土を侵害しているというものであった。

　ローンウォリスは、イギリス人が西インド諸島航海中にスペイン側に捕らえられ、リスボ

ンとセヴィリア拘留されていることに対し、スペイン側の「赦し」と「自由」を願うが、

　レモスは「寛大な措置』よりは「無慈悲」に気持ちが傾いている、と答えている。これに

対し認｝ンウォリスは、そのような行動は他国に与える影響が大きく、西インド諸島への

航海を禁止するよりもっと中庸な方法により西インド諸島における支配権と他の島々の所

有を追及するほうがよく∴それがスペインに計り知れない権力を与えることになるとレモ、

スを説得する。スペインの西インド諸島征服に際しての現地人への残虐な行為、財宝の徹

底的搾取を指摘し、原住民の状態を危険な状態に陥れることになるとスペインのこれまで

の西インド諸島における行動を批判する。スペインは西インド諸島海域における他国の航

行を禁止するという強硬な政策を取ったが、各国に投げかける波紋は大きいと諏「ンウオ

　リスは反論する。ジェームズー世はもともと公海における航行の自由主義を主張する立場

を取っていたが、コーンウォリスもジェームズー世同様航行の自由政策を指示する立場を

取る。公海の航行禁止は神の命令、自然と国際法に反する。神が作ったものを一国だけが

独占するのは神の創造の意図に反するというのがコーンウォリスの主張である。これに対

　　　　　　　　　へ　しレモスは、西インド諸島はスペインが最初に発見したからそれは当然スペインに属し、

スペインが西インド諸島を自国だけに利用できるのは合法的であり、自然の法則、国際法

に照らし合わせても問題はないとの見解を明らかにする。1606年の第一次特許状を得

てからヴァージニア会社は入植者をヴァージニアへ送り込むが、ヴァージニア外の航海中

にスペインによって船が傘捕されるという事態が生じ、それが互いへの批判9不満を生み

出していた6諏一ンウォリスの書簡は初期のヴァ訟ジニア会社が直面していたスペインと’

の一つの問題点を明きらかにしている。スペインが強硬に西インド諸島海域の航行禁止を

’主張するのは単なる航行禁止ではなく、やはりイギリスによるヴァージニア植民阻止にそ

．69一



の目的があったと考えられる。スペインとしてはヴァージニアはもともと西インド諸島海

域はスペイン領土の一部であり、イギリスがヴァ門ジニア植民を企てる権利は本来存在し

ないという外交姿勢を持っていた。このスペインの主張は歴史的な根拠を欠く歴史の「ね

つ造」であるが、スペインはローマ教皇を盾に北米の領土宣言を行う。なぜスペインがか

くも強硬にイギリスのヴァージニア植民に異を唱えたかご一つにはヴァージニアが北米制

’圧の重要な拠点であるとの認識をスペインは示していた。スペインはフロリダに拠点を構

えており、さらにはその拠点を北にまで広げたいという意欲を持っていたに違いない。ヴ

ァージニアにはヨーロッパに輸出できる産物は何もな気植民の初期においてはインディ

アンとの対立も植民を困難にしていた。スペインはヴァージニア植民には否定的な態度を

示し、植民からの入植者の追い出し、その崩壊を予想しているが、かくも強硬な態度の背

後には単なる領土権侵害だけがその理由ではなかった。もっと深い反対理由があったと思

われる。植民初期におけるスペイン大使コーンウォリスからのジェームズー世への書簡が

なく、スペインのヴァージニア植民初期に対する態度を我々は知ることができないが、コ

ーンウォリスのレモス伯爵との会見はスペインの領土権主張を中心にした両国の北米にお

ける覇権争いの一端を見せている点において興味深い会見となっている。　　一減

　イギリス側からのスペイン政府の情報はこの時期はこの他にはなく、我々がこの間のイ

ギリスとスペインの関係を知るのはイギリス大使スニガを通してである。スペインはイギ

リスのヴァージニア植民に対していかなる態度を取bていたかをスニガのフィリップ三世

への書簡から明らかにしたい。

　スニガのフィリップ三世への最初の書簡は16◎6年3月16日である。1606年と

言えばジェームズー世が最初のヴァージニア会社への特許状を交付した年で、それが4月

10日であったから、スニガは約一ヶ月前にすでにジェームズー世の特許状の情報を入手

し、次のようにフィリップ三世に書き送っている。

They　also　propose　to　do　another　thing，　which　is　to　send　500　to　600　men，　private　individuals　of

曲kingdom　to　po◎ple　Virginia　in　the　Indies，　close　to　Flodd紘They　sent　to伽co㎜廿y　some

slnah㎜ber　of　m㎝years　gone　by，　Imd　h3ving｛幽rwards　sent嬉a血，　dley　fb皿d　a　p韻of　them

　　くの
a飯ve．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七　　　　　　一

スニガは、イギリスがヴァージニアへ送る入植者の数を把握し、すでに何人かを送ってい

るとも言ろている。更には、ヴァージニアからインディアンをロンドンに連れて来、英語

を教えたり、ヴァージニア植民の指揮者の名前を挙げたり、入植者としてヴァージニアへ

連れて行く者は泥棒とか反逆者であるとの正確な情報を得ている。

㌧They　brought　140r　15　months　ago『about　ten　na貨ves，　tk3t　they．might　leam　English，　and　they　hav

ekept　somo　of　them　he顧e［London｝and　othcr謡血the　count◎～，栂achi119｛md　trai血i血9血om　to　say

how　good　that　countfy　is　fbr　people　to　go　thero鋤d血habit　it　The　ohief　leader　in　this　busilless　is

the　Jus加cia討o［Chiof　Justioe，　S丘Joh血PΦham］，who　is　a曽ver龍y　great　P幅t碗、and　exdeedhlgly

desh闘ous，　whatever　sedition　may　be　spoken　ofいo　say　that　heご◎es　it　in　order　to面ve　out　f沁m

helre　thieves　and　taritors　to　be　drowれed　in出e　sea．　I　have　not　yet　spoken　to血e㎞g　ab◎1並this；1
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〈5）

shall　do　so　whwn　I　see±n　what　way　they　will　try　to　satisfシme　in　the　co㎜cil．

1606年4月の第一特許状に関して、スニガは以下のように言っている。

、．．the　King　［Janles　I］　over　here　has　given　them，　permissicn　and　his　PatOnts　to　establish　thelぼ

religio11赴n　that　Coun血y［Virginia］，provided　they　rob　no　Gne，撒derψe　pena晦r，ガthey　do　not

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
obey　he　will　take　them　under　his　proteotio焦

ジェームズー世がヴァージニア会社に宗教の確立のため特許状を与えたとスニガは言って

いるが、’ヴァージニア植民の第一の目的はキリスト教の布教であると特許状に記されてい

ることを考えるとスニガの文言は正しい。スニガからのイギリスのヴァージニア植民着手

の報告を受けたフィリップ三世はいかにしてイギリスの植民活動を阻止するかを真剣に考

えている。

You［Zuniga］wiU　report　to　me　［Philip　III］w監at　the　Eng童ish　are　doing　in　the　matter　of

Vir帥1ia－・and迂血e　plan　progressess　which　they　contemp13ted，　of　s瓠ding皿en　there　an．d

ships－－and　thefeupo盤，　it　will　be　taken　into　co血sidαation　here，　what　steps　had　best　be　taken　to

　　　　（7）
prevent　it

フィリップ三世はヴァージニア植民に対しては当初から強硬な態度を崩さず、以後のスニ

ガへの指令でも植民の核心、植民の決定にっいての確かさ、進行状況、誰がいかなる手段

によって援助しているのかを報告するよう指示している。そしてジェームズー世の植民許
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くお　
可に対してフイリップ三世のf遺憾」の念をジェームズー世に伝えるよう言っている。

（p．103＞フィリップ三世のヴァージニア植民への関心はことのほか高いが、植民の実験期

ともいうべく初期の植民結果はかんばしくない。ヴァージニアから伝えれるニヱースは本

国にいるヴァージニア会社関係者を小躍りさせるようなものではなく、むしろ先行きを怪

しまれる内容の報告が多い。そのようの情報をスニガは入手し、フィリップ三世にヴァー

ジニアで手に入る産物はと言えば、° Dのマスト用の木材、ピッチ、ロジンだけで、鉱物に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
関しても得られるのは“bro血se”（brass？）だけであるという。7イリップ三世が喜ぶような

盆弱な産物である。ところがヴァージニア会社関係者が送る現地からの報告にはヴァージ

ニアは「パラダイス」「エデンの薗」「カナン」といったバラ色の報告が続々と届いてい

たし、ヴァージニア会社も宣伝文書によって投機者、植民者の気持ちを煽るような文書を

公表していたから、スペイン側としては内心複雑な気持ちであったに違いない。それらの

公表された文書をスニガは当然目にしているから、ヴァージニアの現状を知って内心安堵

のため息をつき、ほくそ笑むことにな6たであろう。ヴァージニア植民の失敗を願うスペ

インにとってヴァージニアの現状はまさに願ってもない現状であった。さらにヴァージニ

ア植民推進者の一人である最高裁長官ポッパムが死去したのでヴァージニア植民事業依終

わるだろうとの予想をたてている。スニガはヴァージニア植民に対して植民はいずれは崩

・壊するであろうとの楽観的な立場を取っているが、その裏でヴァージニア襲撃をも王に進

言し、イギリス側に対しては強硬な姿勢をも見せている。
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　スニガのフィリップ三世への書簡のなかで最も注目に値するのはジェームズー世との会

見報告である。スニガはヴァージニア植民についてジェームズー世の真意をただそうとジ

ェームズー世に度々会見を申し込んでいたが、スニガによればジェームズー世は会見を引

き延ばしていた。スニガは1607年8月14日から20日の間にソールズベリーでの会

見を申し込んでいる。このときはスニガが病気のため会見は実現しなかった。9月8日ジ

ェームズー世がウインザーにいたとき、再度スニガは会見を申し込んだが、指定された日

時にスニガが行けず、会見は中止された。9月12日ジェームズー世がハンプトンコート

に来ることを知ったスニガ三回目の会見申し込みをする。このときもジェームズー世は翌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエの
日の狩猟を口実に会見を断っている。ブラウンによれば、ジェームズー世は意図的にス

ニガとの面会をさけ、時間かせぎをしていた。ヴァージニア会社経営陣はその間ヴァージ

ニアへ船を送る準備をしていており、スニガからの植民中止の要請を感じ取っていたから

である。最終的にジェームズー世との会見が実現したのは1607年9月27日であった。

この年9月17日ジェームズー世の娘のメアリーが2歳半で死んでいるのでジェームズー

世の気持ちはすぐれなかったと思われるが、スニガは単刀直入ヴァージニア植民について

ジェームズー世に質問をする。

The弧Itold㎞［James　I］that呈M．　had　ordered血e　to卿resent　to　him　how　Gontraly　to　good

丘iendship　and　brod互erly　fbeling　it　was，血at　his　su切eots　shou1d　dare　wish　to　oolonize　Virg血砥

when　that　was　a　part　of　the　Spanish　Indies，　and　that　he　must　look　upon　tkis　bo14ness　as　vo竃y

　　　　くユユ　
obnoxious．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　、

スニガの質問の要点は、（1）フィリップ三世はヴァージニア植民が両国の友好に反する

行動であること、（2）イギリス人がヴァージニアの植民に取りかかっていること、（3）

ヴァージニアはスペイン西インド諸島の一部であること、（4）フィリップ三世はヴァー

ジニア植民の大胆な行動を不愉快なこととして見なさざるをえない、の4点であった。両

国の平和条約とスペイン領土への侵害はこれまで取り上げられてきたスペイン側の反論で

あり、とりたてて目新しい反論ではない。しかしこれらに対するジェームズー世の返答は

イギリスのヴァージそア植民についての王自身の口からの言葉としては看過できない内容

の返答となっている。スニガに対するジェームズー世の返答から考えると、ジェームズー

世は全体的に「逃げ腰」で、ヴァージニア植民活動の責任を他人に転嫁している印象を与

える。ジェームズー世は以下のようにスニガに答えている。

He［James　I］田1swe慈ed血at　he圃not　pa而cu1肛1y㎞o㎜what　was　go血g　o血；血at　as　to血e

navigation　to　Virginia　he　had　never㎜derstood　that￥M。［Philip　III］had　any　rigれt　to　it；but伽t

it　w鶴avery　distant　co㎜tワ［丘om］wheごe　S脚iards　lived，　and翻in　the　Trea樋es　of　Peace　with

him　and　wi重h　Fmnce　it　was　not　stipulated　that　his　su切ects　skould　not　go　there，　except　to　the

Indies，㎝d　tkat　as　YMIs　people　had　discovered血ew　regions，　so　it　seemed　to　him，　that　his　own

　　　　　　　　　　　（12）
peoPle　might　do　likewise．

スニガの質問に対してジェームズー世はヴァージニア植民についての事態の推移について
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は特に知っていなかった、といきなりヴァージニア植民を他人事のように切り出している。

この会見の前年にヴァージニア会社に特許状を与えた一国の王としては余りにも無責任極

まる発言である。スニガへの返答の最初からジェームズー世の大国スペインを意識した及

び腰の態度が窺われれる。ジェームズー世は、（ユ〉フィリップ三世はヴァージニアへの

権利を有していないこと、（2）平和条約でも西インド諸島を除いてイギリス人がヴァー

ジニアへ行くべきではないとの規定はないこと、最後に（3＞未知の土地の発見権はいか

゜なる国にもある、とスニガの上記の質問に答えている。スニガは（2）に対してだけ、ヴ

ァージニアも西インド諸島の一部と見なしているのでイギリス人が決して西インド諸島へ

行くべきでないことは平和条約の条件である、と反論する。ジェームズー世の責任転嫁的

な態度が知れるのは次のスニガへの返答である。

The　King　said　to　me　th縦t止ose　who　went，　did　it　at　their　own　risk　and　tha重if　they　［the

Englis㎞β血］came　upoll　tllem［the　Spaniards］in重hose　p　a質s　thefe　would　be　llo　compユ誕nt　should

　　　　　　　（13＞
they　be　punished，

　ヴァージニアへ行く人達は自ら危険を犯して行っているのであって、たとえ彼らがスペイ

　ン人よって捕まえられ、罰せられても何も不満はない、というのである。つまり、ヴァー

　ジニア入植者は王とは無関係であり、王はヴァージニア植民については全く責任はないと

　いう見解である。これはこれまでのヴァージニア会社及び植民の経緯を考えて見ると極め

　て無責任な発言と受け止められる。ヴァージニア会社・植民関係者がこの王の発言を聞い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　たらいかなる反応を示したであろうか。ジェームズー世のこの発言は真意なのかそれとも

　スペインに対するリップサービスなのか。あるいはジェームズー世はヴァージニア植民事

　業の限界ををいち早く察しし、ヴァージニア植民を放棄しようと考えていたのか。ヴァー

　ジニア植民が単なる植民のための植民ではなく、イギリスの将来を見据えた一大国家的プ

　ロジェクトであり、イギリスの政治、社会、経済、宗教等様々な問題を抱えた事業であっ

　たことを考えれば、ジェームズー世はおいそれとこの事業を破棄することはできなかった。

　ジェームズー世の植民及び植民者を突き放すような態度に王のいかなる態度を見てとった

　らいいのか。ジェームズー世のこのような発言にも関わらず、ヴァージニア会社は続々植

　民者をヴァージニアへ送り続けている。植民者は王とは無関係であり、彼らは勝手なこと

　をしているのどという発言には王の責任のがれの態度が見られるといってもよい。スニガ

　はイギリス人の処罰は両国の親密な同盟にとってはいいことだとジェームズー世に同意す

　る一方で、ヴァージニア植民が散々たる状態のなかで行われており、今では植民活動が海

　賊行為と化し、これは断じて許されるべきではないと強硬な姿勢を示す。これに対してジ

、エームズー世は以下のように答える。

且e［James　I］told　me［Zunigah血reply　that　he　h挽d盤ever　know麓Y．M［Philip　III］was

interested　in　this，　b耐since　I　asssured　him　it　was　so，　and　thaI　they　might　send　p虻rates　out丘om

there，　he　w◎uld　seek　i㎡brmaUon　about　it　all，　and　would　give◎rders血at　satisfaction　should　be

given　to　me　by　the　Cou血ce1，　and　th疎t　hδWas血c1血ed重o　think講s　I　did，　having　heard　it　said　that

the　soil　was　vely　sterile　and　that　those　hav士ng　bee且sadly　dece孟ved　who　had　hoped　tc　find　there
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great　ho血es－－th3tロo　advantage丘Dnl　it　all　oame　to　him，　and　that　if　his　su切ects　wellt　where　they

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
ought　not　to　go，　and　were　punished　for　it，　neither　he　nor　they　could　complain．　　　　　　・

ここでもジェームズー世は、フィリップ三世はヴァージニア植民に関心があるとは知らな

かった、と信じられないようなことを言っている。この時期のスペイン大使コーンウォリ

スからのスペインからの情報はなく、コーンウォリスがヴァージニア植民についていかな

る情報をスペインからジェームズー世に送っていたかは知ることができないが、1604

年にスペインと平和条約を結んでいることを考えれば、スペインが西インド諸島海域での

ヴァージニア植民に無関心であったはずはなく、こういったスペインの動向はジェームズ

ー世の耳にも達していたであろう。しかしながら、ジェームズー世は、他人事のようにフ

ィリップ三世がヴァージニア植民に関心があるとは知らなかったと言っている。このあた

りにもジェームズー世のスペイン政府に対しての逃げ腰、及び腰の感が感じられないこと

もない。ジェームズー世はスニガとの会見の中でスペイン側がヴァージニア植民について

何を言うか内心気が気でなかったであろう。大国スペインだけはとにかく敵に回したくな

い。できれば友好関係を維持し、何とか大陸諸国の中で存在感を示したい。スペインの機

嫌を損ねることなく、イギリスの直面する諸問題からの脱却を計りたいとうのがジェーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズー世の真意であったろう。ジェームズー世にとってスペインは国内外の問題を考えた場

合最もてこわい相手であった。ジェームズー世のスニガとの会見はどちらと言えば威勢の

いい若者が年寄りを詰問している印象を与え、そこからジェームズー世はぬらりくらりと

逃げようとしている感が強い。スペイン政府が後ろ盾しているのでスニガのジェームズー

世への問いつめも容赦がない。スニガのヴァージニア植民についての不満の一つはヴァー

ジニア現地で期待していたほどの成果が上がらず、その結果入植者は暴徒化し、西インド

諸島海域での海賊行為に走り、スペイン側も多大な被害を被っていることなのである。イ

ギリス人が行ぐべくところでないところに行って、処罰されても不満は言えないとスニガ

は主張する。横暴化する植民者に関してスニガは最善の改善策は植民事業を中止すること

だと単刀直入に言う。

Isaまd　j血reply　that　the　difiaculties　were　sucll　as　must　be　cons量dered　and　the　best　temedy　was　to

preve嫌and　cut　it　short　fセom　here，　si雄ce　it　was　publicly㎞own，　that　two　vessels　had　sailed倉om　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ5）port　of　this　killdom　fbr亡he　hldies，　and　that　two　6出ers　were　being　laden　here　to　go．

ヴァージニアへ向かう船がすべて海賊化するとは限らないが、続々とイギリスを出航する

船の情報を得たスニガはイギリス人は西インド諸島海域で海賊行為に従事するためにイギ

リスを出航しているとジェームズー世に訴えている。これに対するジェームズー世の返答

はスニガに歩調を合わせるように、「彼らは手のつけられない連中で事態を是正したい」

（The　King　told　me　that　they　were　te㎡も1e　peoPle㎝d　that　he　deshed　to　coπect　the　ma鵬r＞と返

　　　　くユの答している。スニガの主張を全面的に受け入れ、少しの反論もしないジェームズー世に

王のスペインへの気兼ねのような印象を受ける。スニガはこのあとイギリス人はスペイン

領土では丁重な扱いを受けると言うが、ジェームズー世はスニガに対してスニガの言うこ

とは確かであると答えている。ジゴームズー世は何とかして相手の機嫌を損ねることはし
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ないという態度があったようである。相手のいいなりになり、スニガにいい印象を与え、

フィリップ三世からおしかりを受けまいとする「いい子」ぶった姿勢が見られる。ジェー

ムズー世がスニガに対して強硬な態度を見せればスニガも態度を硬化させ、フィリップ三

世への報告も険悪な報告となることは間違いない。スペインとの友好関係は1624年3

月イギリスがスペインに宣戦布告をすることで終わるが、平和条約締結直後はスペインに

対するジェームズー世のへりくだった態度が著しく目立っのである。会見の中頃でもスニ

ガは、ヴァージニア植民に関しては改善策が必要で事態が悪化する前に手段を講ずる必要

があると再度ジェームズー世に揺さぶりをかける。会談の終わりでスニガはヴァージニア

植民についての評議会の説明には時間がかかりそうであるが、その間にも入植者がヴァー

ジニアへ送られ、防備が強化されており、早いうちにヴァージニアにいるわずかな入植者

を根絶すべきだとの進言をフィリップ三世にしている。

Ishan　be　carefhl　to　find　out　about　what　is　gohlg　o血，　and　I　shall　report　to　YM．；but　I　should

consider　it　very　desirable　that　an　end　sbould「be　now　made　of　the　fbw　who　are　tbere，£or　that

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ7）
would　be（五99ing　up　the　Root，　so　that　it　oould　put　out　no　more．

スニガのジェームズー世とのは終始スニガ主導で行われている。スニガのヴァージニア植

民に対する見解は、要するに植民そのもがスペイン領土の侵害であるから即刻中止すべき

であるというものである。中止しなければスペイン政府は植民地破壊という過激な行動に

訴えるというのがジェームズー世に対しての最終通告である。会見から明らかなことは「大

国」と「小国」の違いである。ジェームズー世の相手の言いなりになる様は一国の王とし

て又絶対王権を信奉する王としてはその面影は少しも感じられない。これはジェームズー

世のスニガの面子をたてる巧妙な作戦であったのか。いずれにせよジェームズー世のヴァー

一ジニア植民への態度がスニガとの会見から窺い知れるどいう点においてこの両者の会見

は興味：深いものとなっている。

　スニガとの会見で見せたジェームズー世の対応は本音ではなかった。会見からユ週間後

スニガはフィリップ三世に書簡を送っている。そのなかで国務大臣ソールズベリーがジェ

ームズー世とヴァージニア植民について討議した後、ジェームズー世は「イギリス人が行

ってはならない所に行くとすれば、彼らを罰せられるに任せればよい」とスニガへの返答

と同じことを述べ、更にソールズベリーは、植民問題を注意深く調べるとイギリスはヴァ

ージニアへ行くことはできないようだと思っていると報告している。しかしながらこのよ

うなスペインに譲歩した態度を示す一方で、ソールズベリーはまた以下のようにも言う。

He［Salisbury〕says，　he　does　not　wisll　to　do　what　he　has　been　asked　to　do，血prev㎝tぬg　the掴

goi血g　and　commanding　those　who　are　out　there　to　re卑m，　a雄d出e　reason　of　this　is，　beoa聰se　that

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈工8）
would　be　ac㎞owledging　that　Your　M両es聖y　is　Lord　of　alhhe　Ihdies．

1入植者の阻止、ヴァージニアからの帰国命令というスニガからの要請は行いたくないのは

フィリップ三世を西インド諸島の統治者と認めたくないからだと強気な発言をもしてい

る。ジェームズー世はスニガの前では相手を気にしてかソールズベリーほどの強気な発言
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はしなかったが、フィリップ三世を西インド諸島の統治者として認めたくないという見解

は、スペインの西インド諸島での領土権の否定に至り、これまでのジェームズー世の態度

とは全く異なる態度で、ジェームズー世王朝のスペインに対する複雑な立場を表している。

　スニガのジェームズー世との会見一ヶ月後、フィリップ三世はスニガに書簡を送り、rヴ

ァージニア問題におけるジェームズー世との処理の結果に非常にうれしく思っている」
（19）

　　とスニガのジェームズー世への強硬な申し出に満足した様子を見せている。スニガは

1610年4月（又は5月）まで駐英大使を勤めるが、その間イギリスはヴァージニア会

社へ入植者を送り込む。それを聞くスニガは相変わらずフィリップ三世に対して何らかの

手段を講じるべきだと再三フィリップ三世に要請する。スニガの主張はイギリスはヴァー

ジニア植民を即刻中止すべきであり、中止をしない場合はヴァージニア攻撃もありうると・

いうものであった。スペイン攻府がヴァージニア襲撃を決意するのは翌1608年の夏以

降で戦争委員会がフィリップ三世の認可を受け、ヴァージニア植民破壊のために船を見つ

けようとしていた。しかしながらスペイン側にも考慮しなければならない対外的な重要な

問題があった。それはヴァージニアへ軍隊を派遣すると本国の防衛がおろそかになり、特

にオランダとの険悪な関係上それは決してできないことだった。イギリスにとってスペイ

ンとオランダとの関係はヴァージニア植民延命の最大のメリットであったのである。スペ

インのヨーロッパ大陸における対外関係を知ってか知らずか、スニガ以後もしつこくフィ

リップ三世にヴァージニア植民に関しては決して妥協することのない厳しい態度を示すよ

う迫っている。フィリップ三世はスニガの強硬策にゴーサインは出さず、以後もイギリス

側の植民の動向一植民者の数、兵力、海路一を報告するよう指示しているだけである。

　スニガのヴァージニア植民に対する強攻策と並行してジェームズー世の長男ヘンリーと

フィリップ三世の娘マリアとの結婚が画策されていた。フィリップ三世は娘の結婚を機に

ジェームズー世をフランスやオランダから手を切らせ、スペインと手を組ませたかったが

事はうまく進まなかった。フィリップ三世がヴァージニア植民襲撃の最終的な許可を与え

なかったのは案外娘の結婚を利用してヴァージニアからのイギリスの撤退を目論んでいた

のかもしれない。フィリップ三世は臆病で、怠惰で、無能で、業務の方針を寵臣のレル

マ公爵に任せた。」（timid，　indolent，　and　h1。apble　amd　abξmdoned　the　direc面血of　a伽rs　to　his

　　　　　　　　　　　　　く　の
魚vohte，　the　Duke　of　Le】㎜乱）　　とブラウンは記しているが、もともと政治には不向きな

人物で、行動的な人ではなかったようである。だからこそ度々のスニガの強攻策の訴えに

も耳を貸そうとしなかったのである。スニガのジェームズー世との会見から我々はヴァー

ジニア植民が投げかけていた問題点を知ることができた。ジェームズー世の弱気な煮え切

らない態度に当時イギリスがいかにスペインを無視できないカNまたスニガの強気なジェ

ームズー世への問いから、ヴァージニアが直面していた問題の数々が浮き彫りされる。ス

ニガの強硬な態度と何とか会見を切り抜け、ヴァージニア植民を続行したいと願うジェー

ムズー世とのかけひきから17世紀初頭の植民地活動の一端が垣間見られる。

2．ディグビィ（Digby）とヴェラスコ（Velasco＞

　ディグビィは、1611年4月から1616年1月までスペイン大使を勤め、大使を止

めた後、ジェームズー世の息子チャしルズ（Charles＞とスペイン王女マリア（Mada）との結

婚をまとめるためスペインへ行き、その後1622年に再度チャールズとマリアの結婚を
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進めるため大使としてスペインに行き、結婚話が破局に終わった後、1624年帰国して

いる。ディグビィがスペイン大使となった1611年はジェームズー世がヴァージニア会

社に第一次特許状を与えてから5年が過ぎ、第二次特許状を与えてから2年が過ぎ、イギ

リスからのヴァージニア植民が本格化し、ヴァージニア会社も様々な困難に直面していた

頃であった。コーンウォリスが大使を勤めていた時期がヴァージニア植民の創世期・実験

期であるとすればディグビィの大使の時期は植民の発展期と言える時期である。ディグビ

ィは大使としてスペインにいる間、スペイン政府のヴァージニア植民への動向をジェーム

ズー世にマドリードから書簡で知らせ、スペイン政府がヴァージニア植民に対して不快の

意を表明していることを明らかにしている。ディグビィは、フィリップ三世がヴァージニ

ア植民を許可せず、スペイン軍がヴァージニア植民撤去を始めるであろうと何度かジェー

ムズー世に警戒心を喚起させている。フィリップ三世がイギリスのヴァージニア植民活動

に不満を表している理由は二っあった。第一の理由は、スペイン生まれのローマ教皇アレ

クサンデル六世による西インド諸島全域のスペインへの寄進である。これについては、バ

クルートが『西方植民論』で歴史的な根拠のない主張であると厳しく批判しているが、ス

ペインは第一に教皇の寄進をもとにヴァージニアはスペイン領土であるとの見解を主張し

ていた。これに対してディグビィはユ6ユ3年の書簡で、スペインの国務大臣がヴァージ

ニアとバーミューダ島はスペインの征服による、と言ったのに対し、「私は、ヴァージニ

アやバーミューダ島がカステーイーユ征服の一部であるということには決して譲歩すること

はできず、イギリス人が最初の所有者であった。」（Ic。uld　no　way　yield　unto　h血that　eyther

Virginia　or　ye　Bermudas　werα．．　parts　of　the　Collquest　of　Cast丑e，　but　that　the［y］［the　E且glishJ

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆのthemselves［were］the五rst　Possidents，）と反論し、ヴァージニアとバーミューダ島はイギ

リス人が先有権をもっていると主張している。第二の理由は、1604年8月のスペイン
とイギリスとの間の平和条細締結である。この条約により、イギリスは西インド諸島を制

圧しているスペイン領士への進出を断念せざるをえない状況に追いやられていた。これに

対してはジェームズー世は公海における自由航行を主張し、スペイン側と対立していた。

スペイン大使ディグビィは、スペイン国内におけるヴァージニア植民への反対の空気をジ

ェームズー世に報告しているが、それはスペインの強硬な態度である。17世紀初頭にお

いてはスペインは「大国」である。強力な軍事力を背景に中南米を制圧し、北米において

はフロリダまでその拠点を拡大しつつあった。それに反し、イギリスはヨーロッパの島国

「小国」である。大国スペインを怒らせたら自国がどうなるかわからない。ジェームズー

世が1604年スペインと平和条約を結んだ背景には大国スペインとの友好関係を維持し

ながらあわよくば大陸への進出の足場を築きたいとの思惑があったはずである。ジェーム

ズー世は争いごとを好まず、自らは「平和の王」価eKing　of　Peace）、　the　Pea。emakerと呼

ばれていたが、とにかく他国特に大国スペインとの衝突だけは避けたいとの気持ちは特に

強かった。1618年ローリーを処刑したのはスペインに機嫌をとるためであったし・1

622年、三十年戦争のさなか、娘のエリザベスと夫のパラティン伯がドイツで孤立した

のに彼らに援軍を送らなかったのももとはと言えばカトリック教国スペインの激怒に触れ

ないためであった。北米からのスペイン産タバコのイギリス輸入に当初は反対しなかった

のもジェームズー世のスペインへの配慮のためであったが、マドリードからのディグビィ

の報告にジェームズー世は内心戦戦恐恐としていたにちがいない。ディグビィはスペイン
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のヴァージニア植民への動きをジェームズー世に報告しているが、1612年8月の最初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　
の書簡で、「ヴァージニアのイギリス植民に反対の目的で出航した3，4隻のガレオン船」

に言及し、翌月9月の書簡ではフィリップ三世はイギリスのヴァージニア植民は許可しな

い、と次のように言っている。

It　is　llere　held　fbr　certayne　that　this　K加g［Philip　III］will　not　permit　Our　plantation窺t　Virgini亀

and　the　Be㎜udas，　in　so　much廿lat　it　is　hefe　pubIique豆y　and　avowedly　spoken　in　the　Co耐，　tkat

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23＞
they　will　short董y　attempt　the　removing　of　them．

スペイン領土であるヴァージニアのみならずバーミューダ島の植民化に反対するフィリッ

プ三世及び両植民地からのイギリス人の撤去を画策するスペイン政府の動向である。ディ

グビィはCarlt。nなる人物にあてた書簡でもヴァージニア植民撤去のためにポルトガルに

集結しているスペイン軍やセヴィリアからのスペイン人がヴァージニアのイギリス人を打

倒したとの報告についても触れ、いかにスペイン政府がヴァージニア植民に反対している

かを述べている。スペインが今にもヴァージニア襲撃を企てているかのごとく緊迫した情

報が流布されている忌方で、スペイン駐英大使スニガの外交文書では、ヴァージニア植民

は恐るるに足らず、植民はいずれは自滅する、とスニガの自信にあふれたフィリップ三世

への報告をもディグビィはジェームズー世に伝えている。スニガの外交文書についてディ

グビィは次のように述べている。

Igot　a　view　of　his［Don　Pedro　de　Cunegaj　dispatoh．　The　chie君e　matters　were．，．That出ere　was　no

c鋤se　to　apprehend　so　much　danger　in　Virginia　as　they　did　Spaine，愈here　being　only　as　he

［Zuniga］ce賞aynly　leamed，　five　h皿dred　lmen，　who　had　of　late　suf飴red　grea重extremitie　and

miserie，　and　that　the　first　undertakers　were　grow瞼e　so　weary　of　supplying　the　cllarge，　that　they

were£ahle　to　make　a　ge血erI皿1　kyllde　of　begg血g－，’by　the　way　of　a　Lottely　fbr　the㎞shing　out　of

　　　　　　　　　　　　　　　　（24）
those　shipps　and　nlen　which　were　se且t；

、ヴァージニアにおける入植者の数、入植者の現地における過酷な試練、入植者をヴァージ

　ニアへ送る資金調達のための「宝くじ」の実施、スニガはヴァージニア植民についての的〆

　確な情報を入手し、それをフィリップ三世に報告している。スニガがいかなる経路からヴ

　ァージニア植民の実体について情報を得ていたか。現地からの最大の情報源はスペイン人

　のモリナ（Molina）なる人物である。彼はジェズイットで、宗教的目的からヴァージニアへ

　行ったと思われるが、彼の主なる任務は植民の実状を本国に伝えることにあった。二番目

　の情報源はをヴァージニアからスペインに連れて来たイギリス人入植者である。三番目は

　ジェームズー世宮廷に出入りするイギリス人のスパイである。スニガが巧みな情報網から

　いち早く重要な情報をキャッチしていたように、ディグビィもマドリードでスパイを用い、

　スペイン側の動向をとらえている。ディグビィからのジェームズー世への報告はスペイン

　軍がヴァージニア植民を解体させるために出航の準備をしているとの報告に終始してい

　る。1613年2月の書簡でディグビィはヴァージニアからイギリス人を追い払うために

　リスボンに集結したスペイン艦隊に触れ、ヴァージニア植民がスペインにもたらす迷惑か’
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らフィリップ三世はヴァージニア植民を決して認可するとはないと述べた後で、スペイン

軍がヴァージニアへ行くとすれば、それはキューバのハバナからであり、「二三人のふさ

わさしい人物をスペイン海軍に送り込み、彼らがスペイン側の動向を伝える」と言ってい

る。

Yf　they［the　Sp舳ish］attempt　a臨ything　ag血st　Ve㎎inia　it　will　be　the　West　Indi狙galoons　from

the　Havana，　ill　the　island　of　Cuba，　with．　the　forces　6f　those　parts．　I　do　meane　preselltly　to　send

downe　a　copule　of　fitt　persolls，　whom　I　bave　provided　to　e龍ter　themsolves　into　this　Khlg，s　service

血his　Navie，　who　I　hope　wilbe　ab塁e　to～蹴aine　in　some　p餓，　to　the㎞owledge　of　tbe虻血偽nts，　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）
to　advertise　mLe丘om　thne　to　t㎞e，　of　s廻ch　things　as　they　sh．albe　able　to　learne．

この時期のディグビィのジェームズー世への報告は終始一貫スペイン軍のヴァージニア襲

撃であり、ジェームズー世に対して危機感を煽る報告となっている。ディグビィと同時期、

1610年からユ616年までフランス大使を勤めたShr　Thomas£dmondsからのジェー

ムズー世への報告もディグビィと同様の内容の報告で、スペイン軍がヴァージニアへ行き、

ヴァージチアからのイギリス人の排除を計画している、と再三警告を発していることを考

えるとスペインのヴァージニア植民への強硬な態度はこの時期ヨーロッパでは周知の事実

であったようである。例えば1613年4月、Edmo韮dsはジェー一ムズー世へ以下の書簡を

送っている。

Ihave　againe　undertstood　that　par重e　of血e　fbroes　which　are　prepared　hL　Spay血e　are　certainely

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
intended　to　relnove　our　plantation　in　Virginia．

この時期まではディグビィ、エドモンズ両大使はスペイン軍のヴァージニア襲撃が近いと

の予想では一致しているが、5月になるとディグビィはジェームズー世に対して、スペイ

ン政府はヴァージニア植民の現状を正しく把握するまでは行動を起こさず、ヴァージニア

植民の自滅を期待していると述べ、スペイン軍の早期のヴァージニア襲撃の可能性はない

かもしれないと述べている。スペイン内にはヴァージニアの様子をしばらく見てから行動

を起こす立揚を取る一派とスニガのように一刻も早く軍隊を派遣し、ヴァージニアからの

入植者の一掃を主張する急進派がいた。ヴァージニア現地のインデアンとの対立、病気、

飢餓による入植者の死という厳しい入植状況を逐次入手していたスニガからすればヴァー

ジニア攻撃の絶好の機会であった。しかしながらスペインはついに実際の行動を起こすこ

とはせず、ヴァージニア植民の崩壊を傍観するにとどまる。それはなぜか。スペインが、

ヴァージニア植民はいずれ自滅すると考えていた理由はその資金である。王や国家からの

資金の調達によってではなく「宝くじ」によって植民事業が維持されており、いずれは資

金も底をつくとの見通しによるものであった。しかしながらバーミューダ島はヴァージニ

ア以上に繁栄し、産物がバーミューダから持ち込まれ、高く売れている。その様をスニガ

は見ており、即刻処罰を加える必要があると王に忠告する。ディグビィは同様の内容を他

にも送っており、スペインが植民の実体を見極めるまで行動を控えているとの報告をして

いる。このようにスニガはイギリスのヴァージニア及びバーミューダ島における植民活動
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について詳細かっ正確な情報を入手し、それをフィリップ三世に送っているのである。ス

ニガが英国のヴァージニア植民に関する情報を得ていたのと同様スペイン大使ディグビ孝

もマドリードにおけるスペイン政府の動向をいち早く入手し、ジェームズー世に送ってい

る。スペイン側の対応は静観と行動の二つである。植民事業が自滅するのを待つ静観派と

スニガを筆頭とする即座の襲撃によるヴァージニアからのイギリス人撤去である。ディグ

ビィのスペインからの報告はもっぱら後者の急進派によるヴァージニア襲撃であり、彼は

ジェームズー世以外の他のイギリス人への書簡でも同様の内容を送っている。1613年

5月、枢密員となるLakeなる人物にスペイン政府のヴァージニア植民への対応を知らせ、

スペインはヴァージニア植民にっいて数回協議をもち、彼らの結論はヴァージニア植民は

即刻撤去されねばならないが、植民の現状を把握するまで襲撃の実行を中止するのがふさ

わしい、ヴァージニア植民が自滅するのを期待しているからだ、というものであった。

，．．itt［the　Plantation　in　Virginia］must　beθremoove4　but　they　thinke　itt　fitt　to　suspende　the

execudon　of　itt　Ptin　they　receave　perfbct　infbmlation　in　what　state　itt　nowe　is，　fbr　that　they　are　in

　　　　　　　　　　　　　（27）
hope　that重tt　wiH　fall　of　itselfb．

スニガは、1610年まで駐英スペイン大使を勤めるが、1613年新大使ゴンドマール

がスペインを発った直後ジェームズー世に対して新大使がイギリスに向かったこと、ヴァ

ージニア植民はスペインにとって恐るるに足らないが最善の結論が得られるようにヴァー

ジニア植民についての実状を得ること、ジェームズー世とイギリス国民が植民についてい

かなる意図をもっているのか、あわせてバーミューダ島についても情報を送るようフィリ

ップ三世はゴンドマールに指示している様子をディグビィはジェームズー世に報告してい

る。

＿though　yt　was　oonceived　by　ye　King　of　Spayne　that　dle　pla1並ation　a鵡d　fbrt迅cations　of　the

Engli曲e短Virginia血eede　not（in　the　case　yt　llow　standeth）give　muche　cause　of　fbare，　yet　to

the　ende，　dlat　heere　may　bee　take血・ye　fittest　resolutions，　hee［Ph丑ip　III］commaundethe　him

［Go血domar］to　procure　a㎞e　and　certa重ne　infbnnatio且of　the　present　estate　thereof　And　what

the　intent　of　your　M砺estie　and　E蹴glishe　is　ip　this　pointe，　And　whether　bus血esses　of　that　natu士e

growe　not　muoh　oolder　sinoe　the　deathe　of　the　late　Phnce，　And　likewise，　that　kee　infbrme

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
himself6　veτy　particularly　conceming　the　Bermudos，　and　give　speedy　advertisement

スペインにとってヴァージニア植民は両国の友好関係をないがしろにする容認しがたい暴

挙であった。スペインはヴァージニア植民はいずれは自滅すると楽観的な態度を示してい

る一方で、ヴァージニアから遠くないバーミューダ島でイギリスが着々と植民に従事する

様子を聞き、内心ではバーミューダ島を基地にして北米の本格的な植民を始めるのではな

いかとの疑心があった。バーミューダ島からイギリスを追い出せばイギリスの植民熱は冷

えると思ったのか、スペインはバーミューダ島に並々ならぬ興味・関心を示す。温暖な気

候、動物、植物がイギリス人をバーミューダ島に引き留めていた大きな理由であるが、そ

れにもましてスペインが恐れたのはバーミューダ島を拠点にしたイギリスの北米植民の本
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格化であった。スペイン側のヴァージニア及びバーミューダ島への関心をディグビィはジ

ェームズー世へ詳細に報告している。

　ゴンドマールが駐英大使となってからもスペイン側のヴァージニア植民への態度は変わ

らない。ディグビィは、スペインがヴァージニアからのイギリス人の排除を試み、また植

民事業は自滅する、と報告を受けているとジェームズー世へ書簡を送っている。そしてバ

ーミューダ島植民の打倒についても会議をもっていたことも伝えている。

．．．I　know　that　they［the　Spanish］woHld　have　atte霊npted血e　removing　of　the　Eng距s1蓋f｝om

veτgini亀but　that　they　are　certeynly加fb㎜od；the　Business　w置正f亘110f　itsehこAIld　withinb　these

two面es　I㎞ow　both　the　Co㎜cell　of　Waπand　of　State，　h3ve　s礁about　the　over　throwi蝕g　of

　　　　　　　　　　　　　　　（29）
our　new　plamtatio血in　the　Be㎜udas；

ヴァージニアで捕らえられたスペイン人モリナがヴァージニアからスペイン本国及び駐英

大使へ密かにヴァージニア植民の実状を伝える書簡を送っていることはすでに言及した

が、ゴンドマールがモリナからの書簡を受け取ったことをディグビィは知っていた。ゴン

ダマヤルがモリナから書簡を受け取り、そこには植民者の窮状が書かれており、スペイン

評議会はヴァージニア植民は自滅するからそれについては語ることは止めた、と言ってい

る。

The　Spanish　Ambassador　in　Eng豆and　hath　receaved　Letbrs丘om　Mohna　the　Spaniard　tha重is　there，

of　the　misely　and　distress　in　whi6h　they　live；So出at　it　is　determhled　by血is　Counce11，　not　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く30）speake　any　more　in止at　Busines，　being　a面ng（they　s巫ppose）which　will　die　of　itse民

評議会が語るに値しないほどヴァージニア植民は絶望的な状況にあるとの認識をスペイン

政府は示している。スペイン政府は、ヴァージニアにおける植民の現状から植民自体の絶

望的な将来を予想し、政府が懸念するほどの脅威をヴァージニア植民はスペインには及ぼ

すことはないとの楽観的な姿勢を見せ、高見の見物をしている。ヴァージニア植民の将来

の展望は開けない程の現地の惨状がスペイン政府には届いていたのである。スペインのヴ

ァージニア植民への否定的な見方はヴェラスコの後任の駐英スペイン大使ゴンドマールの

フィリップ三世への書簡によって裏付けされている。ゴンドマールはヴァージニア植民の

現状をフィリップ三世に植民者の数、病人の続出、食物の不足、イギリスへ帰国を望む植

民者について以下のように記している。

there　alre　abo皿t　three　hu血dred　men　there　more　or　less；and　t紅e皿ε巧ori敏s蓋ok　a血d　b記1y　t跡eated，

because　they　have　nothing　t（》eat　but　bread　of　m掘ze，　with　fish；nor　do　they　d血k　any曲g　but

water－－a皿of　wh重ch　is　contr孤y　to　the　na伽re　of　t強e　English－on　which　acc◎unt　they証L痢sh　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3Dretum　and　would　have　done　so孟f　they　had　been　at　liberty，

ヴァージニアからの産物は造船のための豊富な木材にとどまり、入植者が期待する金・銀

は産出されない。植民資金についても触れ、ロンドン商人と宝くじによって資金は調達さ
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れているが、植民からの利益には希望が持てず、ヴァージニア会社は入植者のバーミュー

ダ島かアイルランドへの集団移動を考えていると言う。

But　wealy　of　spending　so　nluoh　money　without　any　hope　of　re嬢ping　a　profit，　because重he　soil

pro伽ces　nothi盤g，出ey　now血㎞k　of　carrying　all蓄he　people　that　are　there　to　Bemluda　or　to

　　　　　　　　　　　　（32）
Ireland　by血e　coming　Spri麓9．

入植者のバーミューダ島やアイルランドへの移動はゴンドマールを欺くためで、植民はあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
きらめられるとの印象を与えるためであったとブラウンは言っているが、不毛な土壌か

ら利益の上がる産物は何も見つけられず、入植者が期待していたほど成果はあがらかなか

ったというのはそれほど的外れな指摘ではない。イギリスもスペインも互いに情報収集に

あたり、互いの動向を詳細に調べ、それぞれ本国に送っている。どちらと言えばスペイン

側の情報網がイギリスの情報網より進んでいた印象を与えるが、裏を返せばいかにスペイ

シがイギリスのヴァージニア植民について並々ならぬ関心を寄せていたかの現れでもあ

る。面子丸つぶれのような行動をイギリスはヴァージニアで行っていると大国スペインは

苦々しく思っていたに違いない。ディグビィがマドリードからスペインの動きをジェーム

ズー世に逐次伝えているが、そもそものイギリスによるヴァージニア植民へのスペインの

最も大きな反対の理由の一つはヴァージニアを含めた一帯がスペイン領土であるにもかか

わらず、イギリスがいわば領土侵犯を犯しているとの強硬な主張であった。これについて

はすでに言及したが、ディグビィは「スペイン領土ヴァージニア」についても反論し、ヴ

ァージニアがCastiieの征服や教皇による寄進により歴史的にはスペインの領土であると

のスペインの主張には正当性を欠くものであるとの認識を示している。

Itold　h㎞　［血e　Spanish　Secretεロy　of　State］，that血st　I　oonceaved　hee　had　by血e　mishlf6rmed，　that

the　Spani孤ds　had　divers　yeares　used　to　these　parts血ow　spoken，o嬉which　had　byne　of　late

discovered＆the　Spaniards　were勲ever　there　nntiH　th．e　last　Summer，　whe血an　Englishman　lead

them雌ther，．．．Secondlie，　I　could血o　way　yeeld　unto　him　that　eydler　Virginia　or　ye　Bemludos

　　　　　　　　　　　　　　　　（34）vウere．．．parts　of　the　co血quest　of　Castile，．．

教皇の寄進によるとの主張に対しては次のように言う。

And　that　fbr　th、e　Pope脅s　do血atioll　it　was　grown　to　be　so　lightly　esteemed，血at　it　was　ahnost　le負to辱

　　　　　　　　　　　　　　　　（35）be　a皿eadged　by　them［the　Spaniards］．

アレクサンデル六世によるヴァージニアのスペインへの寄進は、スペイン人によって主張

されるままにされているほど軽々しく見なされ、他国からは問題にされていないことを示

唆している。ディグビィは教皇の寄進を全く論外であるとみなし、それはスペイン側の一

方的な宣言であるとの態度をボしている。

　ディグビィのジェームズー世への書簡はこれで終わっている。ジェームズー世への最後

の報告がスペインのヴァージニアへの領土権否定で終わっているのは両国めそもそもの衝
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突の発端がヴァージニアの帰属権にあったことを考えると当然過ぎる反論であった。ディ

グビィの教皇寄進否定はこれまでのイギリスの反論の常套であり、格別新しい反論ではな

いが、ジェームズー世に対して再度教皇寄進の否定によるヴァージニア植民のイギリスの

正当化を訴えているのである。

　ディグビィがスペインのヴァージニア領土権への反論を試みた頃に、スペインの領土所

有の範囲を明確にし、航行の自由を訴える文書がイギリス政府内で書かれている。国の公

式文書であるゆえ結論は明白であるが、いかにして政府がスペインのヴァージニア領土権

を否定し、航行の自由を主張しているかは興味のあるところである。この文書での以下の

ように述べられ、ヴァージニアはイギリスに帰属するとの立場を明確にしている。

So　that　besides　aU　those　huge　60asts＆mighty　in1｛mdes　lying　soutbward　of　the　Tlopiqμe　of

Cancer，　which　hitherto　are薩uite　f｝ee　f士om　ally　Sp　anish。　govemment；all　those　large＆spatious

oou血tries　o血the　East　p　arts　of　Anledca丘011132　to　72．　degrees　Gf　northerly　1農ti加de，　have盤ot　nor

never　had　any　one　Spanisll　Co藍onie　pla血ted　in宏hem；but　a暫e　bo廿l　by　right　of　firsth　discG》6ry

per歪brmed　by　Sebasdan　Cabota　at　the　cost　of　K三瓦g　He1町the　7出＆a豆so　of　later　actua董possession

taken　in　the　behahも＆undef　the　soveleign　au重hority　of　her　M勾es重y，　by　the　sGyemMepu血es　of　S廿

W証ter　Ralegh，＆by血e　two　English　colo㎡亭s　thi七her　ded耐ed（wherof　the　la胎π重s　yet廿｝er

remain血g）as　likewise　by　S　h・Humphry　G丑bert，　S盆Mar伽Frobisher，　Mr　Jo㎞Davis，＆others，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
most　j　ustly＆inseparably　belong加g　to　the　Klng　of　England．

北回帰線南下の地域はスペイン政府の干渉を受けない一帯であり、北緯32度から72度

にスペインの植民地が建設されたことはなく、イギリス人によって最初に発見されたから

イギリスに所属する、というのである。1606年の第一次特許状によってヴァー一ジニ・ア

植民の範囲は北緯34度から45度に限定されていたのも以上の理由による。

　次にこの公式文書は、イギリスが西インド諸島へ航行できるか否かの問題を扱い、既に

言及したように航行の自由を主張している。反論はアレクサンデル六世による寄進の否定

から始まるが、その一つに航海、交易権を挙げている。

All　princes＆estates　had＆have　by重he　laws　of　natiolls　the　hght　of　navigation　in　th．e　sea，＆the

dght　of　traf五que，　which　the　Pope　by血e血1nes　of　his　authoπi重y　callnot　tI盛【e丘01n｛bem；＆廿1e

words　of　the　said　Bull　are　express　that　the　Pope　did　not孟ntende　to　take　f抽om　any　Chhs樋an　Pr±nce

　　　　　　　　　　　　（B7）
such　right　a写he　had　obtained．

国際法により航行、交易権があり、教皇といえどもこれらの権利を奪うことは出来ない。

更にアレクサンデル六世の教書後フィリップ三世の祖先がイギリス王と協議し、両国は互

いの王国・領土で自由に交易が出来ると同意しているから酉インド諸島でもイギリス人は

自由に交易ができると言う。航行・交易権は自然法、国際法によりすべての国に共通であ

るので教皇は他国に禁じるのは合法的ではない。

Seeing　lherefbre，出at　the　Sea＆tr3de　are　common　by　th．e　Iawe　of血ature　and　of　llat孟㎝s，　it　was

．83．



且ot　lawfUll　fbr　the　Pope，　nor，　is　it　law飯U　fbr竃he　Spaniard　to　prohibite　other　nations　ffom　tke

　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）
co㎜unicatio＆pa而cip　atio　of　this　lawe・

’国際法によって守られているものを禁止することがあれば、すべての人は自らを守ること

ができ、また暴力には暴力によって抵抗できる。スペインのヴァージニア植民への反対意

見に対してこの公式文書では過去の歴史的経緯及び法的観点から反論し、ヴァージニア植

民の合法性を主張している。

　この時期スニガのあとを継いだイギリス大使はヴェラスコである。彼は1610年4月

（又は5月）から1613年までイギリス大使を勤め、その間スニガ同様ロンドンからフ

ィリップ三世ヘヴァージニア植民についての情報を送っている。ヴェラスニの3年の赴任

の間のフィリップ三世への書簡の内容は前任者のスニガと大きな違いはない。ヴァージニ

ア現地の植民者の状況、イギリスからの入植者の出航、ヴァージニアからの入植者の追い

出し、これらが繰り返しフィリップ三世へ報告される。赴任直後のフィリップ三世への書

簡でヴェラスコは、ヴァージニアでのインディアンとの対立、貧弱な食糧不足から人肉や

家畜を食べざるをえなくなった状況から、人々の植民の熱意も冷えていると言っている。

Thus　it　looks　as迂dle　zeal　l＆）r　this　enteΦ廊e　was　coolillg　of℃and　it　would　on　that　account　be

veπy　casy重o　make　an　end　of　it　altoge重her　by　sending　out　a　fbw　ships　to　flnish　wlla‡might　be　left

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39＞
in　that　p1包ce，　which　is　so元mportant　fbr　pirates，．．．

’入植者のの熱意も冷えつっある今こそヴァージニア襲撃の絶好の機会であると言うのであ

る。ヴェラスコはヴァージニアにおけるインディアンとの対立と食料不足及び期待した金

銀が産出されないからヴァージニア植民はたやすく壊滅すると楽観的な態度を示す。しか

しその一方でヴェラスコはイギリスから出航する植民船には懸念を表明している。161

0年12．月31日の書簡で次のように言っている。

They　go　with　orders　to　fort迂シthemselves　once　more　a鶴d　to　b覗ild　ships，　on　account　of　the　great

facilities　offbred　hl　t臨o　se　cou血tries，　where　they　find　a血abundance　of　good　oak－timbor　and　pitch．

Thus　being　so　llear　to　the響Habana’［Ravalla］，if　they　succeed　with　this，　if　tlley　sai1丘om　there，

they　can　reach　it　in　6　days，　hav㎞g．伽r　we訊her；and　this　would　be　a　veτy　serious　inconvenience

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4Q）
for　Y．M°s　fleets　in　case　YM，　detelmine　to　go　to　war

ヴェラスコはヴァージニア植民の崩壊を予想しながら、他方続々と入植者がイギリスを離

れる様子を見、植民の目的は他にもあるとの不安を示す。それはイギリスがヴァージニア

を拠点としてスペイン植民地のフロリダにまで南下し、更にはそこから西インド諸島を始

め、スペインの植民地を攻撃するかもしれないという不安である。イギリスがヴァージニ

アをスペイン植民地襲撃の拠点とするかもしれないという心配はこれまで示されたことが

なかった。しかし、ヴァージニアには造船に必要な木材が豊富にあり、いくらでも船は造

れる。とすればイギリスは一気に南下し、スペイン植民地の攻撃を計画する恐れがある。

だから、ヴァージニア植民が困難をきたしている間にヴァージニアを攻撃し、イギリス人
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をヴァージニアから撤退させるのが得策であるとヴェラスコはフィリップ三世に進言する

のである。スペイン側からしてヴァージニア植民の真の目的は依然として謎のままであっ

た・ヴェラスコは赴任直後からヴァージニア植民は崩壊するとの予想をたてて恥る一方で、

その予想を裏切る形でヴァージニア会社が多くの植民者をヴァージニアへ送り込む状況を

目にし、植民0真相に関しては頭を悩ませていたのである。フィリップ三世からも植民の

理由を探せとの命令を受けており、ヴェラスコは植民の実体把握に奔走していた。赴任1

年後のフィリップ三世への書簡のなかでヴェラスコはイギリス人の海軍将官Winiam　、

Monsonからヴァージニアについての詳細な情報を得ている。そのなかでモンスンはヴァ

ージニアには金鉱は肇見されず、防備も弱いためにインディアンによって滅ぼされると述

べ、植民を維持することはできないと言っている。モンスンの情報のなかで重要なのは植

民の目的についてである。彼は植民の目的について次のように言う。

Their　principal　reason　fbr　colonizing　these　parts　is　to　give　an　outlet寸o　so　many　idle　and　wreched

peoPle　as　they　have　in　England，　and　thus　tQ　prevent　the　dangefs　that　may　be　fbared丘om　th6m．
（4ユ）

イギリスの人口急増に伴い、無職者や乞食をヴァージニアへ送る計画は確かにヴァージニ

ア植民の理由のひとっであったが、スペイン側はそれについては知っていなかった。ヴェ

ラスコは、イギリスの社会的な問題解決の一方法として植民の理由の一つを知るに至るが、

これはスニガやヴェラスコの予想外のことであった。モンスンはもうひとつ重要な点を暴

露している。それはヴァージニアから「南海」（太平洋）へは行けないということである。

イギリスはアジアとくに中国との通商に期待を抱いており、太平洋への通路の開拓にあた

ってきたが、アメリカ大陸を横断しての太平洋への到達は不可能であることが判明してい

た。ヴェラスコはモンスンからヴァージニアについての現状を知り、また植民の目的に関

しても従来の情報とは異なる情報を得ており、ヴェラスコとしてはヴァージニア植民につ

いての認識を新たにしたに違いない。ヴェラスコはロンドン離任前の最後のフィリップ三

世への書簡で、ヴァージニア植民について彼が知り得た情報を以下のように集約して王に

送っている。

From　there［Bermudas］it　was　to　sail　flo111［sic］V㎏inia，　b槻now　fbr　moπe　than㎡ne　months

llo　news　of　it　haveもeen　received，　and　acoofdi駐g　to　the　last　repo丘s　it　is　believed　that　the　peoPle

must　have　perished，　paltly丘om　disease，　to　which士he　coτ1nt蜜y　is　5u切eot　alld　partly　f士om

starvatio塒，　with　which　they　were　threa重ened，　as　the　I皿dians　keμthem　so　closelyもosieged，　that

they　could　not　come　out　ffom　the　fbrt　to　searoh　fbr　provisions．　Thus　this　plantadon　has　lost　much・

ground，　as　it　was　sustailled　by　companies　cf　merchants，　who　were　disapPointed　at　f血d童n，g　Ilo　gold，

nor　silver　mines，　nor　the　passage　to　the　South　sea，　wllich　they　had　hoped　fbエThey血ow　l　fi罷their

eyes　upon　the　colony　tn　Bemuda，　partly　because　of　its」Ebrほlity　aれd　be加g　u駐ocoupied　（by

savages）so　that血ey　will　meet　with　no　opposjtio盤，　When　as　it　seems　to　them　th縫t血重he　course

of　time　there　m耐be　a　ruptule　with　Y，　M，，　they　will　be自ble　fbon1血is　island，　which　lies　right　hl

the　way　of　ships　ret㎜ing丘om　the　In、dies，　to　take　many　prizes，　especially　as　there　is　but　one　safb
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harbor　in　the　island，　jf　they　have　t血e　to　fbr磁シthat，　as　they　meanL　to　to　with　great　eamestness．

（42）

植民地における病気、飢餓、インディアンとの対立、金銀、太平洋航路の未発見、による

植民熱の低下、ヴァージニアからバーミューダ島植民への政策転換、バーミューダ島から

のスペイン船略奪の可能性、これらはヴァージニア会社が植民を始めた頃からスペインが

入手していた情報であったが、ヴェラスコはヴァージニア植民が抱えていた問題点を的確

にフィリップ三世へ報告している。ヴェラスコは1613年まで駐英大使を務めるが、3

年間の大使勤務中イギリス国内外にスパイ網を張り巡らし、イギリスの動きを察していた。

ヴェラスコ、そしてヴェラスコ以上にフィリップ三世はヴァージニア植民の動向に並々な

らぬ関心を寄せ、ジェームズー世を牽制していた。実際イギリスにはスペインがヴァージ

ニアを襲撃するとの情報が流れ、一時緊迫した関係が続いた。スペインとしてはヴァージ

ニア植民は植民地内外の悪化しっっあった諸条件のためにいずれは自滅すると楽観的な見

解を取っていた。ヴァージニアは一時放棄される一歩手前まで追いやられたが、放棄され

ることなく植民が続行され、以後北米の拠点としての確固たる地位を築く。これはスペイ

ンにとっては大きな誤算であった。

　ヴェラスコの後任のゴンドマールは1613年から1618年、2年間の病気治療のた

めの帰国を経て再度1620年からヱ622年まで駐英大使を務める。スペイン大使とし

ては最も悪名名高い人物であり、ジェームズー世を意のままに操ったと言われているが、

彼も赴任直後からヴァージニア植民にっいての情報をフィリップ三世に送っている。
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V　ヴァージニア会社擁i護の説教方法一聖書の適応一について

ユ　ジョン・ダンのヴァージニア会社擁護説教

1622年11月13日、ダン（John　Do㎜e）はロンドン・ヴァージニア会社（Virginia　Company）

の要請を受け、説教を行った。ヴァージニア会社は本来アメリカ・ヴァージニアの植民を

目的として作られた会社であるが、ジェームズー世（James　I）に特許状を与えられて以

来，1624年に解散するまで当時の著明な説教家に会社を擁護する説教をしてもらってい

る。1622年11月13日、ダンは会社の要請を受け入れ、それまでの慣行に従い会社を擁

護する説教を行った。ダンの数多くの説教の中でも特に良く知られているこの説教はいわ

ゆる”promo伽nal量iterature“の一環を成すものであるが、我々はこの説教からダンの説

教方法、当時会社が抱え込んでいた諸問題、及び一ナショナリストとしてのダンの一面を

知ることになる。ダンは聖書を援用しながら使徒的使命を植民者に課す一方で、会社の商

業的活動をもまた論じ、英国の植民地政策を擁護するが、特にダンの説教方法である聖書

の「適応」について本章で論じていきたい。

ダンが説教するにあたり取り上げた説教の一節はイエスが弟子達への約束と命令を記し

た以下の「使徒行伝」1章8節である。

「あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムばかり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　
でなく、ユダヤとサマリアの全土で、また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。」

（But　yee　shaU　re◎eive　power，　af㌃er　that　the　Holy　Ghost韮s　come　upon　you，　alld　yee　shall　be

witnesses　unto　me　both士n　Jerusalem，　and　in　all　Judea，　a血d　i鍛Samaria，　and　unto　the　uttemlost　pa茸

of－dle　ealth．）

ダンは、この一節をヴァージニア植民に適応し、ヴァージニア会社関係者及び一般の植民

に関心を寄せている人達の不安や懸念を払拭しようとする。

　ヴァージニア会社という商業的性格の強い株式会社に投資家や植民者が何を期待してい

たかを察することはそれ程困難ではない。彼らが何よりも望み期待していたのは言うまで

もなく「利益」であった。ヴァージニア会社がその植民地政策により「利益」を第一の目

的としていたことは会社設立当初から明確であり、投資家たちも自らの投資の還元を期待

していたのであり、植民者も「地上の楽園」ヴァージニアでの物質的成功を夢見ていた。

ところがダンが行った説教は「利益」という会社の第一の目的を二次的に考え、会社にと

つては「利益」ではなく、「福音伝道」がその主なる目的であることを強調する。そのた

めにダンがとった方法は使徒行伝の一節のヴァージニア会社への適応である。この適応に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
よれば植民者は「（使徒達と）同じ舞台の役者1となり、使徒達にとってこの世の果てが

福音伝道の場であったと同様、植民者にとってもこの世の果て、ヴァージニアが彼らの舞

台となる。そして「使徒達の行い」を演じ、「暗やみの中に座っている異邦人に光となり、
　　　　　　　　　　　　　くヨ　海を越えてキリストの名を運ぶ」ことが彼らの第一の任務となる。ダンが説教を行った年
　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

の3月にヴァージニアでインディアンによる植民者大虐殺事件があり、英国内では反イ

ンディアン感情が高まりつっあったが、ダンは無暗に反インディアン感情を煽ることはし

ない。逆に、ダンは「使徒」としての使命をヴァージニア植民者に課し、彼らに「使徒達

の行いを演ぜよ」と述べ、植民者の行動の規範を使徒達に求めるのである。
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　このようにダンは使徒行伝1章8節を巧みにヴァージニア植民者会社に適応し、植民者

の使徒的使命を明確にするが、更に、その前の7節をも同様に適応し、会社の宗教的使命

を強調する。1章7節でイエスの昇天の際に弟子達が∫主よ、イスラエルのために国を復

興なさるのはこの時なのですか」と聞くが、それに答えてイエスは「時期や場所は父が御

自分の権威によつて定めておられるのであって、あなたがたの知る限りではない」と述べ

る。その後に冒頭の一節が続く。ここではイスラエルの復興という世俗的な王国の建設を

イエスに要求する弟子はヴァージニアでの経済的な繁栄、物質的な利益を期徒する植民者

となってくることは言うまでもない。現世的な王国をせがむ弟子達とそれに答えるイエス

との関係をダンは次のように述べる。

　＿something　the　Apostles　llad　re唖uired，　which　might　not　bee　had：noUh3t；And　it　is　an

inclusive　word；someth量血g　Cl㎡st　was　pleasd　to　affbord　to　the　Apostles，　which止ey血ought　llot

o造110t　that，　not　that　which　you　beat　upo11，　B耐，　but　yet，　so叢ne面4g　else，　s6me重㎞g　better　then

　　　　　　　　くのthat，　you　slla皿have．　（Vo1．　IV．　p．266）

”some伽1g　the　Apostles　had　required”　とはイスラエル王国の復興をさすが、イエスはそ

れを使徒達に約束しなかった。ヴァージニア植民者にとっては、使徒たちと同様に「福音

伝道」こそ第一に考えるべきことであって、物質的な繁栄は考えるべきことではない。イ

エスの弟子達にとってこの世の王国ではなく、神の国建設がその最終目標であったと同様、

ヴァージニア会社植民者も現世的王国、物質的繁栄をヴァージニアで求めるべきではない。

異境における神の国の建設及び異教徒のキリスト教への改宗こそをその第一の任務としな

ければならない。ダンは次のように言う。

　let　not　the　dches狐d　commodities　of　this　Wodd，　be　in　youf　contempla加n　in　your　adve珈res，

0ろbecause　they　aske　more，　WiIt伽u　now　restore　that？not　yet；If　I　will　give　yσロdohes，蝕d

commodities　of　this　world，　yet　f　I　doe　it　not　at　first，主f　I　doe　it　not　yet，　be　not　you　dlscouraged；

you　sha11　n．ot　have　that　that　is　not　Gods　first　intentio11；and重hough　that　be　in　Gods　hlte1並ion，　to

give　it　you　herea負er』you　shall　not　have　it　yet；（VoLIV．　p．266）

ここでダンは「現世の富とか利益を投機に際しては考えるな」と言う。なぜかといえば現

世の富とか，利益は神の最初の意図にはないからである。ダンからすれば植民者は使徒的

な使命と任務とをたつさえてヴァージニアへ行くのである。ダンは会社の宗教的性格を意

図的に浮かび上がらせ，投資家や植民者が切望していた物質的利益には触れないようにし

ている。そして、利益や世俗的王国に未だ関心を抱いている人には早く心を入れ替えるよ

うに勧める。更には、「即座の利益」、「急に裕福になる方法」、「ヴァージニアからの多量

のすべての望ましい産物」を自己本位に考える人は言わば自己充足者であり、誰をも必要

としない人である。そのような人は現世的な王にも等しい人であり、正しい道にはない。

ではどのような人がよいか言えば、ラッパ、ナイフ、手斧と同じ程ヴァージニア原住民の

間で素晴らしい製品となる教理問答を現地に持っていくことの出来る人、又、ヴァージニ

アからの船が英国に帰る際に何人のインディアンがキリスト教徒に改宗したかを船がどん
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
な木材、薬種、染料を持ち帰ったかと同じ程考えている人なのである。っまり物質的な

利益だけでなく異教徒の改宗をも同時に考えている人は正しい人なのである。そして自由

な生活や富は聖書で除外されている地上の王国の特徴であり、キリストの弟子達はそのよ

うな王国を求めるべきではなかった。だからヴァージニア植民者も自由や豊かさに代表さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くりれる馳上の王国」をヴァージニアに求めるべきではないと結論づける。

　このようにダンは聖書をヴァージニア植民に適応しながら投機目的の聴衆に対して植民

の使徒的使命を明確にし、「使徒」としての使命をヴァージニアに果たすことを聴衆に訴

える。株資家や植民者の目的は使徒同様福音の伝道と異教徒の改宗であるべきで、利益が

その目的となってはいけない。なぜならそれは聖書に先例が見られないからである。しか

しながら、ヴァージニア会に対して「利益」を捨て、「福音」にのみ専念せよと説くこと

は商業的性格の強い会社の実状を考えると余りにも理想的すぎる。しかし、人々の最大の

関心事である「利益」抜きの説教では会社がダンに説教の依頼をした意味がない。一見し

たところダンの説教は非常に宗教的色彩の濃い伝道説教に見えるが、よく見てみるとそこ

でダンは極めて巧妙に「利益」の問題を扱い、しかもそれを聴衆に確約しているのがわか

る。ヴァージニア会社から依頼された当時の著名な説教家が直面したのはいかにして会社

の商業的性格を宗教的1生格にまで高めるかであった。ダンはそれを聖書の適応によって巧

みにヴァージニア植民の本来の目的を変えようとした。

使徒行伝の1章7節で弟子達がイスラエル王国の復興をイエスに願ったのに対し、イエ

スは神の国がいつ実現されるのかを神に問うことは出来ないと言う。それは神のみが知る

ところであって、我々の知るところではないからである。それに触れてタンは次のように

言う。

Whatsoever　therefbre　C㎞st　intended　to　his　Apostles　heere，　hee　would　not　give　it　prese血tly，ηoη

α励㍑6，飯ee　wou隻d　not　bhlde　himselfb　to　a　celtaine　tinle，　Non　est　vestmm　nosse　tempora，　It

beIon2s　not　to　us　to　know　Gods　times。（VoL　IV．　p．270）

ここでηoηρ励〃oという言葉がダンの論理展開上極めて重要な語句となることに注目した

い。なぜなら神はすぐにはイスラエル王国の復興を約束はしないが、それは「まだなので

ある」からである。これは裏を返せばいずれは神はイスラエル王国の復興を実現してくれ

ることを意味する。ただ神の約束が実現されるまでは時間がかかるだけなのである。神の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの約束がいかに時間を要するかを示すためにダンは聖書から様々な例を引いてくる。そし

て、たとえ失敗、困難、障害等様々な悪条件が重なって会社が危機に接しても神は幾度も

援助の手を差し伸べてくれる。丁度、ノアの大洪水後にも依然として、神は人類に暖かい

目を注いでくれたように、即座にヴァージニア植民から何も利益がないとか同僚が帰国し

ないとかインディアンによる大虐殺があったからと言っても決して失望することはない、

動物は大きければ大きいほど長く母の胎内にいるものだ、と性急な結果を望む人たちに辛

抱強い忍耐をダンは説く。神がゆっくりと時間をかけてイスラエル王国を地上に築き上げ

たようにヴァージニア含社も（いつかはわからないが）いずれは報われる時がくる。今は

ただキリストの教えを広めることに専念せよ、そうすれば結果はいずれ自ずと明らかにな

る。ダンはこのように聴衆に熱弁をふるう。
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しかしながらヴァージニア会社の株主となった聴衆の関心が「現在」の即座の利益の還

元にあることには変わりない。確かにヴァ・一ジニア植民を取り巻く現状は厳しい状況にあ

るが、ヴァジーニア植民は現に多くのことに役立っており、植民計画を断念する必要はな

い。死刑囚、軽犯罪者にとってヴァージニアは再生の場を提供しており、又、植民計画に

より水夫が職を得、雇用の機会が増加し、国内の失業問題解消に貢献している。更には販

売可能な産物が英国に送られてき、今や英国はカトリック教側の羨望の的となっているほ

どである。国内外の様々な社会的、経済的、宗教的諸問題をヴァージニア植民は解決して

くれ、しかも宗教上の大敵カトリック教側をも一歩り一ドした形で植民は進んでいる。ダ

ンは説教家というより一人の愛国者の立場に立ち、ヴァージニア植民を全面的に支持する。

これは又、ダンのジェームズー世への忠誠、支持の表明でもある。このようにダンは決し

て「利益」を否定はしない。それはやがては手に入るのだから何も心配する必要はない。

それでは今すぐに手に人るものはないのであろうか。聴衆が一番聞きたいのはまさにそれ

であろう。ダンによれば使徒達はこの世の王国を手にいれることは出来なかったが、確実

に手に入れたものがあった。

　A匠lthat　you　wo臆ld　have　by　this　Plantation，　you　shaII　no才have；GOD　bindes　not　himselfb　to

measures；All　that　you　sha豆l　have，　you　have　not　yet；GOD　bindes　not　himse漉to　times，　but

somet㎞g　yo聾shall　have；nay，　you　have　already，　solne　great　tbings；and　of　those　that　in　the　Text

ls，　The　Holy　Ghost　shall　c◎me　upon　you．（Vol．　IV．　p273）

確実に手に入るものとは何かというと聖霊がやってきて，良心が改められ，「力」を得るこ

とである。この「力」は必ずや手に入る。なぜかと言えばイエスは弟子達に向かって、聖

霊が下るとき彼らは「力」を受けると「使徒行伝」で言っているからである。ではどうす

れば聖霊はやってくるのか。「福音」を広めたいという衝動を自らのなかに見い出しさえ

すればよいのである。

whether　the　example　and　precedent　of　other　good　men，　or　a　plobable㎞，agination　of　fh加re　profit

or　a　willingnes　to　concurre　to　the　vexation　of　the　Enelnie，　w駐at　co11観tem皿respect　soever　drew

thee　in，　if　now　thou　art　i11，　thou　art　in，　thy　p血cipaユ1　respeot　be　the　gloly　of　Go4　that　occasion，

whatsoever　it　was，　was　vehiculum　Spihtus　Sa血cti，　tbat　was　tke　Petard，　that　broke　open　thy　Iro血

gate，　that　was　the　Chariot，　by　which　he　e皿tred　into　thee，＿（VoL　IV，　p，273）

神の栄光を主なる関心事とすれば聖霊は人を選ばず、誰にでもやってくる。聖霊などとい

う霊的な存在に対して果たしてそれが各人にやってくるのかは利益目的の聴衆にはなはだ

疑わしいところであるが、ダンは聖書を援用し、まず神の栄光を考えれば聖霊はやってく

ると断言し、聴衆を安心させる。そして「聖霊」と「利益」との関係について次のように

述べる。

＿and血ow　hee　is　f組1en　upon　tbee，　if　tho皿do　nof　bepose（1ay　aside　all　consideration　of　profit　fbr

everゴnever　to　looke　fbr　retume）No　not　Sepose，（leave　oP磁the　consideration　of　profit　fbr　a
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time）（fbr血at　and　Religion　may　we皿consist　together）but　thou　doe　but　Post－pose　the

consideration　of　temporall　gaine，　and　stαdy血st　the　advancemae雄t　of重he　Gospell　of　Christ　Iesus，

the　Holy　Ghost　is削1e狙upon　you，　fbr　by　that，　yo覗receive　power，　sayes　the　Tex仁（VoLIV

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》pp．273－4）

ダンは決して「利益」を禁じているのかと言うとそうではない。ヴァージニア会社の目的

は「利益」ではなく「福音伝道」だとダンは言うが、ダンは巧妙に「利益」と「宗教」を

両立させて認めているのである。ダンのこのようなロジックは上の商業活動と宗教活動が

矛盾することなく両立しうると言明するときにも見られる。そこではっきりと「利益」を

あきらめることなくただ「福音伝道」を先に考えれば自ずとあとから聖霊はやってくると

言っている。とにかく誰にでも可能なことであるが、「福音伝道」を最初に考えさえすれ

ばよいのであり、そうすることによって聖霊という神の援助が訪れ、「カ」が手に入るの

である。現世王国、利益は直ちには手に入らないが、福音を広めることによってrカ」だ

けは確実に手に入る。この「カ」こそが現世王国、物質的繁栄よりもはるかに価値のある

ものとなってくる。そして聖霊によってヴァージニア会社の第一の目的は利益や世俗的な

栄光ではなく、神の栄光へと魂を向けさせることだと良心は言うことが出来るのである。

このように聖霊によって良心が改められ、r力」を得るが、一体それは何をする「力」な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くののか。それはキリストの証人となる「カ」なのである。ダンが「使徒行伝ゴを引用しつ

っ聴衆に最も強く訴えたかったのは実はこの「キリストの証人」となることに他ならない。

なぜなら使徒の使命は「福音伝道」であり、キリストの証人となることであるからである。

ヴァージニアへ行く者にとって聖霊にまさる援護はない。この聖霊によりいかに生命の危

険、困難、障害があろうとも植民者は神の僕となり、神の教えを底めこるとに専念出来る

のである。ダンによれば「不名誉（In£amy）」は、法が人間に与える最高の罪であり、そ

れは死後も残る。そして証人能力喪失は不名誉の最も深い傷の一っであり、最悪の証人能

力爽失はいかなる入の証人であると信じられもせず、認められることも出来ないことであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユのる。又、口先だけのキリスト教徒も証人能力喪失者であ，り、この論理に従えば聴衆は否

応無しにキリストの証人とならざるをえず、「福音伝道」を実践しなくてはならなくなっ

てくる。ダンにとつては現世における究極目的はキリストの「証人」となることであり、

キリストの証人となって初めて物質的な繁栄も生じてくる。

　我々はこれまでダンの説教を通してダンがいかにして聴衆の最大の関心事である「利益」

の問題を扱っているかを見、更に、ダンは「福音伝道」を強調する一方で、又、「利益」

という問題を巧みに処理していることも見た。ダンが説教を行ρた1622年はインディア

ン襲撃事件、会社の財攻危機、会社内部での対立抗争等様々な悪条件が重なり、会社その

ものが重大な危機に接していた年であり、会社は人々の関心をいかにヴァージニア植民へ

向けるかの難局に直面していた。とりわけ、ヴァージニア会社への出資者を獲i得するか否

かは会社にとつて文字通り死活問題であり、会社は宝くじで運営資金を集め、植民者を募

っていた。ヴァージニアでの経済的繁栄、成功は人々にとって植民に加わるべきか否かの

重大な問題であったが、ダンのこの問題の扱いから我々はダンが「利益」や物質的繁栄を

完全に否定しているのではないことを知つた。むしろ巧みな論理でダンはそれを聴衆に保

証しているのである。とにかくキリストの証人になり、「福音伝道」に専念すれば「利益」
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は自ずから生じてくるのである。ダンは、．ヴァージニア会社が直面した様々な問題、困難

を聖書の一節を植民事業に適応し、聖書によってそれらの問題点を解決しようとしたので

ある。聖書に記述されていることと同じ事を行うのがヴァージニア植民者のである。

2　ダン以前のヴァージニア植民擁護の説教

　ダンがヴァージニア植民擁護の説教を行ったもは1622年11月であったが、ダン以前に

もダンと同じ手法を用いてヴァージニア植民擁護の説教を行った説教家達がいた。彼らの

説教を扱うことにより、いかに聖書の適応が当時一般化していたかが理解できる。以下ダ

ン以前のヴァージニア植民擁護の説教の手法とテーマに検討を加えたい。ダンが彼らの説

教の手法を踏襲したのか否かは定かでないが、ダンの説教のテーマと同じ手法がこれらの

説教に見出されることは注目に値する。ダン以前の説教でも手法としてはヴァージニア植

民への聖書の適応による植民擁護である。以下各説教における聖書の適応を考察したい。

　1609年に集中したいずれの説教のなかでもヴァー一ジニア会社のキリスト教的使命がま

ず第一に強調されている。それらの説教の共通のテーマは新大陸における英国プロテスタ

ンティズムの普及、反スペイン、植民地化の合法性、この世の楽園としての豊饒なヴァー

ジニアであるが、W颯1㎜Crashaw、　WiHiam　Sym　onds、　Rob瓠Gray、　George　B　ens　o血、　Daniel

Pdce、　Alexander　Whitaker、　Patdck　Copland等ヴァージニア植民を擁i護する説教家達はすべ

てが会社のヴァージニア植民における宗教的使命をその第一の目的としてあげ、聖書を援

護してヴァージニア植民を支持し、人々に植民活動に加わるよう説得している。

William　Crashaw

　William．　Crashawはカトリックi教詩人Richard　Crashawの父で、ピューリタンである。そ

のビュー一リタンが1609年2月21日ジェームズー世下のヴァージニア植民を擁護する説教

を行った。Crashawが説教に挙げた聖書の一節はrルカ伝」からの「しかし、わたし（イ

エス）はあなたくペテロ）のために、信仰がなくならないように祈った。だから、あなたは

立ち直ったら、兄弟たちを力づけてやりなさい。」〈But　I　have　praied　fbr　thee，　tkaほhy伽th

faile　not：therefbre　wkemhou　art　co血ueれed　stre蔦g出en　thy　bre血e焦）である。　Crashawは説教で

この二節を取り上げ、ヴァージニア植民を最も雄弁に、最も強硬に擁護・推進した。彼の

説教はヴァージニア会社の植民事業を擁護した点においては1622年のJoh血Do㎜eの説教

に匹敵するものであるが、最初にヴァージニア植民の宗教的使命を明確に述べる。

＿止epri血cipal　ends　of　fhereof［i．a　the　V廿g加ia　plantadon］bei血g　the　plantation　of　a　Churoh　of

English　Chdstia血s　there，　alld◎onsequently　the　oonversion　of　the　heathen倉om　the　divel　to　God：
　　くユの
（C3）

更には次のようにも言う。

If　the　planting　of　an　English　Colonie，血agood　a駐d　f㎞it釦皿soi】e，　a血d　of　a皿English　Church±n　a

he舳en　co㎜柱ey，　if　the　conversion　of出e且eathen，　if　the　pmpaga豆ng　of　the　GospelI，　and
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inlaξgjng　of　the　K血gdolne　of　Jesus　C㎞st，　be　no口n伽cements　strong　enough　to　bring　themぬto

tkis　bus血esse，　it　is　pitie　they　b6血at　a1L（G2）

Crashawは、英国植民地の建設、界教徒の改宗、福音の普及、イエス・キリストの王国

の拡大がヴァージニア植民参加への誘因とならなければヴァージニア植民へ参加すること

は遺憾なことだと言い、ヴァージニア植民の宗教的性格を強く訴えている。それでは

Crashawの聖書の適応はどうか。彼は上記．「ルカ伝」の一節を二っに分け、前半は’1℃hhstl　s

mer。y”を後半は゜IPeterls　d贈”を表していると解釈する。つまり前半はキ・リストの僕の魂

へのキリストの愛の宣言であ朕後半はキリストの愛を味わった人の義務、即ち人が「立

ち直った」ときには、人は他人の「立ち直り」に励まなければならないと言っているので

ある。Crashawの解釈はキリストの前面的な受け入れである。「ルカ伝」の一節の前半で

はキリストの慈悲を論じているが、我々はキリストから（1）pulg諭ve（2）restora“ve（3）

preservative、の三つの“physicke“を受ける。最後の”preser7adve画ysioke”により、我々

は恩寵と神の寵愛のなかにいられる。そしてそれはキリストの力強いとりなしから受ける

踵sweet　and◎omfbrtable　Preservぬvesl聾を語っている。ルカの一節は以下の事を言っていると

Crashawは解釈する。ペテロが“great　profbssor°1で雪’protester”であることは認めるが、敵

サタンがいかに強力であるかペテロは知らない。ペテロを瞭ったキリストはペテロへの愛

を止めない。キリストのとりなしにより、ペテロを支え、養い、キリストの選民の「快適

なお手本」とする。Crashawの「ルカ伝」解釈のまとめは以下の通りである。

Thou　t鼓erefbre　in　femembrallce　of　what　I　haue　done　fbr　thee，　whe勲tllou　fbelest　the　sweetnesse　of

this　my　mercy　to　thy　selfb，　teac赴others　by　thy　examples，　and　eudeavour　seriously　the　conve声sion

and　con血mation　of血y　brethre1L（A2　r）

っまりキリストがペテロに対して行ったことを他人にも行えというのである。神の恩寵の

ない状態から恩寵に満ちた状態への改宗はキリスト教徒にとっては最大の「事件」である。

この「改宗1をCrashawはヴァージニア植民者に求める。　Crashawは、最初キリストの慈

悲、次にペテロの義務を説くことによって、聴衆にヴァージニアで同じ事を行うよう訴え

る。キリストはペテロに祈ったようにキリスト教に改宗するすべての人にもキリストは祈

ってくれる。そしてキリストは祈ることにより絶えず我々の側にいるのである。

＿then　doubtlesse　it　camot　but　ministef　strong　oonsoユation　to　a　distressed　soule　and　te㎡fied

conscie沼ce　to　re皿ember　tha訪they　have　a　Savio臆r　more　migh重y血his　meroy，　then廿1e　div重11　ca血be

in　his　nlaHce，　and　mole　willing　to　save　then　the　divill　ca血be　to　destmy（A3）

キリストとサタンとの対立はビュー一リタンの大きな特徴であるが、Crashawはサタンを排

し、キリストへの全面的な依存を力説することを忘れない。救世主の愛情と摂理はいつも

「あわれな人」を救助にくる。以上のような解釈はヴァージニア植民者にとっては揺るぎ

のない自信と勇気を与えることになる。なぜならヴァージニア植民者は神の言葉を伝えに

行くのであり、心の改宗を終えており、しかもキリストが絶えず味方として背後にいるか　．
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らである。キリストを味方にすればヴァージニア植民が失敗することはありえない。

　And　to　make　application：It　may　yeeled　us　nluch　sahsfaction　who　are　ingaged　in　this　p爬sent

action　［the　Virginia　Plantation］，　to　consider　tka‡tbou塞h　satan　seeke　to　make　us　dessist，　and

beoause　he　ca㎜ot，　therefbre　will　hurt　us，　by　all　his　pgweL，．ッet　we　h謎ue　Chdst　Iesus　o血our　sidc，

whose　khlgdome輪are　to　inlarge：whose豆ove　to　his　c磁drell　is　such，　that　even　then　whe血satan

s茄ts出em　most　narrowly，11e　with　his　praises　is　most藍eere　them　fbr　their　assistanoe：And

tllerefbre　we　doubt　not，　but出就seeing　satan　is　now　so　busie　to　sift　us　by　all　discouragements，

and　by　slanders，　false　reports，　b　ackwardnesse　of　some，　b　ase血esse　of　others，　by　raえsing　obieotiolls

and　deuising　doubts，　endeavours　to　dant　us，　and　so　to　betmy血e　businesse　that　God］㎞selfb　hath

put　i飢o　our　b，ands：（A4）

この引用文での”applica伽血”に注意したい。　Crashawは「ルカ伝」をヴァージニア植民に

適応しているのである。「ルカ伝」においてペテロへのキリストの祈りがあったように、

ヴァージニア植民においてもサタンがいかに植民を妨害しようともキリストの祈りがあ

る。しかし真の適応は「ルカ伝」のヴァージニア植民への適応である。だから「ルカ伝」

のキリストとペテロの関係及び祈りの対応がヴァージニア植民に見出されなければならな

い。それを示唆する文章は以下の文章である。

＿ILold　evely　man　bo㎜d　to　assist，　e紬er　with　his　Co観吻螂6，　Powθろand加伽吻（as　doe　o肛

gracious　Soueraigpe　and　noble　P由ce）＿（D）

これを見るとキリスト→ペテロがジェームズー世→ヴァージニア植民者となることがわか

る。「援助」「力」「権威」はキリスト教徒がr立ち直った」結果として身に付くものであ

るが、それらは又、ジェームズー世がヴァージニア植民者に与えることのできるものでも

ある。このように考えると「ルカ伝」でのキリストとペテロの関係が対型としてジェーム

ズ～世とヴァージニア植民者に見出されていることが理解できる。Cmshawはこのように

「ルカ伝」をヴァージ垣ア植民に適応するが、彼はこれ以上にも聖書の他の箇所にヴァー

ジニア植民と似た事態を探そうとする。例えば、ヴァージニア植民を躊躇させていたこと

の一つに植民事業が合法的か否かの問題があった。これに対してCrashawは、キリスト教

徒は異教徒には何も不正は働かないと言って、「創世記」23章のアブラハムの妻サラの死

に際しての異境の地における埋葬を取り上げ、アブラハムの異境の土地における紳士然と

した行動を引き合いに出す。あるいはヴァージニア植民は原住民のインディアンから言わ

せれば彼らの土地への侵入であるが、ヴァージニア入植は彼らの土地を奪うためではなく、

彼らに霊的なものを与えるためであると言って、「コリントの信徒への手紙一9章11節を

援用する。また、ヴァージニアへの航海に際しての海の波や雨については「エレミア」や

「詩編」を引用し、海も風もサタンの手にあるのではなく、すべて主の意のままであるか

ら、何ら恐れることはないと言う。ヴァージニア植民者が最も懸念した植民者の数の少な

さについては、多くの偉業はすべて少ない数から始まったと言い、エジプトにおけるイス

ラエル人の数の少なさを「申命記」や「出エジプト記」から引用する。あるいはダビデの
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王国は400人から始まったと言って、「サミュエル記」を引用する。Crashawは、ヴァ

ージニア植民を聖書から援護した後で次のように「旧約」イスラエル人をヴァージニア植

民者に適応する。

NGw　how　fltly　this　st面e　reselnbles　the　prese赴t　businesse［t五e　Virg孟nia　Plantation］we　have　in

hand，11eave　it　to　others　to　m翻ke　apP1重ca廿on　of血e　parεiculars．　I　onely　say血Hs　muoh：　　　　　　　　　　、

The　Israelites　had　a　oo脚灘碑∂診〃7ε纏f沁m　God　to　dwell　in　Coηηoヵ，　we　have　1αη2　to　dwell　h

乃ア8ゴ海α：they　wereω吻海α加勉4ガo認1廿1e　llea血en，　we　areノわrろゴ∂漉η’o海ZZ魚em，　b砿are

。。㎜㎝ded　to　oo吻them：th可were溜脚people，　o聞e　o珈燃：血eyαアη840皿s

〃α舵ゴ：they　had　wα」18みowκ8，0urs　haue　scarce乃oπθ15　to　couer　them：dlat　la狂d　flowed　with瑚疏e

飢勲o鵬our　abo皿ds　wi血as　goo407塘≠87：血ey　sent　men　to　search伽ガ，　so　we　do　search

玄海5：＿〈F3）

ここでCfashawは「旧約1のイスラエル人をヴァージニア植民者に適応し、両者に対応関

係を見出している。これはタイポロジー的に言えば、「旧約」のイスラエル人がジェーム

ズー世時代のヴァージニア植民者の予型となっている。『このようにCrashawは最初「ルカ

伝」をヴァージニア植民に適応したが、更にヴァージニア植民が直面した様々な問題を解

決する方法として他の聖書をも利用していることが理解できる。しかしCrashawのヴァー

ジニア植民者励行の根幹を成すのは「旧約」のイスラエル人の歴史であって、その歴史を

反復しているのがヴァージニア植民者であるという認識であった。

William　Symonds

　Symondsは1609年4月25日White　Chapelで多くの名士、冒険者、植民者の前に説教を

行った。それは現に入植しまた入植予定の人達のためにそしてキリスト教の目的促進のた

めに出版された説教である。Symondsが説教のために選んだ聖書からの一節は以下の「創

世記」12章1－3節である。

主はアブラムに言われた。「あなたは生まれ故郷父の家を離れてわたしの示す地に行きな

さい。わたしはあなたを大いなる国民にしあなたを祝福し、あなたの名をたかめる。祝福

の源となるように。あなたを祝福する人をわたしは祝福し、あなたを呪う者をわたしは呪

う。地上の氏族はすべてあなたによって祝福に入る。」（For　fhe　Lord　had　said　unto　Abram，

Get　thee　out　of　thy　Cαmtr夢y，　and丘om　thy　kindred，　Imd倉om　thy　fねthers　house，　unto　tlle　land　t血at

Iwill　shew　thee．　And　I　will　make　of　thee　a　great　nation，　and　wiH　blesse　thee，　and　make　thy　name

great，　and　thou　shaltもe　a　blessi血g．　I　will　blesse　them　also　that　blesse廿Lee，　and　curse　them　that

curse　thee，　and　in　tbee　shall　a皿dle　fa㎜ilies　of　the　earI血be　blessed．）

Symondsはこの一節をヴァージニア植民者に適応する。神に召されて故国を離れた

Abmhamと同様，ヴァージニア植民者はイギリスを離れ，ヴァージニアへ向かう。主が

Abmhamに「大いなる国民」「祝福」「大いなる名前」を約束したように、ヴァージニア植

民者も「大いなる国民」「祝福」「大いなる名前」を神から約束される。イギリス人はキ

リストを聞いたことのない民族に福音を携えていくように神が召される。
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Neither　can　there　be　any　doubt，　b耐that　the　Lord　that　called．4ろrα肋躍h面another　countrey，

doeth　also　by　tbe　same　hand，　oall　you［the　pL磁ters］to　goe　a韮d　caπy　the　Gospe皿to　a　Nation

　　　　　　　　　　　くユ　　
that　never　heard　of　Chdst　，　（P．9）　　　　　　　　　－

　　　　　　　　kハ、λ

そして神に召されることは地を満たすことでもある。ヴァージニア植民者もヴァージニア

をキリスト教信者で満たし、神の御業を知らしめ、神の知識を広めることがその使命とな

る。すでに原住民が住むヴァージニアの植民化は言うなれば神からの召命であり、かつま

た、聖書以外の過去の歴史を見ても何ら問題はない。　　　　　　　　　　　　・

Is　o血ely　now　the　ancient　planthig　of　Colonies，　so　highly　prais£d　a血o血g　the　Romans，　and　all　other

llations，　so　v丑e　a血d　odions　amollg　us，　that　what　is，　and　hafh　bene　ve血e　in　al正others，　must　be

sinne　in　us？（P．15）

そして主の命令に従いAbrahamはパレスチナを目指したが、ヴァージニアは「カナンの

地」にも匹敵する豊饒の地である。

The　la血d［V㎏inia］，　by　the　consta磁report　of　alhhat｝1aue　seelle　it，　is　a　g60d　la血a，　wi亡h　the

£mit舳】nesse　whereo£and　pleasure　of　the　Climate，　the　plenhe　of　Fish　a血d　Fowie，　England，　our

mistresse，　oamot　compare，　no　Ilot　wh弓n　she　is　hl　her　greεtest　pゴde，　It　is　s証d　of　Cana｛m，　that

乃僻oゐ50wθ4加z加’ぬ鷹α厩力襯4加伽5醐6ア68ア8，碑加κ6かθ⑳雇ろアθ5伽σがo泓［Genesis：

26：12］　and　the　next　addeth，1歪〃480劾θ五〇1r4ろ1θ5、∫ε4乃力％．（P．24）

ヴァージニアはカナンであり、カナンが主の祝福を受けたようにヴァージニアも主の祝福

を受けることになる。ヴァージニア植民者はAbrah鋤と同じことをしているわけで、こ

の事業が決して失敗することはない。Symondsは次のように言う。

Now　what恥e　Lord　promised　to．4ろr融瑚，　was　31so　promised　to　al　those　that　are　of　the　same

fa藍fh　and　obedience　wi血11h血，　Then　this　blessing，　of　be主ng　a　blessj血9，　belonge血vn［to］　those

wllich　at　Gods　commandement　doe　Gθ∫功8〃20躍げ疏θかCo翅⑳．（p，34）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
ヴァージニア植民者の原型はAbrahamである。主のAbr8h孤nへの約束はAbrahamと同じ一

信仰、服従を持っ人々にも約束される、と言う。そしてたとえヴァージニア植民に敵が現

れても、主は彼らを呪うのである。Abrahamの信仰と服従があれば神が敵に呪いをもたら

してくれる。だからいかなる点から見てもAbrahamの出薗は必ずや成功し、また、　Abraham

も出ていかざるをえない。なぜならAb紬amには主の保証があるからである。

…14扉励伽must　get　him　out　of　his　Co皿舞e：that　he　nlay　beg蓋且・血at，　which　God，　by　him　a血d　his

seed，　will　accomplish　in　due　time：namely　that　all　mti㎝s　m　ay　embrace　the　gospel　of　Christ　vnto

their　s瓠u就ion．（P．47）
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このようにSymondsは「創世記」をヴァージニア植民に適応し、　Abrahamが神から行う

よう命令されたと同じ事をヴァージニア植民者は行っているのだと言う。Abraham　が神

に従い、その子孫が神の定めた土地に定住したように、ヴァージニア植民者もいわば神か

らの召命によってヴァージニアへ行くのである。Abrah㎜が受けたと同じ神からの祝福を

ヴァージニア植民者は受けることになる。1609年はヴァージニア会社にとって極めて危

機的な年であった。ヴァージニア植民が順調に行かず、ヴァージニアからも吉報が届かな

い中で、一般の人々のヴァージニア植民への興味・関心は薄らぎっつあった。ヴァージニ

ア会社は人々の眼を再度ヴァージニア植民に向けるため説教家にヴァージニア植民を「宣

伝」するような説教を依頼した。その最初がSymondsであったが、　Symondsは会社の意

向を十分に汲み、会社側を歓喜させる説教を行うことになった。それは聖書の一部のヴァ

ージニア植民への適応である。予型論的に言えば、予型としての「旧約」の対型がヴァー

ジニア植民ということになる。とにかく聖書をヴァージニア植民に適応することにより、

ヴァージニア植民の神聖性及び正当性を主張するのである。ヴァージニア植民の先例を聖

書の中に見出すことにより、人々にヴァージニア植民に対する勇気と希望を与えたのであ

る。ヴァージニア植民は神からのお墨付きをもらったことになる。Abraham→ヴァージニ

ア植民者、カナン→ヴァージニア、という対応がここでなされ、r旧約」の予型がヴァ

ージニア植民の予表となっている。

Robert（i動ay

　Symσndsの説教から3日後1609年4月28日、ケンブリッジ大学の学者でもあった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
Rob甑（hayが孟（｝oo4⑫ε記∫o”アg枷αと題する説教を行った。彼が選んだ聖書はイスラ

エル人のカナンの地侵入及びそこでの定住までの事情を記した「ヨシュア記」の17章14

節一ユ8節である。その全文は以下の通りである。

「ヨセブの子らがヨシュアに、「あなたはなぜ、ただ一っのくじによる嗣業の土地、一つ

の割り当てしかくださらないのですか。わたしの民は、主に祝福されて、これほど数多く

なりました」というとヨシュアは答えた。「あなたの民の数が多くて、エフライム山地が

手狭なら、森林地帯に入って行き、ペリリ人やレファイム人の地域を開拓するがよい。ヨ

セブの子らが、「山地だけでは足りません。しかし平地に住むカナン人は、ベト・シェア

ンとその周辺村落の住民にもイズレイル平野の住民も皆、鉄の戦車を持っています」とい

うと、ヨシ4アはヨセブの家、すなわちエフライムとマナセに答えた。「確かにあなたは

数も多く、カも強い民となった。あなたの割り当ては、ただ一っのくじに限られてはなら

ない。山地は森林だが、開拓してことごとく自分のものにするがよい。カナン人は鉄の戦

車を持っていて、強いかもしれないが、きっと追い出すことができよう。」（Then血e

Children　of　Ioseph　spake　v血to　Ioshua，　saying，　why　hast　thou　giuen　me　but　olle　lot，　and　one

P。而・nt。　inhehte，　see血g　I　am　a　great　people？loshua　then㎝swered，量紬。u　beest　muψpeople，

get血ee　vp　to　the　wood，｛md　c耐trees　fbr　thy　selfb　in　the　lεmd　of　the　Perizzites，＆of　the　Giants，

if　mcunt　Ephraim　be　to　o　n㎝row丑》r　thee．　The憤he　children　of　Ioseph曲d，　the　Montaine　will　not

be血oτ壌h　fbr　vs，　and　all　the　Ca血aa血ites　t薮at　dwell　in　the　low　coun廿ey，　haue　Chaτets　of　Iron　as

慧欝謙鵯議’島盤鵠慧鎗：濃盆謝盤1翻1
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Last　great　power，　and　shalt　not　ha鵬one　lot　There負）re　the　Mountahl　shal　be　th士ne，　fbr　it　is　a

wood，　and　tho皿shalt　cut　it　downe，　and　the　endes　of　it　shall　be　thhle，＆thou　shalt　cast　out　the

Cahaanites血ogh　they　haue　Iron　Ch｛ぽets，　and　though　they　be　strong．）

　これはヨシュアによる他国の土地占領の許可である。G卿によればヴァージニアは野

獣と理性をわぎまえない生き物、獣のような野蛮人により奪われている。だから一刻も早

くその土地を文明人の手に奪い返さねばならない。なぜなら彼らを教化することが植民の

目的の一つであるからである。人間イギリス人の非人間インディアンへの有無を言わせぬ

隷属強要がGrayの説教の根底をなしている。「ヨシュア記」の一節は人口増加による他国

の征服であるが、Grayはこれをヴァージニア植民下のイギリスに適応する。「ヨシュア記」

と同じ状況がイギリスにあったというわけである。17世紀に入りイギリスの人口は急増

し、その対策のひとっとしてあげられたのがヴァージニアへのイギリス人の移動である。

特に浮浪者や犯罪者はその対象であったが、イギリスの急増した人口をいかに減らすかは

政府を悩ました大きな社会問題であった。そしてGrayはヨセフとヨシュアをヴァージニ

ア植民に適応する。

＿but　so　asmuch　as　euely　example　apProued血the　scripture，　is　a　precept，　and　thought　good　to

hahdle重his　co㎡brellce　betweene　the　tdbe　of　Ioseph　a　family　ih　the　Israel　of　God，　a血d　Ioshua　a

’f纐廿血1and　godly　Prince　ouer　the　whole　c◎mmonwealth　of　Gods　Israel：which　to　nエy　seeming，　is

much　like　that　plot　whic血we　haue血ow　hL　hnad　fbr　V韮tgillia；［Robert　Gray：孟σoo4勘θθ4’o

砺gノ脚ed．　Wesley　F．　Crave血（New　Yofk，1937），p．　B2　r］　　　　　　　　　　　　　　　　、

ここではっきりと（漁yはヨセブとヨシュアの関係をヴァージニア植民に適応すると言っ

ている。でなGmyはどのように「ヨシュア記」を適応しているか。

＿fbr　here　the　poople　of　Ephra血and　of重he　halfb　tribe　of　Manasses，茸re　a　great　people，　and　so　are

we．　and　by　reason　of　the　m“ltitude　of　their　people，　the　la11山s　too　narrow　fbr　them：3nd　so　stands

out　case，　whereupo虹they　repaire　to　Ioshua　to　ha鵬his　warrant　and　direction　to　inlarge　the廿

borders，　and　so　haue　ma血y　of　our　Noble　me血of　honorable　m加ds，　worthy　knights，血ch　maroha耐s，

and　diuerse　other　of　the　best　dispos藍tion，　solicited　Iosh照，　and　mightie　Momrch，　that　most

religious㎝d　renowned　King　Iames，　that　by　his　Male面es　le訂ve，　they　might期ndertake　tbe

pIantation　of　V㎏iniεL　Lastly，　as　Ioshua　not　onely　gi腿es　Ieave，　but　also　a　blessing　to廿1e　children

of　Ioseph　in　重血eh・entelpdses，　so　hath　our　gracious　Souraigne　granted　his　free　Charter　to　o斑

people，長）r　the　undertaking－of　theh　i血te蹟ded　entelprise　and　aduenture，　so　that丘o血重his　example，

there　is　both　su缶cient　warrant　fbr　o聾r　K血g　to　grau血t　his　chalter　fbr重he　plantatio血of　V㎏inia，

and　suf且cie斌warra煎also　fbr　our　peop董e　to　undertake　the　s　a皿e．（B2　r－B3＞

この引用文は、Grayの聖書のヴァージニア植民への適応を最も明らかに示している・そ

の適応を「ヨシュア記」を予型、ヴァージニア植民を対型とすると以下のようになる。予

型：①偉大な民であるヨセブの子供のエフライムとマナセ②人口増加によるエフライム

とマナセの土地の狭さ③エフラムとマナセが領土拡大のためにヨシュアに保証と支持を仰
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ぎに行った④ヨシュアがエフライムとマナセに許可と祝福を与えた⑤ヨセフの子供が征服

するペリリ人、レファイム人、カナン人の土地。これらに対する対型：①イギリス国民

②イギリスの人口増加による国土の狭さ③ヴァージニア植民者が領土拡張のためにジェー

ムズー世に植民を行う許可を求めた④ジェームズー世がヴァージニア植民の許可書を与え

た⑤ヴァージニア植民が入植するインディアンの土地。以上の対応関係から明らかなよう

に、Grayは、「ヨシュア記」をヴァージニア植民に適応し、エフライムとマナセ→イギリ

ス国民、彼らの土地拡大→イギリスの領土拡大、ヨシュア→ジェームズー世、ペリリ人等

の士地→インディアンの土地、との対応に問題の解決を探している。「ヨシュア記」の記

述はジェームズー世下のヴァージニア植民を取り巻く事情と酷似していた。そのために．

Grayは「ヨシュア記」の一節をヴァージニア植民に適応し、ヴァージニア植民者に彼ら

の植民政策の正当性を力説するのである。すでに神の書である聖書にも類似した事例があ

るから、ヴァージニア植民に何ら問題はないという主張である。Grayの適応は典型的な

タイポロジーの利用で、「旧約」の対型を∫新約」にではなく、ジェームズー世の時代に

求めており、これはダンが利用した手法と同じである。ヨセブの子供たちが行った領土拡

張はヨシュアからの祝福を受けたいわば神からの認可行動である。それと同様ヴァージニ

ア植民も「神1たるジェームズー世から認可を受けている。それゆえGrayにとってヴァ

ージニア植民を実行に移さない理由は見当たらない。ヴァージニア植民への抵抗は「神、

王、教会、国家」への抵抗となるとさえ言う。

Let　none　therefbre　fhld　delates，　or　fl血e　excuses　to　withh．old　them丘om　this　inlpolyment　fbr

Virginia，　seeing　eueエy　opposition　agains重it　is　an　opposition　against　God，　the　Killg，亡he　Church，

and霊he　Commonwealth．（D2）

ヴァージニア植民はいかなる点から見ても誰もが参加せざるをえない植民である。その最

大の根拠は聖書である。Gmyは「ヨシュア記」のヴァージニア植民への適応によってヴ

ァージニア植民の正当性を強く訴えている。

Daniel　Pdce

　1609年5月28日ジェームズー世の息子ヘンリー王子の司祭であるPdceはヴァージニ

ア植民の批判者を強く非難し、ヴァージニア植民を称賛する説教3認5P70励ゴ吻刃8吻407

窃θ1勉ρ7θ98η5ゴoηoη4」砒α彫初σ加〃σ5魏β．珈4伽・酌疏伽8班げ〃伽ゆ875β6彿8α廓り〃励
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラα脚ア0瞬げ伽5ε伽漉忽〃08伽1ヲ伽〃7ρ旋P伽孟魏0ηげ乃㎎枷αを行った。彼が選んだ

聖書の一節は「使徒行伝」9章4節の「サウル、サウル、なぜわたしを迫害するのか」（Saul，

Sau1，　why　persecutest　tkou　me？）である。キリストの迫害者サウロの突然の回心を記したこ

の一節はキリスト教を広めるにあたり大きな影響を与えた一節であるが、Pdceはこれに

ついての説教を通してヴァージニア植民を支援する。我々がこの一節から考えるのはキリ

ストとサウルの関係がヴァージニア植民にいかに適応されるかである。キリストを迫害し

てきたサウロが突然キリスト教徒に改宗するこの一節はヴァージニア植民といかなる関係

にあるのか。Phceは最初「サウル、サウル、なぜわたしを迫害するのか」を詳細に解釈

するが、サウロの回心について以下のように言う。

一100－　　　　　　　　　　、



．．．it　was　the　lleauist　fa皿，　and　yet　the　happiest　fall　that　euer　ally　had；it　was　llis　fall　and　his　rising，

雌s釦血erall　and　his　res㎜・ection，　his　b面aH　and　hi曲漁，　kis　killing　and　quic㎞i血g．（B3）

サウロがダマスカスに行く途中で落馬して、それがサウロの回心に至ったのである。サウ

ロの落馬は文字通り落下であったが、そのおかげでキリスト教に改宗したことを考えれば

その落馬は「最も幸福な落馬」であった。サウロの落馬はパラドキシカルな意味を持って

いる落馬である。彼は落馬によって再生したのであり、いわば死から生き返ったのである。

キリストは追害するサウロに対しては何も激しい感情を示しはしない。キリストのやさし

い、穏和な神々しいサウロへの問はいかにキリストが怒りからほど遠いかを示している。

キリストは迫害にあってもなお迫害者に慈悲を表している。サウロの迫害に対するキリス

トの愛の表明がこの一節の大きな特徴となっている。キリストの愛は迫害者を回心へと導

くのである。サウロは名を変えてパウロとなり、熱意から穏健に変わった。このようにP廊e

は、「使徒行伝」を解釈する。サウロはキリスト迫害者からキリストの福音を広める人と

なった。「使徒行伝」をヴァージニア植民批判者に適応すると、彼らは植民を批判できな

くなってくる。キリストの迫害者サウロがキリスト教に改宗したように、ヴァージニア植

民批判者も植民賛同者にならざるをえない。ヴァージニア植民をめぐる事態がサウロのキ

リストへの迫害と接点を持っに至る。それをPriceは聴衆に訴えるのである。「使徒行伝」

はサウロがキリストの不思議さに心を奪われ、キリスト教の最も行動的な使徒となる様子

を記述しているが、それをヴァージニア植民に適応し、ヴァージニア植民批判者を賛同者

に変えさえ、植民そのものを支持するのである。これまで我々が見てきたタイポロジーで

はキリスト→ヴァージニア植民者、サウロ→植民批判者、となる。Phceはヴァージニア

植民に反対する人は迫害者であると言って、次のように言う。

　丘there　bee　any　that　haue　opposed　ally　action　jntellded　to　the　glo】ワof　God，　and　s読ui血g　of

soules｛m．d　haue　stayed　the　h．appyμoceedi血g　ill　any　s覗ch　motion；let　h、im㎞ow，　that　he　is　a

persecuter，　and　an　aduersary◎f　C㎞st（Flr－F2）

ヴァージニア植民は神の栄光をインディアンに広め、魂の救済を目的とする宗教的使命を

帯びた植民であるから、それを阻止する者はキリストを迫害したサウロと同’じである。し

かしサウロがキリスト迫害者からキリスト教徒の回心したように、ヴァージニア植民批判

者も植民賛同者に回心することが期待できる。植民に加わる人は言葉では言い表せない祝

福を受ける、なぜならば多くを義へと変える人は永久に星ように輝くからである、と「ダ

ニエル書」をも援用し、植民者に対して神の御加護があることを力説する。全体としてPdce

はそれほど多くのページを説教で割いてはいない。しかし、これまでの説教と同様カナン

としてのヴァージニア、土地の豊饒を称賛することを忘れはしない。これまでの説教が行

った聖書のヴァージニア植民への適応はPhceにおいてはそれほど目立ちはしない。その

意味においては幾分説得力を欠くが、Priceは「使徒行伝」の劇的なサウロの回心を説教

のテーマとすることにより、ヴァージニア植民を批判する者がサウロのごとき人物になる

ことを訴え、植民の擁護を熱っぽく説いている。
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Alexa血der　Whitaker

WhitakerはCrashawと同じくピューリタンである。厳密に言えばWhitakerのGoo41％wε5
　　　　　　　くユらラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

戸伽　1η7g擁oは説教ではない。インディアンへの使徒してヴァージニアへ行った説教家

Wbtakerがカトリック教徒や舞台俳優によるヴァージニア植民への批判・中傷から植民を

擁護すべく書いたのがGOO41％W85，佛乃移初αで、彼はそれをロンドンのヴァージニア

会社の理事会と会社関係者に1613年に送った。説教家の書いたヴァージニア植民擁護文

書であり、実際の聴衆の前での説教とは異なるが、これまでの説教とその手法・内容は同

様あるので、それを検討したい。

　W】htakerは、　Goo41絶w85戸o〃2巧匁脚の中でインディアンへの好意的な見方を示し、

神への信仰を欠く食欲な入植者を批判するが、彼が選んだ説教は「伝道の書」11章1節

の「あなたのパンを水の上に投げよ。多くの日の後、あなたはそれを得るからである。」

（Cast七hy　bread　upo血the　waters：fbr餓er　many　da藍es　thou　shaMhlde　iのである。「伝道の書」

は全体としては懐疑厭世的な調子で語られるが、Il章1節では著者は慈善の奨励を勧め

ている。Whitakerは本説教で彼がヴァージニアで目撃した金銭的に貧欲な入植者を批判す

るが、Wbitakerによればロンドンの「冒険商人たちは、暴利、強要、虐待に自らを売り渡

した哀れな食欲な人達」で、ヴァージニアへ送られた人は「人殺し、泥棒、姦夫、仕事の
　　くユの
ない者」（P，11）で、これはヴァージニア植民参加者がいかに宗教に無縁な人達から構成

されていたかを示し、彼らの植民参加の目的は即座の「利益」であったことを明白に物語

っている。11章1節のWLitakerの解釈の要約は以下の通りである：たとえ相手があなた

の善行に報いることができなくとも、助けを必要としているすべての人に物惜しみせず施

しをせよ。敵を非難するな。敵の悪業を寛容な心で克服せよ。あなたの善行から即座には

多くの報いを期待はできないが、神はあなたの慈善を見ており、神の定めた時に現世にお

いてもあなたに報いることを確信せよ。来世においては神は祝福された不死の栄光ある冠
　　　　　　　　　　　　　　　くユアラ
をあなたのために取っておいてある。これはヴァージニアにおけるインディアンを念頭

においての解釈であり、ピューリタンWhitakerの神の国建設の並々ならぬ異教徒への熱

意の表れである。植民者の徒労とも思われる行為にもいずれは神からの確かな報いがある

と訴えるWhitakerの説教はすでに見たダンの説教を思い起こさせる。現世的な物質的な

報いを期待してはいけない、ただ辛抱強く信仰によって神に仕えるしかないとWhitaker

は言う。Wkitakerはヴァージニア植民が崩壊の危機にあっても神は決して見放しはしなか

った。現にバミューダ島に漂流した人達がヴァージニア植民援助のために再度ヴァージニ

アへ駆けっけてくれた。これが神の摂理以外のなんであろうか、とWhitakerは激しい口

調でヴァージニア植民の背後で人々を援助してくれる神を力説する。ヴァージニア植民は

神の導きによって行われているとWhitakerは言う。

＿the　f三nger　of　God　hath　boen　tbe　onely　true　worker　heere；that　God　first　shewed　vs　the　place，

God且rst　called　vs　hither，　and　llere　God　by　his　speciaμprouidence　hath　m　a血tained　vs・Wherefbre・

by　him　let　vs　be　ellcouraged　to　lay　our　helping　b．allds　to　t11卑s　good　work（yea　Gods　work）with　a11

血estre叫gth　of　our　abilide，（P．23）
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Whitakerのヴァージニアにおける使命は神の国建設で、そのためには真の神を知らないイ

ンディアンを悪魔から引きはなさねばならない。インディアンは言われているように白人

への憎悪に包まれている無知蒙昧な人達ではなく、彼らは偉大な良き神がいることを知っ

ているが理性が盲目のためその神を知らず、悪魔に仕えているのだと言う。インディアン

についてWh蜘kerは次のように言う。

let　vs　not血hik　that　these　men［lndians］are　so　s血1ple　as　sαne弛aue　supposed　them：fbr血ey　are

of　bodie豆ustie，　strong，　and　ve】ry　nimble：they　are　a　veτy　vhd瓠sta雄d±ng　generatio血，　quicke　of

apPrehension，　suddaine溢their　dispatches，　sub廿le　hl　thek　de紐1㎞gs，　exquisite　in　the士r血uentions，

and　industrious　in　their　labouエ　（P．25＞

白人に匹敵するほどの能力を持つインディアンをキリスト教徒に改宗させ、ヴァージニア

に神の国を建i設することがWkitakerのヴァージニアにおける最大の任務となる。

Awake　you　1ごue　hearted　English磁en，　you　seruants　of　Iesus　C㎞st，　remember　tka重the　Plantation

is　Gods，　whose　Kingdome　you　now　plant，＆good　of　your　Countrey，　whose　wealth　you　seeke，　so

farre　preuaile　with　you，　tkat　you　respec重not　a　present　re加me　of　gaille　fbr血is　yeare　or　two：but

that　you　would　more　liberally　supplie　fbr　a　lit重1e　space，面s　your　C㎞stian　worke，　which　you　so

charltably　bega血．（P．33）　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

ここにWhitakerのGoo41％w85加〃7防rg枷oの要約が簡潔に述べられていると言ってもよ

い。神の国の建設、早急な利益の還元を求めないこと、物惜しみのない供給、これらは、

又、「伝道の書』ll章1節に書かれていることでもあるゲWhitakerは幾度も慈善の必要性

を強調し、それにはいつかは必ず報いられる日が来ることを確約する。Whitakerは、神は

アブラハムにはカナンの土地、ソロモンには智恵と富、キリストには永遠の生命を約束し

た。”great　m磁ers”を約束した神が“lesser　m韻ers唖’を約束しないことがあろうかWhitaker

はのべ、ヴァージニア植民の成功は疑いべくもないことを強く訴える。

　Whit3kerは「伝道の書」Il章1節を明確にヴァージニア植民に適応はしない。しかし、

その一節の解釈を通してヴァージニア植民を考慮しており、これは聖書の適応と言っても

よい。「水の上にパンを投げよ。多くの日の後、あなたはそれを得るからである。」「伝道

の書」の著者が彼の弟子達に言ったこの言葉では、タイポロジー的には弟子達はヴァージ

ニア入植者で、パンは入植活動に対応する。「伝道の書」が予型としてヴァージニア植民

がその対型となっている。後半の文章は、入植者の無償の行為はいずれは神からの報いに

よって祝福されることを意味している。Whitakerは既に述べたようにピューリタンの説教

家であり、彼はヴァージニアにおける神の国建設への強い熱意を注いでいる。その熱意の

点においては同じピューリタンのCrashawに少しも遜色ない。興味のある点はヴァージニ

ア植民を擁護したのはアングリカンの説教家だけではなかったということである。更に興

味深いのはアングリカンの説教家もピューリタンの説教家も述べている事に大差はないと

いうことである。ヴァージニアにおける宗教的使命の履行を植民の最大の目的として掲げ、

植民の商業的性格を最小限にし、ひたすらインディアンの改宗に専念する、これがすべて
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の説教家の共通テーマでありた。その意味でWhitakerは格別新しいことを述べているわ

けではない。ただ、アングリカンの説教家と異なるところは何か言えば、それは伝道精神

に燃えた激しい熱情ということになろう。Whitakerの（和041距wβ∫〃01％レ伽g伽oは説教で

はない。しかし、ヴァージニアから故国ロンドンに書き送ったこの「便り」は説教と同じ

手法、テーマが見られ、その意味ではヴァージニア植民擁護の説教同様貴重な資料となっ

ている。

Pa㎞ck　Copland

W姐takerのσoo4薦肥8戸o溺防㎎加αから9年後、1622年4月18日、　Coplandはヴァー

ジニア会社関係者の前で彼らを喜ばせる説教を行った。それは、防7g枷誌Go4ろθ筋α鴻畷

o1オぶε襯oηげ7乃朔i溶9餅η£カr伽勘！ρ∫θ翫‘oβ∬θqプ伽吻rθ8ゴ刀陽9功ゴα伽εZσ舘ンεα7θ
くエき　

　という説教であった。この説教でC◎p1撒dが選んだ聖書の一節は以下の「詩編」107章

23－32節である。

　「彼らは、海に船を出し、大海を渡って商う者となった。彼らは深い淵で主の御業を驚く

べき御業を見た。主は仰せによって嵐を起こし、波を高くされたので、彼らは天に上り、

深淵に降り、苦難に魂は溶け、酔った人のようにょうめき、揺らぎ、どのような知恵も呑

み込まれてしまった。苦難の中から主に助けを求めて叫ぶと主は彼らを苦しみから導き出

された。主は嵐に働きかけて沈黙させられたので波はおさま畜た。彼らは波が静まったの

で喜び祝い、望みの港に導かれて行った。主に感謝せよ。主は慈しみ深く、人の子らに驚

くべき御業を成し遂げられる。民の集会で主をあがめよ。長老の集いで主を賛美せよ。」

（They　tbat　goe　dowhe　to　the　Sea㎞Ships，　and　occ叩ie　ill　the　great　waters；Thβy　see　the　workes

of血e　Lord，　and　his　wonders血重11e　deepe：Foe　hee　commandeth，　and　raiseth．　tlle　stαmie　winde，

and　it　listeth　up甑e　wa聰es止ereof　They　mount　up　to伍e　keaven，｛md　descend　to止e　deepe；so

that董heir　soule　me童te癒h　fbr　tmuble：They　are　tossed　too　and丘o，　and　stagger　like　a　d耳mken　man，

㎝d組1舳c㎜血gis　gone．乃en　they　c脚to　t虹e　Lor伽血e廿杜o曲1㈱d　hee　b血ge舳サm

out　of　their　distresse，　He加meth　the　stomle　to　a　calme，　so重hat　the　waues　thereof　are　still．　When

they　are　quieted血ey　are　glad；and　he　bringeth，血eln　to　the　haven　where　they　would　be．　Let　them

there£ore　confbsse　befbre　the　Lord，　his　loving　kindnesse；and　his　wonde㎡田workes　befbre　the

somos　of　men．　And　let血em　exalt　h血in　the　Congregadon　of　the　people，＆prayse　him　in　the

Assembly　of　1血e　Elders．）

この一節は、通商航海時の体験を述べたもので、通商のために外国へ行く者が海上で遭遇

した危険から主によって救われたことへの主への賛美である。これがヴァージニア植民に

適応するといかなる意味を持っかは容易に理解できよう。海は大西洋、通商航海者がヴァ

ニジニア植民者とそれぞれ対応し、ヴァージニア航海者がヴァージニアへの途上でいかな

る嵐に遭おうとも神が必ずや救助してくれる。、ヴァージニア航海者にとっては神の援助が

ある故、ヴァージニアまでの航海が失敗に終わることはない。ヴァージニア植民者への神

．の加護である。これほどヴァージニア植民関係者の懸念を払いのけてくれるものはない。

可詩編」の一節からCOPlandの説教の内容を推し量ることは困難ではない。　Coplandは、

一τ詩編」の一節ほ、脆険」，「救出」「義務」を表していると考える。そしてそれぞれをヴ

アージニア植民に具体的に適応していく。「危険」に関しては1609年のS廿Thomas　Gates
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率いる9隻の船からなるヴァージニアへの遠征隊の悪魔の島と言われたバミューダ島への

漂着がある。あるいは西インド諸島での残忍な敵との遭遇、航海途中での死、ヴァージニ

アでのインディアンによる殺鐵等幾多の危険があった。しかし今は事態は好転し、ヴァー

ジニア植民に関しては何ら危険はない。航海途上での敵や海賊からの襲撃もなく海上にお

ける漂流の危険もない。航海それ自体もいまでは格段の早さで終えることができる。現に

最近では9隻の船が無事帰国したし、800人の入植者も無事ヴァージニアへ到達している。

上陸後にも以前は戦争、飢餓、住居不足等の危険があったが、今はインディアンとの間に

友好関係があり、ヴァージニアでの危険は一掃され、入植者は彼らの仕事に励んでいる。

このようにCoplandは以前のヴァージニア植民と違った状況のなかでいかに植民事業が安

全に行われているかを指摘する。それでは「救出」はどうか。一つは上記のS廿Thomas　Gates

率いる遠征隊のバミューダ島漂流からの脱出である。Gatesはバミューダ杉で船を作り、

翌1619年5月にチェサピーク湾に入り、入植者の救助にあたっている。国外での「救珈

があれば国内の「危険」からの「救出」もある。ヴァージニア植民関係者は多額の資金を

植民に投資したが、その還元が期待できないという危険があった。ヴァージニアが不毛の

土地でるというのは正しくない。現地からの報告でもヴァージニアは”the　most　opulent

p頗sof　Christend◎me”（C）と言及されている。商品価値のある産物がヴァージニアから送

られてきている。豊饒の地ヴァージニアから期待できないものはない。

Haue　you　n。t　now　great　hopes　of　aわu磁ce。f　CGme，　W血e，（触le，　Le㎜ons，舳ges，

Pomegranats，　and　all　maner　of　fh亘tes　pleas…泌t　to　tbe　eye，　and　w灘olesome　fbr　the　belly？And　of

plentie　of　S　ilke，　Silke　Grasse，　Cotton－wool，　Flax，　Hempe＆c．　fbπthe　backe？Are　you血ot　already

possessed　with㎡ch　Mines　of　Copper　a飾d　Yron，　and　aro血ot　your　hopes　great　of　f㎞e　hch．er

Mhlerals？（C－C2）

食料から絹織物、鉱物に至るまで、あらゆるものが手に入るヴァこ一ジニアの現状が記述さ

れているが、そのようなヴァージニアを聞き、誰がヴァージニアを不毛の地と批判し、植

民に手を貸さない者があろうか、とCOPlandは聴衆に植民への参加を呼びかける。

　「詩編」の解釈の「義務」についてはどうか。Cop1磁dは、義務とは神への感謝である

と言う。神は偉大で、神に祈れば神はいかなることをもしてくれる。その神に対して感謝

の気持ちを忘れるな、Coplandは言う。イスラエル人が紅海を渡るや神への祈りや称賛を

終えてしまったように、イギリスもヴァージニア植民の繁栄を見守ってくれた神に対して

忘恩の気持ちを抱いてはならない。我々は神への義務、感謝を忘れてはならないことを

Coplandは強調する。神への感謝とは、とCOP1雛dは言葉を続ける。

For　thanksgiuing　is，　as　it　were，血e　homage　or　rent－chI江ge，　which　wee　are　to　retume　to　God　fbr　all

his　mercies，　especially　fbr　our　ri幽t　to　our　i癌e廊ance血he　aven．（D2＞

神への感謝は賃貸料のようなもので神の慈悲に対して我々が返さなけれならないものであ

る。だからもしそれを神に返さなかったどうなるか。我々は土地を追い出され、他人が我

々に取って代わる。同じように我々が神への感謝を忘れると天国への相続権を失うことに
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なる。神が我々に対して何をしてくれたかを熟慮し、我々は神へ感謝をしなければならな

い。このCoplandの言葉はヴァージニア植民の現状について重要なことを我々に示してい

る。ヴァージニアは：豊饒の地としてあらゆる物資をイギリスに供給しているとCOPlandは

書いたが、彼が言いたいのは入植者が余りにも物質的になったことへの戒めなのである。

入植者の物欲性が目に余る故の言葉であろう。つまりヴァージニア関係者は「利益」にの

み先走ってしまっているのである。COPlandは次のように言う。

Surdy，　s斑ely，　the　shmes　of　o期r　land　are　cτying　sinnes；and　is　it　any　wonder　if　they　doe　awake

the　Iustice　of　God，　and加me血e　mercies　of　Heauen血to　roddes　of　Indi2na廿on？Or　was　it　fbr　the

shme　of　your　owne　society　at　home；because　you　haue　eyther　too　much　a旺bcted　your　gaine？or

too　too　seldome　ca蓋led　vpon　the　name　of　God　jn　pmyer　for　giuing　his　blessing　to　your　pl｛mtat孟ol1？

or　too　fl血．tly　depended　vpon　God　by£aith孤d　patience£or　tb、e　issue？or　too　much血eglected　God

血thankef血esse　fbr　the　successe？（D3）

ヴァージニア植民が成功しつつあるのはすべて神のお陰である。しかし、入植者が考えて

いることはというと専ら利益であり、神への崇拝の怠り、怠惰な暮らし、陰謀計画、植民

統治への反発、異教徒の間での放縦な生活の罪ゆえに神の死のムチが下るのは必至である。

それでも神は人々の罪を大目に見てくれる。それは”the　wonde㎡hl　workes　of　theしLord1’

（D3）である。だから人は神に対して感謝を表すのみならず、神を高めなければならない。

それは具体的には神の教会に繁栄を望むことであり、又、多くの神の人を獲得することで

ある。つまりCOPl　andはヴァージニアにおけるキリスト教の普及とインディアンのキリス

ト教改宗を植民の最大の目的としているのである。この主張はこれまでの説教家達が何度

も繰り返し語っていたことであり、とりわけ新しいことではない。Coplandは他にもヴァ

ージニア植民の目的の一つにイギリス内の急増した人口の解決策としての植民政策をあげ

ているが、彼が最も強調したかったのは「詩編」を題材にして神への感謝の気持ちを今一

度再確認し、神に対する恩を再度思い起こすことによってヴァージニア植民を更に強固な

確固たるものにしていこうという決意と熱意を聴衆に求めているのである。COPlandがこ

の説教を行った翌月5月28日ヴァージニア入植者はインディアンの襲撃を受け、植民は

壊滅的な影響を受けることになるが、COPlandはそれを植民者の神への忘恩に帰したかは

知る由もない。いずれにせよヴァージニア植民は以後幾多の困難を乗り越えていかねばな

らなかったのであるヨ

VIジョン・ダンのタイポロジー

　ダンのヴァージニア植民擁護の説教から我々はダンが聖書の一部をヴァージニア植民に

「適応』し、植民の商業的性格を宗教的次元にまで高めていることを知った。聖書の一部

のヴァージニア植民への適応という手法はダン同様ヴァージニア植民を擁護したすべての

説教家達によって取り入れられた手法である。説教家はそれぞれ異なる聖書の一部をヴァ

ージニア植民に適応し、植民の合法化、宗教性を聴衆に訴える。この聖書の適応は我々に

すぐfタイポロジー」（妙pology）という聖書解釈を思い出させる。これは「旧約」と「新
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約」の相関性、一貫性を認めっっ、r旧約」は「新約」の「予表」であると考える。「旧

約」の記述は、神によってあらかじめ定められたことであり、それが「新約」においてよ

り完全に成就される「型」として解釈する。つまり、「新約」の人物、事件等はすべて「旧

約」に見られるという考えに掌っ聖書解釈である。パウロは、ローマ人の手紙5章ユ4節

においてアダムを「来るべき者（キリスト〉の予型」と解釈している。ヘブル書で言われ

ているように、’°ashadow　of　good　thi臓gs　to　come”（Heb：10：1）としての”type“（予型）が旧

約にあり、その”面typel°（対型）が新約にあると考える。たとえばDavid王がキリスト

の「予表」となり、Isaacの生贅やくじらの腹の中のJonahやライオンの洞穴の中のDaniel

がキリストの生、死、復活の予表となる。タイポロジーは本来は旧約の人物、出来事と新

約の関連性を見出し、旧約に記されていることが新約で成就されていると考える。ブルト

マンの言葉を借りれば、タイポロジーどは「旧約聖書が報告している人物、出来事、ある

いは制度の中に、イエス・キリストの到来によって開始された救済の時が持つそれらに対

応する人物、出来事あるいは制度の「予めの写し」「前もっての叙述」を見出す解釈であ
くユの

る。」つまり旧約聖書のすべては、新約聖書の「予表」もしくは前兆なのである。旧約

のイスラエルは、世界を千年王国へと導くべく運命づけられた国家や国民の予表となるの

である。このような予表論的聖書解釈がいかに実践されてきたかにっいては様々な研究が

あるが、特に16－17世紀にはこの聖書解釈がしばしば使用されていた。ダンはタイポ

ロジー的聖書解釈に熟知していたことは彼の多くの説教、散文、宗教詩が雄弁に物語って

いる。以下にダンのタイポロジー聖書解釈を見、ダンがいかにタイポロジーを扱っている

かを検討し、次にダンがタイポロジーを聖書以外に適応しているかを見ていきたい。私の

本論における意図はダンはタイポロジー的聖書解釈をヴァージニア説教に「適応」したと

いうことである。

　ダンは膨大な説教集の随所で「旧約」と「新約」を縦横無尽に扱い、h所々でタイポロジ

ーに触れて、説教を行っている。「旧約」の一節を論じながら「新約」を援用し、また逆

に噺約」を論じながらr旧約」をも論じている。ダンは聖書解釈についてある説教で次

のように言っている。

　The萱iterall　sense　is　alw興yes　to　be　preserved；but　the　literall　sense　is　not　alwayes　to　be　discemed：

　for　the　literall　se血se　is　not　alwayes　that，　which　the　very　Letter　an．d　Grammer　of　the　place　presents，

　as　where　it　is　litera皿y　said，7乃α’C乃71εこおα防η8，　a血d　htera皿y，7肋ず加5β8読ゴε6紹α4　and

　literaUy，窃諺’加ηθw勿〃∫α」θ御ゴ討乃祝8ε∫鵬茜θ4伽訪梛り乃祝8卿7細加4：But　the　liter磁sense

　of　every　place，　is　the　p】dncipall　intention　of　tbe　Holy　Ghost，　in　that　place：And　his　p㎡ncipall

　hlte血tion血many　places，　is　to　expresse　th血gs　by　allegor重es，　by　figulres；so　that　in　many　places　of

　Scdpture，　a　figurative　sense　is　the　literaI匪se豊se，翔nd　more　in紐1is　book　［Revelation］　止en　hl　any

び

λ・臨（V・Lvr　p62）

ここでダンは聖書の字義通りの解釈を認めつつもアレゴリーや象徴による解釈をも容認

し、「聖書の多くの箇所においては比喩的意味が字義通りの意味である。」とさえ言bて

いる。これはアウグスティヌスが「旧約聖書におさめられているすべて、あるいはほとん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　のどの行動は、文字通りにだけでなく、比喩的にも受取らなければならない。」（『キリス

’　　　　　　　　　　　　　．107．



ト教の教え』から影響を受けた言葉であろう。ダンはある説教でアウグスディヌスの

看Tigura㎡hil　pmbat”を引用し、それを”A且gure，　an　Allegory　proves　nothing°1（Vol．IH．　P．144）

　と英訳している。1舅負gura”の訳語は”且gure”である。とすれば「比喩的」という言葉は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ユラ文字通りf比喩的1の意味ではなく、「予型論」をも含む解釈である。とすれば上記の

ダンの「比喩的意味」（丘guratiVe　senSe）の”丘gura伽e”にもr予型論的」の意味に解釈する

ことが出来る。ダンが使用している“figure”はアウグスティヌスが使っている”塊ura”の

訳語であろう。言いたいことはダンは上記引用の聖書解釈に関して1タイポロジー的な聖

書解釈を自ら認めているのではないかということなのである。また、ダンは1624年自ら

の危篤状態の中で書いた『危篤時における祈り』（Dθvo’∫oη3ゆoη肋8摺θη’060鱈oη5＞でも

聖書解釈について次のように言っている。

My　Go尾my　Go4　Thou　art　a伽β6∫Go4　may　I　not　say，　a　Z2彪7〃6b4　a　Go4　that　wouldest　bee

und（∋fstood　1ゴ’87α憂ソ，　and　acoording　to　the　P云切刀88θ苑ε80f　all　that　thou　saiest？But　thou　art，．．圃hou

art　a弄g獄ロが惚，　a膨θ碗ψoガogll　Go4　too：Aσ04　hl　whose　words　there　is　such　a　heigh亀ofガg鋸7θ5，

such　yo）ノ㎎85，　such、ρ8ア召87加観ゴoη5　to　fbtch　renlote　and　precious〃28’＠乃073，　suchεκ彪ηカoη5，　such

巧ワ7εα戯η95，such　C卸アm初θぶ　of！証1Zεgo7ゴ85，　such　功か4」磁ovθη8　0f」鞭Pθア砺pZθ8，　so　乃αノ〃20所o瀦5

θ1b卿励o刀5，　so　7θ’17ε4　a血d　78587vαノεΨ7θ∬加5，　so　o卿脚η伽9　Pθ邦wα5／oη5，　SO　jρθzswα枷9

0α綿卿伽2θ職such　3ゴηθwθ5　even　hl　lhy痂伽，｛md　such孟伽95　in　thy　wo納，　as　a11μ砂加ηθ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くち　　
、4露酌o掴，seeme　of　tbe　seed　of血e　8勿コε雇，癒hatαθ｛ψε5　’

ここでもダンは”1iterall　God”と”五gura伽e，　metaphoricall　God”の両方を認め、上記の説

教と同様、2種類の聖書解釈について論じている。「字義通りの神」と「比喩的な神」で

ある。上記の゜’aheight　of丘gures韓であるが、この五guresはコンテクストからは「象徴」

であろうが、これまでみたダンの”丘gur♂の使い方を考えると、との語にも「予型」の意

味があろう。っまり、ダンは「予型的聖書解釈論」をも十分意識しているのである。ダン

は、聖職に就任する前の1615年『神学論集』を書いたが、そこでアウグスティヌスの言

葉を借りて、”＿it［Bible］ha血止is　common　with　otker　books，　that　the　woアゐsig面e砺η93；but

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ヨラhatb　lh量s　par恒cular，　that岨thd伽g5　signifie　o伽7砺η8＆”　と言っている。「言葉が物を意

味し、物は他の物を意味する」とは、比喩的な聖書解釈を言っているが、これに予型的解

釈をも含めることは可能であろう。

　ダンはこのように聖書解釈について、字義通りの解釈以外にも比喩的な解釈をも認めて

いる。アウグスティヌスの影響が大きいようであるが、その比喩的解釈にダンは予型論的

聖書解釈をも含めている。ではダンはいかにしてタイポロジーを説教集で扱っているかを

次に詳細に見てみたい。

　ダンのタイポロジーに対する基本的態度は詩篇38章4節の「わたしの不義はわたしの

頭を越え、重荷のように重くて負うことができません。」についての以下の言葉に明確に

述べられている。

　Fhst重hen，　alI　these　things［They（David雪s　iniquities）are　gone　over　my　head　and　they　are　a

heavy　b町den，　too　heavy　fbr　me．］are　1’妙ρ1ηspoken　of　Dαv斌By塑ρ〃6循oη，　of　us；and　by
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ガg〃rθ，of　Christ紐3如7ゴoα廼，　David；溺oz畷ソ，　we；乃1ρゴ‘01か，　C㎞st　is　the　su㎏ect　of　this　text

（Voi．II，　P．97）

　　　　　　　　　　　へ　上記の一節は「文字通り」にはDavidについて、「適応」莚よってすべての人間について、

l　r予型」によってキリストについて語られている、とダンは言う。最後に「予表的にはキ

　リストが本文の主題である」とダンは述べるが、ここでダンはっきりとタイポロジカルな

　聖書解釈に触れ、r旧約」詩篇の「予型1としてのDavidは「新約」のキリストの「対型」

　と対応していることを示している。旧約のDavidはキリストの「予表」として説明されて

　いるわけである。更に、ダンは言葉を続けてDavidの言葉は彼のみにあてはまる言葉では

　なく、我々すべてに言えることを預言的に述べているという。

Though　this　will’ b?@a　good　rule，」＆）r　the　most　part，　in　all　D醐廊confbssions　and　lamentations，

that　though　tha愈be　always　Iiter訟ly伽e　of　himse凪fbr　the　5伽ε，　or　fbr　the　p㎜ishmen重，　whiCh　he

says，　pθ㎎伽α1か1）僻雇did　suf色r，　that　whic虹he　comp1血s　of血血e　P50Z鷹，　in　a　gτeat　measure，

yet、Dαvゴ4　speaksμρρ乃顔oα11y，　as　we1｝as　p8階o槻Z迂y，　and　to　us，　who　exceed　him　in　his　sins，　the

exaltation　of　those　lniseries，　which　we　finde　so　often　in　1雌s　bbok，　are　especially　in重ended；That

which　David　relates　to　have　been　his　own　case，　he　fbrsees　w三nもe　ours　too，　in　a　hi葛her　degree。

（Vo1，II．　P．99）

ダンは「詩篇」のDavidからChristへ、そしてすべての人々へとDavidの一節をタイポロ

ジカルに適応する。ここで重要なことは「予型」としてのD副dと「対型」としてのChrist

の他にダンはさらに人々一般にも「詩篇」を適応しているということである。これについ

ては後述するが、本来は旧約と新約との関係というタイポロジーが一般的に利用され、も

ともとのタイポロジーが異なる形で利用されているのである。ピューリタンは特にタイポ

ロジーを社会的・政治的に利用し、自らの革命の正当化を主張したが、ダンはここでDavid

の一節を同時代の人々にも適応していることに注目したい。

　ダンは同じ詩篇38章3節の「あなたの怒り’によって、わたしの肉には全きところなく、

わたしの罪によってわたしの骨には健やかなところはありません。」についての説教のな

かでも上記と同様のことを言っている。

　　Wkich　words［There　is　no　soundnesse　in　my　flesh，　because　of出ine　anger，　neither　is止ere　any

　rest　in　my　bone臼，　because　of　my　sinne，〕we曲all　first　considef，　as　they　are　our　present　o切㏄重，　as

　they　alre　historicallン，　and　literally　to　be　understb　od　of　Dαvゴ¢And　secondly，血the丘7ε〃o勇oθα，　as

　血ey　look　back　upon　the　firstオ吻η3，　and　so　consemル勧勧ゴω1Zθoがvθ4y，　and　soアo駕andろand

　all　have　our　portio血in出ese　calamities；．A血d曲dly，　we　shaユユconsider　them　in　their」ρ7αワ80’，　in

　the廿f醜ture　rdatio血to血e　5θoo〃〃磁吻，　in（翔5ムん欄jn柚om　also組1　ma㎡《血d　was　collected，

，　and　the　calamities　of　all　men　had　their　Oce｛m　and　the辻confluence，　and　the　oause　of　them，　the

　anger　of　God　was　more　declared，　and　and　the　cause　of　that　anger，　that　is　s士n，　did血016　abound，

　fbr　the　sins　of　all　the　world　were加8，　by　imputation；（Vo1．II．　p　75＞
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ダンはここで詩編の一節の歴史的・文字通りの解釈、DavidとAdam、人類との関係、更

にはDavidの「対型」としてのthe　seco血d　Adam＝Christにまで論を展開している。この

一節を個人的な問題を扱っていると解釈する人もいれば普遍的な問題と見る人もいればま

た予言的にキリストに言及していると考える人もいる。ダンはこのように聖書の解釈にあ

たって、予型としての「旧約」と対型としての噺約」のタイポロジー的解釈を説教のい

たるところで行い、ダンがいかにタイポロジーを熟知していたかが理解できる。ダンは聖

書の予表論的解釈についてアウグスティヌスを引用して次のように言っている。

It　is　true　th就S．4〃g鰐励εsayes，」酵gπm加捌p70みα’，　A　figure，　an　Allegory　proves　no出ing，　yet，

sayes　he，　o惚箆1詑o躍，＆oz襯’，　It　makes　that　w短ch　is　tme　hl　it　selfb，　more　evident　and　more

acceptab玉e．（Voml．　P．144＞

予型やアレゴリーは何も証明しないが、それ自体真なることがより明白になり、受け入

れられるようになる、と言い、ダンは決して象徴的聖書解釈を否定はしない。むしろその

解釈により、聖書の記述がより理解できるようになるのである。ダンのタイポロジー的聖

書解釈の例を同じく詩編のD創idに関する一節から引いておこう。詩編38章2節の「あ

なたの矢はわたしを射抜き、御手はわたしを押さえっけています。」についての説教で、

ダンは詩編の他の「矢」に関する章についても言及し、この「矢」が病気や良心の苦痛や

あるいはDavid自身の激しい悲しみを表すと言われるが、これらの解釈に異を唱え、次の

ように言う。

But　1血ese、Pm伽ε8　were　made，　not　o血ely　to　vent　Z）ovぎゐpresent　ho互y　passion，　but　to　serve　the

Church　of　God，　to廿le　worlds　en4　And　t血ere£ore，　ohImge　the　person，｛md　w6e　sha孤fi血de　a　whole

quiver　of　armws．　Extend　thisル毎η，　to　a11蜘刀ゼη4　caπy　Dαv’ぬHisto】Cy　up　toオ伽5　Histoτy，

『血dcollsider週s　in　that　state，　which　wee　inherit　fbom乃加2，　and　we　shall　seeαア70w3　fly　about　our

ea「s．（Vo1JI．　p．55）

ダンは、Dav孟dをAdamや全人類にまで拡大し、　David自身に関わる「矢」とは見なして

いない。Ad㎝の子孫である我々にまで問題を広げ、適応しているのである。Davidの「矢」

はAd磁mの「矢」でもあり、その子孫の全人類の「矢」でもある。ここでは「旧約」の

「予型」に対する「新約」の「対型」とはなっていないが、「1日約」の「予型」をダンの

時代のすべての人々に適応している点において、ヴァージニア説教の手法を思い起こさせ

るものである。タイポロジーはすでに述べたが、本来は「旧約」の人物、事件、制度に対

応するものを「新約」の中に見出す聖書解釈である。「旧約」のイスラエル人の歴史を「予

型」とし、それが「対型」として噺約」のなかに見出されるとする。言葉を代えて言え

ぜ、「旧約」が「新約」において完成されることを意味する。「旧約」におけるキリスト

の「対型」としてのD御idが「新約」ではキリストとなり、　r旧約」の「予型」がr新約」

で完成されることになる。「新約」で述べられていることはすべて「旧約」ですでに述べ

られているのである。「旧約」と「新約」との歴史的な関係がタイポロジーでは重要とな

る。ダンは純粋に「旧約」と「新約」の関連性をタイポロジカルに論ずる場合と更にダン
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の時代に「旧約」、「新約」を拡大して、適応する。この手法はダンに限らず17世紀では

極めて自然に使用された手法であるが、ヴァージニア説教の手法を解く重要な鍵となる。

　ダンはまたSolomonをタイポロジカルにC㎞stと結び付けている。

　　Fkst　the】霧behold　your　selveきin　tha重fhst　glasse，　B6乃o颪げ丞7729ぶ010灘oκ；5bZo〃70κthe　sonne

of　Dσv以but　not　the　Son　of．βα功∫加加，　b厩of　a　betむer　mαher，　the　m．ost　blessed貯アgノηル勿りね

For，8∂10η20η，　hl　nthis　text，　is　not　a　p7qρθ7　Name，　but　an　4ρ！ρ6ZZ訪vθ；asignl直cative　word：

∫bZo〃20〃is　Pαoがo〃5，　the　Pθooθ〃嬬8γ，　and　our　peace　is　made　i血，　a烈d　by　C㎞st　Jesus：and　he　is

that　8010溺oη，　whonl　we　are　called　upon　to　see　here．（VoLVI，　p，286）

Solonlonは、ヘブライ語で平和を意味する。世界の平和はキリストによってもたらされた

から、キリストはSolomonである。「予型」としてめSolomonが「対型」としてのキリス

トに見出される。ダンは、このようにキリストを「旧約」の人物のSolomonの「予型」

として見るが、この他にもダンは「予型」として、様々な人物を挙げる。例えば「予型」

としてのJeh◎vahである。　　　　　　　　　　　　　　　一

Now重hat　which」勧ov訪was　to加w嘱、齢鋸is　to　us，　Ma曲1　genemn　ha亡h　reladon　to　God，　as　he

is．勧o舶，　Beh】g；We　have　relation　to　Chhst，　as　he　is琵鋸，　our　Salya廿on；Salvatio血is◎ur

Behlg，々3鋸is　our　1助ow涜，（Vol．V．　p　326）

JehovahとDavid’の関係をダンはキリストと我々の関係としてみる。人間が神との関係は

神が存在（Being）としてのJehovahであるからである。我々がキリストと関係するのはキ・

リストが我々の救済、Jes囎であるからである。救済は我々の存在だから、存在という点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒへ
において、Jesusは我々のJehovahとなるという三段論法である。あるいは、ダンは、救

世主メシア待望について述べられたイザヤ書で言及されている救世主の名「助言者、驚く

べき指導者、・平和の君」をキリストは生まれつき持っていたと言う。．

All　thos¢names　wllich　he［the　A職ointed］had　in　1蜜σノα乃，1乃θC∂纏5θ1知ろ1乃θ研bη漉吻ろ1乃θ

P7ノηoθげPθαoε，　a血d　the　n．ame　of　13乃ov融，＿C㎞st　had　by　nat瞳re；〈VoLV．ρ327）

「旧絢の「予型」がキリストの「対型」に対応され、メシア待望がキリストにおいて成

就されていることをダンは示唆する。次の一節では、ダンはJacobをキリストの「予型」

と見なしている6Jacobはヨルダン川を渡ったこと、及び祖国から追放されたこと、これ

らはいずれもキリストがヨルダン川を超えたこととヘロデ王からの難を逃れるエジプトへ

の追放の「予型」、となっている。Jacobはキリストの”figure”〈blpe）となる。

Jiαoo乃had　concluded茸out　of　the　co血templation　of　his　fbrm，er，　and　plesent　state；first　he　had

bee鉦bansihed丘om　his　Countrey，1α栩εov87　Jordan；Herejn　he　was　a　figufe　of　C㎞st；he

received　a　blessing丘om　his£a血eちa血d　presently　lle血重ust　go血t◎banishment；C㎞st　recejved

presents　a血d　adora廿on　fbm　the　Magi　of亡he　east，　a駐d　presently　he　submits　himself　to　a
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ba戯sh血ent　hl　Egゆご，　fbr　tbe　d　a血ger　tllat飾704　intende4（VoH，　pp．278－g）・

ダンは、また、Isaaoとキリストをタイポロジー的に見ている。ダンは、　Isaacが掘った井

戸を「命の水の井戸」と解釈し、Abrah磁が最初Adamにこの「水」を注ぎ、　Adamの子

孫たる人類はこの「水」をAd㎝、の罪のために汚されているが我々は引き継いでいる。そ

の汚された「命の水の井戸」を再び掘り起こしたのは、キリストであり、キリストが救済

の手毅を人類に再度与えてくれるのである。

percbance㎞every　one　of　our　souIes，　there　is面s　Well　of血e　wateずof　l廷b［Isaac　digged］，and

poVor　to　open　it；．．Jn　a皿us，　as　wee　are　nat騒raU　me盤，　lhere　is　this　Well　of　water　of　Lifb，肋渤伽

digged　it　aポfirst，　T翫e　Fath・創r　of｛he　faithfhll　our　hea湿enly／4ろ7α乃α沸，　i㎡hsed　it　into硯s　all　at　f辻st　hl

Adam，丘om　whom，欝wee　have　the　hnage　of　God，　though　de角ced，　so　we　have　this　WeIl　of

water重hough　stopped　up；＿but　1∫僻o　diggs　thenl　agaj血e，君σg6　who　is　1η伽ぶ1α麟αθ，　the　Son　of

Jpy，　our加α‘，　our　Jes琶s，　h．e　opens　them　ag｛血e，　to　alhhat　r㏄eive　him　accord孟且g　to　his　Ordlnance

加his　Churoh，　he　hath　given血is　power，　of　keeping　ope血in　themselves，　this　WeIl　of　Lifb，　these

meane忌of　S　alvぬo血：（Vo1．VIL　ipp，337－8）

ペリシテ人がふさいでしまった井戸を掘り返した工saacは、いわば人々に命の糧である水

を与えたことになる。Isaacを「予型」として見れば「新約」の「対型」はキリストとな

る。キリストもIsaac同様、罪に汚れた人間の「命の水」を自らの死によって再びよみが

えさせたからである。Isa的の井戸はキリストの購いとなる。ここで、　r旧約」の「予型」Isaao

が「新約」のキリストに「対型」を見出すことになる。

　ダンは、Mosesとキリストのタイポロジーについては以下のように述べる。

Mb∫ε∫wllo　jn　his、翫oぬ5　hadμφgπ7ε4血is’∬㍑8ρ〆o躍．乙074　Imd　ill　passillg」酌耀θ10ut　of、蜘勿

through　the　7ε4ぶ80，　had　fbretold　in　that　actual　PアρPゐ8訂θ，α7ゴ、9リワo∬加g　of〃3α刀海κ4訪7α4glらthe

・5θρof　llisゐZoo4｛md」aゴαs．　whose、臨oぬ5　and’∬影o記ご（ゾthis　wo拐4　was　aガg〃780f　Cゐ7ゴ傭

α508繍oゐ，bad　no　doψt　a　gτeat　sadsfacUon血1α’Z々加g　with　ourみZ¢∬αタ．五〇74．。90f　th．eプ魏Z♂

ω鰐珈初αがo”of　o11謝5血乃掴鹿σ訪，　which　was　to　beeσooo麗ρ1／5乃ε4段tル酬5α181η，（VolX．

pp　244－5）

Mosesは以下の点でキリストの「予型」となる。　Mosesは、イ久ラエル人を引き連れてエ

ジプトから紅海を経て彼らを救出した。キリストは十字架上の「血の赤い海」を経て人類

を永遠の生命に導いた。両者ども「赤い海」を経ることにより人々を救出した。その意味

においてMosesはキリストの「予型」となる。更に、　Eli拙がこの世から脱出したことは

キリスト昇天の「予表」（figure）となっている。ダンはMosesだけでなくE血ahをもキリ

ズトの「予型」としていることがわかる。

　ダンは以上見てきたように「旧約」の様々な人物を「予型」としてその「対型」を「新

約」のキリストに見出している。これは本来のタイポロジーである。説教集を読むとキリ

ストの予型は「旧約」の至る所にあるとダンが言っているのを我々は知る。例えば次の一
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unders施odズto　bee　the　1）8’8z物初oがo湾5，　a血d　ノ～a∫01〃ガoηL窮　（珈20刀3，　and　1）βαrαヲ5　0f　generall

Co翅oθゐ：（Vol．VI．　p．253）

Solomonが命じた神殿の刻まれた石、高価な石は正しい適合では宗教会議の決意、決心、

法規、法令として理解される。この「正しい適合」とは「適応」に近い意味を持っている。

Solomo血の命じた神殿は教会となり、その教会の基礎は宗教会議の様々な決議事項となっ

ている。「予型」としてのSolomonの神殿と「対型」としての「教会」の関係がタイポロ

ジー的に扱われている。

「紅海」と「キリストの血」についての予表論的解釈についてもダンは論じている。これ

については既に一部言及したが、ダンは次のようにMosesの紅海脱出とキリス下の「紅

い血の海」を対応させている。

。．．hee［C㎞sd，who　had　fbrmerly　passed血is乃吻θ1　thorough血e　Rθ45｛6σ，　as血ougk　that　had　not

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へbeen　low　large　enough，　was　now　1丘mself　oveぜ10wed　witk　a　Rθ45珍αof　his　owne　blo懸d，　fbr　his

ム7081agah1．（VoL皿p．140）

Mosesはイスラエル人をエジプトから紅海を渡り、彼らを「約束の地」へと導いた。キリ

ストも迫害を免れるために紅海えお経てエジプトに難を逃れた。その「紅海」はキリスト

の十字架上の「血の海」となってくる。このタイポロジーはダンにあって特異なもの腫は

なく、一般的なタイポロジーであったが、ダンはMosesの「紅海」とキリストの「血の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し海」を関係づけ、キリストの「血の海」の「予型」をMosesの「紅海」脱出に見ている。、

、イスラエル人を救った「雲の柱」と「教会」にっいてはどうか。Mosesは主に対して、

エジプトから「約束の地」への道を示してくれるようお願いする。それについてダンは次

のように言う。

They　did　see　that　Pillar　in　which　God　was，　and　that　presellce，　that　Pillar　shewed重he　way．To　us，

the　Church　is　that　Pillar；in、t臨at，　God　shewes　us　our　way，（VoLIX　p．362＞

イスラエル人にとっての神の導き手である「柱」が「新約」ではf教会」となっている。

、神がダンに示す道は教会である。それが「柱」である。教会の基本的な事柄に関しては教

会は固定しているが、重要でない、任意の事柄について教会は移動可能な柱である、とダ

ンは言う。「旧約」では主は時には炎となり、時には雲となり、イスラエル人を「約束の

地」へ導いたが、「新約」ではその「対型」が「教会」という真理の柱となっている。

、「楽園」と教会の関係についてはダンは次のように言う。

We虹ave　in　the　Scdptures　two　speciall　Types　of　the　Church．　Po7磁5θand伽オ7肱B耐，血that

Type，　theオ鴻8，　we　are　p血cipally　ins㎞cted，　what訪ε（乃〃漉加9εηθ1αZI　sh・all　doe，　and　in　that㎞

Pα槻読5θ，whatクσアかoπ1〃彫θ刀加訪θC肋ア訪訪o協44b、（VoL　VII．　p．423＞

ここでダンははっきりと教会め「予型」に”Types”という語を使い、ダンがタイポロジ
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一に熟知していたことを示しているが、教会の「予型」として「楽園」と「ノアの箱船」

が挙げられている。これも中世以来の伝統的な「予型」であるが、ダンは、教会は「箱船」

の「予・表」［The　C肋ア訪itse1£e，（figured　by　theオ擁6）］（VoLVII．p．424＞であると明言する。ま

た、「教会の予型、箱船のなかで教会を考えよ」（VoLVI．　P．155＞とも言っている。

　「ノアの洪水」と「洗礼」にっいてはどうか。ダンはS謡nt　BasilとDavidを援用し、「洪

水」と「洗礼」のタイポロジーに触れる。

＿七he　greatest　water　of　aユ1，　theガθ04　it　se漉，　Saint　8α寵ハmderstands，　a盤d　qpp血es　toβ姥躍∫η昭，　as

the　Apostle［Peter］hims　e漉does，βρρ々5脚8，　wα5σガg躍θ，◎f　theガoo4．。．．Dαvゴ4　ca工lsβ卿加御θ

theガoo4　because　it　destroyes　all　that　was　s血f腿11　h1　us；（Vo1．Vp，110）

ノアの洪水では主に従順なノア等は水を経ることにより救われ、罪は洗い流された。それ

と同じように教会の洗礼という水を経て人は罪を清められる。ペテロが言うように、洗礼

は洪水の予表である。ダンはこのあとで次のように言う。

There　was　aβアα56刃Sea初孟ゐθ7セ耀ρ18；and　there　is　a　go♂漉刀＆ヌαノη誘8（乃岬o乃of　Christ，　which

isβ＠加彪7ノπ吻，　theノ肋’，　the∫θo，　into　which　God　flings　all　their　sinnes，　who　hgllt蚤y，　and

e£匝c加aHy　receive　that　Sacram　e血t（Vol．V．　p．110）

ここでダンはSolomonが命じた水を入れる円形の鉢、「青銅の海1とキリスト教会の「黄

金の海」、洗礼盤について触れている。上記ではノアの箱船は洗礼の予表となっており、

「予型」とr対型」の関係が優劣の関係なく示されてしたが、ここではSolomo血の神殿

の「青銅の海」と教会の「黄金の海」との対比から、ダンがはっきりと後者が前者より優

れていることを示唆している。神殿の水も教会の水も同じ水であるが、前者の水は人の罪

とは関係のない水である。それに反し、後者、教会の水は人々の罪を洗い流してくれる。

一方が「青銅」で、他方が「黄金」であることからも、ダンが後者の洗礼の水を神殿の水

より価値があると認めていることは明らかである。洗礼にっいてダンは「割礼」にも洗礼

の「予型」を見ている。「旧約」の割礼は「神とアブラハムとの間の契約の印」である。

しかし、キリスト教徒は外的儀式でしかない割礼ではなくキリストの割礼、すなわち洗礼

によって救われる。「旧約」の割礼は「心の割礼」を予表するとダンは言う。

．．．the　p㎡ncipall　dignity　of　this　C加皿1cis重on，　was，　that　it　was　5乞g鰍御ガgπアαガv鋸吻，　it　pre丑gured，　it

directed　to　that　C廿。㎜cision。f血e　he説；（Vo1．VI．p，193）

「心の割礼」が洗礼を指していることは言うまでもない。ダンは「旧約」の割礼とキリス

トの割礼を比較して、次のように言う。

The　Jewis虹Circumcision　were　an　absurd　and　unreasonable重hing，　if　it　did　n◎t　in㎞ate　and　figure

the　Circロmcision　of　the　heart；（Vol，VI．　p　193）
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ダンは、「旧約」の割礼が心の割礼を予表しなければそれはばかげた不合理なものである

と言うが、ここでもダンは対型としての噺約」が予型の「旧約」より優れていると言っ

ている。ダンは概して「新約」が「旧約」を完成させているとの考えを持っているようで

ある。福音と律法を比較した箇所でダンは、福音は律法と同様のよい基盤があり、「新約」

は「旧約」と同様基盤はしっかりしている。しかし福音が神の声、神の忠実な声である。

「旧約」も噺約」も神の声であることには変わりはないが、律法には「決定」と「終結」

があるのに福音にはそれがないので、「新約」が「旧約」よりより忠実に守ることができ

ると言っている。

．．．the　Gospell　isガ漉Z∫oア，　the　more伽thε田，　and　the　more　sure．　because　that　word，重he　L麗w，　ha比

had　a　determinatio狂，　an　expiratioh，　but　the　GospeH　shaU　never　h　ave　that（Vo丑．L　p．286）

律法は断定的で上からの一方的な命令、指示であり、神への絶対的な服従を強いる。それ

に対し、福音は律法ほど厳しく強制はしない。むしろ他者の人間的な弱みを暖かく包んで

あげる愛に満ちあふれている。ダンが言いたいのは、福音がより人間的なメッセージを我

々に伝えているということであろう。そこが律法と福音の違いであり、そこに両者の優劣

があるとダンは見ている。

　エジプトにおけるイスラエル人の幽閉とキリスト教徒の殉教のタイポロジーについては

どうか。以下の引用から前者が後者の「予型」となっていることがわかる。

As　after，　in　the　C乃ア’訪αηC勉アσ乃，　he　made　theろ10海of重he漁アリノ却，　the　seed　of　the　Church，　so　hl

Egゆ4　he　propagated，　and　mu艮tip　lied　his　Children，血血e皿idst◎f血e廿cruell　oppressio血s，　and

slaughters，　as蛮hougぬtheir　6Zo麗4　had　bee且58θ4　to　encreaseもy；under　the　weight　of　thek

depressions，　he　gave　them　growth，　and　s紛ture，　and　st【engtb，　as　though　thetr　wo鰯偽had　been

Plo四醇εz3，　and　thejぼvε瓢σガo刀560ア6方σZ5；（VorV．　PP．187－8＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

初期キリスト教会では迫害を受けた殉教者の血がその後のキリスト教会の礎となった。殉

教者の血は教会の種子である。同様に、エジプトでのイスラエル人はエジプト人から迫害

を受けたが主は依然として彼らを見捨てることなく、彼らの数を増やしていった。彼らが

・流した血は彼らが増えていく種子であった。キリスト教会の殉教者の流した血もエジプト

でイスラエル人が流した血もいずれも無駄な血でなく、その後のキリスト教会、イルラエ

ル人を更に強固なものにする糧であった。その意味で「旧約」のエジプトのイスラエル人

は初期キリスト教会の殉教者の予型、予表となるのである。

　次はSolomonの冠とキリストの冠である。ダンはジェームズー世が亡くなった後、雅

歌3章ll節を大罪にして説教を行った。それは「いでよ、シオンのおとめたちよ。ソロ

モン王を仰ぎ見よ。その冠を見よ。王の婚礼の日に、喜びの日に母君がいただかせた冠を。」

である。ダンはSOlomonの冠をキリストの冠の予型として、次のように言う。

And血e血1astly，　the　pθ瀞oκ叩on　whom　tbey　［daughters　of　Sion］are　directed，　is　5bZo初oη

crowned，　That　is，　C㎞st　invested　with　the　royall　dig血ity　of　behlg冴勿∂1乙ゾ坊8　C肋解乃；And　jn甑s
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espedally，　is　this　applyable　to　Ihe　ocoasion　of　our　pres㎝t　meeting［James　rs　buria1］＿That　this

C70wη　喫ズ5bZoη20η　in樋Le　text，　wiIl　apPear　to　be　Christs　clrown　of　7乃07rπθ3，1通s」研4〃置ゴ1／oかo〃，　his

P擁∬才o湾（Vo1．VI．PP　280－1）

この一節は花嫁の行列を描いたもので、Solomonは王としてのSolomonでなく、花婿を指

していると解釈されるが、ダンは文字通りSolomon王に言及していると考えているよう

である。これまで、キリストの予型としてのSolomonに≧）いては既に触れたが、ここで

はさらにSolomonの冠がキリストの冠と対応している。更にはSolomon→キリスト→ジ

ェームズー世という本来のタイポロジーがジェームズー世にまで拡大され、ジェームズニ

世はSolomonうキリストと並列されていることがわかる。ジェームズー世の葬儀に際して

ダンは王をSolomo血、キリストに適応しているのである。

これまでダンのタイポロジー的聖書解釈を「旧約」と「新約」の人物、出来事、制度の

対応のなかに見てきた。ダンは「対型」とか「予表」の語を表すときに”type’1や”塊ure　l’

を使用している。この語はタイポロジーで使用される用語で、ダンがいかにタイポロジー

に関心を抱いていたかを示している。確かにr旧約」と「新約」という二っの聖書を考え

た揚合、両者の統一性、関連性は大きな問題であった。タイポロジーはこの問題の一つの

解決であった。ダンのヴァージニア説教での聖書「適応」方法はタイポロジーにその発端

があるのではないかとの仮説のもとに我々は論を進めてきた。次に検討すべきはこのタイ

ポロジーがいかに17世紀に用いられているかということである。

VIジョン・ダンの「火薬陰謀事件記念説教」におけるタイポロジーと「適応」

タイポロジーは基本的には「旧絢と「新絢との関連性のなかに両書の統合を見よう

とする。厳密に言えば歴史の繰り返しである。「旧約」で起こったことが「新約」で再度

繰り返されるのである。どとち添i6世紀後半かち17世紀を通じ、このタイポロジーが本

来のタイポロジーから方向を変え、社会的・政治的に利用されることになる。歴史に名を’

残すような大人物、大事件にこのタイポロジー一が適応されることになる。エリザベス女王、

ジェームズー世、チャールズー世、二世、ピューリタン革命、そして新大陸アメリカへ赴

いたピューリタン達、これらすべてにタイポロジーが宗教人やダン、マーヴェル、ミルト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
ン、ドライデン等の文人達によって利用されることになる。エリザベス女王がJudith，

Deわorah，　Joshuaに、ジェームズー世がSolomonに、その息子ヘンリーはJosiaに、チャー

ルズー世はキリストに、クロムウェルはMoses，（五de砥Davidに、チャールズニ世はDavid

に、それぞれ適応され、「旧約」の予型に対する対型が「新約」ではなく、当時代の人物

に見出されているのがこの時代のタイポロジーの用法の特徴である。また、困難に直面レ

たイギリスはイスラエルに対応され、また、革命時代のピューリタンはエジプトのファラ

オの圧政から逃れるイスラエル人となり、アメリカへ渡ったピューリタンは新しいカナン

へ向かう新しいイスラエル人となる。このようなタイポロジーをMhlerは”poli丘。ized
　　　　　　　　　　らラ
加dogジ　と呼ぶが、ダン自身もイギリスを「旧約」のイスラエルの対型とし、また、

ジ土ニムズー世をSolomo血の対型としている。いわば聖書をジェームズー世時代のイギ

リスに適応したのである。このダンの説教に検討を加えることにより、ダンが本来のタイ
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　　ポロジー以外にも当時普通であった「政治化されたタイポロジー」の扱いを見ることにな

　　る。以下この説教でダンがいかに聖書を彼の時代のジェームズー世や事件に適応している

　　かを見てみたい。

　　　ダンは、カトリック教徒過激派のジェズイットが1605年11月5日に起こした国会議事

　　堂破壊未遂事件記念の説教を1622年11．月5日に行っている。この説教は、r哀歌」4章20

　　章についての説教で、火薬陰謀事件を非難すると同時に、又、ジェームズー世王朝をも擁i

　　護し、ダンの説教としては長い部類に属する。説教は、エレミアのエルサレム陥落と捕囚

　　について書かれた「哀歌」についてであるが、ダンはエルサレム陥落と捕囚をジェ＝ムズ

　　ー世の時代に適応し、ジェームズー世王及び王国擁護に終始している。ダンが説教に選ん

　　だ聖書の一節は、「哀歌」4章20節のr主の油注がれた者、わたしたちの命の息吹／その

　　ひとが、彼らの罠に捕らえられた。」（The　breath　of　our　nostrils，　the　anointed　of　lhe　Lord，　was

　　taken　h！the辻pits．）である。この一節についての説教のポイントは「主の油注がれた者、わ

　　たしたちの命の息吹」とは誰か、「彼ら」は誰か、「罠に捕らえられた」とはどのような

　　意味か、である。ダンは、「哀歌」が書かれた歴史的背景からこれらを説明し、次にそれ

　　らをジェームズー世の時代に適応する。「主の油注がれた者」が誰を指すのかについては

　　諸説があるが、ダンはそれをエジプト軍との戦いで非業の死をとげ、賢王と言われたユダ

　　王国の王Josiah（在位640・609BC＞と解釈する。歴代誌下35章25節に「エレミアはヨシ

　　ュアを悼んで哀歌を作った」とあるからである。他方r主の油注がれた者」をダンはバビ

　　ロン捕囚の際のユダ王国の最後の王でバビロンで獄死したZedekiah（在位：597－596）ど

　　も解釈している。「哀歌」4章17節でf今なお、わたしたちの目は援軍を求めていたずら

　　に疲れ／救ってはくれない他国をなお見張って待つ。」とあり、これはZedekiahがエジプト

　　からの援軍を待っていることへの言及であるからで、ダンは特定はしないが「主の油注が

　　れた者」をZedekiahと解釈するのが妥当であろう。ではなぜダンはf主の油注がれた者」

　　をJosiahと解釈したのか。それはジェームズー世が1622年8月に出した「説教者への指

　　令」（D惚o吻η8声7Prθα‘乃8z5＞で王が説教のテーマを国教会の39箇条とEdward六世時に

　　出版された説教書（the　Book　of　Homi五es）で扱われるテーマに制限したことと関係がある。

　　その最初の説教書で著者のThom　as　CranmerがEdward六世を”a血ew　Josias“と呼んでいる
　　　　　く　の
　　のである。ダンは、ジェームズー世の「説教者への指令」を読んでおり、それに従って

　　火薬陰謀事件記念説教を行っているので、「新しいJosias　jとしてのEdward六世を知って

　　いた。「哀歌」の「主の油注がれた者」をJosi盛王とダンが解釈した背景には以上のよう

　，な理由があった・それにJosiahとすれば、彼はエジプト軍との戦いで死ぬが、「主の目に

　　かなう正しいことを行い、父祖ダビデの道をそのまま歩み、右にも左にもそれなかった」

　　（列王記下：22章2説〉し、「彼（Josiha）のように全くモーゼの律法に従って、心を尽く

／　し、魂を尽くし、力を尽くして主に立ち返った王は、彼の前にはなかった。彼の後にも、

　彼のような王が立っことはなかった。」（列王記下：23章25節）と称賛されている。「主

　の油注がれた者」をJosiahと解釈したほうがダンにとっては都合がよかった。それに「主

　の油注がれた者」をZedekiahと解釈するとジェームズー世との比較の際に不都合なこと

　が生ずる。それは、Zedekiahが「主の目に悪とされることをことごく行った」と列王記（下24

　章19節）やエレミア書（52章2節）で記されているからである。ダンが「主の油注がれ

　た者」をJosiah　と解釈するのは以上の理由による。しかし、ダンはZbdekiah説を捨てる
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ことはしない。Josiahが「善王」でZedekiahが「悪王」でも王に変わりはなく、二人の王

はr主の油注がれた者」、「命の息吹」即ち人々の命である、だから人々は「罠に捕らえ

られた」人を嘆かれなけばならない、と言う。では、「彼ら」とはだれか。「主の油注が

れた者」がJosi出であれば、「彼ら」はJosiahが戦ったエジプト王パロ・ネコ軍勢を指す。

「罠に捕らえられた」とは、JQsiahがネ諏に殺されたことを意味する。（列王記下：23章29

節）「主の油注がれた者」、「命の息吹」がZedekiahであれば「彼ら」はネブカドネザル軍

勢を差し、「罠に捕らえられた」はZedekiah王のバビロン捕囚をさす。では、「主の油注

がれた者」が「命の息吹」であるとはどのような意味か。「哀歌」の’蟄伽bre訊th　of　oumostdls”

は創世記2章7節の神がアダムに「命の息をその鼻に吹き入れられた」から来ているが、

人間は神の「息」（この語．R〃o漉はまた「霊気」とも訳される。）により生きており、神

の命が吹き込まれている。ダンは、このR伽盈を文字通りに解釈して「R観oゐ，霊気は我

々が呼吸する息である、我々が生きる命である。王はその息であり、命であり、それ故息

と命は王に属する。」（VollV．p251＞と言う。これは神の息がすべての命の根元であるよう

に、人々の生活は王なくしては存在しえないことを表す。神が王となり、人々の王への無

条件の服従がここから生まれてくる。r命の息吹」としての王は地上における神の代理人

となり、我々に神の祝福を伝える。「哀歌」4章20節のダンの文字通りの解釈は以上で

あるが、ダンはただそれだけでは終わらない。この説教がカトリック教徒の火薬陰謀事件

記念説教であることを考慮すれば、当然「哀歌」の一飾は火薬陰謀事件と関わってくる。

「哀歌」は、説教が行われた1622年のイギリス及びジェームズー世にri適応」される。

この「適応」によれば「主の油注がれた者」、「わたしたちの命の息吹」がジェームズー

世を指すことになる。「わたしたち」はイギリス国民である。そして「かれらの罠に捕ら

えられた」とはジェームズー世がカトリック教徒の火薬陰謀事件に巻き込まれたことを意

味する。ダンは次のように「哀歌」の一節をジェームズー世の時代に適応する。

．andぬthey［Lame聾伽ons，｛md　Moumings，　and　Woe］are　wd賃en　w励ノη，　Imd　w励o嫉says血e

Text［Ezek．2．10］there；w励勿，　as　they　collcem　the　16ws，　w痂o鋸，　as　they　are　appliable　to　us；

And　they　ooncem　theル鵬疏∫’oア吻珈．．and　they　co血cem血em　pアqψθ孟ゴoαの，　fbr　f磁her韻empts

1診78用｝ノdid　corta血1yノわ78586．　They　are　appliaUe　to　us　both榊ays　too；：」磁5’or∫co1鉱beoa皿se　we

have　seen，　wha仙ey　w曜♂ゐ儒伽ε，　And　P7励¢吻Zか，　be。ause　wee　fbresee　wh就thqジw・翅

ζ旋）a（VoLIV匿，　p．238）

ここでダンが“appliablemという語を使用していることに注目したい。ダンは「哀歌」を

ダンの時代及び火薬爆発陰謀事件に適応するのである。しかし、ジェームズー世の予型と

して「哀歌」を考えた揚合、困難が生じてくる。それはJosiah，　Zedekiaとも「罠に捕らえ

られて」死んでいることである。ジェームズー世は「罠」に捕らえられても助かったが、

「旧約」では「主に油注がれた者」は死んでいる。これはどのように説明されるか。ダン

は「罠に捕らえられた」という歴史の一揚面よりはそれをイスラエルの復興という歴史の

長いスパンのなかで見ているようである。確かに歴史的には、ユダ王国は「罠に捕らえら

れて」悲惨な状態に陥る。しかし、多くの危機を乗り越え、国は神の加護の下で繁栄を見

ることになる。予言的には「哀歌」でエレミアは、エルサレム陥落は嘆いているが、他方
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でタイポロジー的にはキリスト亡き後のイスラエルへ降りかかるより大きな崩壊と荒廃を

も嘆いているとダンは考える。これはエルサレム陥落が予型となってキリストの死がその

対型となっている。人々の嘆きの原因は王国の崩壊である。しかし王国は神を基にして作

られたものであるから、王国が崩壊することは神の崩壊にも等しい。ダンのユダ王国の擁

護がジェームズー世王国の擁護に至ることは自明である。Josi出王を論じる一方で、ダン

は、巧みにジェームズー世王国を背後に読みとらせている。更にダンはタイポロジー的な

解釈を導入する。確かに王は敵の罠に落ちたが（he　was　f狙en）、落ちた状態を続けるので

はない。歴史的にはバビロン捕囚後イスラエル人はペルシア王キュロスによる釈放布告に

よって再び祖国へ帰還、祖国再建に励んだ。それ故、「落ちる」ことは「救出」を意味す

る。「落ちる」ことによって「救われる」のである。これはキリストの死と復活を予表す

る。ダンはJosiahの「罠に落ちた」ことをキリストの死と復活に対応させている。だから

「嘆き」は「祝福」となる。このようにダンはタイポロジー的聖書解釈を取り入れ、エル

サレム陥落を嘆きとせずに、逆に「祝福」の契機とする。「罠に捕らえられた」結果とし

てのエルサレム陥落はジェームズー世に適応すれば火薬陰謀事件である。王の殺害を狙っ

たこの事件はもし成功したら、イギリスは国家の頭を失うことになった。それはイギリス

陥落にも等しい。しかし、バビロン捕囚後に祖国への帰還があったように、「罠に落ちた」

後に「救出」があったように、火薬陰謀事件でも事件という危険があったが、それが未遂

に終わり、イギリスは「救出」された。バビロニア捕囚は火薬陰謀事件の予型となってい

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　予型論的にバビロニア捕囚の対型が火薬陰謀事件となるが、更に、ダンは王国を神の国

とのタイポロジーの中に見ようとする。これはジェームズー世王朝に対する揺るぎのない

ダンの支持・擁護となり、ダンのこの説教で最も重要な点である。ダンは、王の予型は神

である、と明言する。

Of　a11　things　that　are，　there　wσ5　an賜θo　hl　God；there　was　a　mode11，　a　plat£o㎜，　an　examplar　of

eveτy止hlg，　which　God　produced　and　created　hl　T血e，中the　m．hld　and　purpose　of　God　befbre；Of

amhings　God加4　an娩α，　a　preconcep匠o血；b耐of　Monarchy，　of　Kingdome，　God，　who　is　but

one，∫5　the幼α；God　himselfb，　in　his　Unity，ゴ5　the　Mode11，　Heなthe　Type　ofル伽αro勿（Vol．IV

P．240）

神は地上の王国の「予型」である。しかもその王国には一人の統治者しかいない。

All　fbmls　of　Govemnlent　have　olle　alld丑Le　same　50π1，　that　is，80vθ7α義gηり2；That　resides

somewhere　in　eve更y　fbrm；and亡his　Soveraign重y　is　in　them　a11，　f治om　one　and　the　sa血e　Rooち丘01n

the五〇ア4げ」二〇アみ，丘om　God　himse1£fbrσZZ　Powε725ρプGo4，（VolJV．　PP．240－1）

この一節で王の絶対権、神聖が雄弁に語られ、王権神授説を唱えるジェ「ムズー世にとっ

ては心強い援護となる。王国のモデルは神であり、「神によらない権威はない」とも言う。

更に、ダンは神と王国の関係を述べ、神は王国の「予型」であると言明する。
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胡釦mes　of　Gove㎜ent　have血is　Soule，　but　God漁se曲more　m礁stly，　a血d　more

ef艶ctually，　in　that　fbmle，　in　aκ功g∂b〃2ε：，，，　All　govemments　may　justly　rep獅esent　God　to　mee，

who　is　the（沁d　of　Order，　and　fbunta血e　of　all　govemment，　but　yet　I　am　more　eased，　and　more

acc瓢stomed　to　the　contemplaほon　of　11勿vθη，　in　the刀碑oη，　as∬θ群θηノ8αゐゴηg吻膨β，　by　hav血g

been　bome，　and　bred　in　a　Monarchy：G◎d　is　a　Type　of　that，．．．（VoLIV．　p．241）

現世の王国の予型は神であり、これは現世の王国は神を表すという意味に他ならない。ダ

ンは個人的にエリザベス女王とジェームズー世の王国に生まれ、育ったことにより、天国

は王国であるという考えに安堵をおぼえ、その考え方に順応していると言っている。最後

にダンは「神は王国の予型である」と断言する。

　ダンの王国賛美はこの後も続く。王国は真に地上における最善の国家である。そして、

象徴的には天国の最善の予表、予型である、とも言う。（Vol．IVp243＞ダンがこれほどま

でに王国を支持する説教は他には類を見ない。ダンからすれば神の王国の対型である地上

の王国を破壊しようした火薬陰謀事件は神への反逆であり、神の王国の破壊にも通ずる行

為である。丁度神の選民イスラエル人をバビロンに捕囚したネブカドネザルの行為が神に

対する反逆であるのと同じである。それ故、王と王国の切断と王なしでの王国の安寧を主

張することは神の建物を揺るがし、解体することになる。王と王国は魂と肉体同様切り離

せない関係にある。王を王国から取り除くことは王国の死を意味する。ダンは「哀歌」の

一節によってジェームズー世王朝のイギリスをもタイポロジー的に扱っており、ジニ〔一ム

ズー世王朝が直面した難題の解決を試みている。

「哀歌」4章20節は、イスラエル人のバビロニア捕囚が嘆きの対象であるが、とりわけ

王Josiahをエレミアは嘆いている。「良き王」であるJosiahの死に際し、王国は致死的重

傷を負い、外国の君主の属国になった。ダンはしぎりにJosiah王の善良さを強調するが、

それもダンはJosiab王をジェームズー世の予型としているからである。ダンは、「我々の

時代のJoslahに適応すれば」健we　apply　it　to　the　Josiah　of　our　thnes）［Vo1JV．　p．247］という

表現を度々使用するが、「我々の時代のJosi紐h」がジェームズー世を指していることは言

うまでもなく、この説教ではJosiahとしてのジェームズー世は9回言及されている。ダン

は、火薬陰謀事件記念説教での彼の任務は「哀歌」の一節を説教日に適応することである

と言って、次のように言う。

　Those　men　who　intended　us，血is　cause　of　lamentadon　1血is　day，　j血the　destmdion　of　o％7　Jb5ノα乃，

　spared　h㎞not，　because　he　was　so，　because　he　was　a　J∂5ガα乃，　because血e　was　good；no，血ot

　because　he　was　goo4該o訪ε彫，　his　benefits　to　them，　had　not　mo1雌ed　tbem，　towards　hhn．（Vo1．IV

　P248）

「我がJosiah」とはジェームズー世であり、ジェームズー世はカトリック教徒に対して良

き王であったが、それがカトリック教徒の気持ちをなだめるには至らなかった。そρ王を

殺害するとすれば人々にとってどこに誰が何が慰めめ対象となるのか、と言う。ジェーム

ズー世は息子チャールズのスペイン王女との結婚によるスペイシとの和平を希求し、カト

リック教徒に対する誹諺・中傷を禁じていたが、その事情を察してかダンは反カトリック
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教の姿勢を前面に出さない。火薬陰謀事件を宗教的次元からではなく政治的な次元からと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ア　
らえ、もっぱら事件をジェームズー世の王としての権威への反旗として強調している。

いかにして国家の安定が維持されるか。火薬陰謀事件記念旧に際し、ただカトリック教徒

を非難するだけでは何の解決にもならない。むしろ地上における神の代理人たる王への忠

誠によってこそ国の安定は維持される。王への忠誠なくしては国家はただ混乱に陥るだけ

である。ところがその正しき混乱を目論んだのがカトリック教徒であった。ダンが本説教

で神に由来する王国、神の代理人たる王を強調し、王や王国はいかなる攻撃の対象となっ

てはいけないことを力説するのはジェームズー世とジェームズー世王朝のためである。

，．．if　they［the　pIotters　Gf　the　Gun．powdeτ］had　removed　our　lb5ゴ碗，　and　his　Roヅα〃oゐ癬アεκ，　and

so，　this釦m　of　gove㎜e血t，漁β，　or，　w乃o，　or吻had　been御切ect　of　Conso1ね娠on　to　us？

（Vol，IV．　p，248）

過激なカトリック教徒達はジェームズー世とその子供達の殺害を計画したが、ダンにとっ

て王なき王国は考えられない。エレミアがJosiah王の死を嘆いたように、もし王が火薬陰

謀事件の犠牲者になっていたら、我々は王を嘆かなければならなかっただろう。しかし、

幸いにも神の摂理により計画は無に帰し、ジェームズー世は犠牲者となることはなかった。

ダンは終始ジェームズー世をこの説教で擁護するが、王なくしてイギリス国家の安定はあ

りえないことを力説し、カトリック教徒攻撃を控えることによりジェームズー世の意向に

沿う内容の説教としている。しかし、ジェームズー世がカトリック教徒が言うように「悪

い王」Zedekiahであったらどうか。その場合でも我々は王を守らなければならない。なぜ

なら王を失うことには危険があり、嘆きが伴い、Zedekiah王の死に際しても「嘆き」があ

ったからである。ジェームズー世殺害を狙った過激派カトリック教徒はジェズイットであ

った。彼らはジェームズー世の王権神授説に真っ向から反対し、民衆からの権力委譲とし

ての王権説を信じていた。彼らの見解によれば王はただ民衆からの権力の代理人にすぎな

い。これに反しジェームズー世は王権の神からの由来を頑なに信奉し、たとえ王が悪王で

あろうとも悪王を神の人間への罰として受け入れねばならないとした。火薬陰謀事件の首

謀者とジェームズー世とでは王権に関しては全く異なっていた。ここではダンはジェズイ

ットの王権論に反論し、悪王でも王であるという考えに立脚した主張をしている。このよ

うにダンは「哀歌」4章20節を火薬陰謀事件記念説教の題材として、エルサレム陥落を

扱うが、それを、また、ジェームズー世の時代に適応し、ジェームズー世を「哀歌」の悲

劇の主人公Josiahに対応させている。王権、王国の擁護を全面的・に取り上げ、　Josiah王の

死とZedekiah王のバビロン捕囚をジェームズ〕世へのカトリック教徒の火薬陰謀事件の

中にとらえ、タイポロジー的に解釈し、ジェームズー世への全幅的な忠誠を表明している。

ここで忘れてならないのは「哀歌」4章20章の「主の油注がれた者、わたしたちの命の

息吹」としての王である。エレミアが嘆いている者がJosiahであれZedekiahであれ、そ

の人物は「主の油注がれた者」（the　Anointed　of　th6　Lord）であり、「わたしたちの命の息吹」，

（the　Breath　pf　our　Nost直ls）である。「油を注ぐ」ことにより王、祭司、預言者は特別な任務

を得ることになる。「哀歌」。の一節では、油を注がれた王は神からの特別な権威を授けら

れていることを示す。「油を注ぐ」ことは宗教的に一般人と区別するためだったが、「主
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の油注がれた者」は当然我々に「イエス・キリスト」を思い起こさせる。キリストは文字

通り「主の油注がれた者」であったからである。ダンは次のように言う。

A五A血ointed．　King＿and　he　that　is　a血oyllted．．．，above　his　fbllow　Kings，＿The　aaoynted　of　the　Lord，

who血this　Text　ha血わoth　those　great　names，1晩訪ゴαo乃」診乃ov葡，　C乃ア競鋸Do御加ゴ，＿（VoLIV．

P258＞

「油注がれた者」はメシアであり、その英訳がキリストである。ダンは、「哀歌」の「主

の油注がれた者」が誰であるかは限定していないが、エホバとキリストとを連想させてい

ることは明白である。つまり、「哀歌」の「主の油注がれた者」はキリストの予型となっ

ており、それが、また、ジェームズー世に適応されるのである。この説教ではジェームズ

ー世はJosiah王の対型となっていたが、今度はキリストの対型ともなっている。「哀歌」

の「油注がれた者が罠に捕らえられた」はJ。siah王の死かZedekiah王のバビロン捕囚を

指すが、対型としてはキリストの受難となり、それが更に政治的にジェームズー世に適応

され、カトリック教徒の火薬陰謀事件によるジェームズー世殺害未遂事件に適応されてい

るのである。Josiah（or　Zedekiah＞→Chhst→James　Iという図式である。本来のタイポロ

ジーとは異なる形でr旧約」がジェームズニ世に対型を見出している。この予型、対型に

は無理があることは確かである。なぜならJosiah王はエジプト人との戦いで死に」Zedeki曲

は捕囚先のバビロンで獄死しているからである。これに関してダンは詳細に論ずることは

しないで、「彼らは（JosiahとZedekiah）は捕らえられ、（ユダ王国には〉連れ戻されなか

った。彼らは二人とも死んだ。彼ら二人にあっては永遠の永久の嘆きの正当な理由があり、

他の感情を働かせる余地は何もない。」（VoLIVP260）と言っている。そして、∫哀歌」4章20

節をジェームズー世に移せ、と言う。

But　tra血sfbr　it［L興men1匿廿0114，20］to　oz〃ノ∂5’αろ　［James　I］，　a血d　llhen，1泥6　wα5如舵π，　is，旋6

1槻5み躍毎舵〃；Go4の4刀oガ8癖ア陶8加かo〃¢該oぶ8εCoア糊瞬oη，　nor　God　did　llot　suf飴r　llis

Ano血ted，　to　pe㎡sh　i血this　ta㎞g；（Vo1，IV．　p．260）

ここでの”transfbr”は「適応」に近い意味を持っている。　JosiahやZedekiahとは異なり、

ジェームズー世は「捕らえられただけであり」、r神は神の聖者が朽ち果てるのを、お許

しにならないであろう。」（使徒行伝：2章27節）又、神は油注がれた者が捕らえられて死

ぬことを許しはしなかった。ジェームズー世は「畏に捕らえられた」が死ぬことはなかっ

た。それは神の加護があったからである。だから嘆きは祝福となり、叫びが賛嘆となる。

神はジェームズー世を罠に捕らえさせたが、王を救出させたと言って、次のように言う。。

And　by血akj血g　his［God’s］servant，ゆd　our　Soveraig血e，　th¢blessed　means　of　that　discovery，

alld　de笈ivera血㏄，　he［God］、　ha血d猛ected　us，　in　all　appreh6hsions　of　dangers，　to　rely　upo五that

”7廊b栩8，in　civiIl　af£a加s，　af面fes　of　St3te，鋤d　upon　that　Z勿Zθ，　hl　causes　of　Religio血，＿（Ibid．

P。260＞・
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国内問題、国家問題では王の智恵、宗教問題では王の熱意に我々は依存しなければならな

い。王の智恵、熱意によって今後再度生ずるであろう国内の様々な問題を乗り切ることが

できるのである。過激なカトリック教徒と異なり、ジェームズー世はあくまでも平和的手

段に訴える。

If　God　had　made　him［our　Josiah＝James　Iユhis　Ro4　to　scourge　others　with　Warres　and

A皿ies，　we　nlight　be　af｝aid，　that　when　God　done　his　worke　by　h血，　he　would　o側’誘θroゴ加吻θ

ガ7ε；God　doth　not　alwayes　blesse　those　Instruments，　who　love　blood，　though、they　pretend　his

Glor酔But　sin㏄God　hath　made　hiln初500vε，　to　flie　over重he　world，　wi亡h　the　OIive　b服nch，　with

indeavours　of　Peace，　in　all　placesっas　the　Dove　did，　so　he　s｝hall｛∋ver　brihg　his　Olive　bra1！ch　to　the

Arke，　that　is，　endeavour　onely　such　peace，　as　may　advance亡he　Ch、班ch　of　God，　and　establish

peace　of　Co血scie血ce　in　hilnseE（Vo1．IV．　p．261）

この一節は書壷Peacemaker”としてのジェームズー世の姿をよく表している。たとえ神が王

に戦争や軍隊で他者を罰せさせてもジェームズー世はそのむちを火中に投げ捨てると言

う。むしろジェームズー世はノアと同様オリーブの枝を箱船にもってくる人物である。後

半でダンはタイポロジーを使用し、「旧約」のノアの鳩をジェームズー世の予型としてい

る。既に取り上げたノアの箱船が教会の予型ともなっている。火薬陰謀事件を企てたカト

リック教徒は平和とは無縁な人々である。「神の教会を促進し、心に良心の平和を確立す

る」ような平和にジェームズー世は励むのである。ダンからすれば過激なカトリック教徒

は平和を破壊する人達で、神からの祝福は受けることはない。

　ダンは「哀歌」4章20節の説教で巧みに聖書をジェームズー世の時代に適応する。そ

の適応はJosiahやZedekiahのジェームズー世への適応のように無理な適応もあった。し

かし、ダンは、Josiah（or　Zedekiah）からキリスト、ジェームズー世へと適応を続け、ジェ

ームズー世に対する全面的な支持の態度をここで表明している。結局、火薬陰謀事件のよ

うな国家転覆を図る事件を回避するにはどうすべきなのか。それは「神への忠誠」と「ジ

ェームズー世への忠誠」によるしか方法はない。ダンは説教の最後で、ジェームズー世の

背後でめ国民の悔い改めと統一を訴える。そしてジェームズー世から宗教的及び世俗的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　ラ問題における方向性が国家と宗教の安全への方法として生まれてくるのである。（ジェ

ームズー世の聖と俗における指導性のもとで国家は安泰となるのである。

　ダンの火薬陰謀事件記念説教の検討から我々は本来のタイポロジーとは異なるタイポロ

ジー、「政治化されたタイポロジー」をダンがいかに利用していたかを見てきた。17世紀

には普通であった聖書解釈の一つであるタイポロジーの「予型」としての「旧約」とf対

型」としての「新約」との対応ではなく、ジェームズー世の時代の人物や出来事に対型を

見出すというタイポロジーをダンは使用し、r哀敷」に火薬陰謀事件の「予型」を見出し

た。言わばダンは、「旧約」を1605年ll月5日のロンドンの国会議事堂爆発未遂事件に

適応したのである。そして、過去のr旧約」の記述から現在の火薬陰謀事件を照らし合わ

せ、事件の不当性を指摘し、あわせてジェームズー世及びイギリスの賛美・称賛・擁護に

終始するのである。
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VIIおわりに

　ダンのヴァージニア説教から論を進め、その手法をタイポロジーの一種にまで突き止め

た。ダンの「使徒行伝」のヴァージニア植民者への適応はタイポロジーを利用したもので

ある。宗教的なタイポロジーは「旧約」を予型としてその対型を「新約」に見つける。「新

約」の人物、出来事、制度の予型がr旧約」に見つけられる。このタイポロジーは本来は

キリスト教の救済史のなかに位置づけられる聖書解釈であった。それが17世紀に入り、

歴史を書き換える事件が次から次へと生じるにあたり、人々は聖書をその事件、人物に適

応し、自らの行為を正当化しようとした。ダンや他の説教家達のヴァージニア植民擁護の

説教はまざしくこれであった。っまり彼らは聖書の一部をヴァージニア植民に適応したり、

聖書を援用してイギリスのヴァージニア植民の正当化を試みたのである。ヴァージニア植

民は、キリスト教の普及、領土拡大による国内の人口急増問題の解消、国内失業者への雇

用創出、物資の供給等様々な問題を抱えた植民事業であり、単なる「福音」の普及を目指

した植民ではなかった。これまで見てきた説教を見ても、又、会社の公式文書を見ても、

ヴァージニア植民の目的は異境の地における神の国建設がそもそもの目的であった。しか

し、実際は植民という名を借りた他国への侵略であったと言えよう。ヴァージニア会社関

係者は、その侵略を覆い隠す大義名分が必要であったわけで、それが「福音」の普及、異

教徒の改宗という宗教的使命であった。そのために彼らが利用したのが聖書であり、また、

説教家達からは聖書の記述と合致した事としてヴァージニア植民を擁護してもらった。ヴ

ァージニア植民という歴史に先例がない事業に加わる者達にとって彼らの先例が聖書に見

出されるのは他の何にもまして心強い援護射撃であったはずである。彼らは、イギリスは

神の選民イスラエル人と同じことをしているのだから、イギリスのヴァージニア植民に誤

りがあるはずはなく、又、他国から原住民の領土侵犯を批判される心配はない。ヴァージ

ニア会社関係者は言わば聖書からのお墨付きをもらうことによって植民事業を堂々と大手

を振って推進でき、又、植民者は何ら迷うことなく植民に専念できるのである。この裏付

けを説教家達はタイポロジーを利用することによって行ったのであった。ダンを始めヴァ

ージニア植民を擁護した説教家達がすべて聖書の適応というタイポロジーの利用を行って

いるのは興味深い。なぜ彼らは聖書をヴァージニア植民に適応したのか。聴衆を説得する

のに最も効果的だったのは聖書であったことを聖書の適応は示しているが、それは裏を返

せぱ徐々に聖書の権威が失墜していく中で、17世紀前半にはまだ聖書が権威ある神の声

として大きな影響力を社会において及ぼしていたことの証であろう。又、ヴァージニア植

民がジェームズー世の特許状により、国策の一部として認可されたが、ジェームズー世も

聖書を国家の様々な問題に適応していたという事実も説教家達の聖書のヴァージニア植民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　のへ一の適応との何らかの関連が指摘されるかもしれない。ダンの説教からダン以前の説教

を見、彼らが皆宗教的なタイポロジー利用することによって、いかにヴァージニア植民の

宗教性・正当性を主張しているかを検討してきた。ヴァージニア植民はその始めから幾多

の困難，危機に直面一しながらも、入植者はそれを乗り越え植民を続行し、それが現在のア

メリーカ国家の繁栄の基盤となったのは彼ら説教家達の雄弁な聖書の適応によるヴァージニ

ア植民擁護のためであったかもしれない。
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注

（1）ダンは、聖書の社会的適応の他にも、聖書を自らに適応することにも言及している。（G

R．Po賃er　and　E．　M　Simpso馬eds．　Zらθ5診7〃20κ5の「Jb伽ρo刃瑠［Berkeley：Universi重y　of　Ca砥）nia

Press，1953－62），Voml・P・367参照。以下本論で使用するダンの説教はこの板にタる。）

（2）VoI．　IV　p．265．

（3）Vol．　IV，　p．265．

（4）°°Great　Massacre”については、　Alden　T．　Vaughan；オ吻εアゴむ伽（弛〃θ5ゴ5（Boston：1975＞，　C塊P・

IX等参照。

（5）Vo1．’IV．　p．266．

（6）Vo1，　IV．　p．26gl

（7）Vol．’IV　p．269．

（8）例えば、救世主の神の約束は実現するのに4千年要したとか、神が約束の地を示すの

に2千年かかったとかである。’

（9）Vo1．　IV　p．275．　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（10）Vol．IV．　p．275．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（11）William　Crashaw：オ5診撒oηP7θαo加4加Zo擁b刀（London，1610＞，C3，以下ICrashawの引

用はこの版により、頁数のみ記す。　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　’

（12）William　Symonds：オ5セ枷oηPアθα助認α≠隔ノ’8－C乃砂θ1（Lo血don，1609），p．9．以下S￥m閃ds

の引用はこの版により、頁数のみ記す。

（13＞Rob筑（hay：オGoo4勘θθ4∫o殉g’脚ed．　Wesley　H．　CraveM　New　York，1937）．以下

Grayの引用はこの版により、頁数のみ記す。

（14）この説融は1609年Lndon出版である。以下Pdceの引用はこの版により、頁数のみ

記す。　　　　　　　　　　　　　　・　・

（151AlexImder　Whitaker：Goo4漉w85戸曜”㎎捌αed．　Wesley　F．　Cravan（New　York，1937＞．以

下Whitakerの引用はこの版により、頁数のみ記す

（16）「翫taker，　P．11．

（17）V晒hitaker，　P．7．

（18）Patrick　CoPland：防考9加ノ始σ04加7肋η加4（Londo盤，16ユ6），以下CoPland、の引用はこの

版により、頁数のみ記す

（19）ブルトマン著作集聖書学論文集III　9（新教出版社：1994＞，P．3．

（20）アウグスティヌス著作集6（教文館’：1988），p，18α

（21）出村彰・宮谷宣史編『聖書解釈の歴史』（日本基督教団出版局、1986），P．191．

（22）John　Dome：D｛ルo’∫oπ8翼ρoη伽θ7gθη’060鯉o那　A．　Raspa　ed．（Montreal　and‘Londo盤，

1975），p，99．

（23）Jo㎞Do皿e：疎8螂勿Dゴ吻ノリノEM．　Shnpson　ed．（Oxfbrd，1967），p，8．

（24）Steven　N　Zwicker：D削漉廊Po伽‘01　Po8砂（Providence，　R痴de　Is1鋤d，1972）参照。

（25）Earl　Miner　ed．：加εア曜y乙駝5　qズηρ010藍γ（Princ6ton，1977＞，p．　xii瓦

（26）Jo㎞NW記1，　Jr，　and　T．　B．　Burg㎞，’，This　Semlon＿upon　tbe　G㎜一powder　day“：The－Book．of

Homilies　Qf　1547　and　Donnels　Semloll　hl　Commemoration　of　G脚y　Fawkes彊Day，1622屡1（South
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Atlantio　Review　49．2（1984），P，28．

（27）Wall　and　Burgin，　p，24．

（28）Walhmd　Burgin，　P，24．

（29）J⑩M・認1・taL・d・・；P励gD⑳αη4P加伽C・η・伽・勘＆吻・・吻Cθη吻
∠勉91αη4：∠捨5曜ソ∫P763θ刀芸661’oσ．　E：∠4ア加θ7（Oxfbrd，1993＞，P，90．
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